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はじめに

このマニュアルには、Virtual Storage Platform One SDS Block(以降、VSP One SDS

Block)の障害を認識してから、障害の切り分けによる原因の特定と障害を解消するまでの

作業の流れを記載しています。

r マニュアルの参照と適合ソフトウェアバージョン

r 対象読者

r マニュアルで使用する記号について

r 単位表記について

r 発行履歴
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マニュアルの参照と適合ソフトウェアバージョン

このマニュアルは、VSP One SDS Block ソフトウェアバージョン 01.18.0x.xx に適合しています。

このマニュアルは、VSP One SDS Block の Bare metal モデル、および Cloud モデルを対象としてい

ます。

• マニュアル内で≪Bare metal≫と記述があるのは、Bare metal モデルに適用される内容です。

• マニュアル内で≪Cloud≫と記述があるのは、Cloud モデルに適用される内容です。クラウドプ

ラットフォームによって内容が異なる場合、以下のように示しています。

◦ ≪Cloud for AWS≫AWS 向け Cloud モデルの内容です。本文中では「Cloud モデル for AWS」

とも表記しています。

◦ ≪Cloud for Google Cloud≫Google Cloud 向け Cloud モデルの内容です。本文中では

「Cloud モデル for Google Cloud」とも表記しています。

◦ ≪Cloud for Microsoft Azure≫Microsoft Azure 向け Cloud モデルの内容です。本文中で

は「Cloud モデル for Microsoft Azure」とも表記しています。

モデルの確認方法は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」

を参照してください。

メモ VSP One SDS Block が出力するメッセージやイベントログ、一部の GUI などに、製品名が Virtual Storage
Software Block と表示されることがあります。VSP One SDS Block に置き換えてお読みください。

対象読者

このマニュアルは、VSP One SDS Block のシステム管理者や利用者を対象としています。

対象読者には、以下の知識やスキルが必要です。

• ネットワークに関する知識

• Windows および Linux に関する知識

• VSP One SDS Block の REST API と CLI に関する知識

• 物理サーバーの運用管理に関する知識

• Amazon Web Services (AWS)に関する知識

• Google Cloud に関する知識

• Microsoft Azure に関する知識

マニュアルで使用する記号について

このマニュアルでは、コマンドの書式を次の記号を使って記述しています。

記号 説明

< > この記号で囲まれている項目は可変値であることを示します。

| 複数の項目の区切りとして、「または」の意味を示します。

[ ] この記号で囲まれている項目は省略してもよいことを示します。

(例) [ a | b ]

何も指定しないか、aまたは bを指定します。

8 はじめに
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記号 説明

{ } この記号で囲まれている項目のうち、どれか 1つを必ず指定することを示しま

す。

(例) { a | b }

a または bを指定します。

このマニュアルでは、注意書きや補足情報を、以下のとおり記載しています。

注意 データの消失・破壊のおそれや、データの整合性がなくなるおそれがある場合などの注意を示します。

メモ 解説、補足説明、付加情報などを示します。

ヒント より効率的にストレージシステムを利用するのに役立つ情報を示します。

単位表記について

このマニュアルでは、単位表記を以下のように記載しています。

1KB(キロバイト)、1MB(メガバイト)、1GB(ギガバイト)、1TB(テラバイト)は、それぞれ 1,000 バイ

ト、1,0002 バイト、1,0003 バイト、1,0004 バイトです。

1KiB(キビバイト)、1MiB(メビバイト)、1GiB(ギビバイト)、1TiB(テビバイト)は、それぞれ 1,024

バイト、1,0242 バイト、1,0243 バイト、1,0244 バイトです。

発行履歴

マニュアル資料番号 発行年月 変更内容

4048-1J-U21-31 2025 年 8 月 • 適合 VSP One SDS Block ソフトウェアバージョン：

01.18.0x.xx

• Google Cloud のサポートに伴い、記載とフローを追加・

変更した。

◦ 2.1.3 障害の切り分けフロー≪Cloud for Google

Cloud≫

◦ 2.2.3 チェックする項目一覧≪Cloud for Google

Cloud≫

◦ 2.4 VSP One SDS Block Administrator でヘルスス

テータス異常を検知した場合

◦ 2.5.2 ストレージクラスターで障害を検知した場合

のフロー≪Cloud≫

◦ 2.3.3 操作時の障害内容と参照先≪Cloud for

Google Cloud≫

◦ 3.1.7 ストレージクラスター構築時の障害の対処≪

Cloud for Google Cloud≫

◦ 3.3.5 ストレージノード増設時の障害の対処≪

Cloud for Google Cloud≫
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マニュアル資料番号 発行年月 変更内容

◦ 3.3.6 VSP One SDS Block の構成情報に存在しない

ストレージノードの VM(Compute Engine インスタン

ス)を削除する手順≪Cloud for Google Cloud≫

◦ 3.5.3 ストレージノード交換時の障害の対処≪

Cloud for Google Cloud≫

◦ 3.5.4 ストレージノードで使用中の IPv6 アドレス

を予約する≪Cloud for Google Cloud≫

◦ 3.6.3 ドライブが認識されない場合の対処≪Cloud

for Google Cloud≫

◦ 3.10 REST API/CLI 利用不可時の対処

◦ 3.24.3 応答遅延が頻発するドライブを交換したい

場合の対処≪Cloud for Google Cloud≫

◦ 3.31 Terraform 実行時にエラーが発生した場合の対

処≪Cloud for Google Cloud≫

◦ 3.32 Terraform テンプレートと作成したリソースに

差分が発生した場合の対処≪Cloud for Google

Cloud≫

◦ 4.3 VSP One SDS Block のダンプログファイルの採

取手順

◦ 4.5 Google Cloud Storage 経由で実施する VSP One

SDS Block のダンプログファイルの採取手順≪Cloud

for Google Cloud≫

• Microsoft Azure のサポートに伴い、記載とフローを追

加・変更した。

◦ 2.1.4 障害の切り分けフロー≪Cloud for

Microsoft Azure≫

◦ 2.2.4 チェックする項目一覧≪Cloud for

Microsoft Azure≫

◦ 2.3.4 操作時の障害内容と参照先≪Cloud for

Microsoft Azure≫

◦ 2.4 VSP One SDS Block Administrator でヘルスス

テータス異常を検知した場合

◦ 2.5.2 ストレージクラスターで障害を検知した場合

のフロー≪Cloud≫

◦ 3.1.8 ストレージクラスター構築時の障害の対処≪

Cloud for Microsoft Azure≫

◦ 3.3.7 ストレージノード増設時の障害の対処≪

Cloud for Microsoft Azure≫

◦ 3.3.8 VSP One SDS Block の構成情報に存在しない

ストレージノードの VM(Azure VM インスタンス)を

削除する手順≪Cloud for Microsoft Azure≫

◦ 3.5.5 ストレージノード交換時の障害の対処≪

Cloud for Microsoft Azure≫

◦ 3.6.4 ドライブが認識されない場合の対処≪Cloud

for Microsoft Azure≫

◦ 3.10 REST API/CLI 利用不可時の対処

◦ 3.24.4 応答遅延が頻発するドライブを交換したい

場合の対処≪Cloud for Microsoft Azure≫

◦ 3.33 Microsoft Azure でデプロイが失敗した場合の

対処≪Cloud for Microsoft Azure≫

◦ 3.36 リソースの削除ロックが正しく設定されてい

ない場合の対処≪Cloud for Microsoft Azure≫

◦ 4.3 VSP One SDS Block のダンプログファイルの採

取手順

◦ 4.6 Azure Blob Storage 経由で実施する VSP One

SDS Block のダンプログファイルの採取手順≪Cloud

for Microsoft Azure≫

10 はじめに

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



マニュアル資料番号 発行年月 変更内容

• 応答遅延が発生した場合に関し以下のフローと説明を見

直した。

◦ 2.1.1 障害の切り分けフロー≪Bare metal≫

◦ 2.1.2 障害の切り分けフロー≪Cloud for AWS≫

◦ 3.24.2 応答遅延が頻発するドライブを交換したい

場合の対処≪Cloud for AWS≫

• 障害対処の説明を追加した。

◦ 3.2 ストレージクラスターの起動・停止操作時の障

害の対処

• 以下のフローを見直した。

◦ 3.15.2 ストレージノードの Health Status に

"Alerting"発生時の対処≪Cloud≫

• 以下のフローを見直した。

◦ 3.19 コンピュートポートの Health Status に

"Alerting"発生時の対処

• 以下に説明を追加した。

◦ 3.1.1 ストレージソフトウェアインストール時の障

害の対処≪Bare metal≫

• 対象の操作にソフトウェアアップデートを追加した。

◦ 3.28 競合する処理による操作失敗への対処

• 以下のフローを見直した。

◦ 3.15 ストレージノードの Health Status に

"Alerting"発生時の対処

• 以下のフローを見直した。

◦ 2.1.2 障害の切り分けフロー≪Cloud for AWS≫

• 不要な補足説明を削除した。

◦ 2.2.2 チェックする項目一覧≪Cloud for AWS≫

• 用語解説を見直した。

• フローの一部を見直した。

◦ 2.1.1 障害の切り分けフロー≪Bare metal≫

◦ 2.1.2 障害の切り分けフロー≪Cloud for AWS≫

• フローの一部を見直した。

◦ 3.15.2 ストレージノードの Health Status に

"Alerting"発生時の対処≪Cloud≫

• 説明文を見直した。

◦ 3.8 SSL/TLS 証明書エラー発生時の対処

• NVMe Drive Direct Attach のサポートに伴い、記載とフ

ローを追加・変更した。

◦ 3.6.1 ドライブが認識されない場合の対処≪Bare

metal≫

◦ 3.24.1 応答遅延が頻発するドライブを交換したい

場合の対処≪Bare metal≫

• AWS コントローラーノードレスのサポートに伴い、内容の

見直しをした。

◦ 2.1.2 障害の切り分けフロー≪Cloud for AWS≫

◦ 2.2.2 チェックする項目一覧≪Cloud for AWS≫

◦ 2.3.2 操作時の障害内容と参照先≪Cloud for AWS

≫

◦ 3.3.2 ストレージノード増設時の障害の対処≪

Cloud for AWS≫

◦ 3.3.4 VSP One SDS Block の構成情報に存在しない

ストレージノードの VM(EC2 インスタンス)を削除す

る手順≪Cloud for AWS≫

◦ 3.5.2 ストレージノード交換時の障害の対処≪

Cloud for AWS≫

◦ 3.10 REST API/CLI 利用不可時の対処

はじめに 11
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マニュアル資料番号 発行年月 変更内容

◦ 4.2 VSP One SDS Block のメッセージ出力に伴うロ

グ採取について

• AWS コントローラーノードレスのサポートに伴い、以下を

削除した。

◦ 3.1.6 VSP One SDS Block インストーラー利用不可

時の対処≪Cloud for AWS≫

◦ 4.10 VSP One SDS Block インストーラーのログ採取

手順≪Cloud for AWS≫

• フロー中の表現を一部見直した。

◦ 3.15.2 ストレージノードの Health Status に

"Alerting"発生時の対処≪Cloud≫

• 構成バックアップのサポートに伴い、内容の見直しをし

た。

◦ 2.3.1 操作時の障害内容と参照先≪Bare metal≫

◦ 2.3.2 操作時の障害内容と参照先≪Cloud for AWS

≫

◦ 3.25 構成情報のバックアップ作成時に発生した特

定エラーへの対処≪Bare metal≫≪Cloud for AWS

≫

◦ 3.28 競合する処理による操作失敗への対処

◦ 用語解説

• 以下のフローを見直した。

◦ 2.5.1 ストレージクラスターで障害を検知した場合

のフロー≪Bare metal≫

◦ 2.5.2 ストレージクラスターで障害を検知した場合

のフロー≪Cloud≫

◦ 3.23 性能低下が生じた場合の対処

• 用語解説「タイブレーカーノード」の説明を見直した。

• フローの注釈番号をシーケンシャルに修正した。

◦ 2.5.1 ストレージクラスターで障害を検知した場合

のフロー≪Bare metal≫

◦ 2.5.2 ストレージクラスターで障害を検知した場合

のフロー≪Cloud≫

• 以下において一部のフローと説明を見直した。

◦ 3.3.1 ストレージノード増設時の障害の対処≪Bare

metal≫

◦ 3.6.1 ドライブが認識されない場合の対処≪Bare

metal≫

◦ 3.24.1 応答遅延が頻発するドライブを交換したい

場合の対処≪Bare metal≫

4048-1J-U21-20 2024 年 12 月 • 適合 VSP One SDS Block ソフトウェアバージョン：

01.17.0x.xx

• フローの一部を見直した。

◦ 3.9.1 外部認証サーバーとの接続を確認する場合の

対処

• ストレージノードの自動回復に関連する注釈を追加し

た。

◦ 3.15.4 ストレージノードの自動回復機能の設定が

有効時の障害対処

• FC 接続のサポートに伴い、記載とフローを追加・変更し

た。

◦ 2.2 最初にチェックする項目

◦ 2.5 ストレージクラスターで障害を検知した場合

◦ 3.19 コンピュートポートの Health Status に

"Alerting"発生時の対処

• 「ホワイトリスト」を「許可リスト」に変更した。

12 はじめに
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マニュアル資料番号 発行年月 変更内容

◦ 3.1.6 VSP One SDS Block インストーラー利用不可

時の対処≪Cloud≫

◦ 3.3.2 ストレージノード増設時の障害の対処≪

Cloud≫

◦ 3.5.2 ストレージノード交換時の障害の対処≪

Cloud≫

◦ 3.10 REST API/CLI 利用不可時の対処

• ロケーター LED 点消灯機能が非サポートの場合のフロー

を追加した。

◦ 3.28 ロケーター LED 点消灯時の障害の対処≪Bare

metal≫

• 適用可能サーバー種の拡大サポートに伴い、記載を追加、

変更した。

◦ 2.2 最初にチェックする項目

◦ 2.5 ストレージクラスターで障害を検知した場合

◦ 3.1.1 ストレージソフトウェアインストール時の障

害の対処≪Bare metal≫

◦ 3.1.2 ストレージノード単位のセットアップ時の障

害の対処≪Bare metal≫

◦ 3.1.3 ストレージクラスター構築時の障害の対処≪

Bare metal≫

◦ 3.1.4 ストレージクラスター構築、ストレージノー

ド増設、ストレージノード交換、スペアノード切り

換えが失敗したストレージノードへの対処≪Bare

metal≫

◦ 3.7.2 構成情報の変更・設定時の障害により、管理

ネットワークの IP アドレス設定を行う場合の対処

≪Bare metal≫

◦ 3.15.1 ストレージノードの Health Status に

"Alerting"発生時の対処≪Bare metal≫

◦ 3.17 管理ポートの Health Status に"Alerting"発

生時の対処≪Bare metal≫

◦ 3.18 ストレージノード間ポートの Health Status

に"Alerting"発生時の対処≪Bare metal≫

◦ 3.24 応答遅延が頻発するドライブを交換したい場

合の対処≪Bare metal≫

◦ 4.7 コンソールインターフェイス経由のダンプログ

ファイル採取手順≪Bare metal≫

• ファイル格納対象の記載を見直した。

◦ 3.3.4 VSP One SDS Block の構成情報に存在しない

ストレージノードの VM(EC2 インスタンス)を削除す

る手順≪Cloud≫

• Cloud モデルの場合の対処を追加した。

◦ 4.9.1 ダンプログファイルを採取する REST API/CLI

実行不可時の対処

• 想定される原因から、RAID1 構成必須の記載を削除した。

◦ 3.1.1 ストレージソフトウェアインストール時の障

害の対処≪Bare metal≫

• ダンプログファイル名の説明を追加した。

◦ 4.3 VSP One SDS Block のダンプログファイルの採

取手順

• ストレージノード保守回復の実施に注釈を追加した。

◦ 3.5.1 ストレージノード交換時の障害の対処≪Bare

metal≫

• ユーザー認証エラー発生時の対処を見直した。

◦ 2.3 障害が特定の操作時に発生した場合

はじめに 13
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マニュアル資料番号 発行年月 変更内容

◦ 3.9 ユーザー認証エラー発生時の対処

4048-1J-U21-10 2024 年 9 月 • 適合 VSP One SDS Block ソフトウェアバージョン：

01.16.0x.xx

• Virtual machine モデルの記載を削除・変更した。

◦ 本マニュアル全体

• 構成情報のバックアップ作成時に発生したエラーへの対

処の説明文とフローを見直した。

◦ 3.26 構成情報のバックアップ作成時に発生した特

定エラーへの対処≪Bare metal≫

• 格納データ暗号化の Cloud モデルサポートに伴い、フ

ローを変更した。

◦ 2.5 ストレージクラスターで障害を検知した場合

• Amazon S3 バケット名に関するチェック項目を追加した。

◦ 2.2 最初にチェックする項目

4048-1J-U21-00 2024 年 8 月 • 新規(適合 VSP One SDS Block ソフトウェアバージョ

ン：01.15.0x.xx)

14 はじめに
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1
トラブルシューティングの流れ

r 1.1　障害の認識または性能低下からトラブルシューティングまでの流れ

トラブルシューティングの流れ 15

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



1.1 障害の認識または性能低下からトラブルシュー

ティングまでの流れ

VSP One SDS Block の障害を認識または性能低下から、障害の切り分けによる原因の特定と障害の

解消までの作業の流れを以下に示します。

16 トラブルシューティングの流れ
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■エラーメッセージが表示された
■一定時間経過しても処理が完了しない
■ ≪Bare metal≫ VSP One SDS Block Administratorで

ステータス異常が表示された
■ ≪Cloud for AWS≫VSP One SDS Block Administrator、

またはAWSマネジメントコンソールでステータス異常が表示された

■ ≪Cloud for Microsoft Azure≫VSP One SDS Block
Administrator、またはAzureポータルでステータス異常が表示
された

■ ≪Cloud for Google Cloud≫ VSP One SDS Block
Administrator、またはGoogle Cloudコンソールでステータス
異常が表示された

■イベントログにエラーを示すイベントが記録された
■ ≪Bare metal≫

物理サーバーで障害が表示された

正常動作

セットアップ 運 用 アンインストール

障害の切り分け ➡ 2章

障害への対処 ➡ 3章

問い合わせして対処 ➡ 4章

障害解消？
Yes

No

障害を認識

トラブルシューティング

■性能低下が起きた
性能低下はVSP One SDS Blockの障害に起因し
て起こる可能性が高いため、
障害の切り分け(2 章)と障害への対処(3 章)に
進んで障害を解消してください。
障害がなく性能低下した場合または障害が解消
されても性能低下した状態が続く場合は、
「性能低下が生じた場合の対処」を実施してください。

性能低下

トラブルシューティングの流れ 17
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18 トラブルシューティングの流れ
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2
障害を切り分ける

r 2.1　障害の切り分け

r 2.2　最初にチェックする項目

r 2.3　障害が特定の操作時に発生した場合

r 2.4　VSP One SDS Block Administrator でヘルスステータス異常を検知した場合

r 2.5　ストレージクラスターで障害を検知した場合

障害を切り分ける 19
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2.1 障害の切り分け

VSP One SDS Block で障害を認識した場合、対象モデルのフローに従って障害に対処してください。

Universal Replicator 利用時に障害を認識した場合は、あわせて「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block Universal Replicator ガイド」の「トラブルシューティング」も参照し

てください。

VSP One SDS Block Administrator 使用時、画面が正常に表示されない場合があります。その場合

は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block Administrator GUI ガイド」の「VSP One

SDS Block Administrator について」を参照してください。

2.1.1 障害の切り分けフロー≪Bare metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

20 障害を切り分ける
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9

8

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

Yes

No

1

1. セキュリティー警告は以下のいずれかの単語、または文章を含んだエラーメッセージです。
    "SSL"、"TLS"、"セキュリティー証明書"、"保護されません"、"安全ではありません"、"server certificate"

障害を認識

「最初にチェックする項目」は確認済みですか？ 「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」に従って確
認し、問題があれば対処してください。

ストレージクラスター構築中にエラーが発生していま
すか?

「操作時の障害内容と参照先≪Bare metal≫」の
「ストレージクラスター構築」に従って対処してください。

ストレージクラスター起動中にエラーが発生していま
すか?

「操作時の障害内容と参照先≪Bare metal≫」の
「ストレージクラスターの起動・停止」に従って対処し
てください。

構成情報の変更・設定実施中にエラーが発生して
いますか？

「操作時の障害内容と参照先≪Bare metal≫」の
「構成情報の変更・設定」に従って対処してください。

以下の各操作実行時にセキュリティー警告1が
表示されましたか？
・REST API/CLIでの操作
・VSP One SDS Block Administrator
  表示

「SSL/TLS 証明書エラー発生時の対処」に従って
対処してください。

障害を切り分ける 21
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3 8

2

1

VSP One SDS Block Administratorにログイ
ンできますか？2

障害が発生してから15分以上、経過しています
か？

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Clusterの情報を確認します。 15分以上、経過するまで待ってください。

Health StatusのStorage Clusterに
"Alerting"が表示され、かつStorage Cluster
のステータスが
"BlockageDueToFailuresExceeding
RedundancyLimit"または"Blockage"に
なっていますか？

以下のいずれかのイベントログが出力されています
か？
・KARS08121-E　・KARS08122-E
・KARS07301-C　・KARS08124-C　

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

イベントログのSolutionに従って対処してください。

サポートセンターに連絡してください。

No

Yes

Yes

No

Yes

No

No

Yes

2. ストレージクラスターの代表IPアドレスを設定している場合はそのIPアドレス宛に、ストレージクラスターの代表IPアドレスを設定
    していない場合は任意のストレージノードの管理ネットワークIPアドレス宛に接続してください。

22 障害を切り分ける
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2

8

No

No

Yes

Yes

Yes

No

4

すべてのストレージノードに給電されている状態です 
か？ 

「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」の「ストレー 
ジシステムや周辺機器に給電されていますか。」の備 
考欄に従って対処してください。

「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」の「VSP 
One SDS Block を構成する管理ネットワーク、コン 
ピュートネットワーク、ストレージノード間ネットワーク、 
BMC ネットワークはすべて正常に動作しています 
か。」の備考欄に従って対処してください。

VSP One SDS Blockを構成する以下のネット 
ワークはすべて正常に動作していますか？ 
・管理ネットワーク 
・コンピュートネットワーク 
・ストレージノード間ネットワーク 

すべてのマスターノード3 にストレージクラスター情報を 
参照するREST APIを実行したときに、以下のいずれ 
かになりますか？4 
・HTTPステータスコード500または503が返る 
・応答がない 
API：GET /v1/objects/storage

「REST API/CLI 利用不可時の対処」を実施して 
ください。

3. ストレージクラスターの代表IPアドレスを設定している場合、ストレージクラスターの代表IPアドレスは使用せずに各マスターノードに
    割り当てているIPアドレスを指定して実行してください。
4. 確認する際にCLIは使用しないでください。

障害を切り分ける 23
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4

9

No

Yes

No

Yes

8

「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを強制停 
止する≪Bare metal≫」を実行し、すべてのストレージ 
ノードを停止してください。 
その後、「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを 
起動する≪Bare metal≫」を参照して、再度すべての 
ストレージノードを起動してください。 

サポートセンターに連絡してください。

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

Storage Clusterのステータスが"Ready"になり 
ましたか？ 

Storage Clusterのステータスが 
"BlockageDueToFailuresExceedingRedun 
dancyLimit"になっていますか？ 

「操作時の障害内容と参照先≪Bare metal≫」の 
「ストレージクラスターの起動・停止」に従って対処し 
てください。 
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Storage Clusterのステータスが"StartFailed"に
なっていますか？

再実行して解決しましたか？

No

No

Yes

Yes

Storage Clusterのステータスが"Starting"になっ
ていますか？

Yes

No

しばらく待ってから障害が発生した操作を再実行して
ください。
実行可能になるまでは最大で30分掛かります。

終了

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Pool画面を確認します。

イベントログを確認して、solutionに従って対処して
ください。

3

8

5

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

障害を切り分ける 25

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



Yes

No

No

Yes

6 8

Yes

No

5

VSP One SDS Block Administratorの 
Storage Pool画面でDATA REDUNDANCY 
が-1のストレージプールがありますか？

ストレージコントローラー情報を一覧取得するREST 
API/CLIを使用して、ストレージコントローラーのス 
テータスを確認します。

ステータスが"Blockage"または 
"BlockageDueToNoActiveNodes"の 
ストレージコントローラーがありますか？ 

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

「操作時の障害内容と参照先≪Bare metal≫」の 
該当した「参照先」に従って対処してください。 

対象の障害は「操作時の障害内容と参照先 
≪Bare metal≫」の「操作」と「障害内容」に該当 
しますか？ 
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No

5. 実行したREST API/CLIの結果がジョブの場合は、ジョブの情報を取得するREST API/CLIを用いてstateがFailedまたは
Unknownになっているかを確認してください。

Yes

6

8

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

8

7 8

Yes

No

REST API/CLIの実行時にエラー5 が発生しまし 
たか？

コンピュートノードからボリュームが見えますか？

コンピュートノードからのパスでオフラインのものがあり
ますか？

ストレージシステムへのI/O処理時にエラーが発生
しましたか？

イベントログを参照して、SEVERITYが"Critical"、
"Error"、"Warning"で未対処のイベントが
残っていますか？

対象の障害は、「競合する処理による操作失敗への
対処」に記載の条件に該当しますか？

VSP One SDS Block Administratorでナビ
ゲーションバーにあるヘルスステータスのサマリーが
"Alerting"または"Unknown"になっています
か？

「VSP One SDS Block Administrator でヘルス
ステータス異常を検知した場合」に従って詳細切り分
けをしてください。

「競合する処理による操作失敗への対処」に記載の
手順に従って対処してください。

「ストレージクラスターで障害を検知した場合のフロー 
≪Bare metal≫」に従って詳細切り分けをしてくださ 
い。 

イベントログKARS05028-Iが同一ドライブで繰り 
返し発生していますか？ 

「応答遅延が頻発するドライブを交換したい場合の 
対処≪Bare metal≫」に従って対処してください。 
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9

7 8

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

No

BMCで障害情報がありますか？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

障害はすべて解決しましたか？

障害はすべて解決しましたか？

障害の原因は特定できましたか？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

ダンプログファイルを採取済みの場合、採取したダン 
プログファイルを削除してください。 

サポートセンターに連絡してください。 終了

2.1.2 障害の切り分けフロー≪Cloud for AWS≫
この項での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。
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10

9

No

Yes

Yes

Yes

No

No

Yes

No

1

障害を認識

「最初にチェックする項目」は確認済みですか？

ストレージクラスター構築中にエラーが発生していま
すか?

ストレージクラスター起動中にエラーが発生していま
すか?

以下の各操作実行時にセキュリティー警告1が
表示されましたか？
・REST API/CLIでの操作
・VSP One SDS Block Administrator表示
・VSP One SDS Blockインストーラーでの操作

「SSL/TLS 証明書エラー発生時の対処」に従って
対処してください。

「操作時の障害内容と参照先≪Cloud for AWS≫」
の「ストレージクラスターの起動・停止」に従って対処して
ください。

「操作時の障害内容と参照先≪Cloud for 
AWS≫」の「ストレージクラスター構築」に従って対処
してください。

「チェックする項目一覧≪Cloud for AWS≫」に
従って確認し、問題があれば対処してください。

1. セキュリティー警告は以下のいずれかの単語、または文章を含んだエラーメッセージです。
    "SSL"、"TLS"、"セキュリティー証明書"、"保護されません"、"安全ではありません"、"server certificate"
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3 9

2

1

VSP One SDS Block Administratorにログイ
ンできますか？

障害が発生してから15分以上、経過しています
か？

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Clusterの情報を確認します。 15分以上、経過するまで待ってください。

Health StatusのStorage Clusterに
"Alerting"が表示され、かつStorage Cluster
のステータスが
"BlockageDueToFailuresExceeding
RedundancyLimit"または"Blockage"に
なっていますか？

以下のいずれかのイベントログが出力されています
か？
・KARS08121-E　・KARS08122-E
・KARS07301-C　・KARS08124-C　

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

イベントログのSolutionに従って対処してください。

サポートセンターに連絡してください。

No

Yes

Yes

No

Yes

No

No

Yes
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2. 確認する際にCLIは使用しないでください。

No

Yes

2

9

No

Yes

Yes

No

10

No

Yes

9

No

ストレージノード用のEC2インスタンスとコントロー
ラーノード用のEC2インスタンスは正常に動作して
いますか？

「チェックする項目一覧≪Cloud for AWS≫」の
「各EC2 インスタンスは、正常に動作していますか。」
または「AWS の環境は、正常に動作していますか。」
の備考欄に従って対処してください。

すべてのマスターノードにストレージクラスター
情報を参照するREST APIを実行したときに、
以下のいずれかになりますか？2

 ・HTTPステータスコード500または503が返る
 ・応答がない
API：GET /v1/objects/storage

「REST API/CLI利用不可時の対処」 を実施して
ください。

Storage Clusterのステータスが"Ready"になりま
したか？

Storage Clusterのステータスが
"BlockageDueToFailuresExceedingRedun
dancyLimit"になっていますか？

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

「操作時の障害内容と参照先≪Cloud for AWS≫」
の「ストレージクラスターの起動・停止」に従って対処して
ください。

「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを強制
停止する≪Cloud≫」を実行し、すべてのストレージ
ノードを停止してください。
その後、「オペレーションガイド」の「ストレージクラス
ターを起動する≪Cloud for AWS≫」を参照して、
再度すべてのストレージノードを起動してください。
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Storage Clusterのステータスが"StartFailed"に
なっていますか？

再実行して解決しましたか？

No

No

Yes

Yes

Storage Clusterのステータスが"Starting"になっ
ていますか？

Yes

No

しばらく待ってから障害が発生した操作を再実行して
ください。
実行可能になるまでは最大で30分掛かります。

終了

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Pool画面を確認します。

イベントログを確認して、solutionに従って対処して
ください。

3

9

4

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。
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Yes

No

No

Yes

5 9

Yes

No

4

サポートセンターに連絡してください。

VSP One SDS Block Administratorの 
Storage Pool画面でDATA REDUNDANCY 
が-1のストレージプールがありますか？

ストレージコントローラー情報を一覧取得するREST 
API/CLIを使用して、ストレージコントローラーのス 
テータスを確認します。

ステータスが"Blockage"または 
"BlockageDueToNoActiveNodes"の 
ストレージコントローラーがありますか？ 

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

「操作時の障害内容と参照先≪Cloud for AWS≫」 
の該当した「参照先」に従って対処してください。 

対象の障害は「操作時の障害内容と参照先 
≪Cloud for AWS≫」の「操作」と「障害内容」に 
該当しますか？
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ストレージシステムへのI/O処理時にエラーが発生
しましたか？

イベントログを参照して、SEVERITYが"Critical"、
"Error"、"Warning"で未対処のイベントが
残っていますか？

「VSP One SDS Block Administrator でヘルス
ステータス異常を検知した場合」に従って詳細切り分
けをしてください。

VSP One SDS Block Administratorでナビ
ゲーションバーにあるヘルスステータスのサマリーが
"Alerting"または"Unknown"になっています
か？

コンピュートノードからのパスでオフラインのものがあり
ますか？

コンピュートノードからボリュームが見えますか？

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

対象の障害は、「競合する処理による操作失敗への
対処」に記載の条件に該当しますか？

Yes
「競合する処理による操作失敗への対処」に記載の
手順に従って対処してください。

No

No

No

No

Yes

7 96

5
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3. 実行したREST API/CLIの結果がジョブの場合は、ジョブの情報を取得するREST API/CLIを用いてstateがFailedまたは
    Unknownになっているかを確認してください。

6 7

No

Yes

8 9

Yes

No

REST API/CLIの実行時にエラー3 が発生しまし
たか？

「ストレージクラスターで障害を検知した場合のフロー
≪Cloud≫」に従って詳細切り分けをしてください。

イベントログKARS05028-Iが同一ドライブで繰り
返し発生していますか？

「応答遅延が頻発するドライブを交換したい場合の
対処≪Cloud for AWS≫」に従って対処してくだ
さい。
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10

8 9

Yes

No

Yes

No

No

Yes

Yes

No

AWSマネジメントコンソールで、AWSの環境また
は使用しているリソースに障害が検出されています
か？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

障害はすべて解決しましたか？

障害はすべて解決しましたか？

障害の原因は特定できましたか？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

ダンプログファイルを採取済みの場合、採取したダン 
プログファイルを削除してください。 

サポートセンターに連絡してください。 終了

2.1.3 障害の切り分けフロー≪Cloud for Google Cloud≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Google Cloud に適用されます。
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8

7

No

Yes

Yes

Yes

No

No

Yes

No

1

1. セキュリティー警告は以下のいずれかの単語、または文章を含んだエラーメッセージです。
    "SSL"、"TLS"、"セキュリティー証明書"、"保護されません"、"安全ではありません"、"server certificate"

「チェックする項目一覧≪Cloud for Google 
Cloud≫」に従って確認し、問題があれば対処して
ください。

ストレージクラスター構築中にエラーが発生していま
すか?

「操作時の障害内容と参照先≪Cloud for Google 
Cloud≫」の「ストレージクラスター構築」に従って対処
してください。

ストレージクラスター起動中にエラーが発生していま
すか?

「操作時の障害内容と参照先≪Cloud for Google 
Cloud≫」の「ストレージクラスターの起動・停止」に
従って対処してください。

以下の各操作実行時にセキュリティー警告1が
表示されましたか？
・REST API/CLIでの操作
・VSP One SDS Block Administrator
  表示

「SSL/TLS 証明書エラー発生時の対処」に従って
対処してください。

「最初にチェックする項目」は確認済みですか？

障害を認識
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3 7

2

1

VSP One SDS Block Administratorにログイ
ンできますか？

障害が発生してから15分以上、経過しています
か？

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Clusterの情報を確認します。 15分以上、経過するまで待ってください。

Health StatusのStorage Clusterに
"Alerting"が表示され、かつStorage Cluster
のステータスが
"BlockageDueToFailuresExceeding
RedundancyLimit"または"Blockage"に
なっていますか？

以下のいずれかのイベントログが出力されています
か？
・KARS08121-E　・KARS08122-E
・KARS07301-C　・KARS08124-C　

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

イベントログのSolutionに従って対処してください。

サポートセンターに連絡してください。

No

Yes

Yes

No

Yes

No

No

Yes
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2. 確認する際にCLIは使用しないでください。 

No

Yes

2

7

No

Yes

Yes

No

8

No

Yes

7

No

ストレージノード用のCompute Engineインスタンス
とコントローラーノード用のCompute Engineインス
タンスは正常に動作していますか？

「チェックする項目一覧≪Cloud for Google 
Cloud≫」の「各Compute Engine インスタンスは、
正常に動作していますか。」または「Google Cloud 
の環境は、正常に動作していますか。」の備考欄に
従って対処してください。

すべてのマスターノードにストレージクラスター
情報を参照するREST APIを実行したときに、
以下のいずれかになりますか？2

 ・HTTPステータスコード500または503が返る
 ・応答がない
API：GET /v1/objects/storage

「REST API/CLI利用不可時の対処」 を実施して
ください。

Storage Clusterのステータスが"Ready"になりま
したか？

Storage Clusterのステータスが
"BlockageDueToFailuresExceedingRedun
dancyLimit"になっていますか？

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

「操作時の障害内容と参照先≪Cloud for Google 
Cloud≫」の「ストレージクラスターの起動・停止」に
従って対処してください。

「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを強制
停止する≪Cloud≫」を実行し、すべてのストレージ
ノードを停止してください。
その後、「オペレーションガイド」の「ストレージクラス
ターを起動する≪Cloud for Google Cloud≫」
を参照して、再度すべてのストレージノードを起動して
ください。
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Storage Clusterのステータスが"StartFailed"に
なっていますか？

再実行して解決しましたか？

No

No

Yes

Yes

Storage Clusterのステータスが"Starting"になっ
ていますか？

Yes

No

しばらく待ってから障害が発生した操作を再実行して
ください。
実行可能になるまでは最大で30分掛かります。

終了

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Pool画面を確認します。

イベントログを確認して、solutionに従って対処して
ください。

3

7

4

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。
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Yes

No

No

Yes

5 7

Yes

No

4

サポートセンターに連絡してください。

VSP One SDS Block Administratorの 
Storage Pool画面でDATA REDUNDANCY 
が-1のストレージプールがありますか？

ストレージコントローラー情報を一覧取得するREST 
API/CLIを使用して、ストレージコントローラーのス 
テータスを確認します。

ステータスが"Blockage"または 
"BlockageDueToNoActiveNodes"の 
ストレージコントローラーがありますか？ 

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

「操作時の障害内容と参照先≪Cloud for Google 
Cloud≫」の該当した「参照先」に従って対処してくだ 
さい。 

対象の障害は「操作時の障害内容と参照先 
≪Cloud for Google Cloud≫」の「操作」と 
「障害内容」に該当しますか？

障害を切り分ける 41

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



3. 実行したREST API/CLIの結果がジョブの場合は、ジョブの情報を取得するREST API/CLIを用いてstateがFailedまたは
    Unknownになっているかを確認してください。

5

7

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

6

7

7

VSP One SDS Block Administratorでナビ
ゲーションバーにあるヘルスステータスのサマリーが
"Alerting"または"Unknown"になっています
か？

「VSP One SDS Block Administrator でヘルス
ステータス異常を検知した場合」に従って詳細切り分
けをしてください。

対象の障害は、「競合する処理による操作失敗への
対処」に記載の条件に該当しますか？

「競合する処理による操作失敗への対処」に記載の
手順に従って対処してください。

イベントログを参照して、SEVERITYが"Critical"、
"Error"、"Warning"で未対処のイベントが
残っていますか？

ストレージシステムへのI/O処理時にエラーが発生
しましたか？

コンピュートノードからのパスでオフラインのものがあり
ますか？

コンピュートノードからボリュームが見えますか？

REST API/CLIの実行時にエラー3 が発生しまし
たか？

「ストレージクラスターで障害を検知した場合のフロー
≪Cloud≫」に従って詳細切り分けをしてください。

イベントログKARS05028-Iが同一ドライブで繰り
返し発生していますか？

「応答遅延が頻発するドライブを交換したい場合の
対処≪Cloud for Google Cloud≫」に従って対
処してください。

No

No

Yes

Yes
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8

6 7

Yes

No

Yes

No

No

Yes

Yes

No

Google Cloudコンソールで、Google Cloudの
環境または使用しているリソースに障害が検出されて
いますか？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

障害はすべて解決しましたか？

障害はすべて解決しましたか？

障害の原因は特定できましたか？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

ダンプログファイルを採取済みの場合、採取したダン 
プログファイルを削除してください。 

サポートセンターに連絡してください。 終了

2.1.4 障害の切り分けフロー≪Cloud for Microsoft Azure≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Microsoft Azure に適用されます。
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8

7

No

Yes

Yes

Yes

No

No

Yes

No

1

1. セキュリティー警告は以下のいずれかの単語、または文章を含んだエラーメッセージです。
    "SSL"、"TLS"、"セキュリティー証明書"、"保護されません"、"安全ではありません"、"server certificate"

「チェックする項目一覧≪Cloud for Microsoft 
Azure≫」に従って確認し、問題があれば対処して
ください。

ストレージクラスター構築中にエラーが発生していま
すか?

「操作時の障害内容と参照先≪Cloud for 
Microsoft Azure≫」の「ストレージクラスター構築」に
従って対処してください。

ストレージクラスター起動中にエラーが発生していま
すか?

「操作時の障害内容と参照先≪Cloud for 
Microsoft Azure≫」の「ストレージクラスターの起動・
停止」に従って対処してください。

以下の各操作実行時にセキュリティー警告1が
表示されましたか？
・REST API/CLIでの操作
・VSP One SDS Block Administrator
  表示

「SSL/TLS 証明書エラー発生時の対処」に従って
対処してください。

「最初にチェックする項目」は確認済みですか？

障害を認識

44 障害を切り分ける

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



3 7

2

1

VSP One SDS Block Administratorにログイ
ンできますか？

障害が発生してから15分以上、経過しています
か？

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Clusterの情報を確認します。 15分以上、経過するまで待ってください。

Health StatusのStorage Clusterに
"Alerting"が表示され、かつStorage Cluster
のステータスが
"BlockageDueToFailuresExceeding
RedundancyLimit"または"Blockage"に
なっていますか？

以下のいずれかのイベントログが出力されています
か？
・KARS08121-E　・KARS08122-E
・KARS07301-C　・KARS08124-C　

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

イベントログのSolutionに従って対処してください。

サポートセンターに連絡してください。

No

Yes

Yes

No

Yes

No

No

Yes
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2. 確認する際にCLIは使用しないでください。

No

Yes

2

7

No

Yes

Yes

No

8

No

Yes

7

No

ストレージノード用のAzure VMインスタンスとコント
ローラーノード用のAzure VMインスタンスは正常に
動作していますか？

「チェックする項目一覧≪Cloud for Microsoft 
Azure≫」の「各Azure VM インスタンスは、正常に
動作していますか。」または「Microsoft Azure の
環境は、正常に動作していますか。」の備考欄に
従って対処してください。

すべてのマスターノードにストレージクラスター
情報を参照するREST APIを実行したときに、
以下のいずれかになりますか？2

 ・HTTPステータスコード500または503が返る
 ・応答がない
API：GET /v1/objects/storage

「REST API/CLI利用不可時の対処」 を実施して
ください。

Storage Clusterのステータスが"Ready"になりま
したか？

Storage Clusterのステータスが
"BlockageDueToFailuresExceedingRedun
dancyLimit"になっていますか？

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

「操作時の障害内容と参照先≪Cloud for 
Microsoft Azure≫」の「ストレージクラスターの起動・
停止」に従って対処してください。

「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを強制
停止する≪Cloud≫」を実行し、すべてのストレージ
ノードを停止してください。
その後、「オペレーションガイド」の「ストレージクラス
ターを起動する≪Cloud for Microsoft Azure≫」
を参照して、再度すべてのストレージノードを起動して
ください。
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Storage Clusterのステータスが"StartFailed"に
なっていますか？

再実行して解決しましたか？

No

No

Yes

Yes

Storage Clusterのステータスが"Starting"になっ
ていますか？

Yes

No

しばらく待ってから障害が発生した操作を再実行して
ください。
実行可能になるまでは最大で30分掛かります。

終了

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Pool画面を確認します。

イベントログを確認して、solutionに従って対処して
ください。

3

7

4

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。
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Yes

No

No

Yes

5 7

Yes

No

4

サポートセンターに連絡してください。

VSP One SDS Block Administratorの 
Storage Pool画面でDATA REDUNDANCY 
が-1のストレージプールがありますか？

ストレージコントローラー情報を一覧取得するREST 
API/CLIを使用して、ストレージコントローラーのス 
テータスを確認します。

ステータスが"Blockage"または 
"BlockageDueToNoActiveNodes"の 
ストレージコントローラーがありますか？ 

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

「操作時の障害内容と参照先≪Cloud for 
Microsoft Azure≫」の該当した「参照先」に従って 
対処してください。 

対象の障害は「操作時の障害内容と参照先 
≪Cloud for Microsoft Azure≫」の「操作」と 
「障害内容」に該当しますか？
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3. 実行したREST API/CLIの結果がジョブの場合は、ジョブの情報を取得するREST API/CLIを用いてstateがFailedまたは
    Unknownになっているかを確認してください。

5

7

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

6

7

7

VSP One SDS Block Administratorでナビ
ゲーションバーにあるヘルスステータスのサマリーが
"Alerting"または"Unknown"になっています
か？

「VSP One SDS Block Administrator でヘルス
ステータス異常を検知した場合」に従って詳細切り分
けをしてください。

対象の障害は、「競合する処理による操作失敗への
対処」に記載の条件に該当しますか？

「競合する処理による操作失敗への対処」に記載の
手順に従って対処してください。

イベントログを参照して、SEVERITYが"Critical"、
"Error"、"Warning"で未対処のイベントが
残っていますか？

ストレージシステムへのI/O処理時にエラーが発生
しましたか？

コンピュートノードからのパスでオフラインのものがあり
ますか？

コンピュートノードからボリュームが見えますか？

REST API/CLIの実行時にエラー3 が発生しま
したか？

「ストレージクラスターで障害を検知した場合のフロー
≪Cloud≫」に従って詳細切り分けをしてください。

イベントログKARS05028-Iが同一ドライブで繰り
返し発生していますか？

「応答遅延が頻発するドライブを交換したい場合の
対処≪Cloud for Microsoft Azure≫」に従って
対処してください。

Yes

Yes

No

No
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8

6 7

Yes

No

Yes

No

No

Yes

Yes

No

Azureポータルで、Microsoft Azureの環境また
は使用しているリソースに障害が検出されています
か？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

障害はすべて解決しましたか？

障害はすべて解決しましたか？

障害の原因は特定できましたか？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

ダンプログファイルを採取済みの場合、採取したダン 
プログファイルを削除してください。 

サポートセンターに連絡してください。 終了

2.2 最初にチェックする項目

障害の原因として、結線抜けや操作ミスなどの単純不良や VSP One SDS Block のシステム外の原因

なども考えられます。あらかじめ基本的な確認項目をチェックしてください。

2.2.1 チェックする項目一覧≪Bare metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。
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確認項目 備考
チェック

欄

ストレージシステムやネット

ワーク周辺機器のケーブルは、

正しく接続されていますか。

• ネットワークケーブルのコネクター抜けや誤接続など、単

純な事象に起因する障害も多くあります。

• ネットワークケーブルが期待どおりのネットワークス

イッチに接続されていることを確認してください。

• ネットワークを冗長化している場合、すべてのネットワー

クケーブルが期待どおりのネットワークスイッチに正し

く接続されていることを確認してください。障害により

冗長経路への切り替えが発生したあとも接続性異常が継

続する場合、冗長経路となる待機系のネットワークケーブ

ルが期待どおりのネットワークスイッチに正しく接続さ

れていないことが原因のときがあります。

• ネットワークスイッチで VLAN 機能を使用している場合

は、期待どおりの VLAN が設定されているネットワークス

イッチのインターフェイスにネットワークケーブルが接

続されていることを確認してください。ネットワークス

イッチの操作方法はハードウェアベンダーのマニュアル

を確認してください。

ストレージシステムや周辺機器

に給電されていますか。

ストレージシステムへの給電が停止すると、給電が再開されて

もストレージシステムを再度起動する必要があります。スト

レージシステムの起動方法は「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレー

ジクラスターを起動する≪Bare metal≫」を参照してくださ

い。

マニュアルに従って、正しい手

順で作業を実施しましたか。

手順内に記載されているメモ、注意の内容を再確認してくださ

い。

REST API/CLI での操作の場合

は、アクセス先のアドレスは正

しく指定されていますか。

操作するストレージクラスターもしくは個別のストレージ

ノードの正しい IP アドレス、またはホスト名を指定してくだ

さい。CLI のアドレス指定方法は「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block CLI リファレンス」を参照してくださ

い。

REST API/CLI での操作で、宛先

に FQDN を指定している場合、正

しく名前解決できていますか。

• FQDN に対する DNS レコードが正しく入っていますか。1

• DNS サーバーの設定は済んでいますか。

• DNS サーバーとの間に経路障害はありませんか。

• DNS サーバーが稼働していますか。

REST API/CLI での操作の場合

は、パラメーターなどは正しく

指定されていますか。

詳細は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

REST API リファレンス」や「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block CLI リファレンス」を参照してくださ

い。

REST API/CLI での操作の場合

は、SSL/TLS 通信の設定が正し

く行われていますか。

詳細は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

オペレーションガイド」を参照してください。

ストレージシステムがアクセス

する外部サーバーは、正常に設

定され、動作していますか。

• ストレージシステムは、複数の外部サーバーと連動しま

す。

• 外部サーバーの設定が間違っていると障害につながる場

合があります。以下の外部サーバーが正常に設定され、動

作していることを確認してください。

◦ 外部認証(LDAP)サーバー

◦ iSNS サーバー

◦ SMTP サーバー

◦ SNMP マネージャー

◦ Syslog サーバー

◦ DNS サーバー
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確認項目 備考
チェック

欄

◦ NTP サーバー

各外部サーバー設定の確認方法については「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーショ

ンガイド」を参照してください。

• ストレージシステムを使用するユーザーを、LDAP サーバー

などの外部サーバーへの登録が必要な場合があります。

KARS08202-E が出力されている

場合、NTP サーバーは動作して

いますか？

ストレージノードの接続先 NTP サーバーの設定が正しいか確

認してください。NTP サーバーの設定については、セットアッ

プガイドを参照してください。ストレージノードの接続先 NTP

サーバーをホスト名(FQDN)で指定、かつ DNS サーバーとの接続

異常を示すイベントログ KARS08200-E が出力されている場合

は、イベントログを参照して対応してください。NTP サーバー

のホスト名(FQDN)を解決するための DNS レコードが正しく設

定されているかを確認してください。また、NTP サーバーが正

常に動作しているか、ストレージノードと NTP サーバーとを接

続するネットワークが正常か確認してください。問題が発生

していればその原因を解決してください。

KARS08200-E が出力されている

場合、DNS サーバーは動作して

いますか？

ストレージノードの接続先 DNS サーバーの設定が正しいか、

DNS サーバーが正常に動作しているか確認してください。ま

た、ストレージノードと DNS サーバーとを接続するネットワー

クが正常なことを確認してください。問題が発生していれば

その原因を解決してください。

VSP One SDS Block を構成する

管理ネットワーク、コンピュー

トネットワーク、ストレージ

ノード間ネットワーク、BMC

ネットワークはすべて正常に動

作していますか。

• ネットワークに障害が発生するとストレージシステムに

も影響が及びます。

• VSP One SDS Block と独立したネットワークの監視系や調

査用端末などを使用して、ネットワークに障害や性能低下

(ネットワークスイッチ障害、リンク障害、遅延の増加、

パケットロスの増加、期待外のリンクスピード稼働値や

デュプレックス稼働値での接続など)が発生していない

か、確認してください。

5分以上継続してネットワーク性能低下が発生している場

合、ストレージシステムの稼働に影響します。ホストから

の I/O 性能の低下や、最悪の場合にはストレージノードが

閉塞するなどの障害を引き起こす可能性があります。

• ストレージノード間ネットワークの通信で TCP 再送が増

加すると、イベントログ KARS08330-W が出力されます。

TCP 再送は、ネットワークの障害や性能低下、ストレージ

ノード(物理サーバー、NIC など)の障害により発生するこ

とがあります。ネットワークの障害や性能低下、ストレー

ジノードに障害が発生していないか確認してください。

特に、ネットワークスイッチでのパケット廃棄が起きてい

ないか、リンクスピードとデュプレックスが期待外になっ

ていないか確認してください。

• 各ネットワークにファイアウォールを設置して TCP/UDP

ポート番号を使ったフィルタリングを行っている場合は、

ご使用のモデルの「Hitachi Virtual Storage Platform

One SDS Block セットアップガイド」の「通信に必要な

TCP/UDP ポート番号」を参照し、各通信に必要な TCP/UDP

ポート番号を許可するように設定できているか確認して

ください。

52 障害を切り分ける

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



確認項目 備考
チェック

欄

• 障害の切り分けのために、一時的に調査用端末などをスト

レージノード間ネットワークに接続する場合は、障害の切

り分け完了後に必ず接続を解除し、VSP One SDS Block の

ストレージノードのストレージノード間ネットワーク

ポートとネットワークの監視系以外が接続されていない

クローズドなネットワークとなっていることを確認して

ください。

• VSP One SDS Block と独立したネットワークの監視系や

ネットワークスイッチの確認方法は、各ベンダーのマニュ

アルを確認してください。

• ネットワークスイッチのリンクフラップ機能を有効化し

ている場合、ネットワークスイッチのインターフェイスが

シャットダウンしていないか確認してください。

ネットワークスイッチのインターフェイスがリンクフ

ラップ機能によりシャットダウンしていた場合、リンクフ

ラップの原因を解消したあと、ネットワークスイッチのイ

ンターフェイスを再アクティブ化してください。

ネットワークスイッチの操作方法はハードウェアベン

ダーのマニュアルを確認してください。

• BMC 画面ではリンク状態が不明になる場合があります。リ

ンクの状態を見るためにはサーバー、ネットワークスイッ

チにあるリンクランプなどを使用してください。

• ネットワークを冗長化していて、障害により冗長化経路へ

の切り替えなどの復旧処理が発生している場合は、ネット

ワークスイッチのログを確認し、復旧処理に要した時間が

Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage Platform

One SDS Block セットアップガイド」にある各ネットワー

クの要件の「可用性」に記載された復旧時間を満たしてい

ることを確認してください。

• BMC 画面の確認方法は各ベンダーのマニュアルを確認して

ください。

• 閉塞・閉塞失敗 2 しているストレージノードの管理ネット

ワーク、コンピュートネットワーク、ストレージノード間

ネットワークのリンク状態は、REST API/CLI/VSP One SDS

Block Administrator を使用した場合、正しく表示されな

いことがあります。

リンクの状態を見るためにはサーバー、ネットワークス

イッチにあるリンクランプなどを使用してください。

• ストレージノードは、管理ポートとストレージノード間

ポートについては、リンクアップ状態が 30 秒継続した場

合に通信可能と判断します。ストレージノードが通信可

能と判断すると以下のメッセージが出力されます。

KARS08304-I、KARS08305-I、KARS08306-I、KARS08313-I、

KARS08314-I、KARS08315-I

詳細な仕様は、Bare metal モデルの「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block セットアップガイド」

の「ストレージノードの要件」を参照してください。

• ストレージノード間ネットワークのリンク障害によって

ストレージノードが閉塞した場合、障害発生からストレー

ジノードの回復までにリンク状態を回復させると、以下リ

ンク状態の回復を示すメッセージが出力されないことが

あります。

KARS08313-I、KARS08314-I、KARS08315-I
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ストレージノード間ネットワークが回復したことを確認

する際は、サーバー、ネットワークスイッチにあるリンク

ランプを使用し、リンク状態を確認してください。

各ストレージノードのハード

ウェアは、正常に動作していま

すか。

• ハードウェアの動作確認方法は、ハードウェアベンダーの

マニュアルを確認してください。

• ハードウェアの対処(サーバー、部品の交換など)に関して

は、ハードウェアベンダーのマニュアルを参照、またはサ

ポート先にお問い合わせください。

• ストレージノードのシステムドライブアクセスの応答が

遅延している場合、メッセージ KARS08205-W が出力されま

す。システムドライブに異常が発生していないか確認し、

必要に応じてハードウェアの対処を実施してください。

システムドライブアクセスの一時的な応答遅延の場合は、

KARS08205-W が出力されてから 10～15 分経過後に

KARS08206-I が出力され、システムドライブアクセスの応

答が正常になったことが通知されます。ストレージノー

ドの再起動・ハードウェアの交換を行ったことでシステム

ドライブアクセスの応答が正常になった場合は

KARS08206-I は出力されないため、OS 起動後 15 分経過し

ても KARS08205-W が出力されないことでシステムドライ

ブアクセスの応答が正常になったと判断してください。

• 対象のハードウェアの交換および設定変更の際に、一度ス

トレージノードの電源をオフにする必要がある場合、対象

のストレージノードがストレージクラスターに組み込ま

れていて、かつ status が"Ready"のときは手動でストレー

ジノードの保守閉塞を実施する必要があります。

ストレージノードの保守閉塞については「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーショ

ンガイド」を参照してください。

• 各ストレージノードの電源がオンであることを確認して

ください。ただし、ストレージノード減設、ストレージ

ノード交換、スペアノード切り換え、ストレージソフト

ウェアのアンインストールなどにより使用しなくなった

ストレージノードは対象外となります。

各ストレージノードのハード

ウェアは、正しく設定されてい

ますか。

• シリアル番号、モデル名が設定されていない場合、スト

レージノードの構築に失敗します。ハードウェアの設定

方法は、ハードウェアベンダーのマニュアルを確認してく

ださい。

• 対象のハードウェアの設定変更などをする際に、一度スト

レージノードの電源をオフにする必要がある場合、対象の

ストレージノードがストレージクラスターに組み込まれ

ていて、かつ status が"Ready"のときは手動でストレージ

ノードの保守閉塞を実施する必要があります。

ストレージノードの保守閉塞については「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーショ

ンガイド」を参照してください。

使用しているハードウェアはす

べて「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block ハー

ドウェア互換性リファレンス」

の要件を満たしたものですか。

• 最新の「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block ハードウェア互換性リファレンス」を確認してくだ

さい。使用しているハードウェアが要件を満たしていな

い場合は、要件を満たすハードウェアを使用してくださ

い。
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• ソフトウェアダウングレードにより、使用しているハード

ウェアが要件を満たさなくなった場合は、すべてのスト

レージノードに対しダンプログファイルを採取して、サ

ポートセンターに連絡してください。

• 対象のハードウェアを交換する際に、一度ストレージノー

ドの電源をオフにする必要がある場合、対象のストレージ

ノードがストレージクラスターに組み込まれていて、かつ

status が"Ready"のときは手動でストレージノードの保守

閉塞を実施する必要があります。

ストレージノードの保守閉塞については「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーショ

ンガイド」を参照してください。

各ストレージノードの BIOS 関

連の環境設定は、正しく行われ

ていますか。

• BIOS 関連の環境設定方法については、サーバーベンダーの

マニュアルと「Hitachi Virtual Storage Platform One

SDS Block ハードウェア互換性リファレンス」の「サポー

トしているサーバーモデル」を参照してください。

• BIOS 関連の環境設定を行う際に、一度ストレージノードの

電源をオフにする必要がある場合、対象のストレージノー

ドがストレージクラスターに組み込まれていて、かつ

status が"Ready"のときは手動でストレージノードの保守

閉塞を実施する必要があります。

ストレージノードの保守閉塞については「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーショ

ンガイド」を参照してください。

• スペアノード切り換え後のストレージノードを再利用す

る場合、ワンタイムブートオプションが設定されていない

ことを確認してください。確認方法は、Bare metal モデル

の「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

セットアップガイド」の「ストレージソフトウェアをイン

ストールする」を参照してください。

VSP One SDS Block を構成する

管理ネットワーク、コンピュー

トネットワーク、ストレージ

ノード間ネットワーク、BMC

ネットワーク上から、使用しな

くなったストレージノードが切

り離されていますか。

ストレージノード減設、ストレージノード交換、スペアノード

切り換え、ストレージソフトウェアのアンインストールなどに

より使用しなくなったストレージノードの物理サーバーを

ネットワークから切り離してください。また、使用しなくなっ

たストレージノードの OS が期待外に起動しないような対処

(システムディスクのデータの消去や使用していたシステム

ディスクをブート対象から外すなど)を行ってください。ネッ

トワーク接続されたままにしておいた場合、物理サーバーに

残っているネットワーク設定などにより、IP アドレス重複など

のトラブルを引き起こす可能性があります。また、使用しなく

なったストレージノードに関連するイベントログや監査ログ

が出力される可能性があります。

Bare metal モデルの「Hitachi

Virtual Storage Platform One

SDS Block セットアップガイ

ド」の「ストレージノード単位

のセットアップを行う」に従っ

て、Network port

configuration 画面でポートの

設定を実施した場合、各ポート

は正しく設定されていますか。

以下のケースで、ポートの設定(MAC アドレスまたは WWN)が期

待どおりか確認してください。

• ストレージクラスター構築の操作実行中に処理が失敗し

た場合、すべてのストレージノードで下記の Aと Cを比較

してください。

• ストレージノード増設の操作実行中に処理が失敗した場

合、すべての増設対象のストレージノードで下記の Aと C

を比較してください。

• ストレージノード交換の操作実行中に処理が失敗した場

合、交換対象のストレージノードで下記の Aと Cを比較し

てください。
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• イベントログでスペアノードのネットワークに関するエ

ラーが出力されている場合、エラーが出力されているスペ

アノードで下記の Aと Cを比較してください。

• イベントログでネットワークの冗長度に関する警告が出

力されている場合、警告が出ているストレージノードで下

記の Bと Cを比較してください。

A. BMC のリモートコンソールにログイン後、Top menu 画面で

[Show setting]を選択して表示されるポートの設定内容

B. VSP One SDS Block Administrator で警告が出ているスト

レージノードのポートの MAC アドレスまたは WWN

C. 日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズの場合：iLO の

Web インターフェイス画面にあるナビゲーションツリーで

[System Information]を選択後、[Network]タブを選択し、表

示されるポートの MAC アドレスまたは WWN

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ以外の場合：BMC の

Web インターフェイス画面で表示されるポートの MAC アドレス

または WWN

1. 構成情報の変更・設定を実施する場合は変更後の管理ネットワークの IP アドレスが FQDN に対する DNS レ

コードとして入っている必要があります。

2. ストレージノードが閉塞・閉塞失敗している場合、status は以下のいずれかになります。

"TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、

"TemporaryBlockageFailed"、"MaintenanceBlockageFailed"、"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、

"RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、"RemovalFailedAndPersistentBlockage"、

"RemovalFailedAndMultipleFailures"

2.2.2 チェックする項目一覧≪Cloud for AWS≫
この項での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。

確認項目 備考
チェック

欄

マニュアルに従って、正しい手

順で作業を実施しましたか。

手順内に記載されているメモ、注意の内容を再確認してくださ

い。

REST API/CLI での操作、VSP

One SDS Block インストーラー

での操作の場合、アクセス先の

アドレスは正しく指定されてい

ますか。

操作するストレージクラスター、個別のストレージノードもし

くはロードバランサーの正しい IP アドレス、またはホスト名

を指定してください。CLI のアドレス指定方法は「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block CLI リファレン

ス」を参照してください。

REST API/CLI での操作、VSP

One SDS Block インストーラー

での操作で、宛先に FQDN を指定

している場合、正しく名前解決

できていますか。

FQDN に対する DNS レコードが正しく入っていますか。

REST API/CLI での操作の場合

は、パラメーターなどは正しく

指定されていますか。

詳細は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

REST API リファレンス」や「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block CLI リファレンス」を参照してくださ

い。
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REST API/CLI での操作、VSP

One SDS Block インストーラー

での操作の場合、SSL/TLS 通信

の設定が正しく行われています

か。

詳細は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

オペレーションガイド」を参照してください。

REST API/CLI での操作、VSP

One SDS Block インストーラー

での操作の場合、ロードバラン

サーの設定は正しくされていま

すか。

Cloud モデル for AWS の「Hitachi Virtual Storage Platform

One SDS Block セットアップガイド」の「ストレージクラス

ターを構築する」を参照し、設定および状態が正しいかどうか

を確認してください。

ロードバランサーの設定に異常がある場合は、サポートセン

ターへ連絡してください。

REST API/CLI での操作の場合、

コントローラーノードの設定は

正しくされていますか。

Cloud モデル for AWS の「Hitachi Virtual Storage Platform

One SDS Block セットアップガイド」の「コントローラーノー

ドを構築する」を参照し、設定および状態が正しいかどうかを

確認してください。

ストレージシステムがアクセス

する外部サーバーは、正常に設

定され、動作していますか。

• ストレージシステムは、複数の外部サーバーと連動しま

す。

• 外部サーバーの設定が間違っていると障害につながる場

合があります。以下の外部サーバーが正常に設定され、動

作していることを確認してください。

◦ 外部認証(LDAP)サーバー

◦ iSNS サーバー

◦ SMTP サーバー

◦ SNMP マネージャー

◦ Syslog サーバー

各外部サーバー設定の確認方法については「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーショ

ンガイド」を参照してください。

• ストレージシステムを使用するユーザーを、LDAP サーバー

などの外部サーバーへの登録が必要な場合があります。

KARS08202-E が出力されている

場合、NTP サーバーは動作して

いますか？

クラウドベンダーの Web ページなどからクラウド内の障害情

報を確認し、NTP サーバーが正常に動作しているか、ストレー

ジノードと NTP サーバーとを接続するネットワークが正常か

確認してください。クラウド内の障害情報で障害が確認でき

ない場合は、クラウドベンダーのサポートへ障害が発生してい

ないか問い合わせてください。クラウド内で障害が発生して

いる場合は、障害の復旧を待ってください。

ストレージノードの接続先 NTP サーバーは、以下のコマンドで

確認できます。

REST API：GET /v1/objects/storage-time-setting

CLI：storage_time_setting_show

KARS08200-E が出力されている

場合、DNS サーバーは動作して

いますか？

クラウドベンダーの Web ページなどからクラウド内の障害情

報を確認し、DNS サーバーが正常に動作しているか、ストレー

ジノードと DNS サーバーとを接続するネットワークが正常か

確認してください。クラウド内の障害情報で障害が確認でき

ない場合は、クラウドベンダーのサポートへ障害が発生してい

ないか問い合わせてください。クラウド内で障害が発生して

いる場合は、障害の復旧を待ってください。

各 EC2 インスタンスは、正常に

動作していますか。

• AWS マネジメントコンソールから、インスタンスの状態を

確認してください。
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すべてのインスタンスの状態が[停止済み]の場合は、スト

レージシステムを起動する必要があります。ストレージ

システムの起動方法は「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ス

トレージクラスターを起動する≪Cloud for AWS≫」を参

照してください。

• ストレージノードのシステムドライブアクセスの応答が

遅延している場合、メッセージ KARS08205-W が出力されま

す。システムドライブアクセスの一時的な応答遅延の場

合は、KARS08205-W が出力されてから 10～15 分経過後に

KARS08206-I が出力され、システムドライブアクセスの応

答が正常になったことが通知されます。

KARS08205-W が出力されてから 15 分以上経過しても

KARS08206-I が出力されない場合は、対象ストレージノー

ドに対して「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block オペレーションガイド」の「ストレージノードを保

守閉塞する≪Cloud for AWS≫」を行い、その後「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーショ

ンガイド」の「ストレージノードを保守回復する≪Cloud

for AWS≫」を実施してください。

対象ストレージノードは KARS08205-W に含まれるスト

レージノード ID より特定してください。

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オ

ペレーションガイド」の「ストレージノードを保守回復す

る≪Cloud for AWS≫」を実施後にシステムドライブアク

セスの応答が正常になった場合は KARS08206-I は出力さ

れないため、OS 起動後 15 分経過しても KARS08205-W が出

力されないことでシステムドライブアクセスの応答が正

常になったと判断してください。

OS 起動後に再度 KARS08205-W が出力される場合は、

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オ

ペレーションガイド」の「ストレージノードを交換する≪

Cloud for AWS≫」を行い、ストレージノードを回復して

ください。

AWS の環境は、正常に動作して

いますか。

• AWS の Web ページなどから AWS の障害情報を確認してくだ

さい。

• AWS Health Dashboard にて対象リージョンの全サービス

が正常に動作しているか確認してください。

AWS で障害が発生している場合は、障害の復旧を待ってか

ら、ストレージシステムを再度起動する必要があります。

ストレージシステムの起動方法は「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block オペレーションガイ

ド」の「ストレージクラスターを起動する≪Cloud for

AWS≫」を参照してください。

• ストレージノード間ネットワークの通信で TCP 再送が増

加すると、イベントログ KARS08330-W が出力されます。

TCP 再送は、AWS のネットワークの障害や性能低下、イン

スタンスの障害により発生することがあります。AWS の

ネットワークの障害や性能低下、インスタンスの障害が発

生するとストレージシステムの稼働に影響するため、AWS

の障害情報を確認してください。AWS の障害情報で障害が

確認できない場合は、AWS サポートへ障害が発生していな

いか問い合わせてください。AWS で障害が発生している場

合は、障害の復旧を待ってください。
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• AWS マネジメントコンソールにアクセス可能か確認してく

ださい。

AWS で障害が発生していない状況でマネジメントコンソー

ルにアクセスできない場合は、AWS アカウントの権限を見

直してください。

AWS を操作するアカウントや

IAM ロールは、必要な権限を

持っていますか。

AWS のマニュアルおよび Cloud モデル for AWS の「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block セットアップガイ

ド」を参照して、操作に必要な権限を持っているかどうか確認

してください。

EBS 暗号化を利用している場合は、AWS Key Management

Service へアクセスするための権限を追加する必要がありま

す。詳細は、AWS のユーザーガイドを参照してください。

コントローラーノード上で AWS

CLI を操作する IAM ユーザー

は、必要な権限を持っています

か。

AWS のマニュアルおよび Cloud モデル for AWS の「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block セットアップガイ

ド」を参照して、操作に必要な権限を持っているかどうか確認

してください。

EBS 暗号化を利用している場合は、AWS Key Management

Service へアクセスするための権限を追加する必要がありま

す。詳細は、AWS のユーザーガイドを参照してください。

AWS のリソースが十分確保され

ていますか。

AWS のマニュアルおよび Cloud モデル for AWS の「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block セットアップガイ

ド」を参照して、VSP One SDS Block を構築するために必要な

リソースが確保されているかどうか確認してください。

VSP One SDS Block を構成する

管理ネットワーク、コンピュー

トネットワーク、ストレージ

ノード間ネットワーク上から、

使用しなくなったストレージ

ノードが切り離されています

か。

ストレージノード減設、ストレージノード交換、ストレージソ

フトウェアのアンインストールなどにより使用しなくなった

ストレージノードの VM は各手順に従って確実に削除してくだ

さい。

使用しなくなったストレージノードの VM を削除しないままに

しておいた場合、ストレージノードの VM に残っているネット

ワーク設定などにより、IP アドレス重複などのトラブルを引き

起こす可能性があります。

VM 構成ファイルを格納する先

の Amazon S3 バケット名にドッ

ト(".")が含まれていませんか。

VM 構成ファイルを格納する先の Amazon S3 バケット名にドッ

ト(".")が含まれている場合は、バケット名をドット(".")を含

まない名称に変更してください。または、ドット(".")が含ま

れていない既存のバケットを使用してください。Amazon S3 バ

ケット名を確認する方法については、Cloud モデル for AWS の

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block セット

アップガイド」の「Amazon S3 の操作例」を参照してください。

2.2.3 チェックする項目一覧≪Cloud for Google Cloud≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Google Cloud に適用されます。

確認項目 備考
チェック

欄

マニュアルに従って、正しい手

順で作業を実施しましたか。

手順内に記載されているメモ、注意の内容を再確認してくださ

い。
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REST API/CLI での操作の場合

は、アクセス先のアドレスは正

しく指定されていますか。

操作するストレージクラスター、個別のストレージノードもし

くはロードバランサーの正しい IP アドレス、またはホスト名

を指定してください。CLI のアドレス指定方法は「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block CLI リファレン

ス」を参照してください。

REST API/CLI での操作で宛先

に FQDN を指定している場合、正

しく名前解決できていますか。

FQDN に対する DNS レコードが正しく入っていますか。

REST API/CLI での操作の場合

は、パラメーターなどは正しく

指定されていますか。

詳細は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

REST API リファレンス」や「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block CLI リファレンス」を参照してくださ

い。

REST API/CLI での操作の場合

は、SSL/TLS 通信の設定が正し

く行われていますか。

詳細は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

オペレーションガイド」を参照してください。

REST API/CLI での操作の場合、

コントローラーノードの設定は

正しくされていますか。

Cloud モデル for Google Cloud の「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」の「VSP One

SDS Block の CLI を使用するための環境構築」を参照し、設定

および状態が正しいかどうかを確認してください。

ストレージシステムがアクセス

する外部サーバーは、正常に設

定され、動作していますか。

• ストレージシステムは、複数の外部サーバーと連動しま

す。

• 外部サーバーの設定が間違っていると障害につながる場

合があります。以下の外部サーバーが正常に設定され、動

作していることを確認してください。

◦ 外部認証(LDAP)サーバー

◦ iSNS サーバー

◦ SMTP サーバー

◦ SNMP マネージャー

◦ Syslog サーバー

各外部サーバー設定の確認方法については「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーショ

ンガイド」を参照してください。

• ストレージシステムを使用するユーザーを、LDAP サーバー

などの外部サーバーへの登録が必要な場合があります。

各 Compute Engine インスタン

スは、正常に動作していますか。

• Google Cloud コンソールから、Compute Engine インスタ

ンスの状態を確認してください。

すべての Compute Engine インスタンスのステータスが

[停止]の場合は、ストレージシステムを起動する必要があ

ります。ストレージシステムの起動方法は「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーショ

ンガイド」の「ストレージクラスターを起動する≪Cloud

for Google Cloud≫」を参照してください。

• ストレージノードのシステムドライブアクセスの応答が

遅延している場合、メッセージ KARS08205-W が出力されま

す。システムドライブアクセスの一時的な応答遅延の場

合は、KARS08205-W が出力されてから 10～15 分経過後に

KARS08206-I が出力され、システムドライブアクセスの応

答が正常になったことが通知されます。
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KARS08205-W が出力されてから 15 分以上経過しても

KARS08206-I が出力されない場合は、対象ストレージノー

ドに対して「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block オペレーションガイド」の「ストレージノードを保

守閉塞する≪Cloud for Google Cloud≫」を行い、その後

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オ

ペレーションガイド」の「ストレージノードを保守回復す

る≪Cloud for Google Cloud≫」を実施してください。

対象ストレージノードは KARS08205-W に含まれるスト

レージノード ID より特定してください。

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オ

ペレーションガイド」の「ストレージノードを保守回復す

る≪Cloud for Google Cloud≫」を実施後にシステムドラ

イブアクセスの応答が正常になった場合は KARS08206-I

は出力されないため、OS 起動後 15 分経過しても

KARS08205-W が出力されないことでシステムドライブアク

セスの応答が正常になったと判断してください。

OS 起動後に再度 KARS08205-W が出力される場合は、

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オ

ペレーションガイド」の「ストレージノードを交換する≪

Cloud for Google Cloud≫」を行い、ストレージノードを

回復してください。

KARS08202-E が出力されている

場合、NTP サーバーは動作して

いますか？

クラウドベンダーの Web ページなどからクラウド内の障害情

報を確認し、NTP サーバーが正常に動作しているか、ストレー

ジノードと NTP サーバーとを接続するネットワークが正常か

確認してください。クラウド内の障害情報で障害が確認でき

ない場合は、クラウドベンダーのサポートへ障害が発生してい

ないか問い合わせてください。クラウド内で障害が発生して

いる場合は、障害の復旧を待ってください。

ストレージノードの接続先 NTP サーバーは、以下のコマンドで

確認できます。

REST API：GET /v1/objects/storage-time-setting

CLI：storage_time_setting_show

KARS08200-E が出力されている

場合、DNS サーバーは動作して

いますか？

クラウドベンダーの Web ページなどからクラウド内の障害情

報を確認し、DNS サーバーが正常に動作しているか、ストレー

ジノードと DNS サーバーとを接続するネットワークが正常か

確認してください。クラウド内の障害情報で障害が確認でき

ない場合は、クラウドベンダーのサポートへ障害が発生してい

ないか問い合わせてください。クラウド内で障害が発生して

いる場合は、障害の復旧を待ってください。

Google Cloud の環境は、正常に

動作していますか。

• Google Cloud の Web ページなどから Google Cloud の障害

情報を確認してください。

• Google Cloud Service Health にて対象リージョンの全

サービスが正常に動作しているか確認してください。

Google Cloud で障害が発生している場合は、障害の復旧を

待ってから、ストレージシステムを再度起動する必要があ

ります。ストレージシステムの起動方法は「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーショ

ンガイド」の「ストレージクラスターを起動する≪Cloud

for Google Cloud≫」を参照してください。
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• ストレージノード間ネットワークの通信で TCP 再送が増

加すると、イベントログ KARS08330-W が出力されます。

TCP 再送は、Google Cloud のネットワークの障害や性能低

下、Compute Engine インスタンスの障害により発生するこ

とがあります。Google Cloud のネットワークの障害や性

能低下、Compute Engine インスタンスの障害が発生すると

ストレージシステムの稼働に影響するため、Google Cloud

の障害情報を確認してください。Google Cloud の障害情

報で障害が確認できない場合は、Google Cloud サポートへ

障害が発生していないか問い合わせてください。Google

Cloud で障害が発生している場合は、障害の復旧を待って

ください。

• Google Cloud コンソールにアクセス可能か確認してくだ

さい。

Google Cloud で障害が発生していない状況で Google

Cloud コンソールにアクセスできない場合は、Google

Cloud アカウントの権限を見直してください。

Google Cloud を操作するアカ

ウントは、必要な権限を持って

いますか。

Google Cloud のマニュアルおよび Cloud モデル for Google

Cloud の「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

セットアップガイド」を参照して、操作に必要な権限を持って

いるかどうか確認してください。

CMEK を利用しディスクの暗号化を利用している場合は、Google

Cloud Key Management Service へアクセスするための権限を

追加する必要があります。詳細は、Google Cloud のユーザーガ

イドを参照してください。

gcloud CLI を操作する IAM

ユーザーは、必要な権限を持っ

ていますか。

Google Cloud のマニュアルおよび Cloud モデル for Google

Cloud の「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

セットアップガイド」を参照して、操作に必要な権限を持って

いるかどうか確認してください。

CMEK を利用しディスクの暗号化を利用している場合は、Google

Cloud Key Management Service へアクセスするための権限を

追加する必要があります。詳細は、Google Cloud のユーザーガ

イドを参照してください。

Google Cloud のリソースが十

分確保されていますか。

Google Cloud のマニュアルおよび Cloud モデル for Google

Cloud の「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

セットアップガイド」を参照して、VSP One SDS Block を構築

するために必要なリソースが確保されているかどうか確認し

てください。

VSP One SDS Block を構成する

管理ネットワーク、コンピュー

トネットワーク、ストレージ

ノード間ネットワーク上から、

使用しなくなったストレージ

ノードが切り離されています

か。

ストレージノード減設、ストレージノード交換、ストレージソ

フトウェアのアンインストールなどにより使用しなくなった

ストレージノードの VM は各手順に従って確実に削除してくだ

さい。

使用しなくなったストレージノードの VM を削除しないままに

しておいた場合、ストレージノードの VM に残っているネット

ワーク設定などにより、IP アドレス重複などのトラブルを引き

起こす可能性があります。
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VM 構成ファイルを格納する先

の Cloud Storage バケット名に

ドット(".")が含まれていませ

んか。

VM 構成ファイルを格納する先の Cloud Storage バケット名に

ドット(".")が含まれている場合は、バケット名をドット(".")

を含まない名称に変更してください。または、ドット(".")が

含まれていない既存のバケットを使用してください。Cloud

Storage バケット名を確認する方法については、Cloud モデル

for Google Cloud の「Hitachi Virtual Storage Platform One

SDS Block セットアップガイド」の「Cloud Storage の操作例」

を参照してください。

2.2.4 チェックする項目一覧≪Cloud for Microsoft Azure≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Microsoft Azure に適用されます。

確認項目 備考
チェック

欄

マニュアルに従って、正しい手

順で作業を実施しましたか。

手順内に記載されているメモ、注意の内容を再確認してくださ

い。

REST API/CLI での操作の場合

は、アクセス先のアドレスは正

しく指定されていますか。

操作するストレージクラスター、個別のストレージノードもし

くはロードバランサーの正しい IP アドレス、またはホスト名

を指定してください。CLI のアドレス指定方法は「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block CLI リファレンス」

を参照してください。

REST API/CLI での操作で宛先

に FQDN を指定している場合、正

しく名前解決できていますか。

FQDN に対する DNS レコードが正しく入っていますか。

REST API/CLI での操作の場合

は、パラメーターなどは正しく

指定されていますか。

詳細は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

REST API リファレンス」や「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block CLI リファレンス」を参照してくださ

い。

REST API/CLI での操作の場合

は、SSL/TLS 通信の設定が正し

く行われていますか。

詳細は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

オペレーションガイド」を参照してください。

REST API/CLI での操作の場合、

ロードバランサーの設定は正し

くされていますか。

Cloud モデル for Microsoft Azure の「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block セットアップガイド」の「ス

トレージクラスターを構築する」を参照し、設定および状態が

正しいかどうかを確認してください。

ロードバランサーの設定に異常がある場合は、サポートセン

ターへ連絡してください。

REST API/CLI での操作の場合、

コントローラーノードの設定は

正しくされていますか。

Cloud モデル for Microsoft Azure の「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block セットアップガイド」の

「VSP One SDS Block の CLI を使用するための環境構築」を参照

し、設定および状態が正しいかどうかを確認してください。

ストレージシステムがアクセス

する外部サーバーは、正常に設

定され、動作していますか。

• ストレージシステムは、複数の外部サーバーと連動しま

す。

• 外部サーバーの設定が間違っていると障害につながる場

合があります。以下の外部サーバーが正常に設定され、動

作していることを確認してください。

◦ 外部認証(LDAP)サーバー

◦ iSNS サーバー

◦ SMTP サーバー
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◦ SNMP マネージャー

◦ Syslog サーバー

各外部サーバー設定の確認方法については「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーショ

ンガイド」を参照してください。

• ストレージシステムを使用するユーザーを、LDAP サーバー

などの外部サーバーへの登録が必要な場合があります。

各 Azure VM インスタンスは、正

常に動作していますか。

• Azure ポータルから、Azure VM インスタンスの状態を確認

してください。

すべての Azure VM インスタンスの状態が[停止済み]の場

合は、ストレージシステムを起動する必要があります。ス

トレージシステムの起動方法は「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block オペレーションガイ

ド」の「ストレージクラスターを起動する≪Cloud for

Microsoft Azure≫」を参照してください。

• ストレージノードのシステムドライブアクセスの応答が

遅延している場合、メッセージ KARS08205-W が出力されま

す。システムドライブアクセスの一時的な応答遅延の場

合は、KARS08205-W が出力されてから 10～15 分経過後に

KARS08206-I が出力され、システムドライブアクセスの応

答が正常になったことが通知されます。

KARS08205-W が出力されてから 15 分以上経過しても

KARS08206-I が出力されない場合は、対象ストレージノー

ドに対して「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block オペレーションガイド」の「ストレージノードを保

守閉塞する≪Cloud for Microsoft Azure≫」を行い、そ

の後「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

オペレーションガイド」の「ストレージノードを保守回復

する≪Cloud for Microsoft Azure≫」を実施してくださ

い。

対象ストレージノードは KARS08205-W に含まれるスト

レージノード ID より特定してください。

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オ

ペレーションガイド」の「ストレージノードを保守回復す

る≪Cloud for Microsoft Azure≫」を実施後にシステム

ドライブアクセスの応答が正常になった場合は

KARS08206-I は出力されないため、OS 起動後 15 分経過し

ても KARS08205-W が出力されないことでシステムドライ

ブアクセスの応答が正常になったと判断してください。

OS 起動後に再度 KARS08205-W が出力される場合は、

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オ

ペレーションガイド」の「ストレージノードを交換する≪

Cloud for Microsoft Azure≫」を行い、ストレージノー

ドを回復してください。

KARS08207-E が出力されている

場合、Azure ホストタイムソー

スは正しく動作していますか？

クラウドベンダーの Web ページなどからクラウド内の障害情

報を確認し、Azure ホストタイムソースによるストレージノー

ド VM への時刻情報提供が正常に動作しているか確認してくだ

さい。クラウド内の障害情報で障害が確認できない場合は、ク

ラウドベンダーのサポートへ障害が発生していないか問い合

わせてください。クラウド内で障害が発生している場合は、障

害の復旧を待ってください。

ストレージノードの時刻同期先は、以下のコマンドで確認でき

ます。

REST API：GET /v1/objects/storage-time-setting
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CLI：storage_time_setting_show

KARS08200-E が出力されている

場合、DNS サーバーは動作して

いますか？

クラウドベンダーの Web ページなどからクラウド内の障害情

報を確認し、DNS サーバーが正常に動作しているか、ストレー

ジノードと DNS サーバーとを接続するネットワークが正常か

確認してください。クラウド内の障害情報で障害が確認でき

ない場合は、クラウドベンダーのサポートへ障害が発生してい

ないか問い合わせてください。クラウド内で障害が発生して

いる場合は、障害の復旧を待ってください。

Microsoft Azure 提供の DNS

サービスを使用していますか？

カスタム DNS サーバー(独自の DNS サーバー)を使用している

場合は、Microsoft Azure 提供の DNS サービスを使用してくだ

さい。設定方法は、Microsoft Azure のマニュアルを参照して

ください。DNS を変更する際に、VSP One SDS Block の再起動

が必要な場合は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを再

起動する≪Cloud≫」を参照して実施してください。

Microsoft Azure の環境は、正

常に動作していますか。

• Microsoft Azure の Web ページなどから Microsoft Azure

の障害情報を確認してください。

• Azure Service Health(サービス正常性)ポータルで対象

リージョンの全サービスが正常に動作しているか確認し

てください。

Microsoft Azure で障害が発生している場合は、障害の復

旧を待ってから、ストレージシステムを再度起動する必要

があります。ストレージシステムの起動方法は「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーショ

ンガイド」の「ストレージクラスターを起動する≪Cloud

for Microsoft Azure≫」を参照してください。

• ストレージノード間ネットワークの通信で TCP 再送が増

加すると、イベントログ KARS08330-W が出力されます。

TCP 再送は、Microsoft Azure のネットワークの障害や性

能低下、Azure VM インスタンスの障害により発生すること

があります。Microsoft Azure のネットワークの障害や性

能低下、Azure VM インスタンスの障害が発生するとスト

レージシステムの稼働に影響するため、Microsoft Azure

の障害情報を確認してください。Microsoft Azure の障害

情報で障害が確認できない場合は、Azure サポートへ障害

が発生していないか問い合わせてください。Microsoft

Azure で障害が発生している場合は、障害の復旧を待って

ください。

• Azure ポータルにアクセス可能か確認してください。

Microsoft Azure で障害が発生していない状況で Azure

ポータルにアクセスできない場合は、Azure アカウントの

権限を見直してください。

Microsoft Azure を操作するア

カウントやユーザーは、必要な

権限を持っていますか。

Microsoft Azure のマニュアルおよび Cloud モデル for

Microsoft Azure の「Hitachi Virtual Storage Platform One

SDS Block セットアップガイド」を参照して、操作に必要な権

限を持っているかどうか確認してください。

コントローラーノード上で

Azure CLI を操作するユーザー

は、必要な権限を持っています

か。

Microsoft Azure のマニュアルおよび Cloud モデル for

Microsoft Azure の「Hitachi Virtual Storage Platform One

SDS Block セットアップガイド」を参照して、操作に必要な権

限を持っているかどうか確認してください。
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欄

Microsoft Azure のリソースが

十分確保されていますか。

Microsoft Azure のマニュアルおよび Cloud モデル for

Microsoft Azure の「Hitachi Virtual Storage Platform One

SDS Block セットアップガイド」を参照して、VSP One SDS

Block を構築するために必要なリソースが確保されているかど

うか確認してください。

VSP One SDS Block を構成する

管理ネットワーク、コンピュー

トネットワーク、ストレージ

ノード間ネットワーク上から、

使用しなくなったストレージ

ノードが切り離されています

か。

ストレージノード減設、ストレージノード交換、ストレージソ

フトウェアのアンインストールなどにより使用しなくなった

ストレージノードの VM は各手順に従って確実に削除してくだ

さい。

使用しなくなったストレージノードの VM を削除しないままに

しておいた場合、ストレージノードの VM に残っているネット

ワーク設定などにより、IP アドレス重複などのトラブルを引き

起こす可能性があります。

2.3 障害が特定の操作時に発生した場合

障害発生時の操作と障害内容が対象モデルの表に該当する場合、参照先に従って障害に対処してく

ださい。

2.3.1 操作時の障害内容と参照先≪Bare metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

操作 障害内容 参照先

ストレージクラスター

構築

Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」

の「ストレージソフトウェアをインストールす

る」手順を実施中に、以下のいずれかが発生し

た。

• インストールが進まない

• エラーメッセージ表示

• コンソールインターフェイスが起動しない

「ストレージソフトウェアイン

ストール時の障害の対処≪Bare

metal≫」

Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」

の「ストレージノード単位のセットアップを行

う」手順を実施中に、以下のいずれかが発生し

た。

• 画面レイアウトの崩れ

• キーボード入力操作が反映されない

• セットアップユーザーのログインに関する問

題

• エラーメッセージ表示

• 手順実施中の電断

「ストレージノード単位のセッ

トアップ時の障害の対処≪Bare

metal≫」

Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」

の「ストレージクラスターを構築する」手順を実

施中に、以下のいずれかが発生した。

• VSSB 構成ファイル転送時の SFTP 接続でエ

ラーが発生

• エラーメッセージ表示

「ストレージクラスター構築時

の障害の対処≪Bare metal≫」
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操作 障害内容 参照先

• 180 分以上応答なし

• コンソールインターフェイス画面の表示が消

えた

セットアップ作業のストレージクラスター構築

実行後に、ドライブが認識できなかった。

「ドライブが認識されない場合

の対処≪Bare metal≫」

ストレージクラスター

の起動・停止

ストレージクラスターの起動時に障害が発生し

た。

「ストレージクラスターの起

動・停止操作時の障害の対処」

ストレージクラスターの停止時に障害が発生し

た。

ストレージノード増設 Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」

の「ストレージソフトウェアをインストールす

る」手順を実施中に、以下のいずれかが発生し

た。

• インストールが進まない

• エラーメッセージ表示

• コンソールインターフェイスが起動しない

「ストレージソフトウェアイン

ストール時の障害の対処≪Bare

metal≫」

Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」

の「ストレージノード単位のセットアップを行

う」手順を実施中に、以下のいずれかが発生し

た。

• 画面レイアウトの崩れ

• キーボード入力操作が反映されない

• セットアップユーザーのログインに関する問

題

• エラーメッセージ表示

• 手順実施中の電断

「ストレージノード単位のセッ

トアップ時の障害の対処≪Bare

metal≫」

ストレージノード増設実行時に以下が発生した。

• ジョブのエラー終了(ジョブの state が

"failed"になった)

「ストレージノード増設時の障

害の対処≪Bare metal≫」

ストレージノード増設実行後に、ドライブが認識

できなかった。

「ドライブが認識されない場合

の対処≪Bare metal≫」

ストレージノード減設 ストレージノード減設実行時に以下が発生した。

• ジョブのエラー終了(ジョブの state が

"failed"になった)

「ストレージノード減設時の障

害の対処≪Bare metal≫」

ストレージノード交換 Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」

の「ストレージソフトウェアをインストールす

る」手順を実施中に、以下のいずれかが発生し

た。

• インストールが進まない

• エラーメッセージ表示

• コンソールインターフェイスが起動しない

「ストレージソフトウェアイン

ストール時の障害の対処≪Bare

metal≫」

Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」

の「ストレージノード単位のセットアップを行

う」手順を実施中に、以下のいずれかが発生し

た。

• 画面レイアウトの崩れ

• キーボード入力操作が反映されない

「ストレージノード単位のセッ

トアップ時の障害の対処≪Bare

metal≫」
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操作 障害内容 参照先

• セットアップユーザーのログインに関する問

題

• エラーメッセージ表示

• 手順実施中の電断

ストレージノード交換実行時に以下が発生した。

• ジョブのエラー終了(ジョブの state が

"failed"になった)

「ストレージノード交換時の障

害の対処≪Bare metal≫」

ストレージノード交換実行後に、ドライブが認識

できなかった。

「ドライブが認識されない場合

の対処≪Bare metal≫」

ドライブ増設 増設したドライブが認識できなかった。 「ドライブが認識されない場合

の対処≪Bare metal≫」

ドライブ増設後に性能低下が発生した。 「性能低下が生じた場合の対処」

ドライブ減設 ロケーター LED の点消灯ができなかった。 「ロケーター LED 点消灯時の障

害の対処≪Bare metal≫」
REST API、CLI または VSP One SDS Block

Administrator で表示されるロケーター LED の点

消灯状態が、物理ドライブのロケーター LED の点

消灯状態と一致していない。

ドライブ交換 ロケーター LED の点消灯ができなかった。 「ロケーター LED 点消灯時の障

害の対処≪Bare metal≫」
REST API、CLI または VSP One SDS Block

Administrator で表示されるロケーター LED の点

消灯状態が、物理ドライブのロケーター LED の点

消灯状態と一致していない。

構成情報の変更・設定 構成情報の変更・設定コマンド実行時に以下のい

ずれかが発生した。

• エラーメッセージ表示

• 60 分以上応答なし

• 構成情報の変更・設定操作を中断した*

• コントローラーノードが操作できない

• コントローラーノードが停止した

「構成情報の変更・設定時の障害

の対処≪Bare metal≫」

ユーザー認証 ユーザー認証に失敗し、以下のいずれかが発生し

た。

• VSP One SDS Block Administrator のログイ

ンに失敗し、エラーメッセージが表示された

• REST API/CLI 実行時に、HTTP ステータスコー

ド 401 や 403 が返却された

• REST API/CLI 実行時に、トラブルシューティ

ングガイドに従って認証エラーに対処する、

という Solution が表示された

• VSP One SDS Block Administrator にて、初

回ログイン時またはパスワードの有効期限切

れのときのパスワード変更に失敗して、エ

ラーメッセージが表示された

• REST API/CLI にて自身のパスワード変更に

失敗し、エラーメッセージが表示された

「ユーザー認証エラー発生時の

対処」

スナップショットボ

リュームの削除

スナップショットボリューム削除時に以下が発

生した。

• ジョブのエラー終了(ジョブの state が

"failed"になった)

「スナップショットボリューム

削除時の障害の対処」

VSP One SDS Block の

ダンプログファイルの

採取

VSP One SDS Block のダンプログファイル採取実

行時に、以下のいずれかが発生した。

「VSP One SDS Block のダンプ

ログファイルの採取時のトラブ

ルシュート」
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操作 障害内容 参照先

• ダンプログファイルを採取する REST

API/CLI の実行時にエラーメッセージが表示

された

• ダンプログファイルの作成に失敗した(ダン

プログファイル作成状況を確認する REST

API/CLI の status が"Failed")

• ダンプログファイルのダウンロードが失敗し

た

構成バックアップ 構成情報のバックアップ作成時にエラーメッ

セージが出力された。

「構成情報のバックアップ作成

時のフロー≪Bare metal≫」

* 誤操作や通信障害などでコンソールが終了してしまった場合を含みます。

2.3.2 操作時の障害内容と参照先≪Cloud for AWS≫
この項での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。

操作 障害内容 参照先

ストレージクラスター

構築

Cloud モデル for AWS の「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block セットアップ

ガイド」の「ストレージクラスターを構築する」

手順を実施中に、以下のいずれかが発生した。

• 作成したスタックのステータスがエラーと

なった

• スタックの作成を開始後 60 分以上経過して

も、ルートスタックの出力タブの情報に、キー

が"InstallationStatus"である項目が表示さ

れない

• スタックの作成を開始後 180 分以上経過して

も、ルートスタックの出力タブの情報にある、

"InstallationStatus"が"InProgress"となっ

ている

• ルートスタックの出力タブの情報にある、

"InstallationStatus"が"Failed"になった

「ストレージクラスター構築時

の障害の対処≪Cloud for AWS

≫」

セットアップ作業のストレージクラスター構築

実行後に、ドライブが認識できなかった。

「ドライブが認識されない場合

の対処≪Cloud for AWS≫」

ストレージクラスター

の起動・停止

ストレージクラスターの起動時に障害が発生し

た。

「ストレージクラスターの起

動・停止操作時の障害の対処」

ストレージクラスターの停止時に障害が発生し

た。

ストレージノード増設 ストレージノード増設実行時に以下が発生した。

• ジョブのエラー終了(ジョブの state が

"failed"になった)

「ストレージノード増設時の障

害の対処≪Cloud for AWS≫」

ストレージノード増設実行後に、ドライブが認識

できなかった。

「ドライブが認識されない場合

の対処≪Cloud for AWS≫」

ストレージノード交換 ストレージノード増設実行時に以下が発生した。

• ジョブのエラー終了(ジョブの state が

"failed"になった)

「ストレージノード交換時の障

害の対処≪Cloud for AWS≫」

ストレージノード交換実行後に、ドライブが認識

できなかった。

「ドライブが認識されない場合

の対処≪Cloud for AWS≫」
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ドライブ増設 増設したドライブが認識できなかった。 「ドライブが認識されない場合

の対処≪Cloud for AWS≫」

ドライブ増設後に性能低下が発生した。 「性能低下が生じた場合の対処」

ユーザー認証 ユーザー認証に失敗し、以下のいずれかが発生し

た。

• VSP One SDS Block Administrator のログイ

ンに失敗し、エラーメッセージが表示された

• REST API/CLI 実行時に、HTTP ステータスコー

ド 401 や 403 が返却された

• REST API/CLI 実行時に、トラブルシューティ

ングガイドに従って認証エラーに対処する、

という Solution が表示された

• VSP One SDS Block Administrator にて、初

回ログイン時またはパスワードの有効期限切

れのときのパスワード変更に失敗して、エ

ラーメッセージが表示された

• REST API/CLI にて自身のパスワード変更に

失敗し、エラーメッセージが表示された

「ユーザー認証エラー発生時の

対処」

スナップショットボ

リュームの削除

スナップショットボリューム削除時に以下が発

生した。

• ジョブのエラー終了(ジョブの state が

"failed"になった)

「スナップショットボリューム

削除時の障害の対処」

VSP One SDS Block の

ダンプログファイルの

採取

VSP One SDS Block のダンプログファイル採取実

行時に、以下のいずれかが発生した。

• ダンプログファイルを採取する REST

API/CLI の実行時にエラーメッセージが表示

された

• ダンプログファイルの作成に失敗した(ダン

プログファイル作成状況を確認する REST

API/CLI の status が"Failed")

• ダンプログファイルのダウンロードが失敗し

た

「VSP One SDS Block のダンプ

ログファイルの採取時のトラブ

ルシュート」

構成バックアップ 構成情報のバックアップ作成時にエラーメッ

セージが出力された。

「構成情報のバックアップ作成

時のフロー≪Cloud for AWS≫」

2.3.3 操作時の障害内容と参照先≪Cloud for Google Cloud≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Google Cloud に適用されます。

操作 障害内容 参照先

ストレージクラスター

構築

Cloud モデル for Google Cloud の「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block セッ

トアップガイド」の「ストレージクラスターを構

築する」手順を実施中に、以下のいずれかが発生

した。

• Terraform のコンソールでエラーが出力され

ている

• Cloud Shell との接続が切れた。または、

Cloud Shell の画面を閉じてしまった

「ストレージクラスター構築時

の障害の対処≪Cloud for

Google Cloud≫」
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操作 障害内容 参照先

• リソースの作成を完了後 10 分以上経過して

も、gsUri 配下に

"Installation_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_<clust

erName>"というディレクトリーが作成されな

い

• gsUri 配下に下記のいずれかのファイルが存

在する

◦ <gsURI>Installation_<YYYYMMDD>_<hhmm

ss>_<clusterName>/Failed

◦ <gsURI>Installation_<YYYYMMDD>_<hhmm

ss>_<clusterName>/

InstallationResult.txt

◦ <gsURI>hsds_installer_<YYYYMMDD>_<hh

mmss>_<clusterName>_message.txt

◦ <gsURI>hsds_log_<YYYYMMDD>_<hhmmss>.

tar.gz

• リソースの作成を完了後 180 分以上経過して

も、gsUri 配下に下記のどのファイルも作成

されない

◦ <gsURI>Installation_<YYYYMMDD>_<hhmm

ss>_<clusterName>/Failed

◦ <gsURI>Installation_<YYYYMMDD>_<hhmm

ss>_<clusterName>/

InstallationResult.txt

◦ <gsURI>hsds_installer_<YYYYMMDD>_<hh

mmss>_<clusterName>_message.txt

◦ <gsURI>hsds_log_<YYYYMMDD>_<hhmmss>.

tar.gz

セットアップ作業のストレージクラスター構築

実行後に、ドライブが認識できなかった。

「ドライブが認識されない場合

の対処≪Cloud for Google

Cloud≫」

ストレージクラスター

の起動・停止

ストレージクラスターの起動時に障害が発生し

た。

「ストレージクラスターの起

動・停止操作時の障害の対処」

ストレージクラスターの停止時に障害が発生し

た。

ストレージノード増設 ストレージノード増設の実行時に以下のいずれ

かが発生した。

• Terraform のコンソールでエラーが出力され

ている。

• Cloud Shell やコントローラーノードとの接

続が切れた。または、画面を閉じてしまった。

• terraform plan によるリソース変更確認で

案内されていない変更がある。

• ジョブのエラー終了(ジョブの state が

"failed"になった)

「ストレージノード増設時の障

害の対処≪Cloud for Google

Cloud≫」

ストレージノード増設実行後に、ドライブが認識

できなかった。

「ドライブが認識されない場合

の対処≪Cloud for Google

Cloud≫」

ストレージノード交換 ストレージノード増設の実行時に以下のいずれ

かが発生した。

• Terraform のコンソールでエラーが出力され

ている。

• Cloud Shell やコントローラーノードとの接

続が切れた。または、画面を閉じてしまった。

「ストレージノード交換時の障

害の対処≪Cloud for Google

Cloud≫」
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操作 障害内容 参照先

• IP アドレスの予約確認でノード交換対象の

IPv6 アドレスが予約されていない。

• terraform plan によるリソース変更確認で

案内されていない変更がある。

• ジョブのエラー終了(ジョブの state が

"failed"になった)。

ストレージノード交換実行後に、ドライブが認識

できなかった。

「ドライブが認識されない場合

の対処≪Cloud for Google

Cloud≫」

ドライブ増設 増設したドライブが認識できなかった。 「ドライブが認識されない場合

の対処≪Cloud for Google

Cloud≫」

ドライブ増設後に性能低下が発生した。 「性能低下が生じた場合の対処」

ユーザー認証 ユーザー認証に失敗し、以下のいずれかが発生し

た。

• VSP One SDS Block Administrator のログイ

ンに失敗し、エラーメッセージが表示された

• REST API/CLI 実行時に、HTTP ステータスコー

ド 401 や 403 が返却された

• REST API/CLI 実行時に、トラブルシューティ

ングガイドに従って認証エラーに対処する、

という Solution が表示された

• VSP One SDS Block Administrator にて、初

回ログイン時またはパスワードの有効期限切

れのときのパスワード変更に失敗して、エ

ラーメッセージが表示された

• REST API/CLI にて自身のパスワード変更に

失敗し、エラーメッセージが表示された

「ユーザー認証エラー発生時の

対処」

スナップショットボ

リュームの削除

スナップショットボリューム削除時に以下が発

生した。

• ジョブのエラー終了(ジョブの state が

"failed"になった)

「スナップショットボリューム

削除時の障害の対処」

VSP One SDS Block の

ダンプログファイルの

採取

VSP One SDS Block のダンプログファイル採取実

行時に、以下のいずれかが発生した。

• ダンプログファイルを採取する REST

API/CLI の実行時にエラーメッセージが表示

された

• ダンプログファイルの作成に失敗した(ダン

プログファイル作成状況を確認する REST

API/CLI の status が"Failed")

• ダンプログファイルのダウンロードが失敗し

た

「VSP One SDS Block のダンプ

ログファイルの採取時のトラブ

ルシュート」

2.3.4 操作時の障害内容と参照先≪Cloud for Microsoft Azure≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Microsoft Azure に適用されます。
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操作 障害内容 参照先

ストレージクラスター

構築

Cloud モデル for Microsoft Azure の「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block セッ

トアップガイド」の「ストレージクラスターを構

築する」手順を実施中に、以下のいずれかが発生

した。

• デプロイが失敗となった

• 30 分経過しても"installationStatus"が表

示されなかった

• 180 分経過しても"installationStatus"の値

が"InProgress"から変化しなかった

• "installationStatus"の値が"Failed"となっ

た

• ストレージクラスター構築時に最初に作成さ

れたデプロイの"出力"に表示される

"configuration"の値が"Configuration

Error"となった

「ストレージクラスター構築時

の障害の対処≪Cloud for

Microsoft Azure≫」

セットアップ作業のストレージクラスター構築

実行後に、ドライブが認識できなかった。

「ドライブが認識されない場合

の対処≪Cloud for Microsoft

Azure≫」

ストレージクラスター

の起動・停止

ストレージクラスターの起動時に障害が発生し

た。

「ストレージクラスターの起

動・停止操作時の障害の対処」

ストレージクラスターの停止時に障害が発生し

た。

ストレージノード増設 ストレージノード増設実行時に以下が発生した。

• ジョブのエラー終了(ジョブの state が

"failed"になった)

「ストレージノード増設時の障

害の対処≪Cloud for

Microsoft Azure≫」

ストレージノード増設実行後に、ドライブが認識

できなかった。

「ドライブが認識されない場合

の対処≪Cloud for Microsoft

Azure≫」

ストレージノード交換 ストレージノード交換実行時に以下が発生した。

• ジョブのエラー終了(ジョブの state が

"failed"になった)

「ストレージノード交換時の障

害の対処≪Cloud for

Microsoft Azure≫」

ストレージノード交換実行後に、ドライブが認識

できなかった。

「ドライブが認識されない場合

の対処≪Cloud for Microsoft

Azure≫」

ドライブ増設 増設したドライブが認識できなかった。 「ドライブが認識されない場合

の対処≪Cloud for Microsoft

Azure≫」

ドライブ増設後に性能低下が発生した。 「性能低下が生じた場合の対処」

ユーザー認証 ユーザー認証に失敗し、以下のいずれかが発生し

た。

• VSP One SDS Block Administrator のログイ

ンに失敗し、エラーメッセージが表示された

• REST API/CLI 実行時に、HTTP ステータスコー

ド 401 や 403 が返却された

• REST API/CLI 実行時に、トラブルシューティ

ングガイドに従って認証エラーに対処する、

という Solution が表示された

• VSP One SDS Block Administrator にて、初

回ログイン時またはパスワードの有効期限切

れのときのパスワード変更に失敗して、エ

ラーメッセージが表示された

「ユーザー認証エラー発生時の

対処」
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操作 障害内容 参照先

• REST API/CLI にて自身のパスワード変更に

失敗し、エラーメッセージが表示された

スナップショットボ

リュームの削除

スナップショットボリューム削除時に以下が発

生した。

• ジョブのエラー終了(ジョブの state が

"failed"になった)

「スナップショットボリューム

削除時の障害の対処」

VSP One SDS Block の

ダンプログファイルの

採取

VSP One SDS Block のダンプログファイル採取実

行時に、以下のいずれかが発生した。

• ダンプログファイルを採取する REST

API/CLI の実行時にエラーメッセージが表示

された

• ダンプログファイルの作成に失敗した(ダン

プログファイル作成状況を確認する REST

API/CLI の status が"Failed")

• ダンプログファイルのダウンロードが失敗し

た

「VSP One SDS Block のダンプ

ログファイルの採取時のトラブ

ルシュート」

2.4 VSP One SDS Block Administrator でヘルスス

テータス異常を検知した場合

VSP One SDS Block Administrator でヘルスステータス異常を検知した場合、以下のフローに従っ

て障害に対処してください。
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No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

Health Statusエリア全域、またはナビゲーションバー
に"Unknown"が表示されていますか？1

VSP One SDS Block Administratorでダッシュ
ボード画面を確認します。

VSP One SDS Block Administratorでヘルス
ステータスのサマリーに"Alerting"または
"Unknown"表示

ダイアログまたはポップアップされたエラーメッセージの
うち、"The status of resources"で始まる、エラー
メッセージの内容を確認します。2

確認したエラーメッセージ内に、特定の文言3 が含ま
れていますか？

5分ほど待って、再度Health Statusを確認します。

Health Statusから"Unknown"が解消されました
か？

サポートセンターに連絡してください。

Health StatusのLicensesに"Alerting"が表示
されていますか？

「ライセンスのHealth Status に"Alerting"発生時
の対処」に従って対処してください。

2

21

1. VSP One SDS Block Administratorのヘルスステータスが"Unknown"の場合には、ダイアログまたは画面右下にポップアップ
　でエラーメッセージが表示されます。
2. ダイアログまたはポップアップが"The status of resources"で始まらないメッセージの場合は、その対処方法に従ってください。
    それでも解消されない場合は、すべてのストレージノードに対し、ダンプログファイルを採取し、サポートセンターに連絡してください。
3. 対象となる文言は以下のとおりです。
    "Timeout"、"503 Service Unavailable"、"504 Gateway Timeout"

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

障害を切り分ける 75

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



1

3 4 5

Yes

No

No

Yes

Yes

No

No

Yes

Yes

No

Health StatusのFault Domainsに"Alerting"
が表示されていますか？

"Alerting"対象のフォールトドメイン内のすべての
ストレージノードが閉塞・閉塞失敗4していますか？

「フォールトドメインのHealth Status に"Alerting"
発生時の対処」に従って対処してください。

Health StatusのStorage Nodes、Internode 
Ports、またはDrivesに"Alerting"が表示されて
いますか？

VSP One SDS Block Administratorの
Storage Pool画面でDATA REDUNDANCY
が-1のストレージプールがありますか？

ストレージコントローラー情報を一覧取得するREST
API/CLIを使用して、ストレージコントローラーの
ステータスを確認します。

ステータスが"Blockage"または
"BlockageDueToNoActiveNodes"の
ストレージコントローラーがありますか？

4. ストレージノードが閉塞・閉塞失敗している場合、statusが以下のいずれかになります。
  "TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、
  "TemporaryBlockageFailed"、"MaintenanceBlockageFailed"、"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、
  "RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、"RemovalFailedAndPersistentBlockage"、
  "RemovalFailedAndMultipleFailures"
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3

サポートセンターに連絡してください。

「ストレージクラスターの起動・停止操作時の障害の
対処」に従って対処してください。

「ストレージプール障害時の対処」に従って対処して
ください。

「ボリューム障害時の対処」に従って対処してください。

2

Health StatusのStorage Clusterに
"Alerting"が表示されていますか？

Health StatusのStorage Poolsに"Alerting"
が表示されていますか？

Health StatusのVolumesに"Alerting"が表示
されていますか？

ヘルスステータスのサマリーが"Normal"になりました
か？

                         終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

Yes

No

No

No

No

4

「コンピュートポートのHealth Status に"Alerting"
発生時の対処」に従って対処してください。

Health StatusのCompute Portsに
"Alerting"が表示されていますか？

Yes

No

Yes

Yes

Yes

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

「管理ポートのHealth Status に"Alerting"発生
時の対処≪Bare metal≫」に従って対処してくだ
さい。

Yes

No

Health StatusのControl Portsに"Alerting"
が表示されていますか？
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5

Yes≪Cloud≫

No≪Cloud≫以外

No

Yes
6

6

7

≪Cloud for AWS≫スプレッドプレイスメントグループ5 ごとに、以下の数をカウントしてください。
≪Cloud for Google Cloud≫スプレッドプレイスメントポリシー5 を持つVM群ごとに、以下の数をカウントしてください。
≪Cloud for Microsoft Azure≫スケールセット5 ごとに、以下の数をカウントしてください。
(A)：ステータスサマリーがNormal以外のストレージノード6 の数
(B)：ステータスサマリーがNormal以外のドライブ7 を搭載しているステータスサマリーがNormalのストレージノードの数

≪Cloud for AWS≫(A)+(B)の数が最大となっている任意のスプレッドプレイスメントグループを選択します。8

  選択したスプレッドプレイスメントグループに含まれるすべてのストレージノードを「対処するストレージノード群」とします。
≪Cloud for Google Cloud≫(A)+(B)の数が最大となっている、任意の同一のスプレッドプレイスメントポリシーを持つ
  VM群を選択します。8

  選択したスプレッドプレイスメントポリシーに含まれるすべてのストレージノードを「対処するストレージノード群」とします。
≪Cloud for Microsoft Azure≫(A)+(B)の数が最大となっている任意のスケールセットを選択します。8

  選択したスケールセットに含まれるすべてのストレージノードを「対処するストレージノード群」とします。

対象のストレージシステムはCloudモデルですか？

5. ≪Cloud for AWS≫各ストレージノードが所属しているスプレッドプレイスメントグループ名は、AWSマネジメントコンソールの
    「プレイスメントグループ」から確認できます。
    ≪Cloud for Google Cloud≫各ストレージノードに割り当てられているスプレッドプレイスメントポリシーは、Google Cloud
    コンソールのVMインスタンスの詳細にある「マシンの構成」の「リソースポリシー」で確認できます。
    ≪Cloud for Microsoft Azure≫各ストレージノードが所属しているスケールセット名は、Azureポータルから確認できます。
6. ストレージノードのステータスは、VSP One SDS Block AdministratorのStorage Nodes画面やストレージノード情報を
　　一覧取得するREST API/CLIで確認できます。
7. ドライブのステータスは、VSP One SDS Block AdministratorのDrives画面やドライブ情報を一覧取得するREST
　　API/CLIで確認できます。
8. ≪Cloud for AWS≫(A)+(B)の数が最大となっているスプレッドプレイスメントグループが複数あり、その中にクラスターマスター
    ノードを含むスプレッドプレイスメントグループがある場合は、クラスターマスターノードを含むスプレッドプレイスメントグループを選択
    することを推奨します。
    ≪Cloud for Google Cloud≫(A)+(B)の数が最大となっているスプレッドプレイスメントポリシーが複数あり、その中にクラスター
    マスターノードを含むスプレッドプレイスメントポリシーがある場合は、クラスターマスターノードを含むスプレッドプレイスメントポリシー
    を選択することを推奨します。
    ≪Cloud for Microsoft Azure≫(A)+(B)の数が最大となっているスケールセットが複数あり、その中にクラスターマスターノード
    を含むスケールセットがある場合は、クラスターマスターノードを含むスケールセットを選択することを推奨します。

Multi-AZ構成ですか？
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６

2

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

7

「対処するストレージノード群」に搭載されたドライブ
を対象にして、「ドライブのHealth Status に
"Alerting"発生時の対処」に従って対処してくだ
さい。

「対処するストレージノード群」を対象にして、「スト
レージノードのHealth Status に"Alerting"発生時
の対処」に従って対処してください。

Health StatusのStorage Nodesに
"Alerting"が表示されていますか？

Health StatusのDrivesに"Alerting"が表示
されていますか？

Health StatusのInternode Portsに
"Alerting"が表示されていますか？

「ストレージノード間ポートのHealth Status に
"Alerting"発生時の対処≪Bare metal≫」に従って
対処してください。

フォールトドメインごとに、以下の数をカウントしてくだ
さい。
(A)：ステータスサマリーがNormal以外のストレージ
        ノード9,10 の数
(B)：ステータスサマリーがNormal以外のドライブ11

        を搭載しているステータスサマリーがNormal
        のストレージノードの数

(A)+(B)が1以上の任意のフォールトドメインを選択
します。12

選択したフォールトドメインに含まれるすべてのスト
レージノードを「対処するストレージノード群」とします。

フォールトドメイン数が2以上ですか？

ストレージクラスターに含まれるすべてのストレージ
ノードを「対処するストレージノード群」とします。

9. ストレージノードのステータスは、VSP One SDS Block AdministratorのStorage Nodes画面やストレージノード情報を
    一覧取得するREST API/CLIで確認できます。
10. ≪Cloud≫対象のストレージノードはタイブレーカーノードも含みます。
11. ドライブのステータスは、VSP One SDS Block AdministratorのDrives画面やドライブ情報を一覧取得するREST
      API/CLIで確認できます。
12. 冗長度の回復を優先する場合は、(A)+(B)が1以上かつ最小の値を持つフォールトドメインを選択することを推奨します。
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2.5 ストレージクラスターで障害を検知した場合

VSP One SDS Block のストレージクラスターで障害を検知した場合、対象モデルのフローに従って

障害に対処してください。

2.5.1 ストレージクラスターで障害を検知した場合のフロー≪Bare
metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。
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1. エラーと判定するのは以下の場合です。
    ・REST API/CLI実行時にエラーメッセージが表示された場合
    ・ジョブの情報を取得するREST API/CLIを実行し、対象のジョブのエラー情報(error)が格納されている場合

1

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

6

ストレージクラスターで障害を検知

REST API/CLIの実行時にエラー1が発生しました
か？

REST API/CLIまたはVSP One SDS Block 
Administratorで、イベントログを確認してください。

実行したREST API/CLIの結果がジョブの場合は、
ジョブの情報を取得するREST API/CLIを実行し、
対象のジョブのエラー情報(error)のsolutionに記
載されているアクションを実施し、障害に対処してくだ
さい。
また、REST API/CLI実行時にエラーメッセージが
表示された場合は、 「REST API/CLI 利用不可時
の対処」に従って対処してください。 

イベントログにSEVERITYが"Critical"または
"Error"または"Warning"のイベントが発生
していますか？

イベントログKARS06201-E、KARS06220-C、
KARS06221-C、またはKARS06222-Cが発生
していますか？

ダンプログファイルが未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

イベントログKARS06132-Cが発生していますか？ 

「ストレージクラスター起動時にKARS06132-C が
発生した場合の対処」に従って対処してください。
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No

2

1

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

コンピュートノードからのパスでオフラインのものがあり
ますか？2

コンピュートノードからすべてのボリュームが見えます
か？2

障害発生時刻周辺で、イベントログ
KARS16021-Iが発生していますか？ 

追加の容量拡張が完了し、イベントログ
KARS16022-I、またはイベントログKARS16081-
Iが発生するまで待ってください。

対象の障害は解決しましたか？

                             終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください）

コンピュートノードとして使用しているホスト上でスト
レージの再スキャンを実施してください。2

ダンプログファイルが未採取の場合、すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

2. VPS内にコンピュートノードが登録されている場合、VPS管理者にも確認を依頼してください。
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2

Yes

Yes

No

No

4

Yes

No

3

Yes

No

日立アドバンストサーバHA8000Vシリーズの場合、iLOのWebインターフェイス画面
にあるナビゲーションツリーで[System Information]を選択後、[Network]タブを
選択して、コンピュートポートのMACアドレスまたはWWNを確認してください。
日立アドバンストサーバHA8000Vシリーズ以外の場合、BMCのWebインターフェイ
ス画面で表示されるポートのMACアドレスまたはWWNを確認してください。
確認したMACアドレスまたはWWNと、以下のコマンドを実行して取得したコンピュート
ポートMACアドレスまたはWWNが一致しているか確認してください。
REST API：GET /v1/objects/ports
CLI：port_list

コンピュートポートはiSCSIまたはNVMe/TCPです
か？

同じイニシエーター名(iSCSI名またはhost NQN)
を持つイニシエーターが混在していますか？3

Bare metalモデルの「セットアップガイド」の「スト
レージノード単位のセットアップを行う」に従って、
Network port configuration画面でポートの
設定を行いましたか？

「イニシエーター名(iSCSI名)が重複している場合の
対処」または「イニシエーター名(host NQN)が重複
している場合の対処≪Bare metal≫」に従って対処
してください。

MACアドレスまたはWWNは一致していましたか？

3. iSCSI接続の場合は、「オペレーションガイド」の「コンピュートノードのイニシエーター情報を登録する」の「iSCSI接続している 
　　場合」手順1.を参照して、イニシエーター名(iSCSI名)が重複していないかを確認してください。VPS内にイニシエーターが 
　　登録されているか確認し登録されている場合は、VPS管理者に確認してください。 
　　NVMe/TCP接続の場合は、「オペレーションガイド」の「コンピュートノードのイニシエーター情報を登録する」 
　　の「NVMe/TCP接続している場合≪Bare metal≫」手順1.を参照して、イニシエーター名(host NQN)が重複していないか 
　　を確認してください。VPS内にイニシエーターが登録されているか確認し登録されている場合は、VPS管理者に確認してください。 
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3

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原
因と対処≪Bare metal≫」を参照し、ストレージ
ノードの交換を実施してください。(このとき、ストレー
ジノードの交換を実施する場合は同じ物理サーバー
を使用した交換を実施してください。)
ストレージノードの交換の手順は「オペレーションガイ
ド」の「ストレージノードを交換する≪Bare metal≫」
を参照してください。

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原因
と対処≪Bare metal≫」と「ストレージノードの保守閉
塞」を参照し、MACアドレスまたはWWNが期待と異
なるストレージノードを保守閉塞してください。

対象のストレージノードの保守閉塞に成功しました
か？

対象のストレージノードの交換に成功しましたか？

イベントログを確認し、保守閉塞の失敗原因の確認
と対策を実施してください。
その後、再度ストレージノードの保守閉塞を実施して
ください

イベントログを確認し、交換の失敗原因の確認と対
策を実施してください。
その後、再度ストレージノードの交換を実施してくださ
い。

Yes

Yes

No

No

                            終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください。）
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5

4

Yes

No

No

Yes

接続経路上の通信ポート(コンピュートノード、スイッチ、VSP One SDS Blockなど)
のリンクアップ状態を確認します。確認方法は、対象の通信ポートを持つハードウェアの
ベンダーマニュアルを参照してください。4

リンクアップしていない箇所があれば、ケーブルの抜き差しを行ってください。

接続経路上の通信ポートはすべてリンクアップしまし
たか？

接続経路上のハードウェアを確認します。
(SFPモジュール、ケーブル、スイッチなど)

経路上のハードウェアに異常が発生していますか？

対象のハードウェアを交換してください。
交換手順は、対象のハードウェアのベンダーマニュアル
を参照してください。

4. VSP One SDS Blockのコンピュートポートのリンクアップ状態を確認するには、「オペレーションガイド」の
    「コンピュートポートを管理する」を参照して、portSpeedを確認してください。
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5. ダンプログに加えて、次に示す情報をサポートセンターへ連絡してください。
    ・コンピュートノードの機器構成
    ・コンピュートノードのOSバージョン
    ・コンピュートノードのOSパッチ有無
    ・コンピュートノードに搭載しているホストバスアダプターのドライバーバージョン
    ・コンピュートノードのSyslogやMessage
    ・交替パスソフトウェアのログ
    ・可能であれば、iSCSIパケット情報、またはNVMe/TCPパケット情報
    ・コンピュートノードに搭載しているホストバスアダプターの型名

Yes

Yes

No

No

5

コンピュートノードからのパスでオフラインのものがあり
ますか？

コンピュートノードからボリュームが見えますか？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください。） サポートセンターに連絡してください。5
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6. "Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複数同時に発生している場合、Critical > Error > Warningの順に
     任意のイベントから対処してください。

7

6

Yes

NoイベントログKARS06358-Wが発生しています
か？ 

対象イベントログのSolutionに記載されているアク
ションを実施し、障害に対処してください。6

未対処のイベントログにKARS05025-E、または
KARS05026-Eが存在している場合、この2つの
イベントログへの対処は次のフローで示します。
それ以外のイベントログに対する対処を実施
してください。

イベントログを参照して、KARS05025-E、
KARS05026-E以外でSEVERITYが"Critical"、 
"Error"の未対処のイベントが残っていれば対処して
ください。
SEVERITYが"Critical"、 "Error"のイベントログが
出力されていなかった場合は、性能低下が原因の可
能性があります。「性能低下が生じた場合の対処」に
従って対処してください。
また、これらに対処したあとも現象が変わらず、イベン
トログKARS06358-Wが発生している場合は、すべ
てのストレージノードに対してダンプログファイルを採取
したあと、サポートセンターに連絡してください。
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7

18

イベントログKARS05025-Eが発生していますか？
Yes

No

No

Yes

No

Yes

Yes

No

No

Yes
ドライブのステータスはOfflineですか？

このイベントログに対する障害は解消済みです。
対処不要です。

ドライブのステータスはNormalですか？

イベントログKARS05026-Eが示すドライブのステー
タスを確認してください。

ドライブ情報を取得できましたか？

イベントログKARS05026-Eが示すドライブIDを
使用してドライブ情報を取得します。
取得方法は「オペレーションガイド」の「ドライブの情報を
個別に取得する」を参照してください。

イベントログKARS05026-Eが発生していますか？

このイベントログに対する障害は解消済みです。
対処不要です。

サポートセンターに連絡してください。
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8

1

No

Yes

｢オペレーションガイド｣の「ドライブを挿入する≪Bare 
metal≫」に従って、抜き取ったドライブを再度挿入
してください。

20秒ほど待ってください。

格納データ暗号化の設定が有効ですか？

「オペレーションガイド」の「ドライブを増設する」の「スト
レージプールを拡張する」を参照し、挿入または交換
したドライブに対して、手順4までを実施してください。

｢オペレーションガイド｣の「ドライブを減設する≪Bare 
metal≫」の手順5までを参照し、イベントログ
KARS05026-Eが示すドライブをサーバーから抜き
取ってください。

「オペレーションガイド」の「ドライブを増設する」の「スト
レージプールを拡張する」を参照し、イベントログ
KARS05026-Eが示すドライブに対して、手順4ま
でを実施してください。

2.5.2 ストレージクラスターで障害を検知した場合のフロー≪Cloud
≫

この項での記述内容は Cloud モデルに適用されます。

障害を切り分ける 89

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



1. エラーと判定するのは以下の場合です。
    ・REST API/CLI実行時にエラーメッセージが表示された場合
    ・ジョブの情報を取得するREST API/CLIを実行し、対象のジョブのエラー情報(error)が格納されている場合

1

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

4

ストレージクラスターで障害を検知

REST API/CLIの実行時にエラー1が発生しました
か？

REST API/CLIまたはVSP One SDS Block 
Administratorで、イベントログを確認してください。

実行したREST API/CLIの結果がジョブの場合は、
ジョブの情報を取得するREST API/CLIを実行し、
対象のジョブのエラー情報(error)のsolutionに記
載されているアクションを実施し、障害に対処してくだ
さい。
また、REST API/CLI実行時にエラーメッセージが
表示された場合は、 「REST API/CLI 利用不可時
の対処」に従って対処してください。 

イベントログにSEVERITYが"Critical"または
"Error"または"Warning"のイベントが発生
していますか？

イベントログKARS06201-E、KARS06220-C、
KARS06221-C、またはKARS06222-Cが発生
していますか？

ダンプログファイルが未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

イベントログKARS06132-Cが発生していますか？ 

「ストレージクラスター起動時にKARS06132-C が
発生した場合の対処」に従って対処してください。
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No

2

1

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

コンピュートノードからのパスでオフラインのものがあり
ますか？

コンピュートノードからすべてのボリュームが見えます
か？

障害発生時刻周辺で、イベントログ
KARS16021-Iが発生していますか？ 

追加の容量拡張が完了し、イベントログ
KARS16022-I、またはイベントログKARS16081-
Iが発生するまで待ってください。

対象の障害は解決しましたか？

                             終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください）

コンピュートノードとして使用しているホスト上でストレー
ジの再スキャンを実施してください。

ダンプログファイルが未採取の場合、すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。
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2. iSCSI接続の場合は、「オペレーションガイド」の「コンピュートノードのイニシエーター情報を登録する」の「iSCSI接続している 
　　場合」手順1.を参照して、イニシエーター名(iSCSI名)が重複していないかを確認してください。VPS内にイニシエーターが 
　　登録されているか確認し登録されている場合は、VPS管理者に確認してください。 
3. VSP One SDS Blockのコンピュートポートのリンクアップ状態を確認するには、「オペレーションガイド」の「コンピュートポー 
　　トを管理する」を参照して、portSpeedを確認してください。 

Yes

Yes

No

No

3

2

3

Yes

No同じイニシエーター名(iSCSI名)を持つイニシエー
ターが混在していますか？2

「イニシエーター名(iSCSI名)が重複している場合の
対処」に従って対処してください。

接続経路上の通信ポート(コンピュートノード、スイッチ、VSP One SDS Blockなど)
のリンクアップ状態を確認します。確認方法は、対象の通信ポートを持つハードウェアの
ベンダーマニュアルを参照してください。3

リンクアップしていない箇所があれば、ケーブルの抜き差しを行ってください。

接続経路上の通信ポートはすべてリンクアップしまし
たか？

接続経路上のハードウェアを確認します。
(SFPモジュール、ケーブル、スイッチなど)

経路上のハードウェアに異常が発生していますか？

対象のハードウェアを交換してください。
交換手順は、対象のハードウェアのベンダーマニュアル
を参照してください。
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Yes

Yes

No

No

3

No

Yes

3

クラウド側の以下の設定・状態を確認してください。
・ストレージクラスターとコンピュートノードのコンピュー
　トサブネットが異なる場合は、その通信経路の設定
　と状態(ピアリング接続、VPN、専用線など)
・セキュリティーとルートテーブルの設定4

4．各クラウドプラットフォームでの名称は以下のようになります。
　　 ≪Cloud for AWS≫ネットワークACL、セキュリティグループ とルートテーブル
　　 ≪Cloud for Google Cloud≫ファイアーウォールルールとルート
　　 ≪Cloud for Microsoft Azure≫ネットワークセキュリティグループとルートテーブル
5．≪Cloud for Microsoft Azure≫ストレージクラスターのネットワークセキュリティグループの設定を修正する場合は、
　　 Cloudモデル for Microsoft Azureの「セットアップガイド」の「ストレージクラスターの設定値を変更する」を参照し
　　 てください。
6. ダンプログに加えて、次に示す情報をサポートセンターへ連絡してください。
   ・コンピュートノードの機器構成　　 ・コンピュートノードのOSバージョン    ・コンピュートノードのOSパッチ有無
　 ・コンピュートノードに搭載しているホストバスアダプターのドライバーバージョン
   ・コンピュートノードのSyslogやMessage    ・交替パスソフトウェアのログ    ・可能であれば、iSCSIパケット情報
   ・≪Cloud for AWS≫コンピュートノードのAMI ID
   ・≪Cloud for Google Cloud≫コンピュートノードのVMインスタンスに使用するブートディスクイメージの名前
   ・≪Cloud for Microsoft Azure≫コンピュートノードのVMイメージ

確認結果に誤りや異常はありましたか？

誤りや異常のあった項目を修正してください。5

その後、コンピュートノードとして使用しているホスト
上でストレージの再スキャンを実施してください。

コンピュートノードからボリュームが見えますか？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください。） サポートセンターに連絡してください。6

コンピュートノードからのパスでオフラインのものがあり
ますか？

障害を切り分ける 93

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



7. "Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複数同時に発生している場合、Critical > Error > Warningの順に
     任意のイベントから対処してください。

5

4

Yes

NoイベントログKARS06358-Wが発生しています
か？ 

対象イベントログのSolutionに記載されているアク
ションを実施し、障害に対処してください。7

未対処のイベントログにKARS05025-E、または
KARS05026-Eが存在している場合、この2つの
イベントログへの対処は次のフローで示します。
それ以外のイベントログに対する対処を実施
してください。

イベントログを参照して、KARS05025-E、
KARS05026-E以外でSEVERITYが"Critical"、 
"Error"の未対処のイベントが残っていれば対処して
ください。
SEVERITYが"Critical"、 "Error"のイベントログが
出力されていなかった場合は、性能低下が原因の可
能性があります。「性能低下が生じた場合の対処」に
従って対処してください。
また、これらに対処したあとも現象が変わらず、イベン
トログKARS06358-Wが発生している場合は、すべ
てのストレージノードに対してダンプログファイルを採取
したあと、サポートセンターに連絡してください。
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5

16

イベントログKARS05025-Eが発生していますか？
Yes

No

No

Yes

No

Yes

Yes

No

No

Yes
ドライブのステータスはOfflineですか？

このイベントログに対する障害は解消済みです。
対処不要です。

ドライブのステータスはNormalですか？

イベントログKARS05026-Eが示すドライブのステー
タスを確認してください。

ドライブ情報を取得できましたか？

イベントログKARS05026-Eが示すドライブIDを
使用してドライブ情報を取得します。
取得方法は「オペレーションガイド」の「ドライブの情報を
個別に取得する」を参照してください。

イベントログKARS05026-Eが発生していますか？

このイベントログに対する障害は解消済みです。
対処不要です。

サポートセンターに連絡してください。

障害を切り分ける 95

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



6

1

No

Yes

No≪Cloud for AWS≫以外

Yes≪Cloud for AWS≫

｢オペレーションガイド｣の「ドライブを交換する≪Cloud 
for AWS≫」の手順23までを参照し、イベントログ
KARS05026-Eが示すドライブを交換してください。

対象のストレージシステムはCloudモデル for AWS
ですか？

格納データ暗号化の設定が有効ですか？

「オペレーションガイド」の「ストレージプールを拡張する」
を参照し、交換したドライブに対して、手順4までを
実施してください。

≪Cloud for Google Cloud≫｢オペレーションガイド｣
の「ドライブを減設する≪Cloud for Google Cloud≫」
の手順7までを参照し、イベントログKARS05026-Eが
示すドライブを削除してください。
≪Cloud for Microsoft Azure≫｢オペレーションガイド｣
の「ドライブを減設する≪Cloud for Microsoft 
Azure≫」の手順8までを参照し、イベントログ
KARS05026-Eが示すドライブを削除してください。

「オペレーションガイド」の「ストレージプールを拡張する」
を参照し、イベントログKARS05026-Eが示すドライブ
に対して、手順4までを実施してください。

1分ほど待ってください。 

｢オペレーションガイド｣の、ご使用のクラウドプラット
フォームの「ドライブを作成する」を参照して、ドライブを
増設してください。
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3
障害に対処する

r 3.1　ストレージクラスター構築時の障害の対処

r 3.2　ストレージクラスターの起動・停止操作時の障害の対処

r 3.3　ストレージノード増設時の障害の対処

r 3.4　ストレージノード減設時の障害の対処≪Bare metal≫

r 3.5　ストレージノード交換時の障害の対処

r 3.6　ドライブが認識されない場合の対処

r 3.7　構成情報の変更・設定時の障害の対処≪Bare metal≫

r 3.8　SSL/TLS 証明書エラー発生時の対処

r 3.9　ユーザー認証エラー発生時の対処

r 3.10　REST API/CLI 利用不可時の対処

r 3.11　イニシエーター名(iSCSI 名)が重複している場合の対処

r 3.12　イニシエーター名(host NQN)が重複している場合の対処≪Bare metal≫

r 3.13　ライセンスの Health Status に"Alerting"発生時の対処

r 3.14　フォールトドメインの Health Status に"Alerting"発生時の対処

r 3.15　ストレージノードの Health Status に"Alerting"発生時の対処

r 3.16　ドライブの Health Status に"Alerting"発生時の対処

r 3.17　管理ポートの Health Status に"Alerting"発生時の対処≪Bare metal≫

r 3.18　ストレージノード間ポートの Health Status に"Alerting"発生時の対処≪Bare

metal≫

障害に対処する 97

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



r 3.19　コンピュートポートの Health Status に"Alerting"発生時の対処

r 3.20　ストレージプール障害時の対処

r 3.21　ボリューム障害時の対処

r 3.22　スナップショットボリューム削除時の障害の対処

r 3.23　性能低下が生じた場合の対処

r 3.24　応答遅延が頻発するドライブを交換したい場合の対処

r 3.25　構成情報のバックアップ作成時に発生した特定エラーへの対処≪Bare metal≫

≪Cloud for AWS≫

r 3.26　ストレージクラスター構成のリストア後に KARS06132-C が発生した場合の対処

r 3.27　ロケーター LED 点消灯時の障害の対処≪Bare metal≫

r 3.28　競合する処理による操作失敗への対処

r 3.29　CloudFormation 実行時にエラーが発生した場合の対処≪Cloud for AWS≫

r 3.30　CloudFormation テンプレートとスタックリソースに差分が発生した場合の対処

≪Cloud for AWS≫

r 3.31　Terraform 実行時にエラーが発生した場合の対処≪Cloud for Google Cloud≫

r 3.32　Terraform テンプレートと作成したリソースに差分が発生した場合の対処≪

Cloud for Google Cloud≫

r 3.33　Microsoft Azure でデプロイが失敗した場合の対処≪Cloud for Microsoft

Azure≫

r 3.34　PIN が発生(イベントログ KARS06501-C が発生)した場合の対処

r 3.35　ストレージコントローラーのメモリー使用量が増加(イベントログ KARS06500-W

が発生)した場合の対処

r 3.36　リソースの削除ロックが正しく設定されていない場合の対処≪Cloud for

Microsoft Azure≫
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3.1 ストレージクラスター構築時の障害の対処

ストレージクラスターの構築時に障害が発生した場合、対象モデルの障害の対処に従ってください。

3.1.1 ストレージソフトウェアインストール時の障害の対処≪Bare
metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

ストレージソフトウェアのインストール時に障害が発生した場合、下表に従って対処してください。

対処したあとに、再度ストレージソフトウェアのインストールを実行してください。

メモ 日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズの具体的な操作については、iLO ユーザーガイドを参照してく
ださい。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ以外の物理サーバーの具体的な操作については、各サーバーベンダー

の BMC マニュアルを参照してください。

現象 想定される原因 対処

ストレージソフト

ウェアのインス

トール実行後、10

分以上経過しても

SUSE OS のロゴを

含む画面が表示さ

れない。

仮想メディアが接続されていない。 BMC のリモートコンソールの画面上部にあ

る仮想メディアアイコンを確認し、仮想メ

ディアが接続されていることを確認してく

ださい。

仮想メディアが接続されていない場合は、

コントローラーノードに取得済みのスト

レージソフトウェアインストーラーを仮想

メディアとして設定し、BMC に接続してく

ださい。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

の場合：

iLO のメニュー[Administration]>[Boot

Order]タブの[Boot Mode]で、[Unified

Extensible Firmware Interface(UEFI)]が

選択されていない。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

以外の物理サーバーの場合：

BMC のサーバーブートモードで UEFI が選

択されていない。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

の場合：

iLO のメニュー[Administration]>[Boot

Order]タブの[Boot Mode]で、[Unified

Extensible Firmware Interface(UEFI)]を

選択してください。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

以外の物理サーバーの場合：

BMC のサーバーブートモードで UEFI を選

択してください。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

の場合：

iLO のメニュー[Administration]>[Boot

Order]タブの[One-Time Boot Status]で、

[CD/DVD Drive]が選択されていない。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

以外の物理サーバーの場合：

BMC のワンタイムブートで CD/DVD ドライ

ブが選択されていない。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

の場合：

iLO のメニュー[Administration]>[Boot

Order]タブの[One-Time Boot Status]で、

[CD/DVD Drive]を選択してください。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

以外の物理サーバーの場合：

BMC のワンタイムブートで CD/DVD ドライ

ブを選択してください。

使用しているストレージソフトウェアイン

ストーラーが誤っている。

正しい(対象の VSP One SDS Block に適用

される)ストレージソフトウェアインス

トーラーを仮想メディアとして設定してく

ださい。

ストレージソフトウェアインストーラーが

コントローラーノードに存在していない。

コントローラーノードにストレージソフト

ウェアインストーラーを取得し、仮想メ

ディアとして設定し直してください。
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現象 想定される原因 対処

ストレージソフトウェアインストーラーが

破損している。

サポートセンターからストレージソフト

ウェアインストーラーのハッシュ値を入手

して、ストレージソフトウェアインストー

ラーが破損しているか、確認してください。

ストレージソフトウェアインストーラーが

破損している場合は、サポートセンターか

らストレージソフトウェアインストーラー

を入手してください。

その他 サーバーベンダーのマニュアルを参照し、

BMC をリセットする、または物理サーバー

の電源ケーブルの抜き差しを行い、物理

サーバーの電源を入れ直してください。

コンソールイン

ターフェイスにド

ライブの容量や

パーティショニン

グに関連するエ

ラーが表示され

た。

システムドライブの選択画面でドライブが

表示されない。

システムドライブが正しく挿入されている

ことを確認してください。

システムドライブの選択を実施後、インス

トールが進まない。

システムドライブが抜けていないことを確

認してください。抜けていない場合は、シ

ステムドライブの容量が要件を満たしてい

るか確認してください。その後、再度スト

レージソフトウェアのインストールを実行

してください。

システムドライブの容量が 1.2TiB 未満で

ある。

1.2TiB 以上のシステムドライブを使用し

ていることを確認してください。

コンソールイン

ターフェイスに上

記以外のエラーが

表示された。

ストレージソフトウェアインストーラーが

破損している。

サポートセンターからストレージソフト

ウェアインストーラーのハッシュ値を入手

して、ストレージソフトウェアインストー

ラーが破損しているか、確認してください。

ストレージソフトウェアインストーラーが

破損している場合は、サポートセンターか

らストレージソフトウェアインストーラー

を入手してください。

コントローラーノードとストレージノード

の BMC とのネットワークが正常に動作して

いない。

コントローラーノードとストレージノード

の BMC とのネットワーク接続性に問題がな

いことを確認してください。

仮想メディアが接続されていない。 BMC のリモートコンソールの画面上部にあ

る仮想メディアアイコンを確認し、仮想メ

ディアが接続されていることを確認してく

ださい。

仮想メディアが接続されていない場合は、

コントローラーノードに取得済みのスト

レージソフトウェアインストーラーを仮想

メディアとして設定し、BMC に接続してく

ださい。

ストレージソフトウェアのインストール中

にボタン操作など行った。

再度ストレージソフトウェアのインストー

ルを実行してください。

ドライブが 1台も挿入されていない。 ドライブが正しく挿入されていることを確

認してください。

その他 サーバーベンダーのマニュアルを参照し、

BMC をリセットする、または物理サーバー

の電源ケーブルの抜き差しを行い、物理

サーバーの電源を入れ直してください。
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現象 想定される原因 対処

再度同じ現象が発生する場合は、以下の情

報を取得し、サポートセンターに問い合わ

せてください。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

の場合：

• エラーメッセージが表示されている画

面のスクリーンショット

• iLO の System Information 画面で表示

されるハードウェア構成のスクリーン

ショット

• iLO の Firmware & OS Software -

Installed Firmware 画面で表示される

Firmware Version のスクリーンショッ

ト

• iLO から採取した物理サーバーの AHS

log(Active Health System ログ)

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

以外の物理サーバーの場合：

• エラーメッセージが表示されている画

面のスクリーンショット

• BMC の Web インターフェイス画面で表

示されるハードウェア構成(CPU、メモ

リ、ネットワーク、デバイスインベン

トリ、ストレージ等)の情報

• BMC の Web インターフェイス画面で表

示される BMC と搭載デバイスのファー

ムウェアバージョンの情報

• 物理サーバーのログ(ログの採取につ

いては、サーバーベンダーのマニュア

ルを参照してください)

ストレージソフト

ウェアのインス

トール処理後、10

分以上経過しても

システムドライブ

の選択画面が表示

されない。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

の場合：

iLO のメニュー[Administration]>[Boot

Order]タブの[Boot Mode]で、[Unified

Extensible Firmware Interface(UEFI)]が

選択されていないため、物理サーバーが再

起動を繰り返している。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

以外の物理サーバーの場合：

BMC のサーバーブートモードで UEFI が選

択されていないため、再起動を繰り返して

いる。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

の場合：

iLO のメニュー[Administration]>[Boot

Order]タブの[Boot Mode]で、[Unified

Extensible Firmware Interface(UEFI)]を

選択してください。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

以外の物理サーバーの場合：

BMC のサーバーブートモードで UEFI を選

択してください。

誤った操作により BMC からログアウトし

た。

再度ストレージソフトウェアのインストー

ルを実行してください。

誤った操作により BMC のリモートコンソー

ルの画面を閉じた。

再度ストレージソフトウェアのインストー

ルを実行してください。

コンソールインターフェイスの画面が表示

されていない。

電源ボタンのスイッチを押してください。

ストレージソフトウェアのインストール中

にボタン操作など行った。

再度ストレージソフトウェアのインストー

ルを実行してください。

ストレージソフトウェアのファイルのコ

ピーが完了していない。

物理サーバーの障害の有無を確認してくだ

さい。障害が発生している場合は障害に対

する対処をしてください。サーバーの電源

をリセットし再度実行してください。
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現象 想定される原因 対処

使用しているストレージソフトウェアイン

ストーラーが誤っている。

古いストレージソフトウェアインストー

ラーを使用しているので、正しい(対象の

VSP One SDS Block に適用される)スト

レージソフトウェアインストーラーを仮想

メディアとして設定してください。

その他 サーバーベンダーのマニュアルを参照し、

BMC をリセットする、または物理サーバー

の電源ケーブルの抜き差しを行い、物理

サーバーの電源を入れ直してください。

システムドライブ

の選択を実施後、

50 分以上経過し

ても Keyboard

layout

configuration 画

面が表示されな

い。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

の場合：

iLO のメニュー[Administration]>[Boot

Order]タブの[Boot Mode]で、[Unified

Extensible Firmware Interface(UEFI)]が

選択されていないため、物理サーバーが再

起動を繰り返している。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

以外の物理サーバーの場合：

BMC のサーバーブートモードで UEFI が選

択されていないため、再起動を繰り返して

いる。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

の場合：

iLO のメニュー[Administration]>[Boot

Order]タブの[Boot Mode]で、[Unified

Extensible Firmware Interface(UEFI)]を

選択してください。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ

以外の物理サーバーの場合：

BMC のサーバーブートモードで UEFI を選

択してください。

使用しているユーザーデータドライブに

パーティションが設定されている。

使用しているユーザーデータドライブの既

存のパーティションを削除してから使用し

てください。

誤った操作により BMC からログアウトし

た。

再度ストレージソフトウェアのインストー

ルを実行してください。

誤った操作により BMC のリモートコンソー

ルの画面を閉じた。

再度ストレージソフトウェアのインストー

ルを実行してください。

コンソールインターフェイスの画面が表示

されていない。

電源ボタンのスイッチを押してください。

ストレージソフトウェアのインストール中

にボタン操作など行った。

再度ストレージソフトウェアのインストー

ルを実行してください。

ストレージソフトウェアのファイルのコ

ピーが完了していない。

物理サーバーの障害の有無を確認してくだ

さい。障害が発生している場合は障害に対

する対処をしてください。サーバーの電源

をリセットし再度実行してください。

その他 サーバーベンダーのマニュアルを参照し、

BMC をリセットする、または物理サーバー

の電源ケーブルの抜き差しを行い、物理

サーバーの電源を入れ直してください。

その他 － サポートされたハードウェアであること

や、ハードウェアが正しく構成されている

ことを確認してください。VSP One SDS

Block のストレージノードとして使用でき

るハードウェアは「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block ハード

ウェア互換性リファレンス」から選択して

ください。

コントローラーノードとストレージノード

の BMC とのネットワーク接続性に問題がな

いことを確認してください。
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現象 想定される原因 対処

ストレージノードおよび周辺機器のハード

ウェアの異常が発生していないことを、

サーバーベンダーのマニュアルやハード

ウェアのマニュアルに従い確認してくださ

い。

3.1.2 ストレージノード単位のセットアップ時の障害の対処≪Bare
metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

ストレージノード単位のセットアップ時に障害が発生した場合、下表に従って対処してください。

メモ 日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズの具体的な操作については、iLO ユーザーガイドを参照してく
ださい。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ以外の物理サーバーの具体的な操作については、各サーバーベンダー

の BMC マニュアルを参照してください。

現象 対処

コンソールインターフェイスの画面レイアウトの崩

れが発生した。

コンソールインターフェイスの別の画面に遷移した

あと、元の画面を再度表示してください。

キーボード入力操作がコンソールインターフェイス

の画面に反映されない。

下記に該当する場合は対処を実施してください。

• BMC のリモートコンソール画面がフォーカスされ

ていない

BMC のリモートコンソール画面にフォーカスされ

ていない場合は、マウスポインターで BMC のリ

モートコンソール画面をクリックして BMC のリ

モートコンソール画面をフォーカスしたあと、

キーボード入力操作を実施してください。

上記に該当しない場合は、BMC のリモートコンソール

が応答不能になっている可能性があります。BMC の

リモートコンソール画面の右上の[×]ボタンをク

リックして BMC のリモートコンソール画面を閉じた

あと、BMC のリモートコンソール画面を再度表示し

て、キーボード入力操作を実施してください。

初回ログイン時、コンソールインターフェイスのセッ

トアップユーザーのログイン画面を表示した際、1行

目に[Login:setup]ではなく[Login:]と表示された。

下記に該当する場合は対処を実施してください。

• ログインしている BMC が適切でない

BMC の IP アドレスを確認して、ログインしている

BMC が適切か確認してください。適切でない場合

は、適切な BMC に対して Bare metal モデルの

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block セットアップガイド」の「ストレージノー

ド単位のセットアップを行う」を実施してくださ

い。

上記に該当しない場合は、ストレージソフトウェアの

インストールが正常に完了していない可能性があり

ます。Bare metal モデルの「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block セットアップガイ

ド」の「ストレージソフトウェアをインストールす

る」を参照し、ストレージソフトウェアのインストー

ルから再実施してください。
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現象 対処

初回ログイン時、コンソールインターフェイスのセッ

トアップユーザーのログイン画面でデフォルトのパ

スワード(hsds-setup)を入力しても認証に失敗した。

下記に該当する場合は対処を実施してください。

• ログインしている BMC が適切でない

BMC の IP アドレスを確認して、ログインしている

BMC が適切か確認してください。適切でない場合

は、適切な BMC に対して Bare metal モデルの

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block セットアップガイド」の「ストレージノー

ド単位のセットアップを行う」を実施してくださ

い。

• 選択されているキーボードレイアウトが適切で

ない

コンソールインターフェイスの Keyboard layout

configuration 画面で[Current keyboard

layout]の設定を確認してください。選択されて

いるキーボードレイアウトが適切ではない場合

は、Bare metal モデルの「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block セットアップ

ガイド」の「ストレージノード単位のセットアッ

プを行う」手順 2から再実施してください。

• デフォルトのパスワードが正確に入力できてい

ない

Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」

の「ストレージノード単位のセットアップを行

う」手順 3から再実施してください。デフォルト

のパスワードを入力する際に、一文字のキーボー

ド入力に対してセットアップユーザーのログイ

ン画面のパスワード入力欄に*(アスタリスク)が

一文字表示されることを確認して、認証を試みて

ください。

上記に該当しない場合は、ストレージソフトウェアの

インストールが正常に完了していない可能性があり

ます。Bare metal モデルの「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block セットアップガイ

ド」の「ストレージソフトウェアをインストールす

る」を参照し、ストレージソフトウェアのインストー

ルから再実施してください。

コンソールインターフェイスのセットアップユー

ザーのログイン画面で、セットアップユーザーのパス

ワードの設定に失敗した。

設定しようとしたセットアップユーザーのパスワー

ドが、セットアップユーザーのパスワード条件に合っ

ていない可能性があります。Bare metal モデルの

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

セットアップガイド」の「ストレージノード単位の

セットアップを行う」手順 3に記載されている「セッ

トアップユーザーのパスワードの条件」を確認した上

で、手順 3から再実施してください。

コンソールインターフェイスのセットアップユー

ザーのログイン画面で、セットアップユーザーのパス

ワードを入力した際に、画面に「The account is

locked due to 3 failed logins.」というメッセージ

が表示された。

3回連続でセットアップユーザーの認証に失敗した

ため、セットアップユーザーのアカウントがロックさ

れています。ロックされる期間は 1分間です。1分

経過したあと、Bare metal モデルの「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block セット

アップガイド」の「ストレージノード単位のセット

アップを行う」手順 3から再実施してください。

セットアップユーザーのパスワードの設定後、コン

ソールインターフェイスのセットアップユーザーの

ログイン画面で認証に失敗した。

下記に該当する場合は対処を実施してください。

• ログインしている BMC が適切でない
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現象 対処

BMC の IP アドレスを確認して、ログインしている

BMC が適切か確認してください。適切でない場合

は、適切な BMC に対して Bare metal モデルの

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block セットアップガイド」の「ストレージノー

ド単位のセットアップを行う」を実施してくださ

い。

• セットアップユーザーのパスワードを設定した

際に選択されていたキーボードレイアウトと現

在選択されているキーボードレイアウトが異な

る

Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」

の「ストレージソフトウェアをインストールす

る」手順 2を参照して、セットアップユーザーの

パスワードを設定した際に選択したキーボード

レイアウトに設定を戻した上で、再度認証を試み

てください。

ログインに成功してセットアップユーザーのパ

スワードを再設定する場合：

コンソールインターフェイスの Top menu 画面で

[Initialize setup user password]を選択して

[Enter]キーを押します。次に表示された

Initialize setup user password 画面で

[Submit]を選択して[Enter]キーを押し、セット

アップユーザーのパスワードを初期化します。

その後、Bare metal モデルの「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block セットアップ

ガイド」の「ストレージノード単位のセットアッ

プを行う」手順 2から再実施してください。

• パスワードが正確に入力できていない

Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」

の「ストレージノード単位のセットアップを行

う」手順 3から再実施してください。パスワード

を入力する際に、一文字のキーボード入力に対し

てセットアップユーザーのログイン画面のパス

ワード入力欄に*(アスタリスク)が一文字表示さ

れることを確認して、認証を試みてください。

上記に該当しない場合は、意図とは異なるパスワード

が設定されてしまっている可能性があります。Bare

metal モデルの「Hitachi Virtual Storage Platform

One SDS Block セットアップガイド」の「ストレージ

ソフトウェアをインストールする」と「ストレージ

ノード単位のセットアップを行う」を参照し、スト

レージソフトウェアのインストールとストレージ

ノード単位のセットアップを再実施してください。

コンソールインターフェイスの画面に KARS から始ま

るエラーメッセージが表示された。

エラーメッセージの Solution に記載されている内容

に従って障害に対処してください。エラーメッセー

ジの Solution でサポートセンターへの問い合わせ要

求をされた場合は、問い合わせの回答に従ってくださ

い。
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現象 対処

電源の障害が発生して物理サーバーの電源がオフに

なった。

電源の障害を解決したあと、物理サーバーの電源をオ

ンにしてください。その後、Bare metal モデルの

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

セットアップガイド」の「ストレージノード単位の

セットアップを行う」から再実施してください。

上記以外の現象が発生してストレージノード単位の

セットアップに失敗した。

Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」の「ス

トレージソフトウェアをインストールする」を参照

し、ストレージソフトウェアのインストールから再実

施してください。

再実施しても同じ現象が発生する場合は、現象が発生

している画面のスクリーンショットを採取し、サポー

トセンターに連絡してください。

3.1.3 ストレージクラスター構築時の障害の対処≪Bare metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

ストレージクラスター構築時に障害が発生した場合、以下のフローに従って障害に対処してくださ

い。
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終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください。）

2

1

3

Bare metalモデルの「セットアップガイド」の「ストレージクラスターを構築する」
手順を実施後、"Cluster setup completed."と表示されずに以下のいずれかが
発生した。
・VSSB構成ファイル転送時のSFTP接続でエラーが発生
・"Cluster setup Failed."となりエラーメッセージが表示された
・Execute setup実行から180分以上経過してもStage5が完了しない。または、
　"Cluster setup completed."、"Cluster setup Failed."が表示されずに
　Stage5のあとの再ログインから180分以上経過しても処理が終了しない。
・コンソールインターフェイス画面の表示が消えた

VSSB構成ファイルの転送でSFTPの接続に失敗し
ていますか?

Bare metalモデルの「セットアップガイド」の
「ストレージクラスターを構築する」にあるVSSB
構成ファイル転送の手順を確認します。
手順誤りはありますか?

Bare metalモデルの「セットアップガイド」の「ストレージ
クラスターを構築する」手順に従って、再度VSSB構成
ファイルの転送を実施してください。

VSSB構成ファイルの転送を再実施後に、エラーが
発生していますか?1

                          終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。）

1. 繰り返し同じ部分でエラーとなる場合はサポートセンターに連絡してく ださい。

Yes

Yes

No

Yes

No

Yes

No

No

再実施後、"Cluster setup completed."が表示
されましたか?

Bare metalモデルの「セットアップガイド」の
「ストレージクラスターを構築する」を参照し、
ストレージクラスターの構築を実施してください。

本トラブルシューティングの最初から再度切り分けを
してください。

障害に対処する 107

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



1

3

4

No

Yes

No

Yes

問題を解決してください。

代表ストレージノードのBMCのリモートコンソールにロ
グインし、[Show setting]を選択してください(矢印
キーで選んで[Enter]キーを押します)。
表示された設定内容を確認し、管理ポートの設定に
誤りがないか確認してください。
また、Network port configuration画面でポート
の設定を行った場合は、設定に誤りがないか確認
してください。
[確認ポイント]
・ 接続先のIPアドレスが誤っていませんか?
・ 表示されている設定内容に期待外の箇所がない　　
  ですか?

管理ポートの設定内容に誤りがありましたか?

代表ストレージノードのネットワーク結線、ネットワーク
スイッチの設定を確認して、問題がありますか?

誤りを修正し、Bare metalモデルの「セットアップガイド」
の「ストレージノード単位のセットアップを行う」を参照して
ストレージノード単位のセットアップを再実施してください。

VSSB構成ファイルの転送を再実施してください。
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4

3

コンソールインターフェイスからログアウトして
Keyboard layout configuration画面に戻り、
[Current keyboard layout]に表示されている現
在のキーボードレイアウトを確認してください。

コンソールインターフェイスのキーボードレイアウトと、
SFTP接続に使用している環境のキーボードレイアウ
トは一致していますか?

サポートセンターに連絡してください。

キーボードレイアウトによっては同じキーでも入力が
異なってしまうことがあります。キーボードレイアウトを
合わせた状態で、セットアップユーザーのパスワードを
設定し直してください。

Yes

No

VSSB構成ファイルの転送を再実施してください。
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2

8

5

6

7

BMCのリモートコンソール画面にエラーメッセージが
表示されていますか?

代表ストレージノードのBMCのリモートコンソールに
はKeyboard layout configuration画面が表
示されていますか?2

                          終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。）

BMCのリモートコンソールにログインしたあとにスト
レージクラスターの構築が再開されましたか?

ストレージクラスターの構築処理が終了するまでお待ち
ください。

Yes

No

No

Yes

Yes

No

Yes

No

Yes

No

すべてのストレージノードの電源がオンであることを確認
してください。電源がオフのストレージノードがあれば電
源をオンにしてください。

「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」に記載されて
いる内容を参照し、ネットワークに問題がないか確認し
てください。問題があれば対処してください。

BMCのリモートコンソールにログインしたあとにエラー
メッセージが表示されましたか?

"Cluster setup completed."が表示されました
か?

本トラブルシューティングの最初から再度切り分けをして
ください。

2. ストレージクラスターの構築時にはストレージノードが再起動します。再起動後には、再度代表ストレージノードのBMCの
　　リモートコンソールへのログインが必要です。
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5

8

使用しているハードウェアは、すべて「ハードウェア互換
性リファレンス」の要件を満たしたものですか？

最新の「ハードウェア互換性リファレンス」を確認して
ください。

使用しているハードウェアを、「ハードウェア互換性
リファレンス」の要件を満たしたハードウェアに交換
してください。

サポートセンターから、最新のシステム要件ファイル
(SystemRequirementsFile.yml)を入手してく
ださい。
入手したシステム要件ファイルをストレージノードに
アップロードしてください。3

KARS23721-Eのエラーメッセージが表示されて
いますか?

ストレージクラスターの構築を再実施してください。

                          終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。）

3. SFTPでシステム要件ファイルをアップロードする際に必要な情報およびアップロードするコマンド例を以下に示します。
    ユーザー名:setup
    パスワード:セットアップユーザーのパスワード
    ポート番号:10022
    接続先のIPアドレス:代表ノードの管理ポートのIPアドレス
    アップロード対象ファイルの格納先ディレクトリー:/config
    アップロード対象ファイル名:SystemRequirementsFile.yml
    コマンド例
     $ sftp -P 10022 setup@<代表ノードの管理ポートのIPアドレス>
     sftp> cd config
     sftp> put <アップロード対象ファイル名>

No

Yes

Yes

No
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Yes

No

代表ストレージノードの電源がオフの場合は、BMC
からサーバーの電源をオンしてください。
代表ストレージノードの電源がオンの場合は、処理が
停滞しているのでBMCからサーバーを再起動してくだ
さい。

代表ストレージノードの起動が正常に完了し、
BMCのリモートコンソールにログインできますか?

正常にログインできるすべてのストレージノードから
ログインして、ストレージクラスター構築のキャンセル
を実施してください。

6

7
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Yes

No

メッセージに表示されているポート種別が管理ポート
ですか?

「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」 に記載され
ている内容を参照し、ネットワークに問題がないか確認
してください。問題があれば対処してください。

すべてのストレージノードの電源がオンであることを
確認してください。電源がオフのストレージノードが
あれば電源をオンにしてください。

KARS23704-Eのエラーメッセージが表示されて
いますか?

Yes

No

8

9 7
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Yes

No

Yes

No

9

710

Yes

No

KARS23710-Eのエラーメッセージが表示されて
いますか?

メッセージに出力されているIPアドレスのストレージ
ノードや、MACアドレスの示す機器について、
「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」 に記載
されている内容を参照し、ネットワークに問題がな
いか確認してください。問題があれば対処してくだ
さい。

KARS23726-Eのエラーメッセージが表示されて
いますか?

メッセージに出力された、DNSサーバーの設定、また
は接続性に問題はありますか?

メッセージに出力されている、DNSサーバーの設定、
ネットワークの結線、またはネットワークスイッチの設定
を修正してください。
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Yes

No

メッセージに出力された、NTPサーバーの設定、ネット
ワークの結線、またはネットワークスイッチの設定に
問題はありますか?

メッセージに出力されている、NTPサーバーの設定、
ネットワークの結線、またはネットワークスイッチの
設定を修正してください。

KARS23724-Eのエラーメッセージが表示されて
いますか?

Yes

No

NTPサーバーのUDPポート123の通信を許可して
ください。

Yes

No

NTPサーバー4 のUDPポート123は通信が許可
されていますか?

10

11 7

4. 既存のストレージクラスターと同じ接続先のNTPサーバーです。
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11

12 7
13

ほかのオペレーションで使用しているVSSB構成ファイル、
または本ストレージクラスターで使用しているVSSB構成
ファイルに正しいストレージノードを指定し直して、
Bare metalモデルの「セットアップガイド」の
「ストレージクラスターを構築する」を再実施してくださ
い。

KARS23701-Eのエラーメッセージが表示されて
いますか?

KARS23723-Eのエラーメッセージが表示されて
いますか？

セットアップユーザーのパスワードが、すべてのストレージノードで共通になるように設定
してください。
コンソールインターフェイスにログイン可能な場合で、セットアップユーザーのパスワードを
再設定するときは、Top menu画面の[Initialize setup user password]で
一度パスワードを初期化してから再設定を行ってください。
コンソールインターフェイスにログインできない場合は「ストレージノード単位のセットアップ時
の障害の対処≪Bare metal≫」の「セットアップユーザーのパスワードの設定後、
コンソールインターフェイスのセットアップユーザーのログイン画面で認証に失敗した。」を
参照して対処してください。

Yes

No

No

Yes

Yes

No

エラーメッセージに表示されたストレージノードは、すでに
ほかのストレージクラスター構築やストレージノードの
増設または交換の対象になっている可能性があります。
ほかで実施されているオペレーションがないか、または
使用しているVSSB構成ファイルで指定している
ストレージノードに誤りがないか確認してください。

ほかで実施されているオペレーションがありましたか？
またはVSSB構成ファイルのストレージノードの指定に
誤りはありましたか？
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5. 代表ストレージノードにアップロードしたVSSB構成ファイルの削除が必要な場合は、以下の手順を実施してください。
　　$ sftp -P 10022 setup@<代表ストレージノードの管理ポートのIPアドレス>
　　sftp> cd config
　　sftp> rm SystemConfigurationFile.csv

Yes

No

12

13 7

Yes

No

Yes

No

Yes

KARS23705-E、KARS23706-E、または
KARS23715-Eのエラーメッセージが表示されて
いますか?

「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」 に
記載されている内容を参照し、問題が発生し
ていないか確認してください。
問題があれば対処してください。

KARS23907-E、またはKARS23910-Eのエラー
メッセージが表示されていますか?

「メッセージリファレンス」を参照します。コンソール
インターフェイスに表示されているエラーメッセージの
Solution5には、オペレーションの再実施が指示され
ていますか?

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡
してください。
 ・ コンソールインターフェイスより採取した、
　  全ストレージノードのダンプログファイル
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7

「ストレージクラスター構築、ストレージノード増設、ス
トレージノード交換、スペアノード切り換えが失敗した
ストレージノードへの対処≪Bare metal≫」を参照し、
すべてのストレージノードに対して、ストレージソフト
ウェアのインストールおよびストレージノード単位の
セットアップの要否を確認し対処してください。

Bare metalモデルの「セットアップガイド」の「ストレージ
クラスターを構築する」 を参照し、ストレージクラスターの
構築を実施してください。

13

Yes

No

表示されたエラーメッセージは再実施前と同じエラー
メッセージですか?

再実施後、"Cluster setup completed."が表示
されましたか?

Yes

No

本トラブルシューティングの最初から、再度切り分けを
してください。

                          終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。）

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡してく
ださい。
・ コンソールインターフェイスより採取した、全ストレー
　ジノードのダンプログファイル
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3.1.4 ストレージクラスター構築、ストレージノード増設、ストレー
ジノード交換、スペアノード切り換えが失敗したストレージ
ノードへの対処≪Bare metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

ストレージクラスター構築、ストレージノード増設、ストレージノード交換が失敗したあと、それ

ら操作の再実施が必要になります。また、スペアノード切り換えが失敗した際、対象のストレージ

ノードを回復するためにストレージノード交換の実施が必要になることがあります。その際には、

各操作・処理の実施状況によってはストレージソフトウェアのインストールからの再実施、または

ストレージノード単位のセットアップからの再実施が不要になる場合があります。この項では実施

中の操作や失敗した処理の対象となる各ストレージノードに対し、ストレージソフトウェアのイン

ストールおよびストレージノード単位のセットアップの再実施について要否を判定する手順を示し

ます。

対象となるストレージノードに対し、本項の手順に沿ってストレージソフトウェアのインストール

およびストレージノード単位のセットアップを再実施してください。

実施中の操作・失敗した処理別に、本項の手順による判定が必要となる対象のストレージノードを

以下に示します。

実施中の操作・失敗した処理 本項の手順の対象となるストレージノード

ストレージクラスター構築 すべてのストレージノード

ストレージノード増設 すべての増設対象のストレージノード

ストレージノード交換 交換対象のストレージノード 1

スペアノード切り換え 交換対象のストレージノード 2

1. ストレージノード交換はストレージクラスターの構成に関係なく、常に 1ノードずつの操作のみをサポー

トしています。

2. イベントログ、またはこのマニュアルにてストレージノード交換の実施が指示された場合のみ行います。

以下の手順は対象となるすべてのストレージノードに対して実施してください。

対象となるストレージノードが複数ある場合、各手順は複数のストレージノードに対して同時に実

施することも可能です。

注意 スペアノード機能を使用しているストレージクラスターでは、スペアノード切り換え機能が実施されるこ
とで、自動でストレージノードの物理サーバーが切り換わります。ストレージノードの物理サーバーに対して操
作・保守を行う際は、下記の内容を確認し、操作・保守する物理サーバーを間違えないように注意してくださ
い。

• ストレージノードに対してスペアノードの物理サーバーが適用され、物理サーバーが切り換わった際は、そ

れを示すイベントログが出力されます。

• 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージノードの BMC

情報を個別に取得する≪Bare metal≫」を実施することで、ストレージノードの物理サーバーに搭載されて

いる BMC の接続情報が取得できます。本情報を使用して対象のストレージノードの BMC に接続することで、

対象のストレージノードの物理サーバー情報が確認できます。ただし、設定に誤りがある場合はイベントロ

グが出力されます。BMC の設定が正しいかどうかの確認は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block オペレーションガイド」の「スペアノード機能の設定を確認する≪Bare metal≫」で行います。

操作手順

1. 対象のストレージノードが以下いずれかに該当するか確認します。

該当しない場合は手順 2に進みます。
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該当する場合は、ストレージソフトウェアのインストールおよびストレージノード単位のセット

アップの実施が必要となりますので、手順 4に進みストレージソフトウェアのインストールおよ

びストレージノード単位のセットアップを実施してください。

◦ ストレージクラスター構築失敗時にコンソールインターフェイス上に出力されたメッセー

ジ、またはストレージノード増設およびストレージノード交換失敗時に出力されたイベント

ログにおいて、ストレージソフトウェアのインストールまたはストレージノード単位のセッ

トアップの再実施が促されている場合

◦ ストレージノード交換が失敗していて、VSP One SDS Block Administrator 上で保守対象の

ストレージノードの status が"InstallationFailed"となっている場合

2. 対象のストレージノードにセットアップユーザーでログインできるかの確認と、ストレージノー

ド交換の失敗により本手順を参照している場合はストレージノード保守回復での回復ができる

かの確認をします。

対象のストレージノードにおけるコンソールインターフェイスのログイン画面で、1行目に

[Login:setup]とユーザー名が固定で表示されている場合は、セットアップユーザーでログイン

します。対象のストレージノードの電源がオフになっている場合は、最初に電源をオンにしてか

ら実施してください。

ストレージノード交換の失敗により本手順を参照している場合、かつコンソールインターフェイ

スのログイン画面において、1行目に[Login:setup]ではなく[Login:]と表示されたときは、ス

トレージソフトウェアのインストールおよびストレージノード単位のセットアップの再実施を

せずに「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「スト

レージノードを保守回復する≪Bare metal≫」に従ってストレージノードの回復を行うことが可

能です。その場合は、本項の以降の手順は実施せずに「ストレージノード交換時の障害の対処≪

Bare metal≫」にて本項を参照したあとの判定に戻り、ストレージノード保守回復による回復が

可能と判断した、として対処を行ってください。また、本条件に当てはまらない場合はストレー

ジノード交換を行ってストレージノードを回復させる必要があります。

本手順によりセットアップユーザーでログインができた場合は、手順 3に進みます。

上記のストレージノード保守回復による回復が可能な条件に当てはまらない場合で、ログイン画

面において 1行目に[Login:setup]とユーザー名が固定で表示されていないとき、またはセット

アップユーザーでログインができないときは、対象のストレージノードに対してストレージソフ

トウェアのインストールおよびストレージノード単位のセットアップの実施が必要となります。

手順 4に進み、ストレージソフトウェアのインストールおよびストレージノード単位のセット

アップを実施してください。

セットアップユーザーのパスワードの不一致などによりログインできない場合も含みます。

3. コンソールインターフェイスの Top menu 画面から[Storage node status]の項目を確認し、以下

の表に従ってストレージソフトウェアのインストールおよびストレージノード単位のセット

アップの要否を判定してください。

ただし、以下の表に従って再実施した場合も失敗が繰り返される場合は、ストレージソフトウェ

アのインストールおよびストレージノード単位のセットアップの実施が必要と判定し、手順 4に

進んでください。

コンソールインターフェイスの
Top menu 画面にある[Storage

node status]の値

ストレージソフトウェアのイン
ストール

ストレージノード単位のセット
アップ

NodeSettingNotCompleted 不要 必要

NodeSettingCompleted 不要 不要

ClusterSetupInProgress 一度 BMC からストレージノードを再起動し、[Storage node status]

の値が変化するかを確認し、変化した場合はその値によって判断して

ください。ストレージノードを再起動しても[Storage node status]

の値が変化しなかった場合は、サポートセンターに問い合わせてくだ

さい。
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コンソールインターフェイスの
Top menu 画面にある[Storage

node status]の値

ストレージソフトウェアのイン
ストール

ストレージノード単位のセット
アップ

ClusterSetupTemporaryStopped 不要 不要 1

ClusterSetupFailed 必要 必要

1. "ClusterSetupTemporaryStopped"の状態からストレージノード単位のセットアップを実行する必要

がある場合は、以下の手順を実施して、"NodeSettingCompleted"の状態に遷移させてからストレージ

ノード単位のセットアップを実行してください。

a. コンソールインターフェイスの Top menu 画面から[Cancel cluster setup (for this storage

node)]を選択します。

b. Cancel cluster setup (for this storage node)画面から[Submit]を選択します。

4. 対象のストレージノードに対してストレージソフトウェアのインストールの再実施が必要と判

定した場合は、Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block セッ

トアップガイド」の「ストレージソフトウェアをインストールする」を参照し、ストレージソフ

トウェアのインストールを実施してください。

ストレージソフトウェアのインストールの再実施が不要と判定した場合は、そのまま次の手順に

進んでください。

5. 対象のストレージノードに対してストレージノード単位のセットアップの再実施が必要と判定

した場合は、Bare metal モデルの「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block セット

アップガイド」の「ストレージノード単位のセットアップを行う」を参照し、ストレージノード

単位のセットアップを実施してください。

ストレージノード単位のセットアップの再実施が不要と判定した場合はそのまま次の手順に進

んでください。

6. 対象となるすべてのストレージノードに対して手順 5までを実施したら、本手順は終了となりま

す。

3.1.5 ストレージクラスター構築時の障害の対処≪Cloud for AWS≫
この項での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。

ストレージクラスター構築実行時に障害が発生した場合、以下のフローに従って障害に対処してく

ださい。

メモ スタックを削除する場合は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」
の「スタックを削除する≪Cloud for AWS≫」を参照してください。

障害に対処する 121

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



1

5

Cloudモデルの「セットアップガイド」の「ストレージクラスターを構築する」手順を
実施中に、 以下のいずれかが発生した。 
 ・作成したスタックのステータスがエラーとなった
 ・スタックの作成を開始後60分以上経過しても、ルートスタックの出力タブの
  情報に、キーが"InstallationStatus"である項目が表示されない
 ・スタックの作成を開始後180分以上経過しても、ルートスタックの出力タブの
  情報にある、"InstallationStatus"が"InProgress"となっている
・ルートスタックの出力タブの情報にある、"InstallationStatus"が"Failed"に
　なった

AWSマネジメントコンソール上で、作成したスタックの
ステータスを確認します。

作成したスタックのステータスがエラーとなって
いますか？
ステータスが"CREATE_FAILED"、
"ROLLBACK_COMPLETE"、
"ROLLBACK_FAILED"、
"ROLLBACK_IN_PROGRESS"などの場合
にエラーと判断します。ステータスの詳細について
はAWSのユーザーガイドを参照してください。

「CloudFormation 実行時にエラーが発生した場
合の対処≪Cloud≫」を参照して対処を実施してくだ
さい。

AWSマネジメントコンソール上で、作成したスタックの
うち、ルートスタックの出力タブの情報を確認します。

Cloudモデルの「セットアップガイド」の「ストレージクラ
スターを構築する」手順で作成したすべてのスタックを
削除し、再度「ストレージクラスターを構築する」手順
を実行してください。1

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。）

Yes

No

Cloudモデルの「セットアップガイド」の「セットアップの
前提条件を確認する」を参照し、VSP One SDS 
Blockを構築するための前提条件を満たしていること
を確認してください。誤りがあれば、前提条件を満た
すように環境を見直してください。

1. ストレージノードのEC2インスタンスが存在している場合、スタックを削除する前にインスタンスの終了保護の設定を
    無効にしてください。設定を無効にせずにスタックを削除した場合はスタックの削除に失敗します。

122 障害に対処する

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



1

2 4

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。）

実行したストレージクラスターの構築は正常に完了し
ているので、ストレージクラスターの構築の再実施の
必要はありません。

ルートスタックの出力タブの情報に、キーが
"InstallationStatus"である項目が表示されてい
ますか？

ルートスタックの出力タブの情報にある、
"InstallationStatus"の値が"Completed"です
か？

スタックの作成を開始後180分以上経過していて、
かつ、ルートスタックの出力タブの情報にある、
"InstallationStatus"の値が"InProgress"です
か？

ルートスタックの出力タブの情報にある、
"InstallationStatus"の値が"Failed"ですか？
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2

3 5 4

ルートスタックの出力タブの情報にある、
"InstallationErrorMessageFile"の値に"The 
specified S3 URI cannot be accessed."と
いう文を含むメッセージが表示されていますか？

前提条件を確認します。
・スタックの作成時に"S3URI"のパラメーターに指定したS3のフォルダーが存在すること　
　を確認してください。
・スタックの作成時に"S3URI"のパラメーターに指定したS3のフォルダーのアクセス
　許可の設定について、使用しているAWSアカウントが対象フォルダーにファイルを
　アップロードできる設定となっていることを確認してください。

確認した前提条件に誤りがありましたか？

確認した前提条件を満たすように環境を見直してく
ださい。

Yes

No

Yes

No
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3

4 5

2. ファイルの内容に"Message Id", "Message", "Solution"の表示がある場合は、その情報を確認してください。   
    "Message"内で"Additional Information"の項目の確認を促されている場合は、
    "Additional Information"の項目も確認してください。また、トラブルシューティングガイドに
    従うという対処に関しては、本フローがその対処に該当します。

表示された対処方法に従って対処してください。

ファイルに含まれるエラーメッセージから対処方法が
わかりますか？2

"InstallationErrorMessageFile"の値に示されたS3 URIに格納されているエラー
メッセージファイルをダウンロードします。その後、ダウンロードしたファイルの内容を確認
します。

ルートスタックの出力タブの情報にある、
"InstallationErrorMessageFile"の値にS3 
URIが表示されていますか？

Yes

No

Yes

No
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4

5

他部位との複合的な要因により一時的な障害が
発生した可能性があります。Cloudモデルの「セット
アップガイド」の「ストレージクラスターを構築する」手順
で作成したすべてのスタックを削除し、再度「ストレージ
クラスターを構築する」手順を実行してください。再度
実行しても失敗となる場合は、サポートセンターに連絡
してください。

Cloudモデルの「セットアップガイド」の「セットアップの
前提条件を確認する」を参照し、VSP One SDS 
Blockを構築するための前提条件を満たしていること
を確認します。

VSP One SDS Blockを構築するための前提条
件に誤りがありましたか？

VSP One SDS Blockを構築するための前提条件
を満たすように環境を見直してください。

ルートスタックの出力タブの情報にある、
"InstallationDumpLogFile"の値にS3 URIが
表示されていますか？

「Amazon S3経由で実施するVSP One SDS 
Blockのダンプログファイルの採取手順≪Cloud≫」を
参照して、VSP One SDS Blockのダンプログファイル
をダウンロードします。

サポートセンターに連絡してください。

No

Yes

Yes

No

3.1.6 ストレージクラスター構築時の障害の対処≪Cloud for Google
Cloud≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Google Cloud に適用されます。

ストレージクラスター構築実行時に障害が発生した場合、以下のフローに従って障害に対処してく

ださい。
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クラスターリソースの作成を開始するとストレージクラスター構築時に"gsUri"で指定したディレ

クトリー配下に以下のディレクトリーおよびファイルが作成されます。

1 階層 2 階層 3 階層 種別 説明

<gsUri> ディレ

クト

リー

ストレージクラスター構築時に"gsUri"で

指定したディレクトリー

hsds_installer_<Y

YYYMMDD>_<hhmmss>

_<clusterName>_me

ssage.txt

ファイ

ル

ストレージクラスター構築が失敗した際

に作成されるエラーメッセージが記載さ

れたファイル。本ファイルに記載された

メッセージに従ってエラーに対処します。

hsds_log_<YYYYMMD

D>_<hhmmss>.tar.g

z

ファイ

ル

ストレージクラスター構築が失敗した際

に作成されるダンプログファイル。サ

ポートセンターへの問い合わせの際に必

要です。

Installation_<YYY

YMMDD>_<hhmmss>_<

clusterName>

ディレ

クト

リー

リソース作成後 10 分以内に作成される

ディレクトリー

InProgress ファイ

ル

ストレージクラスター構築中を示すファ

イル

Completed ファイ

ル

ストレージクラスター構築成功を示す

ファイル

Failed ファイ

ル

ストレージクラスター構成失敗を示す

ファイル

InstallationResul

t.txt

ファイ

ル

ストレージクラスター構築の結果を示す

ファイル。失敗時も作成される

InstallationResult.txt は以下の構造になっています。

項目 説明 備考

InstallationResult ストレージクラスター構築の成功/失敗を下記

のとおり出力する

• 成功：Completed

• 失敗：Failed

InstallationErrorMessageFil

e

ストレージクラスター構築が失敗した際に作成

されるエラーメッセージが記載されたファイル

の Google Cloud Storage の URI

キー自体がない場合もあ

ります

InstallationDumpLogFile ストレージクラスター構築が失敗した際に作成

されるダンプログファイルの Google Cloud

Storage の URI

キー自体がない場合もあ

ります

ClusterName clusterName で指定したストレージクラスター

名

LoadBalancerIPv4Address ロードバランサーの IP アドレス
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Yes

3

1

No

No

No

Yes

2

Yes

Cloudモデル for Google Cloudの「セットアップガイド」の「ストレージクラスターを構築する」手順を実施中に、 以下の
いずれかが発生した。 
 ・ Terraformのコンソールでエラーが出力されている。
 ・ Cloud Shellとの接続が切れた。または、Cloud Shellの画面を閉じてしまった。
 ・ リソースの作成を完了1 後10分以上経過しても、gsUri配下に
   "Installation_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_<clusterName>"2というディレクトリが作成されない
 ・ gsUri配下に下記のいずれかのファイルが存在する
   - <gsURI>Installation_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_<clusterName>/Failed2

   - <gsURI>Installation_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_<clusterName>/InstallationResult.txt2

   - <gsURI>hsds_installer_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_<clusterName>_message.txt 
   - <gsURI>hsds_log_<YYYYMMDD>_<hhmmss>.tar.gz 
 ・ リソースの作成を完了1 後180分以上経過しても、gsUri配下に下記のいずれのファイルも作成されない
   - <gsURI>Installation_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_<clusterName>/Failed2

   - <gsURI>Installation_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_<clusterName>/InstallationResult.txt2

   - <gsURI>hsds_installer_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_<clusterName>_message.txt
   - <gsURI>hsds_log_<YYYYMMDD>_<hhmmss>.tar.gz 

以下のいずれかのケースに当てはまりますか？
・ TerraformのPlanまたはApplyでコンソールに
  エラーが出力されている。
・ Cloud Shellとのアクセスが切れた、または、
  Cloud Shellの画面を閉じてしまった。

Terraformの実行時にエラーが出力されています
か？
出力内容が以下の場合にエラーと判断します。
・ "Error: Invalid value for variable"
・ "Error: Resource precondition failed"
・ "Error: [エラー内容の記述]"

Cloud Shellとのアクセスが切れた場合、再度アク
セスしなおしてください。

Google Cloud コンソール上で、Cloud Storage
に出力された情報を確認してください。 

Terraformの実行結果、または実行している
セッションに復帰できましたか？

1. 「リソースの作成が完了」とは、terraform applyが完了して[Outputs]が出力されることを示します。
2. <YYYYMMDD>_<hhmmss>はterraform applyコマンドの実行から3分ほど後の時刻となります。
   エラーメッセージファイルやダンプログファイルの時刻とは異なります。

Terraformのコンソール出力を確認してください。
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3. Terraform Planの実行後にtfstateがロック状態のエラーが発生した場合、terraformのエラーメッセージからロックIDを
　　参照して、ロックを解除した上で再度、Terraform Planを実行してください。
　　terraform force-unlock <LOCK_ID>

Yes

1

6

No

2

Terraform Planを実行して、すべてのリソースが
作成されているか確認します。 
リソースが作成されたか、以下のコマンドで確認して
ください。 
・ terraform plan

「Terraform実行時にエラーが発生した場合の
対処≪Cloud for Google Cloud≫」を参照して
対処を実施してください。 

Cloudモデル for Google Cloudの「セットアップ
ガイド」の「Google Cloud 環境を構築する」を
参照し、VSP One SDS Blockを構築するため
に必要な環境が正しく設定されているかを確認し
てください。
誤りがあれば、必要な環境を満たすように設定を
見直してください。

VMインスタンス(resource 
"google_compute_instance" "instance")
のmetadataキー以外にリソースの変更がな
いですか？3

Terraform Applyが正常に完了しておらず、リソー
スが作成されていない、または、一部リソースだけが
作成されているおそれがあります。

「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを削
除する」を参照してリソースを削除したあと、再度
Cloudモデル for Google Cloudの「セットアップ
ガイド」の「ストレージクラスターを構築する」を実施
してください。 

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。）
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3

5

Yes

No

Yes

No

6 5

No

No

Yes

4

Yes

Yes

以下のケースに当てはまりますか？4

・ リソースの作成を完了後10分以上経過しても、
　gsUri配下に"Installation_
　<YYYYMMDD>_<hhmmss>_
　<clusterName>"というディレクトリーが新たに
　作成されない

gsUri配下に下記のいずれかのファイルが存在しますか？
・ <gsURI>Installation_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_ 
   <clusterName>/Failed6

・ <gsURI>Installation_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_
   <clusterName>/InstallationResult.txt6

・ <gsURI>hsds_installer_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_
   <clusterName>_message.txt  
・ <gsURI>hsds_log_<YYYYMMDD>_<hhmmss>.tar.gz  

確認した前提条件に誤りがありましたか？

確認した前提条件を満たすように環境を見直してく
ださい。

前提条件を確認します。
・ ストレージクラスターの構築時に"gsUri"の
  パラメーターで指定したディレクトリーが存在すること
　を確認してください。
・ ストレージクラスターの構築時に"gsUri"の
  パラメーターで指定したディレクトリーに対して、スト
　レージノードで使用しているサービスアカウント5 が
  対象のディレクトリーにファイルをアップロードできる
  設定となっていることを確認してください。

リソースの作成が完了してから180分以上経過して
いますか？

4. リソースの作成(TerraformのApply)が成功してから10分経過していない場合は、10分経過するまで待ってください。
5. ストレージノードで使用しているサービスアカウントは以下のリソース名で作成されます。
　　<clusterName>-serviceaccount
6. <YYYYMMDD>_<hhmmss>はterraform applyコマンドの実行から3分ほど後の時刻となります。
   エラーメッセージファイルやダンプログファイルの時刻とは異なります。
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4

6

Yes

No

Yes

No

5

7. ディレクトリーとファイルの日時を示す"<YYYYMMDD>_<hhmmss>"は異なる値になります。
8. ファイルの内容に"Message Id", "Message", "Solution"の表示がある場合は、その情報を確認してください。   
    "Message"内で"Additional Information"の項目の確認を促されている場合は、
    "Additional Information"の項目も確認してください。また、トラブルシューティングガイドに
    従うという対処に関しては、本フローがその対処に該当します。

表示された対処方法に従って対処してください。

ファイルに含まれるエラーメッセージから対処方法が
わかりますか？8

エラーメッセージファイルをダウンロードします。その後、
ダウンロードしたファイルの内容を確認します。

gsUri配下に"hsds_installer_<YYYYMMDD>
_<hhmmss>_<クラスタ名>_message.txt"
ファイルはありますか？7
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9. ディレクトリーとファイルの日時を示す"<YYYYMMDD>_<hhmmss>"は異なる値になります。

5

6

サポートセンターに連絡してください。

6

No

Yes

Yes

No

No

Yes

他部位との複合的な要因により一時的な障害が
発生した可能性があります。「オペレーションガイ
ド」の「ストレージクラスターを削除する≪Cloud 
for Google Cloud≫」を参照して、リソースを削
除したあと、Cloudモデル for Google Cloudの
「セットアップガイド」の「ストレージクラスターを構築
する」で作成したすべてのクラウドリソースを削除
してください。そのあと、再度「ストレージクラスターを
構築する」手順を実行してください。再度実行して
も失敗となる場合は、サポートセンターに連絡して
ください。

「Google Cloud Storage経由で実施するVSP 
One SDS Blockのダンプログファイルの採取手順
≪Cloud for Google Cloud≫」を参照して、VSP 
One SDS Blockのダンプログファイルをダウンロード
します。

gsUri配下に"hsds_log_<YYYYMMDD>_
<hhmmss>.tar.gz"ファイルはありますか？9

障害が発生している場合は、障害の復旧を待って
ください。障害が復旧されてから次のステップに進んで
ください。

Google Cloudの環境に障害が発生しています
か？

VSP One SDS Blockを構築するために必要な
環境を満たすように設定を見直してください。

VSP One SDS Blockを構築するために必要な
環境の設定に誤りはありましたか？

Cloudモデル for Google Cloudの「セットアップガ
イド」の「Google Cloud 環境を構築する」を参照
し、VSP One SDS Blockを構築するために必要
な環境が正しく設定されているかを確認してください。

3.1.7 ストレージクラスター構築時の障害の対処≪Cloud for
Microsoft Azure≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Microsoft Azure に適用されます。
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ストレージクラスター構築実行時に障害が発生した場合、以下のフローに従って障害に対処してく

ださい。

メモ ストレージクラスターを削除する場合は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレー
ションガイド」の「ストレージクラスターを削除する≪Cloud for Microsoft Azure≫」を参照してください。

　

No

1

Yes 4

Cloudモデル for Microsoft Azureの「セットアップガイド」の「ストレージクラスターを構築する」手順を実施中に、
以下のいずれかが発生した。 
 ・デプロイが失敗となった
 ・30分経過しても"installationStatus"が表示されなかった
 ・180分経過しても"installationStatus"の値が"InProgress"から変化しなかった
 ・"installationStatus"の値が"Failed"となった
 ・ストレージクラスター構築時に最初に作成されたデプロイの"出力"に表示される"configuration"の値が
　 "Configuration Error"となった

Azureポータルからストレージクラスター用リソース
グループのデプロイ状況を確認してください。
デプロイは成功していますか？

「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを削
除する≪Cloud for Microsoft Azure≫」を参
照してリソースを削除したあと、Cloudモデル for 
Microsoft Azureの「セットアップガイド」の「スト
レージクラスターを構築する」を実施してください。

「Microsoft Azureでデプロイが失敗した場合の
対処≪Cloud for Microsoft Azure≫」に従って
対処してください。

　　　　　　　　　　　終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が
残っていないか確認してください。)
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4

3

1

2
Yes

No

No

Yes

Yes

No

4

リソースグループのデプロイにある
mainTemplateを選択し、"Outputs"からイン
ストール状況を確認してください。
"configuration"が"ConfigurationError"に
なっていますか？

"errorMessage"を確認し、メッセージに従って
問題に対処してください。

ストレージクラスターの構築(デプロイ)開始から
30分以上経過後、デプロイ先のリソースグルー
プのデプロイに"InstallationStatus"は表示さ
れましたか？

ストレージクラスターの構築(デプロイ)開始から
30分以上経過後に確認してください。

ネットワークの作成・設定に誤りはありますか？

Cloudモデル for Microsoft Azureの「セットアップ
ガイド」の「Microsoft Azure 環境を構築する」を
参照し、設定を見直してください。
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Yes

2

No

表示された対処方法に従って対処してください。

34

Yes

Yes

No

No

リソースグループのデプロイの
"InstallationStatus"について、出力項目
"InstallationErrorMessageFile"のAzure 
Blob StorageのURLからエラーメッセージ
ファイルをダウンロードします。

ストレージクラスターの構築(デプロイ)開始から
180分以上経過後、リソースグループのデプロ
イの"InstallationStatus"について、出力項目
"InstallationStatus"が"InProgress"のまま
ですか？

ストレージクラスターの構築(デプロイ)開始から
180分経過する前に
"InstallationStatus"が"InProgress"に変
わった場合はNoへ進みます。

ファイルに含まれるエラーメッセージから対処方法
がわかりますか？

リソースグループのデプロイの
"InstallationStatus"について、出力項目
"InstallationStatus"が"Failed"であり、
"InstallationErrorMessageFile"にAzure 
Blob StorageのURLが記載されていますか？
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3

Yes

No

Yes

No
4

サポートセンターに連絡してください。

Yes

No

Cloudモデル for Microsoft Azureの「セットアッ
プガイド」を参照し、VSP One SDS Blockを構
築するための前提条件を満たしていることを確
認します。

VSP One SDS Blockを構築するための前提条
件に誤りがありましたか？

VSP One SDS Blockを構築するための前提条
件を満たすように環境を見直してください。

「Azure Blob Storage 経由で実施するVSP 
One SDS Block のダンプログファイルの採取手順
≪Cloud for Microsoft Azure≫」を参照して、
VSP One SDS Blockのダンプログファイルをダウン
ロードします。

他の部位との複合的な要因によって一時的な障害
が発生した可能性があります。「オペレーションガイド」
の「ストレージクラスターを削除する≪Cloud for 
Microsoft Azurel≫」を参照してリソースを削除した
あと、Cloudモデル for Microsoft Azureの「セット
アップガイド」の「ストレージクラスターを構築する」で作
成したすべてのクラウドリソースを削除してください。
その後、「ストレージクラスターを構築する」の手順を
再度実行してください。
再度実行しても失敗した場合は、サポートセンターに
連絡してください。

リソースグループのデプロイの
"InstallationStatus"が表示されており、かつ、
出力項目の"InstallationDumpLogFile"に
Azure Blob StorageのURLが記載されてい
ますか？

Microsoft Azureの環境に障害が発生していま
すか？

障害の復旧を待ってください。障害が復旧してから
次のステップに進んでください。

3.2 ストレージクラスターの起動・停止操作時の障害

の対処

ストレージクラスターの起動操作、または停止操作時に障害が発生した場合、下表に従って対処し

てください。
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現象 対処

ストレージクラスターの起動操作後、30 分以上経過して

も、VSP One SDS Block Administrator、REST API、CLI

にアクセス可能にならない。

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block オペレーションガイド」の「ストレージクラ

スターの強制停止」に従ってストレージクラスター

を停止してください。その後、「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block オペレーション

ガイド」の対象モデルの「ストレージクラスターの

起動」に従ってストレージクラスターを再度、起動

してください。

再度、起動しても現象が解消されない場合は、ダン

プログファイルを採取し、サポートセンターへ連絡

してください。

Cluster のステータスが以下のいずれかになっている。

• StartFailed

• Blockage

• BlockageDueToFailuresExceedingRedundancyLimit

イベントログの Solution に従って対処してくださ

い。

• 対処が必要なイベントログの出力が存在しな

い場合は、「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block オペレーションガイ

ド」の「ストレージクラスターの強制停止」に

従ってストレージクラスターを停止してくだ

さい。VSP One SDS Block を構成する、管理

ネットワーク、コンピュートネットワーク、ス

トレージノード間ネットワークの設定を変更

していた場合、意図しない変更がないことを確

認してください。その後、「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block オペレー

ションガイド」の対象モデルの「ストレージク

ラスターの起動」に従ってストレージクラス

ターを再度、起動してください。

再度、起動しても現象が解消されない場合は、

ダンプログファイルを採取し、サポートセン

ターへ連絡してください。

• 以下のイベントログ出力時に、45 分以上待た

ないで対処すると現象が解消されない場合が

あります。

KARS07301-C、KARS08121-E、KARS08122-E、

KARS08124-C

その場合は、改めて 45 分以上待ってから

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block オペレーションガイド」の「ストレージ

クラスターの強制停止」に従ってストレージク

ラスターを停止してください。その後、

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block オペレーションガイド」の対象モデルの

「ストレージクラスターの起動」に従ってスト

レージクラスターを再度、起動してください。

45 分以上待ってから上記の対処をしても現象

が解消されない場合は、ダンプログファイルを

採取し、サポートセンターへ連絡してくださ

い。

上記で示した現象と合致せず、ストレージクラスターの

起動操作後、175 分以上経過しても、以下のいずれかに

該当する。

• ストレージクラスター起動完了のイベントがイベン

トログの一覧に出力されない

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block オペレーションガイド」の「ストレージクラ

スターの強制停止」に従ってストレージクラスター

を停止してください。その後、「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block オペレーション

ガイド」の対象モデルの「ストレージクラスターの

起動」に従ってストレージクラスターを再度、起動

してください。
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現象 対処

• VSP One SDS Block Administrator、REST API、CLI

のいずれかにてストレージクラスターの情報を参照

し、status が Ready にならない

再度、起動しても現象が解消されない場合は、ダン

プログファイルを採取し、サポートセンターへ連絡

してください。

ストレージクラスターの起動時にイベントログ

KARS08103-E が発生した。

ストレージクラスターの起動が完了するのを待っ

てください。ストレージクラスターの起動が完了

したのち、イベントログ KARS08103-E の solution

に従って対処してください。

≪Cloud for Microsoft Azure≫ストレージクラスター

の起動時にイベントログ KARS08332-W が発生した。

ストレージクラスターの起動が完了するのを待っ

てください。ストレージクラスターの起動が完了

し KARS08100-I が出力された場合、対処は不要で

す。KARS08100-I が出力されない場合、Azure サ

ポートに問い合わせてください。

ストレージクラスターの停止操作後、90 分以上経過して

も停止していないストレージノードがある。

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block オペレーションガイド」の「ストレージクラ

スターの強制停止」に従ってストレージクラスター

を停止してください。その後、再度ストレージクラ

スターを起動する場合は、「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block オペレーション

ガイド」の対象モデルの「ストレージクラスターの

起動」に従ってストレージクラスターを起動してく

ださい。

ストレージクラスターを起動したときにスナップ

ショットの異常を示すイベントログが出力された

場合は、「ストレージクラスター起動時に

KARS06132-C が発生した場合の対処」を実施してく

ださい。

3.2.1 ストレージクラスター起動時に KARS06132-C が発生した場合
の対処

ストレージクラスター起動時にイベントログ KARS06132-C が発生した場合、以下のフローに従って

障害に対処してください。

注意

• リストア中にストレージクラスター障害が発生した場合は、KARS06170-C が出力されます。KARS06170-C に

通知されたボリューム(P-VOL)を削除してください。そのあと、新規ボリュームを作成してバックアップボ

リュームからデータを戻してください。

• KARS06201-E、KARS06220-C、KARS06221-C または KARS06222-C のイベントログが出力されている場合は、以

下のフローは実施せずに、すべてのストレージノードに対しダンプログファイルを採取して、サポートセン

ターに連絡してください。

メモ KARS06132-C は、1つのストレージコントローラーが管理するスナップショットへの異常を示すイベントロ
グです。複数のストレージコントローラーで異常が発生した場合は、KARS06132-C が複数出力されます。

KARS06132-C の対象のストレージコントローラーが管理する S-VOL、P/S-VOL のうち、snapshotStatus が Error

のスナップショットボリュームをすべて削除し、そのあと、KARS06170-C に通知された P-VOL をすべて削除する

ことで、KARS06133-I のイベントログが出力されます。

見落としなく対処するために、REST API、CLI を用いて KARS06132-C を一覧化し、対処後に KARS06133-I を一覧

化することを推奨します。
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1

2

Yes

No

No

Yes

イベントログKARS06132-C発生

KARS06132-Cのイベントログに記載されている
ストレージコントローラーのIDを確認します。

「オペレーションガイド」の「ボリューム情報の一覧を取
得する」を参照し、ストレージコントローラーのIDを指
定してボリュームの一覧を確認します。

以下のすべてを満たすボリュームがありますか？
・volumeType="Snapshot"
・snapshotStatus="Error"
・snapshotAttribute="S-VOL" または
 "P/S-VOL"

「オペレーションガイド」の「ボリュームとコンピュート
ノードの接続情報の一覧を取得する」を参照し、
対象のスナップショットボリュームにボリュームパスが
設定されているかを確認します。

対象のスナップショットボリュームにボリュームパスが
設定されていますか？

「オペレーションガイド」の「ボリュームとコンピュートノー
ドの接続解除」を参照し、対象のスナップショット
ボリュームのボリュームパスをすべて削除します。

「オペレーションガイド」の「スナップショットを削除する」
を参照し、対象のS-VOL、P/S-VOLをすべて削除
します。
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1

2

Yes

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

ほかにもイベントログKARS06132-Cが出力されてい
ますか？

イベントログKARS06170-Cが出力されています
か？

「オペレーションガイド」の「ボリュームとコンピュートノー
ドの接続情報の一覧を取得する」を参照し、
KARS06170-Cのイベントログに記載されているボ
リューム*にボリュームパスが設定されているかを確認
します。

対象のボリュームにボリュームパスが設定されていま
すか？

「オペレーションガイド」の「ボリュームとコンピュートノー
ドの接続解除」を参照し、KARS06170-Cのイベント
ログに記載されているボリューム*のボリュームパスをす
べて削除します。

「オペレーションガイド」の「ボリュームを削除する」を参
照し、KARS06170-Cのイベントログに記載されて
いるボリュームをすべて削除します。

すべてのKARS06132-Cのイベントログに
記載されているストレージコントローラーIDに
対応したKARS06133-Iが出力されていますか？

                           終了
(参照元に戻り、処理を継続してください。)

* 対象のボリュームはイベントログだけでなくステータスが"IOSuppressed"になっているボリュームでも確認できます。
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3.2.2 ストレージクラスター停止操作が受け付けられなかった場合の
対処

ストレージクラスターの停止操作時、messageId=KARS08000-E のエラーメッセージが表示された場

合、以下のフローに従って対処してください。

* ストレージクラスター停止と競合する操作は、「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを停止する」を参照してください。

Yes

No

Yes

No

messageId=KARS08000-Eのエラーメッセージ
発生

messageId=KARS08107-Eまたは
KARS08121-Eのイベントログが出力されています
か？

ストレージクラスター停止と競合する操作*が処理
中ですか？

競合する操作の処理が終了したあとに、再度停止
操作を行ってください。

「ストレージクラスターの起動・停止操作時の障害の
対処」の表の「ストレージクラスターの停止操作後、
90 分以上経過しても停止していないストレージ
ノードがある。」の現象に対する対処を実施してくださ
い。

イベントログのSolutionに従って対処してください。

                             終了
(参照元に戻り、処理を継続してください。)

3.3 ストレージノード増設時の障害の対処

ストレージノード増設時に障害が発生した場合、対象モデルの障害の対処に従ってください。
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3.3.1 ストレージノード増設時の障害の対処≪Bare metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

ストレージノード増設時に障害が発生した場合、以下のフローに従って障害に対処してください。
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ストレージノード増設の実行時に以下が発生
 ・ジョブのエラー終了(ジョブのstateが"failed"に　
  なった)

エラーとなったジョブのjobIdを含むイベントログを確認
します。

以下のイベントログが出力されていますか？
・KARS10937-E　・KARS10938-E
・KARS10939-E　

「オペレーションガイド」の「システム要件ファイルを更新
する≪Bare metal≫」を参照し、最新の 
SystemRequirementsFile.ymlをインポートして
ください。

サポートセンターから、最新の
SystemRequirementsFile.ymlを入手して
ください。

使用しているハードウェアを、「ハードウェア互換性
リファレンス」の要件を満たしたハードウェアに交換
してください。

使用しているハードウェアは、すべて「ハードウェア
互換性リファレンス」の要件を満たしたものですか？

最新の「ハードウェア互換性リファレンス」を確認して
ください。

No

Yes

Yes

No

Yes

NoエラーとなったジョブのjobIdを含むイベントログが存在
しますか？

以降のフローに従って、操作を再度実行してください。
同じエラー状態が引き続き発生する場合は、以下の
情報を採取し、サポートセンターに連絡してください。
・ 増設したストレージノードを含むVSP One SDS 
   Blockのダンプログファイル

21
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3 2

2

1

KARS10237-Eが出力されている場合は、以下の
各設定が一致しているか確認してください。一致して
いない場合は、VSSB構成ファイルの修正または
増設対象のストレージノードに対するストレージノード
単位のセットアップの再実施によって各設定を一致
させてください。
・VSSB構成ファイルに記載された増設対象の
　ストレージノードのネットワーク設定
・増設対象のストレージノードに対してストレージノード
  単位のセットアップで設定したネットワーク設定(設定
  はコンソールインターフェイスから確認可能)

以下のイベントログが出力されていますか？
・KARS10237-E　・KARS10913-E

「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」 に記載
されている内容を参照し、ネットワークに問題がない
か確認し、問題があれば対処してください。

すべてのストレージノードの電源がオンであることを
確認してください。電源がオフのストレージノードが
あれば電源をオンにしてください。

以下のイベントログが出力されていますか？
・KARS10921-E　・KARS10922-E

メッセージに出力されているIPアドレスのストレージ
ノードや、MACアドレスの示す機器について「チェック
する項目一覧≪Bare metal≫」 に記載されている
内容を参照し、ネットワークに問題がないか確認し
てください。問題があれば対処してください。

No

Yes

No

Yes
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4 2

2

3

以下のイベントログが出力されていますか？
・KARS10261-E

以下のイベントログが出力されていますか？
・KARS10262-E　・KARS10263-E

メッセージに出力されている、DNSサーバーの設定、
ネットワークの結線、またはネットワークスイッチの設定を
修正してください。

メッセージに出力された、NTPサーバーの設定、
ネットワークの結線、またはネットワークスイッチの
設定に問題はありますか?

メッセージに出力された、DNSサーバーの設定、または
接続性に問題はありますか?

メッセージに出力されている、NTPサーバーの設定、
ネットワークの結線、またはネットワークスイッチの
設定を修正してください。

No

Yes

No

Yes

No

Yes

Yes

No

NTPサーバーのUDPポート123の通信を許可して
ください。

NTPサーバー1 のUDPポート123は通信が許可
されていますか?

Yes

No

1. 既存のストレージクラスターと同じ接続先のNTPサーバーです。
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4

7

該当のイベントログのメッセージに従って対処して
ください。また、再度実施の指示(増設に失敗した
ストレージノードの減設を含む指示)に関しては
以降のフローに従って対処してください。2

2. "Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複数同時に発生している場合、Critical > Error > Warningの
   順に任意のイベントから対処してください。

下記以外の"Critical"または"Error"のイベント
ログが出力されていますか？
・KARS1028X-X(Xは任意の英数字)
・KARS1029X-X(Xは任意の英数字)

No

Yes以下のイベントログが出力されていますか？
・KARS10238-E

以下を確認して問題があれば対処してください。
・VSSB構成ファイルに記載した、増設対象のストレージノードの情報が正しいこと
・入力したセットアップユーザーのパスワードが正しいこと
・増設対象のストレージノードにストレージノード単位のセットアップを正しく実施してい
　ること(設定はコンソールインターフェイスから確認可能)

増設対象のストレージノードのコンソールインターフェイスにログイン可能な場合で、
セットアップユーザーのパスワードを再設定するときは、Top menu画面の[Initialize 
setup user password]で一度パスワードを初期化してから再設定を行ってください。
コンソールインターフェイスにログインできない場合は「ストレージノード単位のセットアップ時
の障害の対処≪Bare metal≫」の「セットアップユーザーのパスワードの設定後、
コンソールインターフェイスのセットアップユーザーのログイン画面で認証に失敗した。」
を参照して対処してください。

No

Yes
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2

6

5

VSP One SDS Block Administratorの
Storage Nodes画面において、増設したすべての
ストレージノードのステータスが"Ready"ですか？

VSP One SDS Block Administratorの
Storage Nodes画面で、増設したすべてのストレー
ジノードの詳細画面を確認し、追加されたコンピュー
トポートを特定します。

VSP One SDS Block Administratorの
Compute Nodes画面とCompute Ports画面を
確認し、特定したコンピュートポートとコンピュートノー
ド間のパス情報を確認します。

特定したコンピュートポートは、対象のコンピュート
ノード3からのパス情報登録を完了していますか？

「オペレーションガイド」の「コンピュートノードのパス情 
報を登録する」を参照し、不足しているパスの設定を
行ってください。

                          終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

3. 対象となるコンピュートノードは以下のとおりです。 　　
　　・増設開始前の各ストレージノードにあるすべてのコンピュートポートに対して、パス情報を登録しているすべての
　　　コンピュートノード

No

Yes

Yes

No

Yes

増設したストレージノードがVSP One SDS 
Block AdministratorのStorage Nodes画面
上に存在しますか？

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Nodes画面を確認します。

No
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6

5

Yes

No

Yes

No

VSP One SDS Block Administratorの
Storage Nodes画面において、増設したストレー
ジノードのステータスがロールバック未完了4ですか？

「対処するストレージノード群」を対象にして、「スト
レージノードのHealth Status に"Alerting"発生
時の対処」に従って対処してください。

ストレージクラスターに含まれるすべてのストレージノー
ドを「対処するストレージノード群」とします。

増設に失敗した際の、すべての増設対象のストレー 
ジノードを「対処するストレージノード群」とします。

フォールトドメイン数が2以上ですか？

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡してく
ださい。
・ 増設したストレージノードを含むVSP One SDS
  Blockのダンプログファイル

4. ロールバック未完了の場合、ステータスは減設失敗("RemovalFailed"の文字列を含んだもの)になります。
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5

「ストレージクラスター構築、ストレージノード増設、ス
トレージノード交換、スペアノード切り換えが失敗した
ストレージノードへの対処≪Bare metal≫」を参照し、
すべての増設対象のストレージノードに対して、
ストレージソフトウェアのインストールおよびストレージ
ノード単位のセットアップの要否を確認し対処してくだ
さい。

「オペレーションガイド」の「ストレージノードを増設する
≪Bare metal≫」を参照し、ストレージノード増設を
再実施してください。その際、手順に出てくる
「ストレージソフトウェアのインストール」および「ストレージ
ノード単位のセットアップ」の実施は、不要となります。

                          終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)
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7

2

8

Yes

No

No

Yes

5. ストレージノードが閉塞している場合、statusが以下のいずれかになります。
  　"TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、
  　"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、"RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、 
　　"RemovalFailedAndPersistentBlockage" 

Event Nameが"Drive blockade"のイベントログ
が出力されていますか？

増設したストレージノード以外で、ストレージ
クラスター内に閉塞5しているストレージノードが
ありますか？

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の
原因と対処≪Bare metal≫」に従って、「ストレー
ジノードを保守回復する≪Bare metal≫」または
「ストレージノードを交換する≪Bare metal≫」の
手順を実施し、対象のストレージノードを回復して
ください。
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8

2

No

Yes

Yes

No

Yes

No

イベントログに表示されているドライブIDを指定して
以下のコマンドを実行し、対象ドライブの存在有無
を確認してください。
・REST API：GET /v1/objects/drives/<id>
・CLI：drive_show

対象のドライブは表示されましたか？

ステータスが"Blockage"となっているドライブが属する
ストレージノードのステータスを確認してください。

ステータスがロールバック未完了6以外のストレージ
ノードに属するドライブがありましたか？

当てはまるドライブを対象にして、「ドライブのHealth 
Status に"Alerting"発生時の対処」に従って対処
してください。

ステータスがロールバック未完了6のストレージノード
に属するドライブがありましたか？

増設対象のストレージノードに搭載されているドライ
ブで障害が発生した可能性があります。増設対象
のストレージノードに搭載したドライブが、しっかりと挿
入されていることを確認してください。
また、ドライブがディスクコントローラーに接続されてい
る場合は、ディスクコントローラーが正しい位置に、
かつ確実に挿入されていることを確認してください。

6. ロールバック未完了の場合、ステータスは減設失敗（"RemovalFailed"の文字列を含んだもの）になります。

3.3.2 ストレージノード増設時の障害の対処≪Cloud for AWS≫
この項での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。

ストレージノード増設実行時に障害が発生した場合、以下のフローに従って障害に対処してくださ

い。
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Yes

Yes

No

2

No

1

ストレージノード増設実行後、以下が発生した。
 ・ジョブのエラー終了(ジョブのstateが"failed"に
   なった)

エラーとなったジョブのJobIdを含むイベントログを確
認してください。

エラーとなったジョブのjobIdを含むイベントログが
存在しますか？

イベントログにError Message Fileを参照する
ことと、Error Message FileのURIが記載され
ていますか？

"Error Message File"の値に示されたURIに格
納されている、Error Message FileをAmazon 
S3からダウンロードしてください。
Error Message Fileの中に記載されている
エラーメッセージのIDも対象として以降のフローに
従ってください。
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2

3

No

Yes

Yes

No

4

以下のエラーメッセージが表示されていますか？
・KARS23108-E　・KARS23248-E

表示されたエラーメッセージはKARS23255-E、
かつメッセージに"Invalid length for parameter 
TemplateBody, value: 0, 
valid min length: 1"という文言が含まれてい
ますか?

vmConfigurationFileS3Uriパラメーターに指定
したURIにVM構成ファイルのURIを指定しているか
確認し、間違っている場合は是正してください。
URIの指定が正しい場合は、アップロードされている
ファイルの中身が空でないか確認をし、空だった場合
は正しいファイルをアップロードし直してください。

構成ファイルのエクスポート時に、
machineImageIdパラメーターに指定したAMI 
IDを確認してください。
指定したAMI IDのバージョンと、ストレージクラス
ターのバージョンが異なる場合は、ストレージクラス
ターのバージョンと一致したAMIのIDを
machineImageIdパラメーターに指定して、構
成ファイルのエクスポートを実行してください。
machineImageIdパラメーターに指定したAMI 
IDはVM構成ファイルで確認できます。VM構成ファ
イルの「Parameters:」セクションの「AmiId」パラ
メーターにある「Default」項目を確認してください。

ストレージクラスターのバージョンを確認してください。
REST API：GET /v1/objects/storage 
CLI：storage_show 
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3

5
No

4

Yes

No

Yes

No

Yes

以下のエラーメッセージが表示されていますか？
・KARS23246-E

AWSマネジメントコンソールのキーペア一覧に、
以下の名前のキーペアが存在しますか？
・<導入時のスタック名>-KeyPair

AWSマネジメントコンソールを操作して、対象のキー
ペアのIDを取得します。

AWSマネジメントコンソールのParameter Storeに、
以下の名前のマイパラメーターがありますか？
・/ec2/keypair/<取得したキーペアのID>

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡してく
ださい。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

「キーペアを再作成する手順≪Cloud for AWS≫」
に従って、キーペアを作成してください。
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6

No

Yes

No

Yes

4

5

4

Yes

No

以下のエラーメッセージが表示されていますか？
・KARS23109-E　・KARS23111-E

Cloudモデル for AWSの「セットアップガイド」の
「セットアップの前提条件を確認する」を参照し、
AWSの設定に間違いがないか確認します。

AWSの設定に間違いがありますか？

AWSの設定の間違いを修正してください。

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

表示されたエラーメッセージはKARS23066-Eです
か？

「SSL/TLS 証明書エラー発生時の対処」を参照し、
証明書の検証に失敗する問題を解決し、操作を
再度実施してください。
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6

No

Yes

Yes

No

4

4Cloudモデル for AWSの「セットアップガイド」の
「セットアップの前提条件を確認する」を参照し、
AWSの設定に間違いがないか確認してください。

AWSの設定の間違いを修正してください。

AWSの設定に間違いがありますか？
以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

表示されたエラーメッセージから対処方法がわかり
ますか？

表示された対処方法に従って対処してください。また、
再度実施の指示(VMの削除を含む)に関しては
以降のフローに従って対処してください。
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1. 対象となるコンピュートノードは以下のとおりです。
　 ・増設開始前の各ストレージノードにあるすべてのコンピュートポートに対して、パス情報を登録しているすべての
　　コンピュートノード 

7

4

No

Yes

No

Yes

8

Yes

No

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Nodes画面を確認します。

増設したストレージノードがStorage Nodes画
面に存在しますか？

増設したすべてのストレージノードのステータスが
"Ready"ですか？

Storage Nodes画面で増設したすべてのスト
レージノードの詳細画面を確認し、追加されたコン
ピュートポートを特定します。

Compute Nodes画面とCompute Ports画面
を確認し、特定したコンピュートポートとコンピュート
ノード間のパス情報を確認します。

特定したコンピュートポートは、対象のコンピュート
ノード1からのパス情報登録を完了していますか？

「オペレーションガイド」の「コンピュートノードのパス
情報を登録する」を参照し、不足しているパスの設
定を行ってください。

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
   てないか確認してください。）
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2. ロールバック未完了の場合、ステータスは減設失敗("RemovalFailed"の文字列を含んだもの)になります。

7

No

Yes

Yes

No

8

増設したストレージノードのステータスが、ロールバック
未完了2ですか？

増設に失敗した際の、すべての増設対象のストレー
ジノードを「対処するストレージノード群」とします。

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

「対処するストレージノード群」を対象にして、「スト
レージノードのHealth Status に"Alerting"発生
時の対処≪Cloud≫」に従って対処してください。

Storage Nodes画面に存在しないストレージ
ノードのVM(EC2インスタンス)がすでに作成されて
いますか？

「VSP One SDS Blockの構成情報に存在しない
ストレージノードのVM(EC2 インスタンス)を削除する
手順≪Cloud for AWS≫」に従い、増設に失敗し
たストレージノードのVM(EC2インスタンス)を削除し
てください。

「オペレーションガイド」の「ストレージノードを増設する
≪Cloud for AWS≫」を参照し、ストレージノード増
設を再度実施してください。

                          終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
  てないか確認してください。)
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1

4

9

Yes

No

No

Yes

増設したストレージノード以外で、ストレージ
クラスター内に閉塞3しているストレージノードが

ありますか？

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の
原因と対処≪Cloud for AWS≫」に従って、「スト
レージノードを保守回復する≪Cloud for 
AWS≫」または「ストレージノードを交換する
≪Cloud for AWS≫」の手順を実施し、対象のス
トレージノードを回復してください。

Event Nameが"Drive blockade"のイベント
ログが出力されていますか？

3. ストレージノードが閉塞している場合、statusが以下のいずれかになります。
  　"TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、
  　"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、"RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、 
　　"RemovalFailedAndPersistentBlockage" 
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9

4

No

Yes

Yes

No

Yes

No

イベントログに表示されているドライブIDを指定して
以下のコマンドを実行し、対象ドライブの存在有無を
確認してください。
・REST API：GET /v1/objects/drives/<id>
・CLI：drive_show

対象のドライブは表示されましたか？

ステータスが"Blockage"となっているドライブが属
するストレージノードのステータスを確認してください。

ステータスがロールバック未完了4以外のストレージ
ノードに属するドライブがありましたか？

当てはまるドライブを対象にして、「ドライブの
Health Status に"Alerting"発生時の対処」に
従って対処してください。

ステータスがロールバック未完了4のストレージノード
に属するドライブがありましたか？

増設対象のストレージノードに搭載されているドラ
イブで障害が発生した可能性があります。対処不
要のため以降のフローに従って、ストレージノード増
設を再度実施してください。

4. ロールバック未完了の場合、ステータスは減設失敗（"RemovalFailed"の文字列を含んだもの）になります。

3.3.3 キーペアを再作成する手順≪Cloud for AWS≫
この項での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。

ストレージノード増設時の障害対応でキーペアの作成が指示された場合は、以下の手順によって

キーペアの作成および Parameter Store への登録を行ってください。
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操作手順の留意事項

以下の操作手順において、コマンドラインが長いコマンドの場合、\記号を使用して改行していま

す。

操作手順

1. AWS マネジメントコンソールのキーペア一覧に以下の名前のキーペアが存在する場合は、キーペ

アを削除します。該当するキーペアがない場合は、手順 2へ進みます。

キーペア名：<導入時のスタック名>-KeyPair

aws ec2 delete-key-pair --key-name <導入時のスタック名>-KeyPair
2. 新しいキーペアを作成します。

aws ec2 create-key-pair --key-name <導入時のスタック名>-KeyPair \
--key-type rsa --key-format pem --query "KeyMaterial" \
--output text > <導入時のスタック名>-KeyPair.pem

3. 手順 2で作成したキーペアの ID を取得します。

aws ec2 describe-key-pairs --key-names "<導入時のスタック名>-KeyPair" \
--query "KeyPairs[0].KeyPairId" --output text

4. 新しく作成したキーペアを Parameter Store に登録します。

aws ssm put-parameter --name \
"/ec2/keypair/<手順 3で確認したキーペアの ID>" --type "SecureString" \
--value "$(cat <導入時のスタック名>-KeyPair.pem)"

5. コントローラーノードからキーペアを削除します。

rm -i <導入時のスタック名>-KeyPair.pem
コマンドを実行すると、削除するファイルが間違っていないか確認されます。削除するファイル

に間違いがなければ削除してください。

3.3.4 VSP One SDS Block の構成情報に存在しないストレージノー
ドの VM(EC2 インスタンス)を削除する手順≪Cloud for AWS
≫

この項での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。

障害に対処するフローで指示があった場合は、以下の手順によって VSP One SDS Block の構成情報

に存在しないストレージノードの VM(EC2 インスタンス)を削除してください。

注意

• ストレージノード VM 削除の際は AWS マネジメントコンソールから削除しないように注意してください。

AWS マネジメントコンソールからストレージノード VM を削除すると、AWS に保存されている VM 構成ファイ

ルの情報と実際のリソースの状態が不整合となり、保守操作が正常に動作しなくなるおそれがあります。

• AWS マネジメントコンソールからストレージノード VM を削除してしまった場合は、以下の手順に従って AWS

に保存されている VM 構成ファイルの情報と実際のリソースの状態を是正してください。

操作手順の留意事項

以下の操作手順において、コマンドラインが長いコマンドの場合、\記号を使用して改行していま

す。

操作手順

1. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「構成ファイル

をエクスポートする≪Cloud for AWS≫」を参照し、VSP One SDS Block から構成ファイルを取

得します。

2. 手順 1で準備した構成ファイルを使用して、AWS 上のリソースを削除します。
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a. 構成ファイルのエクスポートで取得した構成ファイル一式を、手順 1で templateS3Url パラ

メーターで指定した Amazon S3 バケットに格納します。

Amazon S3 にファイルを格納する方法として、例えば AWS CLI を用いて Amazon S3 にファイ

ルをコピーする方法があります。詳細は Cloud モデル for AWS の「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block セットアップガイド」の「Amazon S3 の操作例」を参照し

てください。

b. コントローラーノードから次の AWS CLI を実行して、変更セットを作成します。

その際、ストレージノードの終了保護を無効にしてください。

aws cloudformation create-change-set \
--stack-name <AWS Marketplaceからのインストール時に設定したスタック名> \
--change-set-name <任意の変更セット名 *> \
--template-url <VMConfigurationFile.ymlの Amazon S3の URL(https)> \
--include-nested-stacks \
--capabilities CAPABILITY_NAMED_IAM \
--parameters \
ParameterKey='DisableNodeTerminationProtection',ParameterValue=ALL \
ParameterKey='ConfigurationPattern',UsePreviousValue=true

メモ * 使用可能文字などは以下の Web サイトを参照してください。

https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/reference/cloudformation/create-
change-set.html

c. 次の AWS CLI を実行して、変更セットを表示します(1 階層目)。

aws cloudformation describe-change-set \
--stack-name <AWS Marketplaceからのインストール時に設定したスタック名> \
--change-set-name <手順 2-bで指定した変更セット名>

• 以下の項目を確認してください。

• "Status"が"CREATE_COMPLETE"であること

• "Changes"の項目数が 1個であること

• "Changes"の"ResourceChange"について、"Action"が"Modify"であること

• 次の手順のため、"Changes"の"ResourceChange"について、"ChangeSetId"の値を記録し

てください。

メモ "Status"が"CREATE_IN_PROGRESS"の場合は、しばらく待ってから再度実行してください。

d. 次の AWS CLI を実行して、変更セットを表示します(2 階層目)。

aws cloudformation describe-change-set \
--change-set-name <手順 2-cで記録した"ChangeSetId"の値>

• 以下の項目を確認してください。

• "Changes"内の各項目の"ResourceChange"について、"Action"が"Modify"であること

• 次の手順のため、"Changes"内の各項目の"ResourceChange"について、"ChangeSetId"の

値を記録してください。

e. 次の AWS CLI を実行して変更セットを表示します(3 階層目)。

aws cloudformation describe-change-set \
--change-set-name <手順 2-dで記録した"ChangeSetId"の値>

• 以下の項目を確認してください。

• "Changes"内の各項目の"ResourceChange"について、"Action"が"Modify"であること

f. 次の AWS CLI を実行して、作成した変更セットを実行します。

aws cloudformation execute-change-set \
--stack-name <AWS Marketplaceからのインストール時に設定したスタック名> \
--change-set-name <手順 2-bで指定した変更セット名>

162 障害に対処する

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



g. 次の AWS CLI を実行して、変更セットの実行結果を確認します。

• 「wait stack-update-complete」を実行してください。変更セットの実行が完了するまで

待つことができます。

aws cloudformation wait stack-update-complete \
--stack-name <AWS Marketplaceからのインストール時に設定したスタック名>

• 「wait stack-update-complete」の実行が完了したら「describe-stacks」を実行し、

「StackStatus」が「UPDATE_COMPLETE」であることを確認してください。

aws cloudformation describe-stacks \
--stack-name <AWS Marketplaceからのインストール時に設定したスタック名>

h. 次の AWS CLI を実行して、変更セットを作成します。

aws cloudformation create-change-set \
--stack-name <AWS Marketplaceからのインストール時に設定したスタック名> \
--change-set-name <任意の変更セット名 *> \
--use-previous-template \
--include-nested-stacks \
--capabilities CAPABILITY_NAMED_IAM

メモ * 使用可能文字などは以下の Web サイトを参照してください。

https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/reference/cloudformation/create-
change-set.html

i. 次の AWS CLI を実行して、変更セットを表示します(1 階層目)。

aws cloudformation describe-change-set \
--stack-name <AWS Marketplaceからのインストール時に設定したスタック名> \
--change-set-name <手順 2-hで指定した変更セット名>

• 以下の項目を確認してください。

• "Status"が"CREATE_COMPLETE"であること

• "Changes"の項目数が 1個であること

• "Changes"の"ResourceChange"について、"Action"が"Modify"であること

• 次の手順のため、"Changes"の"ResourceChange"について、"ChangeSetId"の値を記録し

てください。

メモ "Status"が"CREATE_IN_PROGRESS"の場合は、しばらく待ってから再度実行してください。

j. 次の AWS CLI を実行して、変更セットを表示します(2 階層目)。

aws cloudformation describe-change-set \
--change-set-name <手順 2-iで記録した"ChangeSetId"の値>

• 以下の項目を確認してください。

• "Changes"内の各項目の"ResourceChange"について、"Action"が"Remove"である項目

の"LogicalResourceId"が、"StorageNodeXX"または"SpgYY"であること

(XX は削除するストレージノードの番号、YY は削除するストレージノードが属するス

プレッドプレイスメントグループの番号)

• "Changes"内の各項目の"ResourceChange"について、上記以外、"Action"がすべて

"Modify"であること

• 次の手順のため、"Changes"内の各項目の"ResourceChange"について、"ChangeSetId"の

値を記録してください。

k. 次の AWS CLI を実行して、変更セットを表示します(3 階層目)。

aws cloudformation describe-change-set \
--change-set-name <手順 2-jで記録した"ChangeSetId"の値>

• 以下の項目を確認してください。
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• "Changes"内の各項目の"ResourceChange"について、"Action"が"Remove"である項目

の"LogicalResourceId"が、"ComputeNetworkXX"、"ControlNetworkXX"、または

"InterNodeNetworkXX"であること

(XX は削除するストレージノードの番号)

• "Changes"内の各項目の"ResourceChange"について、上記以外、"Action"がすべて

"Modify"であること

l. 次の AWS CLI を実行して、作成した変更セットを実行します。

aws cloudformation execute-change-set \
--stack-name <AWS Marketplaceからのインストール時に設定したスタック名> \
--change-set-name <手順 2-hで指定した変更セット名>

m. 次の AWS CLI を実行して、変更セットの実行結果を確認します。

• 「wait stack-update-complete」を実行してください。変更セットの実行が完了するまで

待つことができます。

aws cloudformation wait stack-update-complete \
--stack-name <AWS Marketplaceからのインストール時に設定したスタック名>

• 「wait stack-update-complete」の実行が完了したら「describe-stacks」を実行し、

「StackStatus」が「UPDATE_COMPLETE」であることを確認してください。

aws cloudformation describe-stacks \
--stack-name <AWS Marketplaceからのインストール時に設定したスタック名>

3.3.5 ストレージノード増設時の障害の対処≪Cloud for Google
Cloud≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Google Cloud に適用されます。

ストレージノード増設実行時に障害が発生した場合、以下のフローに従って障害に対処してくださ

い。
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No

No

Yes

1

Yes

1

No

Yes

4

No

Yes

ストレージノード増設の実行時に以下のいずれかが発生
 ・ Terraformのコンソールでエラーが出力されている
 ・ Cloud Shellやコントローラーノードとの接続が切れた。または、画面を閉じて
    しまった
 ・ terraform plan によるリソース変更確認で案内されていない変更がある
 ・ ジョブのエラー終了(ジョブのstateが"failed"になった)

以下のいずれかのケースに当てはまりますか？
 ・ TerraformのPlanまたはApplyでコンソールに
   エラーが出力されている。
 ・ Cloud Shellとのアクセスが切れた、または、
   Cloud Shellの画面を閉じてしまった。

Terraform Planを実行して、すべてのリソースが
作成されているか確認します。1

"No changes"が表示されていますか？ 　

Terraformの実行結果、または実行している
セッションに復帰できましたか？

1. Terraform Planの実行後にtfstateがロック状態のエラーが発生した場合は、Cloud Storage内のtfstate.tflockを
　　削除した上で、再度Terraform Planを実行してください。 

　　　　　　　　　　　終了
（実施していた手順を再開してください。）

Cloud Shellとのアクセスが切れた場合、再度アク
セスしなおしてください。

Terraformのコンソール出力を確認します。 

Terraformの実行時にエラーが出力されています
か？ 
出力内容が以下の場合にエラーと判断します。
 ・ "Error: Invalid value for variable" 
 ・ "Error: Resource precondition failed" 
 ・ "Error: [エラー内容の記述]” 

「Terraform 実行時にエラーが発生した場合の対処
≪Cloud for Google Cloud≫」を参照して対処を
実施してください。 
また、再実行の指示(VMの削除を含む)については、
以降のフローに従って対処してください。

Terraform Applyが正常に完了しておらず、リソース
が作成されていない、または、一部リソースだけが作成
されている可能性があります。 
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No

Yes

1

4

No

Yes

No

Yes

2

以下のケースに当てはまりますか？
 ・terraformのplanによるリソース変更確認で
　案内されていない変更がある

以降のフローに従って、操作を再度実行してください。
同じエラー状態が引き続き発生する場合は、以下の
情報を採取し、サポートセンターに連絡してください。
 ・ 増設したストレージノードを含むVSP One SDS 
　 Blockのダンプログファイル

「ストレージノードを増設する≪Cloud for Google 
Cloud≫」の手順で、構成ファイルのエクスポートで
指定したパラメーターが正しいか確認します。

構成ファイルのエクスポートで指定したパラメーターに
誤りがありますか？

ストレージクラスターの期待する構成と現在のクラウド
リソースの構成に差があるおそれがあります。
「Terraform テンプレートと作成したリソースに差分
が発生した場合の対処≪Cloud for Google 
Cloud≫」を参照して、対処してください。

適切なパラメーターを指定して構成ファイルのエクス
ポートを実施してください。

エラーとなったジョブのjobIdを含むイベントログが存在
しますか？

エラーとなったジョブのJobIdを含むイベントログを確認
します。
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3

2

No

Yes

7

Yes

No

Yes

No

Yes

No

2.  LOCK_IDはterraform planを実行した際に表示される、標準エラー出力に表示されます。

イベントログにError Message Fileを参照すること
と、Error Message FileのURIが記載されていま
すか？

"Error Message File"の値に示されたURIに格納
されている、Error Message FileをCloud Storage
からダウンロードしてください。
Error Message Fileの中に記載されているエラー
メッセージのIDも対象として以降のフローに従って
ください。

Terraformの処理が実行中でないか確認してくだ
さい。実行中の場合は完了を待ってください。
実行中でない場合は、Terraformのロックを解除
します。
terraform force-unlock <LOCK_ID>2

以下のイベントログとエラーメッセージが出力されて
いますか？
 ・ KARS27602-E

対象のJobIdに関連したイベントログの中に、下記
以外のエラーを示すイベントログがありますか？ 
 ・ KARS1028X-X (Xは任意の英数字) 
 ・ KARS1029X-X (Xは任意の英数字) 
 ・ KARS2744X-X (Xは任意の英数字) 

　　　　　　　　　　　終了
（実施していた手順を再開してください。）

以下のイベントログとエラーメッセージが出力されて
いますか？
 ・ KARS27604-E   ・ KARS27755-E

イベントログのAdditional Informationに表示
された名前のIPアドレスの予約を解除します。

gcloud compute addresses delete 
<IP_address_name> --region=<REGION>
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7

3

No

Yes

Yes

No

No

Yes

7

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
 ・ 増設したストレージノードを含むVSP One SDS 
　  Blockのダンプログファイル

表示されたイベントログおよびエラーメッセージから
対処方法がわかりますか？

表示されたイベントログの対処方法に従って対処して
ください。また、再度実施の指示(増設に失敗した
ストレージノードの減設やVMの削除を含む)に関して
は、以降のフローに従って対処してください。

構成ファイルのエクスポートを実行したときに指定したVM
イメージのバージョンは、ストレージクラスターのバージョンと
一致していましたか？
イメージのバージョンは、イメージの名前
"hsds-installed-sdsc-<version>-<number>"の
<version>から確認できます。3

以下のイベントログとエラーメッセージが出力されて
いますか？
 ・ KARS27923-E

3. <version>はaa.bb.cc.ddで表現されるバージョンからドット(.)をなくしたaabbccddの形式です。<number>は
　　4桁の任意の数値です。
　　(例) hsds-installed-sdsc-01180060-0000

ストレージクラスターのバージョンを確認してください。
・ REST API：GET /v1/objects/storage
・ CLI：storage_show

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
 ・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

ストレージクラスターのバージョンと一致するVMイメージ
のIDを確認してください。
現在のプロジェクトで使用可能なイメージの名前は
以下で確認できます。

gcloud compute images list --filter=
"name~^hsds-installed-sdsc-<version>
-[0-9]{4}$"
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VSP One SDS Block Administratorで
Storage Nodes画面を確認します。

Compute Nodes画面とCompute Ports画面を
確認し、特定したコンピュートポートとコンピュートノード
間のパス情報を確認します。

増設したすべてのストレージノードのステータスが
"Ready"ですか？

Storage Nodes画面で増設したすべてのストレージ
ノードの詳細画面を確認し、追加されたコンピュート
ポートを特定します。

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。）

5

4

No

Yes

No

Yes

6

No

Yes

増設したストレージノードがStorage Nodes画面に
存在しますか？

「オペレーションガイド」の「コンピュートノードのパス情報
を登録する」を参照し、不足しているパスの設定を
行ってください。

特定したコンピュートポートは、対象のコンピュート
ノード4 からのパス情報登録を完了していますか？

4. 対象となるコンピュートノードは以下のとおりです。
　 ・増設開始前の各ストレージノードにあるすべてのコンピュートポートに対して、パス情報を登録しているすべての
　　コンピュートノード 
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増設したストレージノードのステータスが、ロールバック
未完了5 ですか？

「対処するストレージノード群」を対象にして、「スト
レージノードのHealth Status に"Alerting"発生時
の対処」に従って対処してください。

増設に失敗した際の、すべての増設対象のストレージ
ノードを「対処するストレージノード群」とします。

5

No

Yes

6

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡してく
ださい。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

5. ロールバック未完了の場合、ステータスは減設失敗("RemovalFailed"の文字列を含んだもの)になります。
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「オペレーションガイド」の「ストレージノードを増設する
≪Cloud for Google Cloud≫」を参照し、ストレージ
ノード増設を再度実施してください。

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。）

6

Yes

No

Storage Nodes画面に存在しないストレージ
ノードのVM(Compute Engineインスタンス)が
すでに作成されていますか？

「VSP One SDS Block の構成情報に存在しない
ストレージノードのVM(Compute Engine インス
タンス)を削除する手順≪Cloud for Google 
Cloud≫」に従い、増設に失敗したストレージノードの
VM(Compute Engineインスタンス)を削除してくだ
さい。
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6. ストレージノードが閉塞している場合、statusが以下のいずれかになります。
  　"TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、
  　"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、"RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、 
　　"RemovalFailedAndPersistentBlockage" 

7

4

8

Yes

No

No

増設したストレージノード以外で、ストレージ
クラスター内に閉塞6 しているストレージノードが
ありますか？

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原因
と対処≪Cloud for Google Cloud≫」に従って、
「ストレージノードを保守回復する≪Cloud for 
Google Cloud≫」または「ストレージノードを交換
する≪Cloud for Google Cloud≫」の手順を実施
し、対象のストレージノードを回復してください。

Event Nameが"Drive blockade"のイベントログ
が出力されていますか？

Yes
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8

4

7. ロールバック未完了の場合、ステータスは減設失敗（"RemovalFailed"の文字列を含んだもの）になります。

ステータスがロールバック未完了7 以外のストレージ
ノードに属するドライブがありましたか？

No

Yes

Yes

No

Yes

No

イベントログに表示されているドライブIDを指定して
以下のコマンドを実行し、対象ドライブの存在有無を
確認してください。
・REST API：GET /v1/objects/drives/<id>
・CLI：drive_show

増設対象のストレージノードに搭載されているドライブ
で障害が発生した可能性があります。対処不要のため
以降のフローに従って、ストレージノード増設を再度
実施してください。

ステータスがロールバック未完了7 のストレージノード
に属するドライブがありましたか？

当てはまるドライブを対象にして、「ドライブのHealth 
Status に"Alerting"発生時の対処」に従って対処
してください。

ステータスが"Blockage"となっているドライブが属する
ストレージノードのステータスを確認してください。

対象のドライブは表示されましたか？

3.3.6 VSP One SDS Block の構成情報に存在しないストレージノー
ドの VM(Compute Engine インスタンス)を削除する手順≪
Cloud for Google Cloud≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Google Cloud に適用されます。

障害に対処するフローで指示があった場合は、以下の手順によって VSP One SDS Block の構成情報

に存在しないストレージノードの VM(Compute Engine インスタンス)を削除してください。
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注意

• ストレージノード VM 削除の際は Google Cloud コンソールや gcloud CLI から削除しないでください。削除

した場合、Terraform テンプレートとクラウドリソースの状態が不整合となり、保守操作が正常に動作しな

くなるおそれがあります。

• ストレージノード VM 削除の際に Google Cloud コンソールや gcloud CLI から削除した場合は、「Terraform

テンプレートとクラウドリソースに差分が発生した場合の対処≪Cloud for Google Cloud≫」を参照して対

処してください。

操作手順

1. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「構成ファイル

をエクスポートする≪Cloud for Google Cloud≫」を参照し、VSP One SDS Block から構成に存

在しないストレージノードを削除するための構成ファイルを取得します。構成ファイルのエク

スポートを実施する際は、exportFileType を指定しないでください。最新状態の構成ファイル

を使用するために必ず取得してください。

2. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「VM 構成ファ

イルを Terraform の作業ディレクトリーへ配置する≪Cloud for Google Cloud≫」を参照し、構

成ファイルを解凍して配置します。

注意 解凍した構成ファイルは、マニュアルによる指示がない限り絶対に変更しないでください。編集した
場合、ストレージクラスターが閉塞するなどの事態が起こるおそれがあります。

3. 構成に存在しないストレージノードを削除するための、構成ファイルをデプロイすることによる

影響を確認します。以下のコマンドを実行します。

terraform plan
コマンドを実行すると[Terraform will perform the following actions]という表示のあとに、

リソースに対する変更内容が表示されます。以下のリソースの変更が実施されることを確認し

てください。

No. リソース種別
リソー
ス操作

リソース名 1 確認内容

1 google_compute_di

sk.user_disks[ ]

delete <clusterName>-

snXX-

userdatadiskYY

リソースが「同時に削除するストレージ

ノードの台数 2×1ノード当たりのドライ

ブの台数」の数だけ削除されること

2 google_compute_at

tached_disk.attac

hed_user_disk[ ]

delete - • リソースが「同時に削除するノードの

台数 2×1ノード当たりのドライブの

台数」の数だけ削除されること

3 google_compute_in

stance.instance[

]

delete <clusterName>-

snXX

• リソースが「同時に削除するノードの

台数 2」の数だけ削除されること

• リリース名の XX がストレージクラス

ターに存在するストレージノードの

次の番号から始まること

4 google_compute_in

stance.instance[

]

update

in-

place

<clusterName>-

snXX

確認は不要です。

以下の項目に変更がある場合があります

が、問題ありません。

• metadata

• deletion_protetion

5 google_compute_re

source_policy.sp

p[ ]

delete <clusterName>-

resource-policyZZ

[Single-AZ(Single-Zone)構成の場合]

• リソースが 1つ削除されること

• 削除されるストレージノードの番号

XX(No.4 での XX)とリソース名の ZZ

が以下の組み合わせのどちらか 1つ

であること
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No. リソース種別
リソー
ス操作

リソース名 1 確認内容

◦ データ保護方式：Duplication

{XX, ZZ}の組み合わせ：{01-03,

01}, {04-06, 02}, {07-09, 03},

{10-12, 04), {13-15, 05},

{16-18, 06}

◦ データ保護方式：4D+2P

{XX, ZZ}の組み合わせ：{01-03,

01}, {04-06, 02}, {07-09, 03},

{10-12, 04), {13-15, 05},

{16-18, 06}

[Multi-AZ(Multi-Zone)構成の場合]

• リソースが以下の個数削除されるこ

と

◦ 2 個(ストレージノードの番号

XX(No.4 での XX)が 16、17 の場合)

◦ 0 個(上記以外の場合)

• リソースが 2個削除される場合に、リ

ソース名の ZZ が 03 と 04 であること

1. リソース名の XX、YY、ZZ はそれぞれ以下を示します。

• XX はストレージノードに割り振られている番号です。番号は 2桁の整数で、構築した順番に 01 から

番号が付けられます。

• YY は各ストレージノードのユーザードライブに割り振られている番号です。

• ZZ は Spread placement policy ごとに割り振られている番号です。

2. 同時に削除するストレージノードの台数は以下です。

• Zone 構成：Single-AZ(Single-Zone)

データ保護方式：Duplication

同時に削除するストレージノードの台数：3

• Zone 構成：Single-AZ(Single-Zone)

データ保護方式：4D+2P

同時に削除するストレージノードの台数：6

• Zone 構成：Multi-AZ(Multi-Zone)

データ保護方式：Duplication

同時に削除するストレージノードの台数：2

4. terraform plan による確認に問題がなければ、手順 3で削除されることを確認したすべてのス

トレージノード VM(Compute Engine インスタンス)の削除保護を解除します。削除する Compute

Engine インスタンスの数だけ以下のコマンドを、Compute Engine インスタンス名を変更して実

行します。

gcloud compute instances update <clusterName>-sn<XX> \
--zone <Zone> \
--no-deletion-protection
<clusterName>-sn<XX>は Compute Engine インスタンスの名前です。<clusterName>はストレー

ジクラスター名を、<XX>は手順 3で削除されることを確認したいずれかの Compute Engine イン

スタンスの番号を指定します。

5. ストレージノードのリソースを変更するため、以下のコマンドを実行します。

terraform apply
コマンドの実行後、[Enter a value:]と表示されたら[yes]を入力します。

入力すると最後に[Outputs]が出力されます。terraform apply が完了することで、クラウドリ

ソースの変更が完了します。

6. コンピュートポートの通信プロトコルとして IPv6 を併用している(デュアルスタック)場合、削

除したストレージノードで使用していた静的内部 IPv6 アドレスの予約を解除します。

gcloud compute addresses delete <clusterName>-sn<XX>-compute-ipv6 \
--region <region>
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<clusterName>はストレージクラスター名を、<XX>は手順 5で削除したどれかの VM リソースの番

号を指定します。

コマンドの実行後、[Do you want to continue (Y/n)?]と表示されたら、[Y]を入力します。

入力すると、静的 IPv6 アドレスの予約が解除されます。

この手順を、削除したストレージノードの台数分実施します。

メモ gcloud compute addresses delete コマンドは、静的内部 IPv6 アドレス名をスペース区切りで指定す
ることで、複数の静的内部 IPv6 アドレスの予約を同時に解除できます。

7. 静的 IPv6 アドレスが解放されたことを確認します。

gcloud compute addresses list \
--filter="name~^<clusterName>-sn[0-9]{2}-compute-ipv6$"
上記コマンドの実行結果に削除したストレージノードの<XX>と同じ<XX>のリソースが存在しな

いことを確認します。

リソース名は<clusterName>-sn<XX>-compute-ipv6 です。

3.3.7 ストレージノード増設時の障害の対処≪Cloud for Microsoft
Azure≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Microsoft Azure に適用されます。

ストレージノード増設実行時に障害が発生した場合、以下のフローに従って障害に対処してくださ

い。
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No

1

No

Yes

6 3

No

Yes

Yes

Yes

No

5

ストレージノード増設の実行時に以下が発生
 ・ ジョブのエラー終了(ジョブのstateが"failed"に
    なった)

エラーとなったジョブのJobIdを含むイベントログを確
認してください。

エラーとなったジョブのjobIdを含むイベントログが存在
しますか？

以降のフローに従って、操作を再度実行してください。
同じエラー状態が引き続き発生する場合は、以下の
情報を採取し、サポートセンターに連絡してください。
 ・ 増設したストレージノードを含むVSP One SDS 
　 Blockのダンプログファイル

対象のJobIdに関連したイベントログの中に、下記
以外のエラーを示すイベントログがありますか？ 
 ・ KARS1028X-X (Xは任意の英数字) 
 ・ KARS1029X-X (Xは任意の英数字) 
 ・ KARS2744X-X (Xは任意の英数字) 

以下のエラーメッセージが表示されていますか？
 ・ KARS27410-E
 ・ KARS27411-E
 ・ KARS27412-E

クラウドプラットフォームの障害情報がレポートされて
いないか確認してください。
また、「Microsoft Azure でデプロイが失敗した
場合の対処≪Cloud for Microsoft Azure≫」を
確認し、必要であれば対処してください。

"Error Message File"の値に示されたURLに格
納されている、Error Message FileをAzure 
Blob Storageからダウンロードしてください。
Error Message Fileの中に記載されているエラー
メッセージのIDも対象として以降のフローに従って
ください。

イベントログにError Message Fileを参照する
ことと、Error Message FileのURLが記載され
ていますか？
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Yes

No

1

5

52

Yes

No

以下のエラーメッセージが出力されていますか？
 ・ KARS27309-E

以下のイベントログとエラーメッセージが出力されて
いますか？
 ・ KARS27408-E

構成ファイルのエクスポートで取得した圧縮ファイルの
中身が編集されているおそれや、構成ファイルのエクス
ポートで取得した圧縮ファイルとは異なるファイルを
指定してるおそれがあります。再度、構成ファイルの
エクスポートを実行してください。また、取得した圧縮
ファイルの中身を編集せずにストレージノード増設を
実行してください。

クラウドプラットフォームの障害情報がレポートされて
いないか確認してください。
Cloudモデル for Microsoft Azureの「セットアッ
プガイド」の「ネットワークを設定する」で設定した
ネットワークを確認し、問題ある場合は対処して
ください。
また、カスタムDNSサーバー(独自のDNSサーバー)
を使用してる場合は、Azure提供のDNSサービス
を使用してください。
設定方法は、Microsoft Azureのマニュアルを参
照してください。
DNSを変更する際に、VSP One SDS Blockの
再起動が必要な場合は「オペレーションガイド」の
「ストレージクラスターを再起動する≪Cloud≫」
を参照して実施してください。
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6

2

No

Yes

Yes

No

No

Yes

6

以下のイベントログとエラーメッセージが出力されて
いますか？
 ・ KARS27922-E

表示されたイベントログおよびエラーメッセージから
対処方法がわかりますか？

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
 ・ 増設したストレージノードを含むVSP One SDS 
　  Blockのダンプログファイル

表示されたイベントログの対処方法に従って対処して
ください。また、再度実施の指示(増設に失敗した
ストレージノードの減設やVMの削除を含む)に関して
は、以降のフローに従って対処してください。

以下のコマンドを実行して、ストレージクラスターの
バージョンを確認してください。
・ REST API：GET /v1/objects/storage
・ CLI：storage_show

ストレージクラスターのバージョンと一致するイメージ
を指定して構成ファイルのエクスポートを実行してく
ださい。その後、ストレージノード増設を実施してく
ださい。

構成ファイルのエクスポートを実行したときに指定し
たイメージのバージョンは、ストレージクラスターの
バージョンと一致していましたか？
イメージのバージョンはエクスポートを実行したときに
指定したURNのsku名1に記載されています。

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
 ・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

1. ストレージソフトウェアのバージョンは"aa.bb.cc.dd"形式です。sku名は"aa_bb_cc_dd_byol"形式であり、
　　"aa_bb_cc_dd"がバージョンを示しています。"aa.bb.cc.dd"と"aa_bb_cc_dd"の数値を比較して同一かを確認
　　 してください。
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VSP One SDS Block Administratorで
Storage Nodes画面を確認します。

Compute Nodes画面とCompute Ports画面を
確認し、特定したコンピュートポートとコンピュートノード
間のパス情報を確認します。

増設したすべてのストレージノードのステータスが
"Ready"ですか？

Storage Nodes画面で増設したすべてのストレージ
ノードの詳細画面を確認し、追加されたコンピュート
ポートを特定します。

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。）

4

3

No

Yes

No

Yes

5

No

Yes

増設したストレージノードがStorage Nodes画面に
存在しますか？

「オペレーションガイド」の「コンピュートノードのパス情報
を登録する」を参照し、不足しているパスの設定を
行ってください。

特定したコンピュートポートは、対象のコンピュート
ノード2 からのパス情報登録を完了していますか？

2. 対象となるコンピュートノードは以下のとおりです。
　 ・増設開始前の各ストレージノードにあるすべてのコンピュートポートに対して、パス情報を登録しているすべての
　　コンピュートノード 
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増設したストレージノードのステータスが、ロールバック
未完了3 ですか？

「対処するストレージノード群」を対象にして、「スト
レージノードのHealth Status に"Alerting"発生時
の対処」に従って対処してください。

増設に失敗した際の、すべての増設対象のストレージ
ノードを「対処するストレージノード群」とします。

4

No

Yes

5

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡してく
ださい。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

3. ロールバック未完了の場合、ステータスは減設失敗("RemovalFailed"の文字列を含んだもの)になります。
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「オペレーションガイド」の「ストレージノードを増設する
≪Cloud for Microsoft Azure≫」を参照し、スト
レージノード増設を再度実施してください。

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。）

5

Yes

No

Storage Nodes画面に存在しないストレージ
ノードのVM(Azure VMインスタンス)がすでに作成
されていますか？

「VSP One SDS Block の構成情報に存在しない
ストレージノードのVM(Azure VM インスタンス)を
削除する手順≪Cloud for Microsoft Azure≫」に
従い、増設に失敗したストレージノードのVM(Azure 
VMインスタンス)を削除してください。
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4. ストレージノードが閉塞している場合、statusが以下のいずれかになります。
  　"TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、
  　"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、"RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、 
　　"RemovalFailedAndPersistentBlockage" 

6

3

7

Yes

No

No

増設したストレージノード以外で、ストレージ
クラスター内に閉塞4 しているストレージノードが
ありますか？

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原因
と対処≪Cloud for Microsoft Azure≫」に従って、
「ストレージノードを保守回復する≪Cloud for 
Microsoft Azure≫」または「ストレージノードを交換
する≪Cloud for Microsoft Azure≫」の手順を
実施し、対象のストレージノードを回復してください。

Event Nameが"Drive blockade"のイベントログ
が出力されていますか？

Yes

障害に対処する 183

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



7

3

5. ロールバック未完了の場合、ステータスは減設失敗（"RemovalFailed"の文字列を含んだもの）になります。

ステータスがロールバック未完了5 以外のストレージ
ノードに属するドライブがありましたか？

No

Yes

Yes

No

Yes

No

イベントログに表示されているドライブIDを指定して
以下のコマンドを実行し、対象ドライブの存在有無を
確認してください。
・REST API：GET /v1/objects/drives/<id>
・CLI：drive_show

増設対象のストレージノードに搭載されているドライブ
で障害が発生した可能性があります。対処不要のため
以降のフローに従って、ストレージノード増設を再度
実施してください。

ステータスがロールバック未完了5 のストレージノード
に属するドライブがありましたか？

当てはまるドライブを対象にして、「ドライブのHealth 
Status に"Alerting"発生時の対処」に従って対処
してください。

ステータスが"Blockage"となっているドライブが属する
ストレージノードのステータスを確認してください。

対象のドライブは表示されましたか？

3.3.8 VSP One SDS Block の構成情報に存在しないストレージノー
ドの VM(Azure VM インスタンス)を削除する手順≪Cloud for
Microsoft Azure≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Microsoft Azure に適用されます。
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ストレージノード増設失敗後に再度増設を実施しない場合、Microsoft Azure の不要な課金を防ぐ

ため、VSP One SDS Block の構成情報に存在しないストレージノードの VM(Azure VM インスタンス)

を削除してください。

注意 本手順は、VSP One SDS Block の構成情報に存在しないストレージノードの VM がある場合だけ実施してく
ださい。

操作手順

1. Azure ポータルのリソースグループにある、VSP One SDS Block のリソースグループページにア

クセスし、VSP One SDS Block の構成情報に存在しないストレージノードの VM、NIC、disk、お

よび VMSS を選択して、リソースを削除します。

メモ VSP One SDS Block が作成するストレージノードの VM、NIC、disk のリソースには"<clusterName>-SN<XX>-
<suffix>"形式のリソース名が付与されているため、どのリソースがどのストレージノードに属するリソースか
判別できます。

<clusterName>はストレージクラスター名、<XX>はストレージノードの番号、<suffix>はリソースの種類や番号

を示します。

VMSS は Multi-AZ 構成の場合、削除する必要はありません。ただし、Single-AZ 構成の場合は削除が必要です。

VMSS のリソースには"<clusterName>-SS<XX>-scaleset"形式のリソース名が付与されています。<clusterName>

はストレージクラスター名、<XX>は VMSS の番号を示します。<XX>の数字が最大の VMSS のページにアクセスして

Azure VM インスタンスを確認してください。

Azure VM インスタンスに何も記載されていない場合はその VMSS を削除してください。Azure VM インスタンス

に削除予定の VM が記載されている場合は、VM 削除後に VMSS を削除してください。VM 削除後でなければ VMSS は

削除できません。Azure VM インスタンスに削除予定ではない VM が記載されている場合は VMSS の削除は不要で

す。

VSP One SDS Block の構成情報に存在しているリソースにはリソース保護がかかっているため、誤って削除され

ることはありません。

3.4 ストレージノード減設時の障害の対処≪Bare
metal≫
この節での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

ストレージノード減設実行時に障害が発生した場合、以下のフローに従って障害に対処してくださ

い。
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1

1

* "Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複数同時に発生している場合、Critical > Error > Warningの順に
    任意のイベントから対処してください。

ストレージノード減設の実行時に以下が発生
・ジョブのエラー終了
（ジョブのstateが"failed"になった）

エラーとなったストレージノード減設のjobIdを含む
イベントログを確認します。

下記以外の"Critical"または"Error"のイベントログ
が出力されていますか？
・KARS10325-E　・KARS10326-E
・KARS10902-E　・KARS10903-E
・KARS10908-E

エラーとなったストレージノード減設のjobIdを含む
"Critical"または"Error"のイベントログのSolutionに
従って対処してください。*

エラーとなったストレージノード減設のjobIdを含んで
いない未対処のイベントログを確認します。

エラーを示すイベントログが出力されていますか？

イベントログのSolutionに従って対処してください。*

「オペレーションガイド」の「ストレージノードの減設
≪Bare metal≫」に従って、対象のストレージノードを
減設してください。

ストレージノード減設は正常に終了しましたか？

                   　　　  終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

エラーとなったストレージノード減設のjobIdを含む
イベントログが存在しますか？

以降のフローに従って、操作を再度実行してください。
同じエラー状態が引き続き発生する場合は、以下の
情報を採取し、サポートセンターに連絡してください。
・ 減設したストレージノードを含むVSP One SDS 
  Blockのダンプログファイル

No

Yes

Yes

Yes

No

Yes

No

No
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3.5 ストレージノード交換時の障害の対処

ストレージノード交換時に障害が発生した場合、対象モデルの障害の対処に従ってください。

3.5.1 ストレージノード交換時の障害の対処≪Bare metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

ストレージノード交換時に障害が発生した場合、以下のフローに従って障害に対処してください。

注意 スペアノード機能を使用しているストレージクラスターでは、スペアノード切り換え機能が実施されるこ
とで、自動でストレージノードの物理サーバーが切り換わります。ストレージノードの物理サーバーに対して操
作・保守を行う際は、下記の内容を確認し、操作・保守する物理サーバーを間違えないように注意してくださ
い。

• ストレージノードに対してスペアノードの物理サーバーが適用され、物理サーバーが切り換わった際は、そ

れを示すイベントログが出力されます。

• 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージノードの BMC

情報を個別に取得する≪Bare metal≫」を実施することで、ストレージノードの物理サーバーに搭載されて

いる BMC の接続情報が取得できます。本情報を使用して対象のストレージノードの BMC に接続することで、

対象のストレージノードの物理サーバー情報が確認できます。ただし、設定に誤りがある場合はイベントロ

グが出力されます。BMC の設定が正しいかどうかの確認は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS

Block オペレーションガイド」の「スペアノード機能の設定を確認する≪Bare metal≫」で行います。
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ストレージノード交換の実行時に以下が発生
 ・ジョブのエラー終了(ジョブのstateが"failed"に　
  なった)

エラーとなったジョブのjobIdを含むイベントログを確認
します。

以下のイベントログが出力されていますか？
・KARS10937-E　・KARS10938-E
・KARS10939-E　

「オペレーションガイド」の「システム要件ファイルを
更新する≪Bare metal≫」を参照し、最新の 
SystemRequirementsFile.ymlをインポートして
ください。

サポートセンターから、最新の
SystemRequirementsFile.ymlを入手して
ください。

使用しているハードウェアを、「ハードウェア互換性
リファレンス」の要件を満たしたハードウェアに交換
してください。

使用しているハードウェアは、すべて「ハードウェア
互換性リファレンス」の要件を満たしたものですか？

最新の「ハードウェア互換性リファレンス」を確認して
ください。

No

Yes

Yes

No

Yes

NoエラーとなったジョブのjobIdを含むイベントログが存在
しますか？

以降のフローに従って、操作を再度実行してください。
同じエラー状態が引き続き発生する場合は、以下の
情報を採取し、サポートセンターに連絡してください。
・ 交換したストレージノードを含むVSP One SDS
  Blockのダンプログファイル

1 2
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3 2

2

1

以下のイベントログが出力されていますか？
・KARS10530-E　・KARS10913-E
・KARS10567-E

「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」 に記載さ
れている内容を参照し、ネットワークに問題がないか
確認し、問題があれば対処してください。

すべてのストレージノードの電源がオンであることを
確認してください。電源がオフのストレージノードが
あれば電源をオンにしてください。

以下のイベントログが出力されていますか？
・KARS10921-E　・KARS10922-E
・KARS10576-E　・KARS10577-E

メッセージに出力されているIPアドレスのストレージノー
ドや、MACアドレスの示す機器について「チェックする
項目一覧≪Bare metal≫」 に記載されている内容
を参照し、ネットワークに問題がないか確認してくださ
い。問題があれば対処してください。

No

Yes

No

Yes

KARS10530-Eが出力されている場合は、以下の
各設定が一致しているか確認してください。一致して
いない場合は、交換対象のストレージノードに対する
ストレージノード単位のセットアップを実施して各設定
を一致させてください。
・ストレージクラスターに登録されている回復対象
　ストレージノードのネットワーク設定
・交換対象のストレージノードに設定されているネット
　ワーク設定(設定はコンソールインターフェイスから
　確認可能。手動のストレージノード交換ではストレー
　ジノード単位のセットアップで設定したもの)
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4 2

2

3

以下のイベントログが出力されていますか？
・KARS10518-E

以下のイベントログが出力されていますか？
・KARS10519-E　・KARS10520-E

メッセージに出力されている、DNSサーバーの設定、
ネットワークの結線、またはネットワークスイッチの設定を
修正してください。

メッセージに出力された、NTPサーバーの設定、
ネットワークの結線、またはネットワークスイッチの
設定に問題はありますか?

メッセージに出力された、DNSサーバーの設定、または
接続性に問題はありますか?

メッセージに出力されている、NTPサーバーの設定、
ネットワークの結線、またはネットワークスイッチの
設定を修正してください。

No

Yes

No

Yes

No

Yes

Yes

No

NTPサーバーのUDPポート123の通信を許可して
ください。

NTPサーバー1 のUDPポート123は通信が許可
されていますか?

Yes

No

1. 既存のストレージクラスターと同じ接続先のNTPサーバーです。
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4

2

該当のイベントログのメッセージに従って対処してくだ
さい。また、交換に失敗したストレージノードに対する
保守回復・交換による回復の実行または再度実行
を指示されたとき、ストレージプール拡張のメッセージで
再度実行を指示されたときは以降のフローに従って
対処してください。2

2. "Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複数同時に発生している場合、Critical > Error > Warningの
   順に任意のイベントから対処してください。

下記以外の"Critical"または"Error"のイベント
ログが出力されていますか？
・KARS10598-E　・KARS10599-E
・KARS10903-E　

No

Yes

No

Yes

以下を確認して問題があれば対処してください。
・回復対象を指定している場合、回復対象に指定したストレージノードが正しいこと
・セットアップユーザーのパスワードを入力している場合、入力したセットアップユーザーの
　パスワードが正しいこと
・交換対象のストレージノードにストレージノード単位のセットアップを正しく実施してい
　ること(設定はコンソールインターフェイスから確認可能)

また、スペアノード切り換えの処理中にセットアップユーザーのパスワードを再設定した
場合は、再設定したパスワードを使用して以降の対処をしてください。
交換対象のストレージノードのコンソールインターフェイスにログイン可能な場合で、
セットアップユーザーのパスワードを再設定するときは、Top menu画面の[Initialize 
setup user password]で一度パスワードを初期化してから再設定を行ってください。
コンソールインターフェイスにログインできない場合は「ストレージノード単位のセットアップ
時の障害の対処≪Bare metal≫」の「セットアップユーザーのパスワードの設定
後、コンソールインターフェイスのセットアップユーザーのログイン画面で認証に失敗
した。」を参照して対処してください。

以下のイベントログが出力されていますか？
・KARS10536-E
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2

「ストレージクラスター構築、ストレージノード増設、ス
トレージノード交換、スペアノード切り換えが失敗した
ストレージノードへの対処≪Bare metal≫」の
手順2でストレージノード保守回復による回復が可能
と判断しましたか？

「オペレーションガイド」の「ストレージノードを保守回復
する≪Bare metal≫」を参照し、ストレージノード保守
回復を実施してください。4

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください。）

Yes

No

「ストレージクラスター構築、ストレージノード増設、ス
トレージノード交換、スペアノード切り換えが失敗した
ストレージノードへの対処≪Bare metal≫」を
参照し、交換対象のストレージノードに対して、スト
レージソフトウェアのインストールおよびストレージノード
単位のセットアップの要否を確認し対処してください。

「オペレーションガイド」の「ストレージノードを交換する
≪Bare metal≫」を参照し、ストレージノード交換を
実施してください。その際、手順に出てくる「ストレー
ジソフトウェアのインストール」および「ストレージノード
単位のセットアップ」の実施は、不要となります。

3. ストレージノードが閉塞している場合、statusが以下のいずれかになります。
  　"TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、
  　"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、"RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、 
　　"RemovalFailedAndPersistentBlockage" 
4. ストレージノード保守回復の成功に伴い、ストレージノード交換は完了となります。

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Nodes画面を確認します。

交換対象のストレージノードは閉塞していますか?3

Yes

No

3.5.2 ストレージノード交換時の障害の対処≪Cloud for AWS≫
この項での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。
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ストレージノード交換実行時に障害が発生した場合、以下のフローに従って障害に対処してくださ

い。

No

No

Yes

2

Yes

1

ストレージノード交換の実行後に以下が発生
 ・ジョブのエラー終了(ジョブのstateが"failed"に
   なった)

エラーとなったジョブのJobIdを含むイベントログを確
認してください。

エラーとなったジョブのjobIdを含むイベントログが
存在しますか？

以降のフローに従って、操作を再度実行してくださ
い。同じエラー状態が引き続き発生する場合は、
以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
・ 増設したストレージノードを含むVSP One SDS  
   Blockのダンプログファイル

イベントログにError Message Fileを参照する
ことと、Error Message FileのURIが記載され
ていますか？

"Error Message File"の値に示されたURIに
格納されている、Error Message Fileを
Amazon S3からダウンロードしてください。
Error Message Fileの中に記載されているエ
ラーメッセージのIDも対象として以降のフローに
従ってください。
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2

3 1

Yes

No

表示されたエラーメッセージはKARS23255-E、
かつメッセージに"Invalid length for 
parameter TemplateBody, value: 0, 
valid min length: 1"という文言が含まれて
いますか?

vmConfigurationFileS3Uriパラメーターに指定
したURIにVM構成ファイルのURIを指定しているか
確認し、間違っている場合は是正してください。
URIの指定が正しい場合は、アップロードされている
ファイルの中身が空でないか確認をし、空だった場合
は正しいファイルをアップロードし直してください。
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3

4 1

Yes

No

以下のエラーメッセージが表示されていますか？
・KARS23108-E　・KARS23249-E

以下のコマンドを実行して、交換対象のストレージノードのバージョンを確認してくだ
さい。
・ REST API：GET /v1/objects/storage-nodes/<id>
・ CLI：storage_node_show

構成ファイルのエクスポート時に、machineImageIdパラメーターに指定したAMI ID
を確認してください。
指定したAMI IDのバージョンと、交換対象のストレージノードのバージョンが異なる
場合は、交換対象のストレージノードのバージョンと一致したAMIのIDを
machineImageIdパラメーターに指定して、構成ファイルのエクスポートを実行して
ください。
machineImageIdパラメーターに指定したAMI IDはVM構成ファイルで確認
できます。VM構成ファイルの「Parameters:」セクションの「AmiId」パラメーターにある
「Default」項目を確認してください。
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4

No

Yes

No

Yes

No

Yes

1

5
以下のエラーメッセージが表示されていますか？
・KARS23246-E

AWSマネジメントコンソールのキーペア一覧に、
以下の名前のキーペアが存在しますか？
・<導入時のスタック名>-KeyPair

AWSマネジメントコンソールを操作して、対象のキー
ペアのIDを取得します。

AWSマネジメントコンソールのParameter Store
に、以下の名前のマイパラメーターがありますか？
・/ec2/keypair/<取得したキーペアのID>

「キーペアを再作成する手順≪Cloud for AWS≫」
に従って、キーペアを作成してください。

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡してく
ださい。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル
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6

No

Yes

No

Yes

1

5

1

Yes

No

以下のエラーメッセージが表示されていますか？
・KARS23109-E　・KARS23111-E

Cloudモデル for AWSの「セットアップガイド」の
「セットアップの前提条件を確認する」を参照し、
AWSの設定に間違いがないか確認します。

AWSの設定に間違いがありますか？

AWSの設定の間違いを修正してください。

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

表示されたエラーメッセージはKARS23066-Eです
か？

「SSL/TLS 証明書エラー発生時の対処」を参照し、
証明書の検証に失敗する問題を解決し、操作を
再度実施してください。
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6

1

Yes

1

No

No

Yes

表示されたエラーメッセージから対処方法がわかり
ますか？

表示された対処方法に従って対処してください。
また、再度実施の指示に関しては以降のフローに
従って対処してください。

Cloudモデル for AWSの「セットアップガイド」の
「セットアップの前提条件を確認する」を参照し、
AWSの設定に間違いがないか確認します。

AWSの設定に間違いがありますか？

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

AWSの設定の間違いを修正してください。

                          終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
   てないか確認してください。)

「オペレーションガイド」の「ストレージノードを交換す
る≪Cloud for AWS≫」手順4以降を参照し、
ストレージノード交換を再度実施してください。

3.5.3 ストレージノード交換時の障害の対処≪Cloud for Google
Cloud≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Google Cloud に適用されます。
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1. Terraform Planの実行後にtfstateがロック状態のエラーが発生した場合は、Cloud Storage内のtfstate.tflockを
　　削除した上で、再度Terraform Planを実行してください。 

No

No

Yes

1

Yes

1

No

Yes

4

No

ストレージノード交換の実行時に以下のいずれかが発生
 ・ Terraformのコンソールでエラーが出力されている
 ・ Cloud Shellやコントローラーノードとの接続が切れた。または、画面を閉じて
    しまった
 ・ IPアドレスの予約確認でノード交換対象のIPv6アドレスが予約されていない
 ・ terraform plan によるリソース変更確認で案内されていない変更がある
 ・ ジョブのエラー終了(ジョブのstateが"failed"になった)

以下のいずれかのケースに当てはまりますか？
 ・ TerraformのPlanまたはApplyでコンソールに
   エラーが出力されている。
 ・ Cloud Shellとのアクセスが切れた。または、
   Cloud Shellの画面を閉じてしまった

Cloud Shellとのアクセスが切れた場合、再度アク
セスしなおしてください。

Terraformの実行結果、または実行している
セッションに復帰できましたか？

Terraform Planを実行して、すべてのリソースが
作成されているか確認します。1

"No changes"が表示されていますか？ 　

　　　　　　　　　　　終了
（実施していた手順を再開してください。）

Terraformのコンソール出力を確認します。 
Terraform Applyが正常に完了しておらず、リソー
スが作成されていない、または、一部リソースだけが
作成されている可能性があります。 

Terraformの実行時にエラーが出力されています
か？ 
内容が以下の場合にエラーと判断します。
 ・ "Error: Invalid value for variable" 
 ・ "Error: Resource precondition failed" 
 ・ "Error: [エラー内容の記述]” 

「Terraform 実行時にエラーが発生した場合の対
処≪Cloud for Google Cloud≫」を参照して対
処を実施してください。 
また、再実行の指示(VMの削除を含む)について
は、以降のフローに従って対処してください。
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No

Yes

1

4

No

Yes

No

Yes

2

「ストレージノードで使用中のIPv6 アドレスを予約
する≪Cloud for Google Cloud≫」を参照して、
コンピュートネットワークで使用するIPv6アドレスを
予約します。

以下のケースに当てはまりますか？
 ・ IPアドレスの予約確認でノード交換対象のIPv6
　 アドレスが予約されていない

以下のケースに当てはまりますか？
 ・terraformのplanによるリソース変更確認で
　案内されていない変更がある

以降のフローに従って、操作を再度実行してください。
同じエラー状態が引き続き発生する場合は、以下の
情報を採取し、サポートセンターに連絡してください。
 ・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

　　　　　　　　　　　終了
（実施していた手順を再開してください。）

「ストレージノードを増設する≪Cloud for Google 
Cloud≫」の手順で、構成ファイルのエクスポートで
指定したパラメーターが正しいか確認します。

構成ファイルのエクスポートで指定したパラメーターに
誤りがありますか？

ストレージクラスターの期待する構成と現在のクラウド
リソースの構成に差があるおそれがあります。
「Terraform テンプレートと作成したリソースに差分
が発生した場合の対処≪Cloud for Google 
Cloud≫」を参照して、対処してください。

適切なパラメーターを指定して構成ファイルのエクス
ポートを実施してください。
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4

2

No

Yes

Yes

No

3

Yes

No

2.  LOCK_IDはterraform planを実行した際に表示される、標準エラー出力に表示されます。

エラーとなったジョブのjobIdを含むイベントログが
存在しますか？

エラーとなったジョブのJobIdを含むイベントログを
確認します。

イベントログにError Message Fileを参照すること
と、Error Message FileのURIが記載されていま
すか？

"Error Message File"の値に示されたURIに格納
されている、Error Message FileをCloud Storage
からダウンロードしてください。
Error Message Fileの中に記載されているエラー
メッセージのIDも対象として以降のフローに従って
ください。

Terraformの処理が実行中でないか確認してくだ
さい。実行中の場合は完了を待ってください。
実行中でない場合は、Terraformのロックを解除
します。
terraform force-unlock <LOCK_ID>2

以下のイベントログとエラーメッセージが出力されて
いますか？
 ・ KARS27602-E

以降のフローに従って、操作を再度実行してください。
同じエラー状態が引き続き発生する場合は、以下の
情報を採取し、サポートセンターに連絡してください。
 ・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

　　　　　　　　　　　終了
（実施していた手順を再開してください。）
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4

3

No

Yes

Yes

No

No

Yes

4

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
 ・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

表示されたイベントログおよびエラーメッセージから
対処方法がわかりますか？

表示されたイベントログの対処方法に従って対処して
ください。また、再度実施の指示に関しては、以降の
フローに従って対処してください。

構成ファイルのエクスポートを実行したときに指定したVM
イメージのバージョンは、交換対象のストレージノードの
バージョンと一致していましたか？
イメージのバージョンは、イメージの名前
"hsds-installed-sdsc-<version>-<number>"の
<version>から確認できます。3

以下のイベントログとエラーメッセージが出力されて
いますか？
 ・ KARS27923-E

3. <version>はaa.bb.cc.ddで表現されるバージョンからドット(.)をなくしたaabbccddの形式です。<number>は
　　4桁の任意の数値です。
　　(例) hsds-installed-sdsc-01180060-0000

以下のコマンドを実行して、交換対象のストレージノードのバージョンを
確認してください。
・ REST API：GET /v1/objects/storage-nodes/<id>
・ CLI：storage_node_show

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
 ・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

交換対象のストレージノードのバージョンと一致する
VMイメージのIDを確認してください。
現在のプロジェクトで使用可能なイメージの名前は
以下で確認できます。

gcloud compute images list --filter=
"name~^hsds-installed-sdsc-<version>
-[0-9]{4}$"
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「オペレーションガイド」の「ストレージノードを交換する
≪Cloud for Google Cloud≫」を参照し、 スト
レージノード交換を改めて最初から実施してください。

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。）

4

3.5.4 ストレージノードで使用中の IPv6 アドレスを予約する≪Cloud
for Google Cloud≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Google Cloud に適用されます。

この項では、VSP One SDS Block のストレージノードがコンピュートネットワークで使用している

IPv6 アドレスを予約する手順について記述します。本手順はマニュアルによる指示があった場合

に実施します。

操作手順

1. ストレージクラスターの構築時に設定した VSP One SDS Block のストレージクラスター名を確

認します。

REST API：GET /v1/objects/storage

CLI：storage_show

ストレージクラスター名は"nickname"のキーが対応します。以降"nickname"キーの値を

<clusterName>とします。

2. IPv6 アドレスを予約するストレージノードの name と id を確認します。

REST API：GET /v1/objects/storage-nodes

CLI：storage_node_list

ストレージノードの名前("StorageNodeXX")から 2桁の数字 XX を確認します。以降、確認した

XX を<XX>とします。

3. ストレージノードのコンピュートポートの IPv6 アドレスを確認します。

REST API：GET /v1/objects/ports

CLI：port_list

手順 2で確認したストレージノードの id と"storageNodeId"が一致するポートの

"ipv6Information"を確認します。

4. ストレージノードの IPv6 アドレスを予約します。

gcloud compute addresses create <clusterName>-sn<XX>-compute-ipv6 \
 --addresses <IPV6_ADDRESS>\
 --region <REGION>\
 --prefix-length 96\
 --subnet <SUBNETWORK>

◦ clusterName：手順 1で確認したストレージクラスター名
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◦ XX：手順 2で確認したストレージノードの数字

◦ IPV6_ADDRESS：手順 3で確認した IPv6 アドレス

◦ REGION：ストレージクラスター構築先のリージョン名

◦ SUBNETWORK：コンピュートネットワーク用のサブネット名

メモ 実行時に以下のエラーが出る場合があります。これはすでに手順 2で取得したアドレスの名前で静的
IPv6 アドレスが存在することを示すため、問題ありません。

The resource 'projects/<project_name>/regions/<region_name>/addresses/
<address_name>' already exists

5. IPv6 アドレスが予約できていることを確認します。

gcloud compute addresses list \
--filter="name~<clusterName>-sn<XX>-compute-ipv6"
ストレージノードの IPv6 アドレスが ADDRESS に表示され、STATUS が IN_USE もしくは RESERVED

であることを確認します。

予約するストレージノードの IPv6 アドレスではないアドレスが表示された場合や、STATUS が上

記以外の場合は、以下のコマンドを実行して予約されている IPv6 アドレスの予約を解除したあ

とに、正しいアドレスを指定して再度 IPv6 アドレスの予約を実施します。

gcloud compute addresses delete <clusterName>-sn<XX>-compute-ipv6 \
 --region <REGION>

3.5.5 ストレージノード交換時の障害の対処≪Cloud for Microsoft
Azure≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Microsoft Azure に適用されます。

204 障害に対処する

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



1

No

Yes

3

No

Yes

3

Yes

No

ストレージノード交換の実行時に以下が発生
  ・ ジョブのエラー終了(ジョブのstateが"failed"に
     なった)

エラーとなったジョブのJobIdを含むイベントログを
確認してください。

エラーとなったジョブのjobIdを含むイベントログが
存在しますか？

以降のフローに従って、操作を再度実行してください。
同じエラー状態が引き続き発生する場合は、以下の
情報を採取し、サポートセンターに連絡してください。
 ・ 増設したストレージノードを含むVSP One SDS 
　 Blockのダンプログファイル

イベントログにError Message Fileを参照すること
と、Error Message FileのURLが記載されていま
すか？

"Error Message File"の値に示されたURLに格
納されている、Error Message FileをAzure Blob 
Storageからダウンロードしてください。
Error Message Fileの中に記載されているエラー
メッセージのIDも対象として以降のフローに従って
ください。

以下のエラーメッセージが表示されていますか？
 ・ KARS27410-E
 ・ KARS27411-E
 ・ KARS27412-E

クラウドプラットフォームの障害情報がレポートされて
いないか確認してください。
また、「Microsoft Azure でデプロイが失敗した場
合の対処≪Cloud for Microsoft Azure≫」を確
認し、必要であれば対処してください。
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Yes

No

1

3

32

Yes

No

以下のエラーメッセージが出力されていますか？
 ・ KARS27309-E

以下のイベントログとエラーメッセージが出力されて
いますか？
 ・ KARS27408-E

構成ファイルのエクスポートで取得した圧縮ファイルの
中身が編集されているおそれや、構成ファイルのエクス
ポートで取得した圧縮ファイルとは異なるファイルを
指定してるおそれがあります。再度、構成ファイルの
エクスポートを実行してください。また、取得した圧縮
ファイルの中身を編集せずにストレージノード交換を
実行してください。

クラウドプラットフォームの障害情報がレポートされて
いないか確認してください。
Cloudモデル for Microsoft Azureの「セットアッ
プガイド」の「ネットワークを設定する」で設定した
ネットワークを確認し、問題ある場合は対処して
ください。
また、カスタムDNSサーバー(独自のDNSサーバー)
を使用してる場合は、Azure提供のDNSサービス
を使用してください。
設定方法は、Microsoft Azureのマニュアルを参
照してください。
DNSを変更する際に、VSP One SDS Blockの
再起動が必要な場合は「オペレーションガイド」の
「ストレージクラスターを再起動する≪Cloud≫」
を参照して実施してください。
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3

2

No

Yes

Yes

No

No

Yes

3

以下のイベントログとエラーメッセージが出力されて
いますか？
 ・ KARS27923-E

表示されたイベントログおよびエラーメッセージから
対処方法がわかりますか？

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
 ・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

表示されたイベントログの対処方法に従って対処して
ください。また、再度実施の指示に関しては、以降の
フローに従って対処してください。

以下のコマンドを実行して、交換対象のストレージノードのバージョン
を確認してください。
・ REST API：GET /v1/objects/storage-nodes/<id>
・ CLI：storage_node_show

交換対象のストレージノードのバージョンと一致す
るイメージを指定して構成ファイルのエクスポートを
実行してください。その後、ストレージノード交換を
実施してください。

以下の情報を採取し、サポートセンターに連絡して
ください。
 ・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル

1. ストレージソフトウェアのバージョンは"aa.bb.cc.dd"形式です。sku名は"aa_bb_cc_dd_byol"形式であり、
　　"aa_bb_cc_dd"がバージョンを示しています。"aa.bb.cc.dd"と"aa_bb_cc_dd"の数値を比較して同一かを確認
　　 してください。

構成ファイルのエクスポートを実行したときに指定し
たイメージのバージョンは、交換対象のストレージ
ノードのバージョンと一致していましたか？ 
イメージのバージョンはエクスポートを実行したときに
指定したURNのsku名1に記載されています。
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「オペレーションガイド」の「ストレージノードを交換する
≪Cloud for Microsoft Azure≫」を参照し、 スト
レージノード交換を再度実施してください。

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。）

3

3.6 ドライブが認識されない場合の対処

ドライブが認識されない場合、以下のフローに従って対処してください。

3.6.1 ドライブが認識されない場合の対処≪Bare metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

ドライブが認識されない場合、以下のフローに従って対処してください。

メモ 以下のフローに示すイベントログが出力されていた場合でも、ドライブが認識されている場合は対処は不
要です。
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3

9

2

4

1

5

6

No

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

7

No

Yes

ドライブが認識されない場合の対処

イベントログKARS05002-Eが出力されています
か？

イベントログKARS05003-Eが出力されています
か？

イベントログKARS05007-Eが出力されています
か？

イベントログKARS05009-Eが出力されています
か？

イベントログKARS05021-Eが出力されています
か？

イベントログ KARS05033-Eが出力されています
か？

「ハードウェア互換性リファレンス」を参照し、サポート
されたドライブかを確認してください。
また、ドライブがディスクコントローラーに接続されて
いる場合は、サポートされたディスクコントローラーで
あるかを確認してください。
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1

Yes

No

Yes

No

Yes

No

8 10

9 終了

Yes

No

非サポートのドライブを使用していましたか？

「ハードウェア互換性リファレンス」を参照し、サポート
されたドライブと取り替えてください。

ドライブが認識されましたか？

非サポートのディスクコントローラーを使用していまし
たか？(ドライブがディスクコントローラーに接続されて
いない場合はNoに進みます。)

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原
因と対処≪Bare metal≫」と「ストレージノードの保
守閉塞」を参照し、交換対象のディスクコントロー
ラーが搭載されているストレージノードを保守閉塞し
てください。

対象のストレージノードの保守閉塞に成功しました
か？

イベントログを確認し、保守閉塞の失敗原因の確認
と対策を実施してください。その後、再度ストレージ
ノードの保守閉塞を実施してください。
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8

Yes

Yes

No

Yes

No

9 終了

11

No

Yes

No

9

Yes

No

No

Yes

Yes

No

NVMeドライブを使用していましたか？

ドライブとディスクコントローラーの組み合わせは正し
いですか？(ドライブがディスクコントローラーに接続さ
れていない場合はYesに進みます。)

正しいディスクコントローラー配下のスロットに、ドライブ
を挿入し直してください。

ドライブが認識されましたか？

ドライブがスロットに挿入されているか確認しました
か？

ドライブがスロットに挿入されているか確認し、挿入さ
れていない場合は、サーバーベンダーのマニュアルを参
照し、ドライブをスロットに挿入してください。

ドライブが認識されましたか？

認識されないドライブが接続されているディスクコント
ローラーの交換を実施しましたか？

ディスクコントローラーのすべてのケーブルが正しい位
置にしっかりと接続されていることを確認しました
か？

「オペレーションガイド」の 「ストレージノード保守の
原因と対処≪Bare metal≫」と「ストレージノード
の保守閉塞」を参照し、ディスクコントローラー交
換を実施したストレージノードを保守閉塞 してくだ
さい。

「ドライブが認識されない場合の確認事項」に従って
対処してください。
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No

Yes

交換するディスクコントローラーの搭載位置を記録
してください。
搭載位置の確認方法はサーバーベンダーの
マニュアルを参照してください。

ディスクコントローラーを交換してください。1

記録した交換前のディスクコントローラーの搭載位置と、
交換後のディスクコントローラーの搭載位置が
一致していることを確認してください。
搭載位置の確認方法はサーバーベンダーの
マニュアルを参照してください。

搭載位置は一致していましたか？

交換用ディスクコントローラーを交換前のディスク
コントローラーと同じPCIスロットに搭載し直してください。

1. ディスクコントローラーを交換する際は、交換前のディスクコントローラーと同じPCIスロットに交換用ディスクコントローラーを搭載
    してください。

12

10
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終了

ドライブが認識されましたか？
Yes

No

No

Yes

12

9

ディスクコントローラー交換後、「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原因
と対処≪Bare metal≫」を参照し、ストレージノードの保守回復またはストレージ
ノードの交換を実施してください。(このとき、ストレージノードの交換を実施する場合
は同じ物理サーバーを使用した交換を実施してください。) 
ストレージノードの保守回復と交換の手順は「オペレーションガイド」の「ストレージ
ノードを保守回復する≪Bare metal≫」および「ストレージノードを交換する
≪Bare metal≫」を参照してください。

対象のストレージノードの保守回復または交換に
成功しましたか？

イベントログを確認し、保守回復または交換の失敗
原因の確認と対策を実施してください。その後、再度
ストレージノードの保守回復または交換を実施してく
ださい。
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9

11

対象のストレージノードの 保守閉塞に成功しました
か？

イベントログを確認し、保守閉塞の失敗原因の
確認と対策を実施してください。
その後、再度ストレージノードの保守閉塞を実施
してください。

ディスクコントローラーのすべてのケーブルが正しい位
置にしっかりと接続されていることを確認し、正しく接
続されていない場合は接続し直してください。

終了

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原
因と対処≪Bare metal≫」を参照し、ストレージ
ノードの保守回復を実施してください。
ストレージノードの保守回復の手順は「オペレーション
ガイド」の「ストレージノードを保守回復する
≪Bare metal≫」を参照してください。

イベントログを確認し、保守回復の失敗原因の確認
と対策を実施してください。
その後、再度ストレージノードの保守回復を実施して
ください。

対象のストレージノードの保守回復に成功しました
か？

ドライブが認識されましたか？

Yes

No

No

Yes

No

Yes
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9

2

Yes

No

Yes

No

Yes

No

「ハードウェア互換性リファレンス」を参照し、サポート
されたドライブかを確認してください。

サポートされたドライブを使用していましたか？

「ハードウェア互換性リファレンス」を参照し、サポート
されたドライブと取り替えてください。

「ドライブが認識されない場合の確認事項」に従って
対処してください。

ドライブが認識されましたか？

終了

同じイベントログが出力されましたか？

「ドライブが認識されない場合の確認事項」に従って
対処してください。
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9

3

Yes

No

Yes

No

Yes

No

「ハードウェア互換性リファレンス」を参照し、サポートさ
れたドライブかを確認してください。

サポートされたドライブを使用していましたか？

「ハードウェア互換性リファレンス」を参照し、サポート
されたドライブと取り替えてください。

「ドライブが認識されない場合の確認事項」に従って
対処してください。

ドライブが認識されましたか？

終了

同じイベントログが出力されましたか？

「ドライブが認識されない場合の確認事項」に従って
対処してください。

216 障害に対処する

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



Yes

No

No

Yes

「ハードウェア互換性リファレンス」を参照し、サポート
されたディスクコントローラーかを確認してください。

サポートされたディスクコントローラーを使用していま
したか？

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原因と
対処≪Bare metal≫」と「ストレージノードの保守閉塞」
を参照し、交換対象のディスクコントローラーが搭載され
ているストレージノードを保守閉塞してください。

対象のストレージノードの保守閉塞に成功しました
か？

「ドライブが認識されない場合の確認事項」に従って
対処してください。

イベントログを確認し、保守閉塞の失敗原因の確認
と対策を実施してください。その後、再度ストレージ
ノードの保守閉塞を実施してください。

13

4
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No

Yes

交換するディスクコントローラーの搭載位置を記録
してください。
搭載位置の確認方法はサーバーベンダーの
マニュアルを参照してください。

ディスクコントローラーを交換してください。2

記録した交換前のディスクコントローラーの搭載位置と、
交換後のディスクコントローラーの搭載位置が
一致していることを確認してください。
搭載位置の確認方法はサーバーベンダーの
マニュアルを参照してください。

搭載位置は一致していましたか？

交換用ディスクコントローラーを交換前のディスク
コントローラーと同じPCIスロットに搭載し直してください。

2. ディスクコントローラーを交換する際は、交換前のディスクコントローラーと同じPCIスロットに交換用ディスクコントローラーを搭載
    してください。

14

13
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ドライブが認識されましたか？

終了

同じイベントログが出力されましたか？
Yes

Yes

No

No

No

Yes

14

9

ディスクコントローラー交換後、「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原因
と対処≪Bare metal≫」を参照し、ストレージノードの保守回復またはストレージ
ノードの交換を実施してください。(このとき、ストレージノードの交換を実施する場合
は同じ物理サーバーを使用した交換を実施してください。) 
ストレージノードの保守回復と交換の手順は「オペレーションガイド」の「ストレージ
ノードを保守回復する≪Bare metal≫」および「ストレージノードを交換する
≪Bare metal≫」を参照してください。

対象のストレージノードの保守回復または交換に成
功しましたか？

イベントログを確認し、保守回復または交換の失敗
原因の確認と対策を実施してください。その後、再度
ストレージノードの保守回復または交換を実施してく
ださい。

「ドライブが認識されない場合の確認事項」に
従って対処してください。
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5

9

認識されなかったドライブを抜き取り、1分程度待って
ください。

Yes

No

No

Yes

抜き取ったドライブを再度挿入し、1分程度待ってく
ださい。

ドライブが認識されましたか？

終了

同じイベントログが出力されましたか？

「ドライブが認識されない場合の確認事項」に従って
対処してください。
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6

9

認識されなかったドライブを抜き取り、1分程度待って
ください。

Yes

No

No

Yes

抜き取ったドライブを再度挿入し、1分程度待ってく
ださい。

ドライブが認識されましたか？

終了

同じイベントログが出力されましたか？

「ドライブが認識されない場合の確認事項」に従って
対処してください。
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67

9

namespaceが作成されているため、ドライブが使用
できません。namespaceを削除して、再度ドライブ
を挿入してください。

ドライブが認識されましたか？

終了

Yes

No

ドライブが認識されない場合の確認事項

ドライブが認識されない場合、以下の項目を確認してください。

項目 確認事項 対応方法

1 ディスクコントローラーに Smart

アレイコントローラーを使用して

いる場合、HBA モードに設定して使

用していますか。

またはディスクコントローラーに

MegaRAID コントローラーを使用し

ている場合、搭載するすべてのド

ライブを JBOD モードに設定して

使用していますか。

Smart アレイコントローラーを使用している場合は、HBA モード

に切り替えて使用してください。

MegaRAID コントローラーを使用している場合は、搭載するすべ

てのドライブを JBOD モードに切り替えて使用してください。

2 ドライブがディスクコントロー

ラーに接続されている場合、ディ

スクコントローラーのファーム

ウェアは最新になっていますか。

ディスクコントローラーのファームウェアが最新になっていな

い場合は、ディスクコントローラーのファームウェアを最新に

してください。

上記、確認事項に該当しなかった場合、すべてのストレージノードに対しダンプログファイルを採

取して、サポートセンターに連絡してください。

3.6.2 ドライブが認識されない場合の対処≪Cloud for AWS≫
この項での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。

ドライブが認識されない場合、以下のフローに従って対処してください。

メモ 以下のフローに示すイベントログが出力されていた場合でも、ドライブが認識されている場合は対処は不
要です。
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1

ドライブが認識されない場合の対処

「オペレーションガイド」の「ドライブを増設する」の
手順の中でAWS CLI実行時にエラーが出力され
ましたか？

AWSのCloudFormationのマニュアルを参照し、
エラーの対処を実施してください。

問題が解決しましたか？

終了

すべてのストレージノードに対しダンプログファイル、
出力されたエラーメッセージ、使用した
CloudFormationテンプレートを採取して、サポート
センターに連絡してください。

Yes

No

No

Yes
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「オペレーションガイド」の「ドライブを交換する
≪Cloud for AWS≫」を参照して、イベントログ
KARS05020-Eで示されているドライブを交換します。
ドライブが交換されたことを確認してください。

イベントログKARS05020-Eが出力されています
か？

終了

「オペレーションガイド」の「ドライブを増設する」を参照
して、ドライブ増設の手順を確認します。
再度ドライブ増設の手順を実施してください。

Yes

AWSマネジメントコンソールから、増設対象のスト
レージノードにドライブが認識されていますか？

ドライブが認識されましたか？

すべてのストレージノードに対しダンプログファイルを採取
して、サポートセンターに連絡してください。

1

No

Yes

No

No

Yes

3.6.3 ドライブが認識されない場合の対処≪Cloud for Google Cloud
≫

この項での記述内容は Cloud モデル for Google Cloud に適用されます。

ドライブが認識されない場合、以下のフローに従って対処してください。

メモ 以下のフローに示すイベントログが出力されていた場合でも、ドライブが認識されている場合は対処は不
要です。
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ドライブが認識されない場合の対処

「オペレーションガイド」の「ドライブを増設する」の
手順の中でTerraform実行時にエラーが出力され
ましたか？

Terraformのマニュアルを参照し、エラーの対処を
実施してください。

問題が解決しましたか？

イベントログKARS05019-Eが出力されています
か？

終了

「オペレーションガイド」の「ドライブを減設する
≪Cloud for Google Cloud≫」を参照して、ドライブ
増設前の状態に戻します。

すべてのストレージノードに対しダンプログファイル、
出力されたエラーメッセージ、使用したTerraform
テンプレートを採取して、サポートセンターに連絡して
ください。

1

No

Yes

Yes

No

No

Yes

No

Yes

「オペレーションガイド」の「ドライブを増設する」を参照
して、ドライブ増設を実施します。

ドライブが認識されましたか？

終了

すべてのストレージノードに対しダンプログファイルを採取
して、サポートセンターに連絡してください。
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「オペレーションガイド」の「ドライブを減設する
≪Cloud for Google Cloud≫」を参照して、ドライブ
増設前の状態に戻します。

1分程度待ってください。

イベントログKARS05020-Eが出力されています
か？

終了

「オペレーションガイド」の「ドライブを増設する」を参照
して、ドライブ増設の手順を確認します。
再度ドライブ増設の手順を実施してください。

Yes

Google Cloudコンソールから、増設対象のスト
レージノードにドライブが認識されていますか？

「オペレーションガイド」の「ドライブを増設する」を参照
して、ドライブ増設を実施します。

ドライブが認識されましたか？

すべてのストレージノードに対しダンプログファイルを採取
して、サポートセンターに連絡してください。

1

No

Yes

No

No

Yes

3.6.4 ドライブが認識されない場合の対処≪Cloud for Microsoft
Azure≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Microsoft Azure に適用されます。

ドライブが認識されない場合、以下のフローに従って対処してください。

メモ 以下のフローに示すイベントログが出力されていた場合でも、ドライブが認識されている場合は対処は不
要です。
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ドライブが認識されない場合の対処

「オペレーションガイド」の「ドライブを増設する」の
手順の中でAzure CLI実行時にエラーが出力され
ましたか？

Azure CLIのマニュアルを参照し、エラーの対処を
実施してください。

問題が解決しましたか？

イベントログKARS05019-Eが出力されています
か？

終了

「オペレーションガイド」の「ドライブを減設する≪Cloud 
for Microsoft Azure≫」を参照して、ドライブ増設
前の状態に戻します。

すべてのストレージノードに対しダンプログファイル、
出力されたエラーメッセージ、使用したAzureデプロイ
テンプレートを採取して、サポートセンターに連絡して
ください。

1

No

Yes

Yes

No

No

Yes

No

Yes

「オペレーションガイド」の「ドライブを増設する」を参照
して、ドライブ増設を実施します。

ドライブが認識されましたか？

終了

すべてのストレージノードに対しダンプログファイルを採取
して、サポートセンターに連絡してください。
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「オペレーションガイド」の「ドライブを減設する≪Cloud 
for Microsoft Azure≫」を参照して、ドライブ増設
前の状態に戻します。

1分程度待ってください。

イベントログKARS05020-Eが出力されています
か？

終了

「オペレーションガイド」の「ドライブを増設する」を参照
して、ドライブ増設の手順を確認します。
再度ドライブ増設の手順を実施してください。

Yes

Azureポータルから、増設対象のストレージノードに
ドライブが認識されていますか？

「オペレーションガイド」の「ドライブを増設する」を参照
して、ドライブ増設を実施します。

ドライブが認識されましたか？

すべてのストレージノードに対しダンプログファイルを採取
して、サポートセンターに連絡してください。

1

No

Yes

No

No

Yes

3.7 構成情報の変更・設定時の障害の対処≪Bare
metal≫
構成情報の変更・設定コマンドを実行時に障害が発生した場合、対象モデルの障害の対処に従って

ください。
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注意 構成情報の変更・設定コマンドを実行後、以下のメッセージが出力されたあとに障害が発生した場合は、
「ストレージクラスターの起動・停止操作時の障害の対処」をご参照ください。

対象のメッセージ：

• The configuration modify was successful.

3.7.1 構成情報の変更・設定時の障害の対処≪Bare metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。
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20

19

3 19

20

1

構成情報の変更・設定コマンド実行時に以下のいずれかが発生
・エラーメッセージ表示
・60分以上応答なし
・構成情報の変更・設定操作を中断した
・コントローラーノードが操作できない
・コントローラーノードが停止した

コントローラーノードは正常に起動していて、アクセス可能ですか？

"Some Storage nodes are not the configparamater setting mode."
を含むエラーメッセージが表示されましたか？

"The specified operation could not be 
performed because another operation 
might be in progress."を含むエラーメッセージ
が表示されましたか？

ストレージクラスターの構成パラメーター設定モードを解除してください。その後、すべての
ストレージノードをパワーオフし、再度すべてのストレージノードを起動してください。
ストレージクラスターが起動するまで通常約20分、最大約175分掛かります。
ストレージクラスターの起動に失敗した場合は、「ストレージクラスターの起動・停止
操作時の障害の対処」に従い対処してください。
構成パラメーター設定モードの解除は、modeパラメーターに"disable"を、
system_configuration_fileパラメーターに現在のストレージノードのIPアドレスが
記載された構成ファイルを指定して、以下のコマンドを実行します。
CLI：configuration_parameter_setting_mode

別のユーザーが操作を実行中の可能性があるため
しばらくお待ちください。
再度この手順にたどり着いた場合は、60分待機後、
再度構成情報の変更・設定を実施してください。
繰り返しこの手順にたどり着き、現象が変わらない場
合は、ストレージノードを再起動してください。

コントローラーノードとすべてのストレージノードが起
動していますか？

すべてのストレージノードをパワーオフしてください。
再度すべてのストレージノードを起動してください。

構成情報の変更・設定を再度実施してください。

構成情報の変更・設定実行中にコントローラーノードが再起動しましたか？

No

Yes

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

No
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1

2

No

Yes

Yes

No

Yes

No

10

「オペレーションガイド」の「構成情報を変更・設定する
≪Bare metal≫」を参照し、ストレージクラスター
を構成パラメーター設定モードにしてください。

                          終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

期待どおりの値が設定されていましたか？

Bare metalモデルの「セットアップガイド」の「ストレージ
クラスターの構成を確認する」を参照して、設定内容を
確認してください。

60分経過しても、REST API、CLI、VSP One 
SDS Block Administratorにアクセスできない、
またはVSP One SDS Block Administratorに
アクセスできてもログインできないままですか？1 2

コントローラーノードとすべてのストレージノードが起動
していますか？

コントローラーノードにアクセスできるようコントローラー
ノードを回復してください。

1. SSL/TLS証明書エラーが発生した場合は、「オペレーションガイド」の「サーバー証明書に関する警告メッセージが表示   
    されたときの対処」を参照し、箇条書きで記載されている実行環境ごとの警告無視方法に従ってください。
2. 構成情報の変更・設定の前後両方のIPアドレス、またはそのFQDNで確認してください。

すべてのストレージノードをパワーオフしてください。
再度すべてのストレージノードを起動してください。
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2

20

20

No

Yes

No

Yes

                             終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

外部サーバーにバックアップした編集前のSystemConfigurationFile.csvを用意し、
コントローラーノードにアップロードします。また、構成情報の変更をする際に外部環境
(ネットワーク)の設定を変更している場合は、変更前の設定に戻してください。
構成情報の変更・設定コマンドを実行する際にサーバー証明書検証を実施する場合は、
コントローラーノードがアクセスするDNSサーバーにストレージノードのFQDNから
変更前のストレージノードのIPアドレスの正引きができるようにしてください。3

コントローラーノードからすべてのストレージノードの構成情報変更前の管理ネットワーク
IPアドレスに対し、pingコマンドを実行してください。4

pingコマンドが失敗したストレージノードがある場合、「構成情報の変更・設定時の
障害により、管理ネットワークのIP アドレス設定を行う場合の対処≪Bare metal≫」
を参照し、当該ストレージノードの管理ネットワークのIPアドレスをコンソール
インターフェイスから確認してください。構成情報の変更前のIPアドレスでない場合、
コンソールインターフェイスから構成情報の変更前のIPアドレスに戻してください。

new_system_configuration_fileパラメーター、および
current_system_configuration_fileパラメーターに編集前の
SystemConfigurationFile.csvを指定し、再度、構成情報の変更・設定コマンド
を実行します。

構成情報の変更・設定が正常に処理されましたか？

外部サーバーにバックアップした編集後のSystemConfigurationFile.csvを用意し、
コントローラーノードへアップロードしてください。 

「オペレーションガイド」の「構成情報を変更・設定する≪Bare metal≫」を参照し、
最初の手順から構成情報の変更・設定を再度実施してください。

構成情報の変更・設定が正常に処理されましたか？

3. DNSサーバーを利用している場合、コントローラーノードおよびストレージノードは、DNSサーバーにおいて設定された時間
    (DNS TTL)だけ、DNSへの問い合わせ結果をキャッシュしています。このため、DNSサーバー側の登録内容(ホスト名とIP
    アドレスの対応)を変更したときは、DNS TTLの間、コントローラーノードおよびストレージノードが古いIPアドレスにアクセスす
　　る場合があります。従って、DNSサーバー側の登録内容(ホスト名とIPアドレスの対応)を変更したときはDNS TTLで設定さ
    れた時間が経過したあとに操作を実行してください。
4. 以下のコマンドを実行することでストレージノードの管理ネットワークのIPアドレスの接続性を確認できます。
    ping <管理ネットワークのIPアドレス>
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3

204

Yes

No

Yes

No

Yes

No

"User authentication with the 
authentication ticket did not succeed."を
含むエラーメッセージが表示されましたか？

チケット認証時のユーザー名とパスワード、またはチ
ケットを見直してください。また、有効期限内の、適
切なロールで作成されたチケットを用意してください。

"The authentication ticket is invalid."を含
むエラーメッセージが表示されましたか？

"The configuration file is invalid."を含むエ
ラーメッセージが表示されましたか？

認証チケット情報が不正です。正しいチケットを用意
してください。

構成ファイルが不正です。正しい構成ファイルを用意
してください。
また、構成ファイルの修正内容が正しいか確認してく
ださい。

再度、構成情報の変更・設定コマンドを実行します。
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5. 全ストレージノードの管理ネットワークのIPアドレスをコンソールインターフェイスから確認してください。 
　　構成情報の変更・設定操作により期待どおりの設定になっている場合は、 
　　current_system_configuration_fileパラメーターに編集後のSystemConfigurationFile.csvを指定してください。 
　　期待どおりでない場合は、current_system_configuration_fileパラメーターにエラー発生時の構成情報の変更・設定 
　　操作と同じSystemConfigurationFile.csvを指定してください。 
　　new_system_configuration_fileパラメーターには編集後のSystemConfigurationFile.csvからNTPサーバー、 
　　またはDNSサーバーを見直したSystemConfigurationFile.csvを指定してください。 

4

20

Yes

No

No

Yes

No

Yes

再度、構成情報の変更・設定コマンドを実行します。5

5

Yes

No

6

7

--hostにストレージクラスターの代表IPアドレスまた
はそれに対応するFQDNを指定していますか？

--hostにはストレージクラスターの代表IPアドレスまた
はそれに対応するFQDNを指定できません。任意の
ストレージノードの管理ネットワークのIPアドレスま
たは対応するFQDNを指定してください。

--hostでFQDNを指定している場合はコントローラー
ノード上でFQDNから変更前の管理ネットワークの
IPアドレスを正しく正引きできますか?
または、--hostに指定している管理ネットワークの
IPアドレスは、任意のストレージノードの変更前のIP
アドレスですか？

サーバー証明書に関するエラーメッセージが表示さ
れましたか？

NTPサーバーまたはDNSサーバーに関するエラーメッ
セージが表示されましたか？

管理ネットワークの状態、NTPサーバーまたはDNS
サーバーの設定、SystemConfigurationFile.csv
の記述を見直してください。

「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを強制
停止する≪Bare metal≫」を実行し、すべてのスト
レージノードの停止後、再度すべてのストレージノード
を起動してください。
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5

                            終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

6. 最初に構成情報の変更・設定を実施したときからすべての実行操作の画面のログを採取してください。

Yes

No

Yes

Yes
No

No

以下のログを採取し、サポートセンターに連絡してくだ
さい。
・ 構成情報の変更・設定コマンドの実行画面ログ6

・ コントローラーノードのCLIのログ

再度、構成情報の変更・設定コマンドを実行します。

「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」の「REST 
API/CLI での操作で、宛先にFQDN を指定している
場合、正しく名前解決できていますか。」に従って
対処してください。
--hostにIPアドレスを指定していて、そのIPアドレスが
変更前の管理ネットワークのIPアドレスでない場合は、
--hostの値を見直してください。

--hostの指定をFQDNの指定から任意の管理ネッ
トワークのIPアドレスに変更し、
--ignore_certificate_errorsオプションを付与し
て再度、構成情報の変更・設定コマンドを実行しま
す。

構成情報の変更・設定が正常に処理されました
か？

構成情報の変更・設定が正常に処理されました
か？

システム稼働を優先させますか？

障害に対処する 235

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



Yes

No
No

Yes

外部サーバーにバックアップした編集前のSystemConfigurationFile.csvを用意し、コントローラーノード
にアップロードします。
また、構成情報の変更をする際に外部環境(ネットワーク)の設定を変更している場合は、変更前の設定に
戻してください。 
構成情報の変更・設定コマンドを実行する際にサーバー証明書検証を実施する場合は、コントローラー
ノードがアクセスするDNSサーバーにストレージノードのFQDNから変更前のストレージノードのIPアドレスの
正引きができるようにしてください。7

コントローラーノードからすべてのストレージノードの構成情報変更前の管理ネットワークIPアドレスに対し、
pingコマンドを実行してください。8

pingコマンドが失敗したストレージノードがある場合、「構成情報の変更・設定時の障害により、管理ネット
ワークのIP アドレス設定を行う場合の対処≪Bare metal≫」を参照し、当該ストレージノードの管理
ネットワークのIPアドレスをコンソールインターフェイスから確認してください。構成情報の変更前のIPアドレス
でない場合、コンソールインターフェイスから構成情報の変更前のIPアドレスに戻してください。

new_system_configuration_fileパラメーターおよびcurrent_system_configuration_file
パラメーターに編集前のSystemConfigurationFile.csvを指定し、再度、構成情報の変更・設定コマ
ンドを実行します。

構成情報の変更・設定が正常に処理されましたか？

サーバー証明書に関するエラーメッセージが表示されましたか？

ストレージクラスターの構成パラメーター設定モードを解除してください。その後、すべてのストレージノードを
パワーオフし、再度すべてのストレージノードを起動してください。
ストレージクラスターが起動するまで通常約20分、最大約175分掛かります。ストレージクラスターの起動に
失敗した場合は、「ストレージクラスターの起動・停止操作時の障害の対処」に従い対処してください。
構成パラメーター設定モードの解除は、modeパラメーターに"disable"を、
system_configuration_fileパラメーターに現在のストレージノードのIPアドレスが記載された構成ファイル
を指定して、以下のコマンドを実行します。
CLI：configuration_parameter_setting_mode

⑳に戻り構成情報の変更・設定のトラブルシュートを実施してください。
トラブルシュートがループしてしまったり、解決しない場合は以下のログを採取し、サポートセンターに連絡
してください。 
・ 構成情報の変更・設定コマンドの実行画面ログ9

・ コントローラーノードのCLIのログ

7. DNSサーバーを利用している場合、コントローラーノードおよびストレージノードは、DNSサーバーにおいて設定された時間
    (DNS TTL)だけ、DNSへの問い合わせ結果をキャッシュしています。このため、DNSサーバー側の登録内容(ホスト名とIP
    アドレスの対応)を変更したときは、DNS TTLの間、コントローラーノードおよびストレージノードが古いIPアドレスにアクセスす
　　る場合があります。従って、DNSサーバー側の登録内容(ホスト名とIPアドレスの対応)を変更したときはDNS TTLで設定さ
　　れた時間が経過したあとに操作を実行してください。
8. 以下のコマンドを実行することでストレージノードの管理ネットワークのIPアドレスの接続性を確認できます。
    ping <管理ネットワークのIPアドレス>
9. 最初に構成情報の変更・設定を実施したときからすべての実行操作の画面のログを採取してください。

6

8
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8

10. --hostオプションを省略した場合は内部的に任意のストレージノードの管理ネットワークのIPアドレスを使用してストレージ    
      ノードへアクセスすることになりますので、ご注意ください。
11. 最初に構成情報の変更・設定を実施したときからすべての実行操作の画面のログを採取してください。

Yes

No

Yes

Yes
No

No

「オペレーションガイド」の「構成情報を変更・設定する
≪Bare metal≫」を参照し、最初の手順から
構成情報の変更・設定を再度実施してください。

「SSL/TLS 証明書エラー発生時の対処」を実施し
てください。10

構成情報の変更・設定が正常に処理されました
か？

システム稼働を優先させますか？

以下のログを採取し、サポートセンターに連絡してくだ
さい。
・ 構成情報の変更・設定コマンドの実行画面ログ11

・ コントローラーノードのCLIのログ

--ignore_certificate_errorsオプションを付与し
て再度、構成情報の変更・設定コマンドを実行しま
す。

構成情報の変更・設定が正常に処理されました
か？

                          終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)
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13

10

SystemConfigurationFile.csvの書き間違いを
修正してください。

修正後のSystemConfigurationFile.csvを外部
サーバーにバックアップしてください。

SystemConfigurationFile.csvに書き間違いが
ありますか？

"The status of the Storage node with IP 
address <IPアドレス> is invalid."、"There 
are the Storage node in an abnormal 
state."、またはその他のエラーメッセージが表示され
た場合は、SystemConfigurationFile.csvの内
容を確認します。メッセージのCauseセクションにログ
が表示された場合、エラー要因が表示されていること
があります。メッセージの内容を確認して
SystemConfigurationFile.csvの内容を修正
してください。

60分以上応答なしですか？

No

Yes

No

Yes

7

9

11

構成情報の変更・設定中にCtrl+Cなどのコマンド
操作や、コンソールを閉じるなどの操作で中断しま
したか？

No

Yes

21
22

Yes

No

60分経過しても、REST API、CLI、VSP One 
SDS Block Administratorにアクセスできない、
またはVSP One SDS Block Administratorに
アクセスできてもログインできないままですか？12

12. SSL/TLS証明書エラーが発生した場合は、「オペレーションガイド」の「サーバー証明書に関する警告メッセージが
      表示されたときの対処」を参照し、箇条書きで記載されている実行環境ごとの警告無視方法に従ってください。
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9

10

16

13. SSL/TLS証明書エラーが発生した場合は、「オペレーションガイド」の「サーバー証明書に関する警告メッセージが
      表示されたときの対処」を参照し、箇条書きで記載されている実行環境ごとの警告無視方法に従ってください。

No

No

Yes

Yes

60分経過しても、REST API、CLI、VSP One 
SDS Block Administratorにアクセスできない、
またはVSP One SDS Block Administratorに
アクセスできてもログインできないままですか？13

コントローラーノード、すべてのストレージノードは起
動し、コントローラー・ストレージノードの以下のネッ
トワークはすべて正常に動作していますか？
・管理ネットワーク
・コンピュートネットワーク
・ストレージノード間ネットワーク 「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」の「スト

レージシステムや周辺機器に給電されていますか。」
および「VSP One SDS Block を構成する管理
ネットワーク、コンピュートネットワーク、ストレージノー
ド間ネットワーク、BMC ネットワークはすべて正常に
動作していますか。」の備考欄に従って対処してくだ
さい。

すべてのストレージノードをパワーオフし、再度すべて
のストレージノードを起動してください。
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11

12 13

14. スペアノードを停止して構成情報の変更・設定を行った場合、「オペレーションガイド」の「スペアノードを管理する≪Bare 
　　　metal≫」を参照してスペアノードの再インストールと再登録を実施してください。
15. 以下のコマンドを実行することで管理ネットワークのIPアドレスがほかに使用されているか確認できます。
　　　ping <管理ネットワークのIPアドレス>

スペアノードが起動していて、さらにスペアノードのIP
アドレスが構成情報の変更・設定をしたあとのスト
レージノードの管理ネットワークIPアドレスと重複して
いますか？

修正後のSystemConfigurationFile.csvを外部サーバーにバックアップしてください。

SystemConfigurationFile.csvを修正しましたか？

以下のどちらかを実施してください。
・スペアノードを停止する。14

・編集後のSystemConfigurationFile.csvに記載されているすべてのストレージ
　ノードの管理ネットアークIPアドレスについて、ほかの機器で使用されていないか確認
　する。15　その後、編集後のSystemConfigurationFile.csvにある構成情報の
　変更・設定後のストレージノードの管理ネットワークIPアドレスを、ほかに使用されてい
　ないIPアドレスに修正する。

No

Yes

Yes

No
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Yes

No

Yes

No

Yes

No

16. BMC画面の確認方法は各ベンダーのマニュアルを確認してください。画面が確認できない場合は、BMCのネットワーク
      接続を確認し、「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」を改めて確認してください。

BMC画面を確認してください。16

                          終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

修正後のSystemConfigurationFile.csvを外部サーバーにバックアップしてください。

各ネットワークに障害が発生していますか？

「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」の「VSP One SDS Block を構成する
管理ネットワーク、コンピュートネットワーク、ストレージノード間ネットワーク、BMC ネッ
トワークはすべて正常に動作していますか。」の備考欄に従って障害対象ネットワーク
に対し対応を行ってください。ネットワーク障害対応を行った場合、
SystemConfigurationFile.csvの修正も必要か確認してください。

SystemConfigurationFile.csvを修正しましたか？

構成情報の変更・設定が正常に処理されましたか？

再度、構成情報の変更・設定コマンドを実行します。

12

13

「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを強制停止する≪Bare metal≫」を実行
し、すべてのストレージノードの停止後、再度すべてのストレージノードを起動してください。
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No

Yes

No

Yes

「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを強制停止する≪Bare metal≫」を実行し、すべてのスト
レージノードの停止後、再度すべてのストレージノードを起動してください。

                             　　　　　 終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残ってないか確認してください。)

外部サーバーにバックアップした編集前のSystemConfigurationFile.csvを用意し、コントローラー
ノードにアップロードします。また、構成情報の変更をする際に外部環境(ネットワーク)の設定を変更して
いる場合は、変更前の設定に戻してください。
構成情報の変更・設定コマンドを実行する際にサーバー証明書検証を実施する場合は、コントローラー
ノードがアクセスするDNSサーバーにストレージノードのFQDNから変更前のストレージノードのIPアドレス
の正引きができるようにしてください。17

コントローラーノードからすべてのストレージノードの構成情報変更前の管理ネットワークIPアドレスに対し、
pingコマンドを実行してください。18

ストレージノードの障害などにより、構成情報の変更・設定前のIPアドレスにpingコマンドを実行できない
場合は、対象ストレージノードをパワーオフして以降の手順を実施してください。
ストレージノードの障害などがなくpingコマンドが失敗したストレージノードがある場合、「構成情報の
変更・設定時の障害により、管理ネットワークのIP アドレス設定を行う場合の対処≪Bare metal≫」
を参照し、当該ストレージノードの管理ネットワークのIPアドレスをコンソールインターフェイスから
確認してください。構成情報の変更前のIPアドレスでない場合、コンソールインターフェイスから構成情報
の変更前のIPアドレスに戻してください。

new_system_configuration_fileパラメーター、およびcurrent_system_configuration_file
パラメーターに編集前のSystemConfigurationFile.csvを指定し、再度、構成情報の変更・設定
コマンドを実行します。

構成情報の変更・設定が正常に処理されましたか？

外部サーバーにバックアップした編集後のSystemConfigurationFile.csvを用意し、コントローラー
ノードへアップロードしてください。 

「オペレーションガイド」の「構成情報を変更・設定する≪Bare metal≫」を参照し、最初の手順
から構成情報の変更・設定を再度実施してください。

構成情報の変更・設定が正常に処理されましたか？

17. DNSサーバーを利用している場合、コントローラーノードおよびストレージノードは、DNSサーバーにおいて設定された時間
     (DNS TTL)だけ、DNSへの問い合わせ結果をキャッシュしています。このため、DNSサーバー側の登録内容(ホスト名とIP
     アドレスの対応)を変更したときは、DNS TTLの間、コントローラーノードおよびストレージノードが古いIPアドレスにアクセスす
　　 る場合があります。従って、DNSサーバー側の登録内容(ホスト名とIPアドレスの対応)を変更したときはDNS TTLで設定さ
     れた時間が経過したあとに操作を実行してください。
18. 以下のコマンドを実行することでストレージノードの管理ネットワークのIPアドレスの接続性を確認できます。
      ping <管理ネットワークのIPアドレス>

13

14

15
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15

14

No

Yes

                            終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

ストレージクラスターの構成パラメーター設定モードを解除してください。その後、すべての
ストレージノードをパワーオフし、再度すべてのストレージノードを起動してください。
ストレージクラスターが起動するまで通常約20分、最大約175分掛かります。
ストレージクラスターの起動に失敗した場合は、「ストレージクラスターの起動・停止
操作時の障害の対処」に従い対処してください。
構成パラメーター設定モードの解除は、modeパラメーターに"disable"を、
system_configuration_fileパラメーターに現在のストレージノードのIPアドレスが
記載された構成ファイルを指定して、以下のコマンドを実行します。
CLI：configuration_parameter_setting_mode

「オペレーションガイド」の「ストレージノードを交換する≪Bare metal≫」を参照し、構成
パラメーター設定モードを解除できなかったストレージノード、起動しなかったストレージ
ノード、またはステータスが"Ready"でないストレージノードを交換します。

外部サーバーにバックアップした編集後のSystemConfigurationFile.csvを用意し、
コントローラーノードへアップロードしてください。 

「オペレーションガイド」の「構成情報を変更・設定する≪Bare metal≫」を参照
し、最初の手順から構成情報の変更・設定を再度実施してください。

構成情報の変更・設定が正常に処理されましたか？
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Yes

No

No

Yes

ネットワークを構成する機器(ネットワークスイッチなど)
のログを確認し、すべてのネットワークの状態を確認し
ます。

ネットワークに異常が発生していますか？

ネットワーク構成機器のログから異常内容を確認し、
対処してください。具体的な対処方法は、ネットワー
ク構成機器のベンダーのマニュアルを参照してください。

再度、構成情報の変更・設定コマンドを実行します。

他部位との複合的な要因により一時的な障害が発
生した可能性があります。再度、構成情報の変更・
設定コマンドを実行してください。

構成情報の変更・設定が正常に処理されました
か？

                            終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

15

16

「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを強制
停止する≪Bare metal≫」を実行し、すべてのスト
レージノードの停止後、再度すべてのストレージノード
を起動してください。
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18

16

17

No

Yes

Yes

No

ストレージクラスターの構成パラメーター設定モードを解除してください。その後、すべての
ストレージノードをパワーオフし、再度すべてのストレージノードを起動してください。
ストレージクラスターが起動するまで通常約20分、最大約175分掛かります。
ストレージクラスターの起動に失敗した場合は、「ストレージクラスターの起動・停止
操作時の障害の対処」に従い対処してください。
構成パラメーター設定モードの解除は、modeパラメーターに"disable"を、
system_configuration_fileパラメーターに現在のストレージノードのIPアドレスが
記載された構成ファイルを指定して、以下のコマンドを実行します。
CLI：configuration_parameter_setting_mode

REST API、CLI、VSP One SDS Block 
Administratorにアクセスできない、または
VSP One SDS Block Administratorにアクセ
スできてもログインできないままですか？19

「ストレージクラスターの起動・停止操作時の障害の対処」を参照し、対処してください。

ストレージクラスターは正常に起動しましたか？

以下のログを採取し、サポートセンターに連絡してくだ
さい。
・ 構成情報の変更・設定コマンドの実行画面ログ20

・ コントローラーノードのCLIのログ

外部サーバーにバックアップした編集前のSystemConfigurationFile.csvを用意し、
コントローラーノードにアップロードします。また、構成情報の変更をする際に外部環境
(ネットワーク)の設定を変更している場合は、変更前の設定に戻してください。
構成情報の変更・設定コマンドを実行する際にサーバー証明書検証を実施する場合
は、コントローラーノードがアクセスするDNSサーバーにストレージノードのFQDNから変
更前のストレージノードのIPアドレスの正引きができるようにしてください。21

19. SSL/TLS証明書エラーが発生した場合は、「オペレーションガイド」の「サーバー証明書に関する警告メッセージが表示され
　　　たときの対処」を参照し、箇条書きで記載されている実行環境ごとの警告無視方法に従ってください。
20. 最初に構成情報の変更・設定を実施したときからすべての実行操作の画面のログを採取してください。
21. DNSサーバーを利用している場合、コントローラーノードおよびストレージノードは、DNSサーバーにおいて設定された時間
　　　(DNS TTL)だけ、DNSへの問い合わせ結果をキャッシュしています。このため、DNSサーバー側の登録内容(ホスト名と
　　　IPアドレスの対応)を変更したときは、DNS TTLの間、コントローラーノードおよびストレージノードが古いIPアドレスにアクセス　　　
　　　する場合があります。従って、DNSサーバー側の登録内容(ホスト名とIPアドレスの対応)を変更したときはDNS TTLで
　　　設定された時間が経過したあとに操作を実行してください。
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1817

No

Yes

No

Yes

「オペレーションガイド」の「構成情報を変更・設定する≪Bare metal≫」を参照
し、最初の手順から構成情報の変更・設定を再度実施してください。
構成情報の変更・設定実施時、new_system_configuration_fileパラメーター、
およびcurrent_system_configuration_fileパラメーターに編集前の
SystemConfigurationFile.csvを指定してください。
手順内のストレージクラスターの再起動後から構成情報を変更・設定するまでの間に、
コントローラーノードからすべてのストレージノードの構成情報変更前の管理ネットワーク
IPアドレスに対し、pingコマンドを実行してください。22

pingコマンドが失敗したストレージノードがある場合、「構成情報の変更・設定時の
障害により、管理ネットワークのIP アドレス設定を行う場合の対処≪Bare metal≫」
を参照し、当該ストレージノードの管理ネットワークのIPアドレスをコンソール
インターフェイスから確認してください。構成情報の変更前のIPアドレスでない場合、
コンソールインターフェイスから構成情報の変更前のIPアドレスに戻してください。

構成情報の変更・設定が正常に処理されました
か？

ストレージクラスターの構成パラメーター設定モードを解除してください。その後、すべての
ストレージノードをパワーオフし、再度すべてのストレージノードを起動してください。
ストレージクラスターが起動するまで通常約20分、最大約175分掛かります。
ストレージクラスターの起動に失敗した場合は、「ストレージクラスターの起動・停止
操作時の障害の対処」に従い対処してください。
構成パラメーター設定モードの解除は、modeパラメーターに"disable"を、
system_configuration_fileパラメーターに現在のストレージノードのIPアドレスが
記載された構成ファイルを指定して、以下のコマンドを実行します。
CLI：configuration_parameter_setting_mode

REST API、CLI、VSP One SDS Block 
Administratorにアクセスできない、またはVSP 
One SDS Block Administratorにアクセスでき
てもログインできないままですか？23

以下のログを採取し、サポートセンターに連絡してくだ
さい。
・ 構成情報の変更・設定コマンドの実行画面ログ24

・ コントローラーノードのCLIのログ

以下のログを採取し、サポートセンターに連絡してくだ
さい。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル
・ 構成情報の変更・設定コマンドの実行画面ログ24

・ コントローラーノードのCLIのログ

22. 以下のコマンドを実行することでストレージノードの管理ネットワークのIPアドレスの接続性を確認できます。
      ping <管理ネットワークのIPアドレス>
23. SSL/TLS証明書エラーが発生した場合は、「オペレーションガイド」の「サーバー証明書に関する警告メッセージが表示され
    　たときの対処」を参照し、箇条書きで記載されている実行環境ごとの警告無視方法に従ってください。
24. 最初に構成情報の変更・設定を実施したときからすべての実行操作の画面のログを採取してください。
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No

Yes

No

Yes

「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを強制停止する≪Bare metal≫」を実行し、すべてのスト
レージノードの停止後、再度すべてのストレージノードを起動してください。

                             　　　　　 終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残ってないか確認してください。)

外部サーバーにバックアップした編集前のSystemConfigurationFile.csvを用意し、コントローラー
ノードにアップロードします。また、構成情報の変更をする際に外部環境(ネットワーク)の設定を変更して
いる場合は、変更前の設定に戻してください。
構成情報の変更・設定コマンドを実行する際にサーバー証明書検証を実施する場合は、コントローラー
ノードがアクセスするDNSサーバーにストレージノードのFQDNから変更前のストレージノードのIPアドレス
の正引きができるようにしてください。25

コントローラーノードからすべてのストレージノードの構成情報変更前の管理ネットワークIPアドレスに対し、
pingコマンドを実行してください。26

ストレージノードの障害などにより、構成情報の変更・設定前のIPアドレスにpingコマンドを実行できない
場合は、対象ストレージノードをパワーオフして以降の手順を実施してください。
ストレージノードの障害などがなくpingコマンドが失敗したストレージノードがある場合、「構成情報の
変更・設定時の障害により、管理ネットワークのIP アドレス設定を行う場合の対処≪Bare metal≫」
を参照し、当該ストレージノードの管理ネットワークのIPアドレスをコンソールインターフェイスから
確認してください。構成情報の変更前のIPアドレスでない場合、コンソールインターフェイスから構成情報
の変更前のIPアドレスに戻してください。

new_system_configuration_fileパラメーター、およびcurrent_system_configuration_file
パラメーターに編集前のSystemConfigurationFile.csvを指定し、再度、構成情報の変更・設定
コマンドを実行します。

構成情報の変更・設定が正常に処理されましたか？

外部サーバーにバックアップした編集後のSystemConfigurationFile.csvを用意し、コントローラー
ノードへアップロードしてください。 

「オペレーションガイド」の「構成情報を変更・設定する≪Bare metal≫」を参照し、最初の手順
から構成情報の変更・設定を再度実施してください。

構成情報の変更・設定が正常に処理されましたか？

25. DNSサーバーを利用している場合、コントローラーノードおよびストレージノードは、DNSサーバーにおいて設定された時間
     (DNS TTL)だけ、DNSへの問い合わせ結果をキャッシュしています。このため、DNSサーバー側の登録内容(ホスト名とIP
     アドレスの対応)を変更したときは、DNS TTLの間、コントローラーノードおよびストレージノードが古いIPアドレスにアクセスす
　　 る場合があります。従って、DNSサーバー側の登録内容(ホスト名とIPアドレスの対応)を変更したときはDNS TTLで設定さ
     れた時間が経過したあとに操作を実行してください。
26. 以下のコマンドを実行することでストレージノードの管理ネットワークのIPアドレスの接続性を確認できます。
      ping <管理ネットワークのIPアドレス>

21

20

22
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3.7.2 構成情報の変更・設定時の障害により、管理ネットワークの IP
アドレス設定を行う場合の対処≪Bare metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

コンソールインターフェイスを使用して、管理ネットワークの IP アドレスの確認と設定の変更を行

います。

本対処は、「構成情報の変更・設定時の障害の対処≪Bare metal≫」から参照されます。

確認すべきネットワーク設定値については、「構成情報の変更・設定時の障害の対処≪Bare metal

≫」で特定します。「構成情報の変更・設定時の障害の対処≪Bare metal≫」を必ず実施してくださ

い。

注意 入力モードの状態で、入力欄には以下の文字以外は入力しないでください。

• 数字(0-9)

• 英大文字(A-Z)、英小文字(a-z)

• 記号(! " # $ % & ' ( ) * + , - . / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ _ ` { | } ~)

上記以外の文字やキーを入力すると、画面が正常に表示されないことがあります。その場合は、一度別の画面を

表示したあと、再度元の画面を表示してください。

前提条件

• 実行に必要なロール：Service

• コンソールインターフェイスでの使用(isEnabledConsoleLogin)が有効化されているユーザーで

あること

操作手順

1. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」を参照し、スト

レージノードのコンソールインターフェイスにログインします。

2. Storage node console top menu 画面に、[Set control network settings]のメニューが表示さ

れていることを確認します。[Set control network settings]が表示されていない場合は、以下

の情報を採取してサポートセンターに連絡してください。

◦ VSP One SDS Block のダンプログファイル

ダンプログファイルが採取可能なすべてのストレージノードのダンプログファイルを採取

してください。

◦ 構成情報の変更・設定コマンドの実行画面ログ

最初に構成情報の変更・設定を実施したときからすべての実行操作の画面のログを採取して

ください。

◦ コントローラーノードの CLI のログ

3. Storage node console top menu 画面から、[Set control network settings]を選択します(矢

印キーで選んで[Enter]キーを押します)。

4. Set control network settings 画面にて、以下の設定値が正しいかどうかを確認し、必要があ

れば変更します。確認、入力が終わったら[OK]を選択します。

Set management port settings 画
面上の項目名

対応する VSSB 構成ファイル上の項目名または内容

IP address ControlNWIPv4

Subnet mask ControlNWIPv4Subnet
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Set management port settings 画
面上の項目名

対応する VSSB 構成ファイル上の項目名または内容

MTU ControlNWMTUSize

Routing table ControlInterNodeNWIPv4RouteDestinationX、

ControlInterNodeNWIPv4RouteGatewayX および

ControlInterNodeNWIPv4RouteInterfaceX で 1 セット(X は共通の

数字)となっているルーティング設定のうち、

ControlInterNodeNWIPv4RouteInterfaceX の値が"control"となっ

ているセットの数。

メモ

• 入力した値が入力規則を満たしていない場合は、画面下部にエラーメッセージが出力されます。エラー

メッセージが出力された場合は、内容を確認して入力した値を修正してください。

• 確認すべきネットワーク設定値については、「構成情報の変更・設定時の障害の対処≪Bare metal≫」で

特定します。「構成情報の変更・設定時の障害の対処≪Bare metal≫」を必ず実施してください。

5. Set control network settings (Routing setting)画面にて、管理ポートのルーティング設定が

正しいかどうかを確認し、必要があれば変更します。

Set control network settings 画面で入力した Routing setting の数によって、Set control

network settings (Routing setting)画面は最大で 4画面続きます。最後の画面では[OK]が選

択できます。

確認、入力が終わったら[Next]または[OK]を選択します。

Set control network settings
(Routing setting)画面上の項目名

対応する VSSB 構成ファイル上の項目名

Destination ControlInterNodeNWIPv4RouteDestinationX*

Gateway ControlInterNodeNWIPv4RouteGatewayX*

* ControlInterNodeNWIPv4RouteDestinationX、ControlInterNodeNWIPv4RouteGatewayX および

ControlInterNodeNWIPv4RouteInterfaceX を 1 セット(X は共通の数字)として、

ControlInterNodeNWIPv4RouteInterfaceX の値が"control"となっているすべてのセットを入力してくだ

さい。

Confirm control network settings 画面が表示されます。

メモ

• 入力した値が入力規則を満たしていない場合は、画面下部にエラーメッセージが出力されます。エラー

メッセージが出力された場合は、内容を確認して入力した値を修正してください。

• 入力途中に[Previous]で前の画面に戻った場合は、入力途中の情報は保持されないことがあります。

[Next]または[OK]で再度画面遷移を行ったら、入力内容が正しいか見直してください。

• 確認すべきネットワーク設定値については、「構成情報の変更・設定時の障害の対処≪Bare metal≫」で

特定します。「構成情報の変更・設定時の障害の対処≪Bare metal≫」を必ず実施してください。

6. ここまでで、ネットワーク設定を何も変更していない場合は、以降の操作は不要です。[Back to

top]を選択し、Storage node console top menu 画面に戻り、[Logout]を選択します。

ネットワーク設定の変更をしている場合は、次の手順に進みます。

7. Confirm control network settings 画面に表示された内容を確認します。

Confirm control network settings 画面は最大で 5画面続きます。最後の画面では[Submit]が

選択できます。

設定内容に問題がなければ、[Submit]を選択して設定を実行してください。設定が成功すると、

自動的に Storage node console top menu 画面に戻ります。
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[Submit]を選択後、Storage node console top menu 画面に戻るまで 40 秒ほど時間が掛かる場

合があります。

メモ 設定内容が不正などの理由でエラーが発生した場合は、画面下部にエラーメッセージが出力されます。
エラーメッセージが出力された場合は、内容を確認してください。設定値を修正するには、[Previous]で前
の画面に戻り、入力した値を修正してください。

8. Storage node console top menu 画面で[Logout]を選択し、ログアウトします。

ログアウトが成功すると、Keyboard layout configuration 画面が表示されます。

注意

• コンソールインターフェイスでの作業が完了したら、必ずログアウトしてください。

ログアウトせずに BMC のリモートコンソールを終了させた場合、ログイン状態が維持されます。この状

態で再度 BMC のリモートコンソールにアクセスした場合はログイン済みの画面が表示されることがあり

ます。

• 日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズを使用している場合、コンソールインターフェイス操作中に

画面から離れるときは、ログアウトしてください。

複数のユーザーが iLO リモートコンソール(HTML5 Console)に接続を行うと、iLO は同時接続を通知する

ダイアログを表示します。ダイアログを操作することで、あとから接続したユーザーの接続を拒否する

ことができますが、何も操作を行わなかった場合、あとから接続したユーザーに接続を許可するため、

ログイン状態の画面が操作可能になる場合があります。

• 日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズでは、30 分間キー操作が行われなかった場合、自動でログア

ウトされます。

9. 変更後の IP アドレスに対して、コントローラーノードから ping を実行し接続性を確認します。

3.8 SSL/TLS 証明書エラー発生時の対処

≪Bare metal≫REST API/CLI を実行時、または VSP One SDS Block Administrator 表示時にセキュ

リティー警告が表示された場合、以下のフローに従って障害に対処してください。

≪Cloud for AWS≫REST API/CLI での操作実行時、VSP One SDS Block インストーラーでの操作(ス

トレージノードの増設・交換、構成ファイルのエクスポート)実行時、または VSP One SDS Block

Administrator 表示時にセキュリティー警告が表示された場合、以下のフローに従って障害に対処

してください。

≪Cloud for Google Cloud≫REST API/CLI での操作実行、または VSP One SDS Block

Administrator 表示時にセキュリティー警告が表示された場合、以下のフローに従って障害に対処

してください。

≪Cloud for Microsoft Azure≫REST API/CLI での操作実行、または VSP One SDS Block

Administrator 表示時にセキュリティー警告が表示された場合、以下のフローに従って障害に対処

してください。

この節では、Subject Alternative Name を SAN と表記しています。
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コントローラーノードで、REST APIを利用するクラ
イアントソフトウェア、VSP One SDS Block 
Administratorを利用するブラウザーでエラーが
発生した場合、SSL/TLSの暗号スイートの要件1

を満たしていますか？

SSL/TLS証明書エラー発生

「オペレーションガイド」の「サーバー証明書に関する
警告メッセージが表示されたときの対処」を参照し、
警告を無視して再実行してください。

証明書検証のセキュリティー警告を無視しますか？2

                    　　　終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

接続先として指定した値(FQDNまたはIPアドレス)
が、サーバー証明書のSANまたはCNの情報に含ま
れていますか？3

1. 「オペレーションガイド」の「SSL/TLS 通信のクライアント要件」記載の要件を参照してください。
2. 警告を無視した場合でも、安全な通信ではありませんがSSL/TLS通信を行うことはできます。
     (通信の暗号化は行われますが、通信相手の認証は行われません。)
3. サーバー証明書のSANまたはCNの情報ごとの、指定すべき接続先については、「オペレーションガイド」の「SSL/TLS 通信の
     クライアント要件」記載を参照してください。

ブラウザーまたはopensslコマンドで証明書情報を
確認してください。

要件を満たしてから再実行してください。

サーバー証明書のSANまたはCNのIPアドレスまたは
FQDNを含むよう、接続先を指定し、再実行してくだ
さい。

接続先として指定したい代表IPアドレスまたは
管理ポートのIPアドレス、またはそれらに対応する
FQDNがサーバー証明書のSANまたはCNに含ま
れていますか？

Yes No

Yes

Yes
No

No

No

No
Yes

Yes

1 2

コントローラーノードでREST APIまたはVSP One 
SDS Block Administratorを使用した際にエラ
ーが発生しましたか？
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「オペレーションガイド」を参照し、認証局でサーバー
証明書を再発行してください。

「オペレーションガイド」を参照し、発行されたサーバー
証明書をストレージにインポートしてください。

クライアント側に、サーバー証明書を信頼する
ルート証明書がインポートされていますか？

「オペレーションガイド」を参照し、ストレージにインポー
トしたサーバー証明書に対応するルート証明書を
クライアント側にインポートしてください。

使用している証明書の有効期間が切れています
か？

21

使用している証明書は自己署名証明書ですか？
Yes

Yes

No

No

No

Yes

                         終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

サポートセンターに連絡してください。

ブラウザーまたはopensslコマンドで証明書情報を
確認した結果を採取してください。またダンプログ
ファイル未採取の場合、すべてのストレージノードに
対し、ダンプログファイルを採取してください。

3.9 ユーザー認証エラー発生時の対処

ユーザー認証で以下のエラーが発生した場合、以下のフローに従って障害に対処してください。

• VSP One SDS Block Administrator のログインに失敗し、エラーメッセージが表示された

• REST API/CLI 実行時に、HTTP ステータスコード 401 や 403 が返却された

• REST API/CLI 実行時に、トラブルシューティングガイドに従って認証エラーに対処する、とい

う Solution が表示された

• VSP One SDS Block Administrator にて、初回ログイン時またはパスワードの有効期限切れのと

きのパスワード変更に失敗して、エラーメッセージが表示された

• REST API/CLI にて自身のパスワード変更に失敗し、エラーメッセージが表示された
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1

Yes

No

Yes

No

Yes

No

ユーザー認証エラー発生

REST API/CLI/VSP One SDS Block 
Administratorの使用時のエラーですか？

対象の障害は「障害が特定の操作時に発生した
場合」の「操作」と「障害内容」に該当しますか？

対象の障害は解消しましたか？

REST API/CLI/VSP One SDS Block 
Administratorの使用時のエラーメッセージに従って
対処してください。

「障害が特定の操作時に発生した場合」の該当した
「参照先」に従って対処してください。

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください。）
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2

No

1

7

Yes

No

No

Yes

No

Yes

REST API/CLIでチケット認証時のエラーですか？

「REST API リファレンス」や「CLI リファレンス」を参
照し、実行したREST API/CLIがチケット認証に対
応しているか確認してください。

実行したREST API/CLIはチケット認証に対応し
ていましたか？

実行したREST API/CLIに対応する認証方法を使
用して、再度実行してください。

ユーザー認証に成功しましたか？

                            終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください。）

Yes

No

REST API/CLI/VSP One SDS Block 
Administratorで自身のパスワードを変更する
操作時のエラーですか？
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2

6
4

3

5

Yes

No

Yes

No

Yes

No

外部認証サーバー(LDAP/AD)と連携しています
か？

messageId=KARS20012-Eのエラーメッセージ
が表示されましたか？

「オペレーションガイド」の「ストレージノードを保守す
る」を参照し、アクセス対象であるクラスターマスター
ノード(プライマリー)の保守閉塞と保守回復を実行し
てください。

再度、はじめに失敗した操作を実行してください。

ユーザー認証に成功しましたか？

ダンプログファイルが未採取の場合、すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

                             終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください）
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3

5

外部認証サーバーに登録したユーザーID/パスワード
を確認し、正しいユーザーID/パスワードで再認証し
てください。

「外部認証サーバーとの接続を確認する場合の
対処」を参照して、外部認証サーバーとの接続を
確認してください。

Yes

No
「外部認証サーバーとの接続を確認する場合の
対処」は終了で終わりましたか？

終了
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5

6

4

Yes

No

No

Yes

「オペレーションガイド」の「自身のパスワードを変更す
る」を参照し、期限切れのパスワードを変更してくださ
い。

パスワードの変更に成功しましたか？

パスワード変更失敗時に
messageId=KARS20014-Eのエラーメッセージ
が表示されましたか？

「オペレーションガイド」の「ユーザー認証設定を取得
する」を実施可能な他のシステム管理者に依頼し、
パスワードに設定可能な条件を確認してください。

「オペレーションガイド」の「自身のパスワードを変更す
る」を参照し、設定可能な条件を満たすパスワードに
変更してください。

変更したパスワードを使用して、再認証してください。
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８

8

7

messageId=KARS20014-Eのエラーメッセージが
表示されましたか？

「オペレーションガイド」の「ユーザー認証設定を取得
する」を参照し、パスワードに設定可能な条件を確認
してください。

サポートセンターに連絡してください。

「オペレーションガイド」の「ストレージノードを保守
する」を参照し、アクセス対象であるクラスターマスター
ノード(プライマリー)の保守閉塞と保守回復を実行
してください。

パスワードの変更に成功しましたか？

ダンプログファイルが未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

「オペレーションガイド」の「ユーザー認証設定を取得
する」を実施可能な他のシステム管理者に依頼し、
パスワードに設定可能な条件を確認してください。

Yes

No

Yes

No

Yes

No

再度、初めに失敗したパスワードの変更を実行して
ください。

「オペレーションガイド」の「自身のパスワードを変更
する」を参照し、設定可能な条件を満たすパスワード
に変更してください。

パスワードに設定可能な条件を確認できましたか？

終了

3.9.1 外部認証サーバーとの接続を確認する場合の対処

外部認証サーバーとの接続を確認する場合は、以下のフローに従って対処してください。
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1

6

2

Yes

No

Yes

No

No

Yes

3

6

No

Yes

ローカルユーザーでREST API、またはCLIを使用して、外部認証サーバーとの接続性
を確認します。
REST API：
POST /v1/objects/external-auth-server-setting/actions/verify-
connectivity/invoke
CLI：external_auth_server_setting_verify_connectivity

REST API、またはCLIでの確認結果は正常でし
たか？1

以下のすべての条件を満たしていますか？
1. 外部認証サーバーのURLはFQDNで指定して
    いる
2. DNSサーバーを設定していない

終了

表示されたエラーメッセージは接続失敗(例えば
"Failed to connect"、"Connect error")を
含むエラーですか？

外部認証サーバーとの接続を確認

表示されたエラーメッセージは"referral"を含む
エラーですか？

baseDn(CLI:--base_dn)、
userTreeDn(CLI:--user_tree_dn)、または
userGroupTreeDn(CLI:--user_group_tree_dn)
のパラメーターが誤っています。
お使いのLDAPのディレクトリ情報ツリーを見直し、
「オペレーションガイド」の「外部認証サーバーを利用
する」に従って再認証してください。

1. REST API、またはCLIの確認結果が正常である条件は以下のとおりです。
　・レスポンスのHTTPステータスコードが200であること
　・errorがnullであること
　・resultのnumberOfExternalUsersにuserTreeDn(CLI:--user_tree_dn)以下のユーザー数が表示されること
　・resultのnumberOfExternalUserGroupsにuserGroupTreeDn(CLI:--user_group_tree_dn)以下の
　　グループ数が表示されること
　表示されるユーザー数やグループ数が実際とは異なることがありますが問題ありません。

「オペレーションガイド」の「外部認証サーバーを利用する」を確認し、以下に問題が
ないか確認してください。
・外部認証サーバーの設定
・外部認証サーバーへの外部ユーザーや外部グループの登録
・ストレージクラスターへの外部認証サーバーの設定
・ストレージクラスターへの外部ユーザーや外部グループの登録
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6

4

1

6

以下を確認し、「オペレーションガイド」の「外部認証サーバーを利用する」に従って
再認証してください。
・外部認証サーバーのサーバー証明書の信頼性を証明するルート証明書が
　ストレージクラスターにインポートされていること2

・サーバー証明書とルート証明書は有効期限内であること2

・ストレージクラスターに設定した外部認証サーバーのURL内にあるFQDNが
　外部認証サーバーにインポートした証明書のCommon NameまたはSubject
　Alternative Nameに含まれていること

2. 外部認証サーバーのサーバー証明書は以下のコマンドで表示できます。
　　openssl s_client -connect 外部認証サーバー -showcerts
　　表示されるルート証明書のissuer や、発行日付が正しいことを確認してください。

表示されたFQDNまたはIPアドレスに、pingで接続
できますか？

No

Yes

No

Yes

No

Yes

TLSプロトコルを使用していますか？

表示されたエラーメッセージは"certificate"を含む
エラーですか？

環境およびDNSサーバーの設定を見直し、是正し
再実行してください。

ダンプログファイルが未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。
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2

6

ローカルの有効なSecurityロールを持つユーザーが
存在しますか？

サポートセンターに連絡してください。

ローカルの有効なServiceロールを持つユーザーが
存在しますか？

ローカルのServiceロールを持つユーザーを作成してく
ださい。

「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターの構成
情報を変更・設定する≪Bare metal≫」を参照し、
有効なDNSサーバーを再設定してから再認証してく
ださい。

Yes

No

Yes

No

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。
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3

5 6

No

Yes

No

Yes

Yes

No

表示されたエラーメッセージは"LDAP server 
needs secure connection"を含むエラー
ですか？

外部認証サーバーとしてWindows Serverを利用
する場合は、TLSプロトコルを有効にして下さい。
「オペレーションガイド」の「外部認証サーバーを利用
する」に従って再認証してください。

表示されたエラーメッセージは"Invalid bind_dn"を
含むエラーですか？

bindDn(CLI:--bind_dn)または
bindDnPassword(CLI:--bind_dn_password)
のパラメーターが誤っています。
「オペレーションガイド」の「外部認証サーバーを利用
する」に従って再認証してください。

表示されたエラーメッセージは
"Invalid user_tree_dn"、
"Invalid user_object_class"、
"Invalid user_id_attribute"、
"Invalid user_group_tree_dn"、
"Invalid user_group_object_class"、または
"Invalid external_group_name_attribute"
を含むエラーですか？

表示されたパラメーター3が誤っています。お使いの
LDAPのスキーマを見直し、パラメーターを修正して、
「オペレーションガイド」の「外部認証サーバーを利用
する」に従って再認証してください。

3. APIの場合は、各メッセージに以下のパラメーターが対応します。
　　userTreeDn、userObjectClass、userIdAttribute、userGroupTreeDn、userGroupObjectClass、
　　externalGroupNameAttribute
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4

6

LDAPサーバーには、サーバー証明書がインストール
されていますか？

サーバー証明書をインストールしてください。

「オペレーションガイド」の「外部認証サーバーを利用
する」にある「注意：ストレージシステムと外部認証
サーバーの接続のセキュリティーを確保するため、外
部認証サーバーを下記のように構成してください。」を
確認し、再認証してください。

Yes

No
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5

6

LDAPサーバーのURLが空文字でない。かつ、
以下のいずれかですか？
・resultがnull
・numberOfExternalUsersと
　numberOfExternalUserGroupsに実際の
　ユーザー数とグループ数が表示されない

問題が解決しましたか？

終了

表示されたエラーメッセージから対処方法がわかり
ますか？

ダンプログファイルが未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

エラーの内容を確認し、対処してから再認証してくだ
さい。

No

Yes

No

Yes

No

Yes

ストレージクラスターが、LDAPサーバーから、
ユーザー数とグループ数を取得できていません。
お使いのLDAPのスキーマを見直し、パラメーターを
修正して、「オペレーションガイド」の「外部認証サー
バーを利用する」に従って再認証してください。

3.10 REST API/CLI 利用不可時の対処

REST API/CLI 実行に失敗する場合、以下のフローに従って障害に対処してください。
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Yes≪Cloud»

Yes 
≪Cloud for Google Cloud≫

No≪Cloud for Google Cloud≫以外

No≪Bare metal≫

Yes

No

Yes

1

Yes

No

2

No

REST API/CLI利用不可発生

対象のストレージシステムはCloudモデルですか？

対象のストレージシステムはCloudモデル for 
Google Cloudですか？

「チェックする項目一覧≪Cloud for Google 
Cloud≫」の「REST API/CLI での操作の場合は、
アクセス先のアドレスは正しく指定されていますか。」
に従って対処してください。

≪Cloud for AWS≫「チェックする項目一覧
≪Cloud for AWS≫」の「REST API/CLI での操
作、VSP One SDS Block インストーラーでの操
作の場合は、アクセス先のアドレスは正しく指定さ
れていますか。」に従って対処してください。
≪Cloud for Microsoft Azure≫「チェックする項
目一覧≪Cloud for Microsoft Azure≫」の
「REST API/CLI での操作の場合は、アクセス先
のアドレスは正しく指定されていますか。」に従って
対処してください。Google Cloudコンソールから「ロードバランシング」

サービスに移動して、VSP One SDS Blockで
作成したロードバランサーを選択してください。
ロードバランシグの詳細情報に表示されている、
ヘルスチェックの正常値の値が、以下の例を参考に
したとき"x”が1になっていますか？
例 (x/3)の"x"が0の場合、障害となります。
　  (x/3)の"/3"は、構成パターンにより変動
　　します。 

                            終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
    てないか確認してください）

Google Cloudコンソールから「ファイアウォールポリ
シー」サービスに移動して、VSP One SDS Blockで
作成したネットワーク(コントロール)で、ロードバランサー
とVMインスタンス間でプロトコル(443)が許可されて
いることを確認してください。
許可されていない場合は、Google Cloudのユーザー
ガイドを参照し対処してください。 

REST API/CLIは利用可能になりましたか？ 

                            終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
    てないか確認してください）

「オペレーションガイド」の「許可リストを設定する
≪Cloud≫」 を参照し、コントローラーノードとロード
バランサーのIPアドレスが許可されていることを確認
してください。 

ヘルスチェックが正常な値に戻りましたか？ 

サポートセンターに連絡してください。
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3

Yes

No

No

4

No

Yes

Yes
11

7

Yes

No Yes

No

Yes

No

1

Yes

No

2

サポートセンターに連絡してください。

1. コンソールから以下のコマンドを実行することでネットワークの疎通状況を確認できます。
　　・Windowsの場合(PowerShell上で下記を実行)
 　　 > Test-NetConnection <対象ストレージノードのIPアドレス> -Port 443
　　・Linuxの場合
  　　$ curl -k -I https://<対象ストレージノードのIPアドレス>/hsds/

                            終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください）

「CLI システムエラーの対処」に従って対処してくだ
さい。

エラーメッセージにsolutionの記載がありますか?

≪Bare metal≫「チェックする項目一覧≪Bare 
metal≫」の「REST API/CLI での操作で宛先に
FQDN を指定している場合、正しく名前解決できて
いますか。」に従って対処してください。
≪Cloud for Google Cloud≫「チェックする項目
一覧≪Cloud for Google Cloud≫」の「REST 
API/CLI での操作で宛先にFQDN を指定している
場合、正しく名前解決できていますか。」に従って
対処してください。

障害はCLI実行時に発生しましたか?

コントローラーノードと、VSP One SDS Block 
Administrator/REST API/CLIを使用するとき
にアクセスしたストレージノード間で、ネットワーク疎
通に問題が発生していますか?1

VSP One SDS Block 
Administrator/REST API/CLIのアクセスが
失敗した環境において、ストレージノードの指定
に使用したFQDNをDNSに問い合わせてIPアド
レスを正引きできますか？

VSP One SDS Block Administrator/REST 
API/CLIを使用するときにアクセスしたストレージ
ノードの指定方法はFQDNですか？

IPアドレスは許可されていますか？
「オペレーションガイド」の「許可リストを設定する
≪Cloud≫」 を参照し、コントローラーノードとロードバ
ランサーのIPアドレスを許可するよう設定してください。 

REST API/CLIは利用可能になりましたか？ 
                            終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください）
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Yes

No

Yes

No

3

No

Yes

サポートセンターに連絡してください。

REST API/CLI実行時に指定したIPアドレスは、
ストレージクラスターの代表IPアドレスですか？

ストレージクラスターの代表IPアドレスでの接続が正
常に行えますか？2

ストレージクラスターの代表IPアドレスと同じIPアドレ
スがほかで使用されていますか？

以下のどちらかを実施してください。
・ほかで使用しているIPアドレスを変更する。
・VSP One SDS Blockの
　ストレージクラスターの代表IPアドレスを変更する。
　ストレージクラスターの代表IPアドレスを変更する
　場合は「オペレーションガイド」の「構成情報を
　変更・設定する≪Bare metal≫」を参照し、 構
　成情報の変更・設定を再度実施してください。

                            終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください。）

2. 以下のコマンドを実行することでストレージクラスターの代表IPアドレスの接続性を確認できます。
     > ping <ストレージクラスターの代表IPアドレス> 
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Yes

No
No

Yes

Yes

No

messageId=KARS15023-Eのエラーメッセージ
が表示されましたか?

「障害の切り分け」の最初から実施しましたか?

以下のログを採取し、サポートセンターに連絡してくだ
さい。
・VSP One SDS Blockのダンプログファイル
・コントローラーノード上のCLIで問題が発生した
 場合は、CLIのログ

「障害の切り分け」の最初から実施してください。

                            終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

アクセス失敗時のHTTPステータスが"403"、かつ、
messageId=KARS15583-Eの応答ですか？

「オペレーションガイド」の「許可リストを設定する
≪Bare metal≫」を参照し、アクセスに失敗したコント
ローラーノードを許可リストに登録してください。

6

4

5
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65

No

Yes

No

Yes

No

Yes

HTTPステータスが"503"の応答ですか？

パラメーターにファイルを指定、または1MiBを超える
サイズのリクエストボディーを指定しましたか？

ユーザー認証情報が間違っている、またはREST 
APIとして存在しないURLとHTTPメソッドの組を指
定していますか？

solutionに記載されているアクションを実施してくださ
い。

指定内容を見直してください。

                            終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)
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Yes

No No

Yes

No

Yes

Yes

No

messageId=KARS15023-Eのエラーメッセージ
が表示されましたか?

「障害の切り分け」の最初から実施しましたか?

以下のログを採取し、サポートセンターに連絡してくだ
さい。
・VSP One SDS Blockのダンプログファイル
・コントローラーノード上のCLIで問題が発生した
  場合は、CLIのログ

「障害の切り分け」の最初から実施してください。

                            終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください。）

messageId=KARS15583-Eのエラーメッセージ
が表示されましたか?

--formatオプションの引数に"json"を指定しました
か?

--format jsonを指定して再実行してください。

8

10

11

7
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9

8

No

Yes

No

Yes

messageId=KARS15400-E または
KARS19400-Eのエラーメッセージが表示されまし
たか?

指定されたユーザー認証情報を用いて、ほかのCLI
コマンドを実行した場合、ユーザー認証に失敗しま
すか?

表示されたユーザー認証エラーのsolutionに従って
ください。解決しない場合は「ユーザー認証エラー
発生時の対処」を参照してください。

しばらく待ってから再実行してください。 

                            終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください。）
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No

Yes

messageId=KARS19029-Eのエラーメッセージ
が表示されましたか？

solutionに記載されているアクションを実施してくださ
い。

solutionに記載されているアクションが実施できまし
たか？

以下のログを採取し、サポートセンターに連絡してくだ
さい。
・VSP One SDS Blockのダンプログファイル
・コントローラーノード上のCLIで問題が発生した
  場合は、CLIのログ

No

Yes

No

Yes

Yes

No

CLIを実行したコントローラーノードは要件を満たし
ていますか？3

コントローラーノードを再起動して、CLIを再実行して
ください。

コントローラーノードの要件を満たしてから、CLIを
再実行してください。

CLIの実行に成功しましたか？

以下のログを採取し、サポートセンターに連絡してくだ
さい。
・VSP One SDS Blockのダンプログファイル
・CLIのログ

                             終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

3. コントローラーノードの要件はBare metalモデルの「セットアップガイド」を参照してください。

9
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No

Yes

Yes

No

HTTPステータスコードが"403"の応答ですか?

「オペレーションガイド」の「許可リストを設定する
≪Bare metal≫」を参照し、アクセスに失敗した
コントローラーノードを許可リストに登録してください。 

ストレージソフトウェアのバージョンとCLIプログラムの
バージョンは一致していますか?4

ストレージソフトウェアのバージョンと一致するバージョン
のCLIプログラムをインストールしてください。
インストール方法はBare metalモデルの「セットアップ
ガイド」の「VSP One SDS Block のCLI プログラムを
インストールする」を参照ください。

以下のログを採取し、サポートセンターに連絡してくだ
さい。
・VSP One SDS Blockのダンプログファイル
・コントローラーノード上のCLIで問題が発生した
  場合は、CLIのログ

                           終了
（「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残っ
てないか確認してください。）

4. ストレージソフトウェアのバージョン確認は「オペレーションガイド」の「ストレージクラスターの情報を取得する」を参照して
　　ください。また、CLIプログラムのバージョンはマスターコマンドオプション --versionで確認できます。詳細は「CLI リファレンス」
    を参照してください。

10

3.10.1 CLI システムエラーの対処

CLI コマンドを実行時に CLI プロセスの起動が完了する前にエラーが発生した場合、システムによ

るエラーメッセージが出力される場合があります。その場合は、エラーメッセージの末尾 1行を確

認してください。

確認した内容の中に、下表の「出力される文字列」と一致するものがある場合は、「対処方法」に

従って対処してください。
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出力される文字列 原因 対処方法

KeyboardInterrupt キーボード入力によって処理が中断さ

れました。

コマンドを再度実行してください。

ImportError: No module

named 'xxx'

必要パッケージがインストールされて

いません。

CLI プログラムを再度インストールし

てください。

MemoryError メモリー不足のため処理が中断されま

した。

≪Bare metal≫メモリー確保のため

コントローラーノードを再起動した

あと、コマンドを再度実行してくださ

い。

問題が継続する場合、コントローラー

ノード上の CLI のログを採取したあ

とにサポートセンターに連絡してく

ださい。

上記以外のメッセージ 内部エラーが発生しています。 ≪Bare metal≫コントローラーノー

ド上の CLI のログを採取したあとに

サポートセンターに連絡してくださ

い。

3.11 イニシエーター名(iSCSI 名)が重複している場合

の対処

iSCSI 接続でイニシエーター名(iSCSI 名)が重複している場合、該当のイニシエーターを持つコン

ピュートノードからボリュームが見えない状態になります。各 OS 別に、以下の手順に従って対処し

てください。

Windows の場合：

操作手順

1. 重複したイニシエーター名(iSCSI 名)のイニシエーターを持つコンピュートノード上で、

[Control Panel]>[Administrative tools]>[iSCSIInitiator]設定画面を開きます。

[Targets]タブで、VSP One SDS Block へと接続している target を選択し、[Disconnect]をク

リックして接続を解除します。
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2. [Configuration]タブで、イニシエーター名(iSCSI 名)を変更するために[Change…]をクリック

します。
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3. New initiator name にユニークなイニシエーター名(iSCSI 名)を入力し、[OK]をクリックしま

す。

4. [Targets]タブで、VSP One SDS Block へと接続していた target を選択し、[Connect]をクリッ

クして再接続を行います。
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5. 再接続後、該当のコンピュートノードからボリュームが見えることを確認します。

再接続後もボリュームが見えないままの場合は、ほかの障害がないか「ストレージクラスターで

障害を検知した場合」に従って確認してください。

Linux(open-iscsi)の場合：

open-iscsi 以外で接続している場合は、該当の接続方法のサポートに連絡してください。

操作手順

1. 重複したイニシエーター名(iSCSI 名)のイニシエーターを持つコンピュートノード上で、接続情

報を確認します。

# iscsiadm -m node
表示された情報のうち、targetname と portalname を記録します。

コマンド実行後の表示例と、targetname および portalname は以下のとおりです。

2. 重複したイニシエーター名(iSCSI 名)のイニシエーターからの接続を解除します。

<targetname>および<portalname>には、手順 1.で記録したものを指定します。
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# iscsiadm -m node -T <targetname> --portal <portalname> --logout
3. /etc/iscsi/initiatorname.iscsi ファイルを vi コマンドなどのエディターで編集します。

# vi /etc/iscsi/initiatorname.iscsi
4. ファイル内の「InitiatorName=<重複しているイニシエーター名(iSCSI 名)>」の行を、ユニーク

なイニシエーター名(iSCSI 名)に変更します。

InitiatorName= <ユニークなイニシエーター名(iSCSI名)>
5. イニシエーターを再接続します。<targetname>および<portalname>には、手順 1.で記録したも

のを指定します。

# iscsiadm -m node -T <targetname> --portal <portalname> --login
6. 再接続後、該当のコンピュートノードからボリュームが見えることを確認します。

再接続後もボリュームが見えないままの場合は、ほかの障害がないか「ストレージクラスターで

障害を検知した場合」に従って確認してください。

VMware ESXi の場合：

操作手順

1. 重複したイニシエーター名(iSCSI 名)を持つコンピュートノード(VMware ESXi)の VMware

vCenter Server または VMware ESXi で、[Storage]>[Adapters]>[Configure iSCSI]設定画面を

開きます。

[Static targets]、[Dynamic targets]に表示されている target 情報を記録し、すべて削除しま

す。

2. ESXCLI コマンドを使用し、Software iSCSI Adapter 情報から Adapter 名を記録します。

# esxcli iscsi adapter list
コマンド実行後の表示例と、Adapter 名は以下のとおりです。
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3. ESXCLI コマンドを使用し、イニシエーター名(iSCSI 名)をユニークなものに変更します。

<AdapterName>には、手順 2で記録した Adapter 名を指定してください。

#esxcli iscsi adapter set -n <ユニークなイニシエーター名(iSCSI名)> -A 
<AdapterName>

4. VMware vCenter Server または VMware ESXi で、[Storage]>[Adapters]>[Configure iSCSI]設定

画面を開き、[Static targets]、[Dynamic targets]に target 情報を登録します。登録する

target 情報は、手順 1.で記録した情報を再度指定してください。

5. 再接続後、該当のコンピュートノードからボリュームが見えることを確認します。

再接続後もボリュームが見えないままの場合は、ほかの障害がないか「ストレージクラスターで

障害を検知した場合」に従って確認してください。

3.12 イニシエーター名(host NQN)が重複している場

合の対処≪Bare metal≫
この節での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

NVMe/TCP 接続でイニシエーター名(host NQN)が重複している場合、該当のイニシエーターを持つコ

ンピュートノードからボリュームが見えない状態になります。各 OS 別に、以下の手順に従って対処

してください。

Linux(nvme-cli)の場合：

nvme-cli 以外で接続している場合は、該当の接続方法のサポートに連絡してください。
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操作手順

1. 重複したイニシエーター名(host NQN)のイニシエーターを持つコンピュートノード上で、接続情

報を確認します。

# nvme list-subsys
表示された情報のうち、Subsystem NQN と tcp traddr を記録します。

コマンド実行後の表示例と、Subsystem NQN および tcp traddr は以下のとおりです。

2. 重複したイニシエーター名(host NQN)のイニシエーターからの接続を解除します。<Subsystem

NQN>には、手順 1.で記録したものを指定します。

# nvme disconnect -n <Subsystem NQN>
3. /etc/nvme/hostnqn ファイルを vi コマンドなどのエディターで編集します。

# vi /etc/nvme/hostnqn
4. ファイル内の重複しているイニシエーター名(host NQN)を、ユニークなイニシエーター名(host

NQN)に変更します。

5. イニシエーターを再接続します。<Subsystem NQN>および<tcp traddr>には、手順 1.で記録した

ものを指定します。

# nvme connect -t tcp -n <Subsystem NQN> -a <tcp traddr> -s 4420
6. 再接続後、該当のコンピュートノードからボリュームが見えることを確認します。

再接続後もボリュームが見えないままの場合は、ほかの障害がないか「ストレージクラスターで

障害を検知した場合」に従って確認してください。

VMware ESXi の場合：

操作手順

1. 重複したイニシエーター名(host NQN)を持つコンピュートノード(VMware ESXi)の VMware

vCenter Server で、[Configure]>[Storage]>[Storage Adapters]一覧画面を開きます。

[Type]が"NVME over TCP"の[Adapter]を選択し、[Controllers]一覧画面を開きます。

[Name]、[Subsystem NQN]に表示されている target 情報を記録し、すべて削除します。

2. 重複したイニシエーター名(host NQN)を持つコンピュートノード上で、ESXCLI コマンドを使用

し、<hostname>をユニークなものに変更します。

イニシエーター名(host NQN)は<hostname>から自動生成されるため、自動で変更されます。

# esxcli system hostname set --host=<hostname>
# esxcli system hostname set --fqdn=<fqdn>
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3. VMware vCenter Server で、[Configure]>[Storage]>[Storage Adapters]一覧画面を開きます。

[Type]が"NVME over TCP"の[Adapter]を選択し、[Controllers]>[ADD CONTROLLER]設定画面を開

き、target 情報を登録します。

target 情報は、手順 1.で記録した[Name]の IP アドレスとポート番号、[Subsystem NQN]を再度

指定してください。

4. 再接続後、該当のコンピュートノードからボリュームが見えることを確認します。

再接続後もボリュームが見えないままの場合は、ほかの障害がないか「ストレージクラスターで

障害を検知した場合」に従って確認してください。

3.13 ライセンスの Health Status に"Alerting"発生時

の対処

VSP One SDS Block Administrator でライセンスの Health Status に"Alerting"が表示された場

合、以下のフローに従って障害に対処してください。

3.13.1 ライセンスの Health Status に"Alerting"発生時のフロー≪
Bare metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。
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1

2

Yes

No

Yes

No
Yes

No

サポートセンターに連絡してください。

3

ライセンスのHealth Statusに"Alerting"発生

VSP One SDS Block AdministratorでLicenses
画面を確認します。

ステータスサマリーが"Normal"以外のライセンスが
ありますか？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

対象のライセンスはプログラムプロダクトライセンス
ですか？

対象のライセンスは今後も使用する機能の
ライセンスですか？

「オペレーションガイド」の「ライセンス管理の概要≪Bare 
metal≫」を参照し、Subscriptionライセンスのライセ
ンスキーを購入してください。

「オペレーションガイド」の「ライセンスを削除する≪Bare 
metal≫」を参照し、ライセンスを削除してください。

「オペレーションガイド」の「ライセンスを登録する≪Bare 
metal≫」を参照し、発行されたライセンスを登録してく
ださい。
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1

Yes

No

Yes

No

4

1.ライセンス期限切れの場合、CAUSEに"Term"が含まれます。 

2.ライセンス容量不足の場合、CAUSEに"Capacity"が含まれます。

対象ライセンスのCAUSEを確認してください。

「オペレーションガイド」の「ライセンスを登録する≪Bare 
metal≫」を参照し、発行されたライセンスを登録して
ください。

「オペレーションガイド」の「ライセンス管理の概要
≪Bare metal≫」を参照し、追加容量ライセンスのライ
センスキーを購入してください。

「オペレーションガイド」の「ライセンス管理の概要
≪Bare metal≫」を参照し、期間延長ライセンスまた
は永続ライセンスのライセンスキーを購入してくださ
い。

CAUSEは"ライセンス容量不足"ですか？2

CAUSEは"ライセンス期限切れ"ですか？1
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対象のライセンスのステータスサマリーは"Normal"
ですか？

No

Yes

Yes

No

Yes

Yes

No

No

対象のライセンスのCAUSEが変化しましたか？

ライセンスのHealth Statusに"Alerting"が発生
していますか？

ライセンスのHealth Statusに"Alerting"が発生
していますか？

                          終了
(「VSP One SDS Block Administrator でヘルス
ステータス異常を検知した場合」を参照し、ほかに
ヘルスステータス異常が残ってないか確認してくださ
い。)

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

4

2

2

284 障害に対処する

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



対象のライセンスのステータスが変化しましたか？

ライセンスのHealth Statusに"Alerting"が発生
していますか？

                          終了
(「VSP One SDS Block Administrator でヘルス
ステータス異常を検知した場合」を参照し、ほかに
ヘルスステータス異常が残ってないか確認してくださ
い。)

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

Yes

No

Yes

No

2

3

3.13.2 ライセンスの Health Status に"Alerting"発生時のフロー≪
Cloud≫
この項での記述内容は Cloud モデルに適用されます。
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1

2

Yes

No

Yes

No
Yes

No

サポートセンターに連絡してください。

3

ライセンスのHealth Statusに"Alerting"発生

VSP One SDS Block Administratorで
Licenses画面を確認します。

ステータスサマリーが"Normal"以外のライセンスが
ありますか？

対象のライセンスはプログラムプロダクトライセンスです
か？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

対象のライセンスは今後も使用する機能のライセンス
ですか？

「オペレーションガイド」の「ライセンス管理の概要
≪Cloud≫」を参照し、Subscriptionライセンスのライセ
ンスキーを購入してください。

「オペレーションガイド」の「ライセンスを削除する
≪Cloud≫」を参照し、ライセンスを削除してください。

「オペレーションガイド」の「ライセンスを登録する
≪Cloud≫」を参照し、発行されたライセンスを登録して
ください。
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1

4

Yes

No

Yes

No

Yes

No

6

No

5

Yes

対象ライセンスのCAUSEを確認してください。

CAUSEは"ライセンス期限切れ"ですか？1

期間延長ライセンスまたは永続ライセンスのライセン
スキーを購入してください。
≪Cloud for AWS≫Floatingライセンスが適用され
ている場合は、AWS License Managerでライセ
ンスの契約を更新してください。
ライセンスキーやFloatingライセンスの購入について
は、「オペレーションガイド」の「ライセンス管理の概要
≪Cloud≫」を参照してください。

CAUSEは"ライセンス容量不足"ですか？2

追加容量ライセンスのライセンスキーを購入してくださ
い。
≪Cloud for AWS≫Floatingライセンスが適用され
ている場合は、AWS License Managerでライセ
ンスの契約を更新してください。
ライセンスキーやFloatingライセンスの購入について
は、「オペレーションガイド」の「ライセンス管理の概要
≪Cloud≫」を参照してください。

≪Cloud for Google Cloud≫≪Cloud for 
Microsoft Azure≫Noに進みます。
≪Cloud for AWS≫CAUSEは"課金情報送信
失敗"ですか？3

「オペレーションガイド」の「ライセンスの登録」を参照し、
発行されたライセンスを登録してください。
≪Cloud for AWS≫Floatingライセンスが適用され
ている場合は、次に進んでください。

≪Cloud for Google Cloud≫≪Cloud for 
Microsoft Azure≫Noに進みます。
≪Cloud for AWS≫CAUSEは"ライセンスサーバー
との接続失敗"ですか？4

1. ライセンス期限切れの場合、CAUSEに"Term"が含まれます。
2. ライセンス容量不足の場合、CAUSEに"Capacity"が含まれます。
3. 課金情報送信失敗の場合、CAUSEが"ReportingFailed"となっています。
4. ライセンスサーバーとの接続失敗の場合、CAUSEが"LicenseServer"となっています。
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4

6

Cloudモデル for AWSの「セットアップガイド」の「セット
アップの前提条件を確認する」を参照し、管理ネット
ワークのインターネット接続設定を確認します。

Yes

No

No

Yes

ネットワークの障害を解消してください。

VSP One SDS Block Administratorで
Licenses画面を確認します。Licenses画面を表示
したまま本フローの作業をしていた場合は、リフレッシュ
アイコンをクリックして表示情報を更新してください。

管理ネットワークのインターネット接続設定を修正し、
インターネット接続ができるようにしてください。

ネットワークに障害が発生していますか？

管理ネットワークのインターネット接続設定は正しい
ですか？
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5

6

No

Yes

Cloudモデル for AWSの「セットアップガイド」の「セット
アップの前提条件を確認する」を参照し、VSP One 
SDS Blockを構築するための前提条件を満たして
いることを確認します。

VSP One SDS Blockを構築するための前提条件
に誤りがありましたか？

VSP One SDS Blockを構築するための前提条件
を満たすように環境を見直してください。

VSP One SDS Block Administratorで 
Licenses画面を確認します。Licenses画面を表示
したまま本フローの作業をしていた場合は、リフレッシュ
アイコンをクリックして表示情報を更新してください。
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対象のライセンスのステータスサマリーは"Normal"
ですか？5

No

Yes

Yes

No

Yes

Yes

No

No

対象のライセンスのCAUSEが変化しましたか？

ライセンスのHealth Statusに"Alerting"が発生
していますか？

ライセンスのHealth Statusに"Alerting"が発生
していますか？

                          終了
(「VSP One SDS Block Administrator でヘルス
ステータス異常を検知した場合」を参照し、ほかに
ヘルスステータス異常が残ってないか確認してくださ
い。)

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

5. ≪Cloud for AWS≫Floatingライセンスが適用されている場合、AWS License Managerでライセンスの契約を更新
    してから、VSP One SDS Blockのライセンスのステータスが更新されるまで最大15分掛かります。

6

2

2
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対象のライセンスのステータスが変化しましたか？

ライセンスのHealth Statusに"Alerting"が発生
していますか？

                          終了
(「VSP One SDS Block Administrator でヘルス
ステータス異常を検知した場合」を参照し、ほかに
ヘルスステータス異常が残ってないか確認してくださ
い。)

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

Yes

No

Yes

No

2

3

3.14 フォールトドメインの Health Status に

"Alerting"発生時の対処

VSP One SDS Block Administrator の Protection Domain 画面で、下表に示す STATUS のフォールト

ドメインが表示されていた場合、対処に従ってください。

STATUS 内容 対処

Error 対象のフォールトドメイ

ンのストレージノードが

1つ以上閉塞・閉塞失敗し

ました。

対象のフォールトドメインのストレージノードの状

態を確認してください。全ストレージノードが閉

塞・閉塞失敗している場合*は、電源やネットワーク

に異常が発生している可能性があります。以下を確

認し、対処してください。

• ストレージシステムや周辺機器に給電されてい

ますか。
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STATUS 内容 対処

• ストレージシステムやネットワーク周辺機器の

ケーブルは正しく接続されていますか。

• ストレージシステムにアクセスするネットワー

クは正常に動作していますか。

≪Cloud≫特定のフォールトドメインに属するスト

レージノードがすべて閉塞している場合はクラウド

プラットフォームの障害情報を確認してください。

* ストレージノードが閉塞・閉塞失敗している場合、status が以下のいずれかになります。

"TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、

"TemporaryBlockageFailed"、"MaintenanceBlockageFailed"、"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、

"RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、"RemovalFailedAndPersistentBlockage"、

"RemovalFailedAndMultipleFailures"

3.15 ストレージノードの Health Status に"Alerting"
発生時の対処

VSP One SDS Block Administrator でストレージノードの Health Status に"Alerting"が表示され

た場合、対象モデルの障害の対処に従ってください。

メモ ストレージノード障害が発生するとストレージプール容量が減少することがあります。その場合はスト
レージノード障害に対処することでストレージプール容量が回復します。

3.15.1 ストレージノードの Health Status に"Alerting"発生時の対処
≪Bare metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。
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1

11

11

Yes

No

No

Yes

ストレージノードのHealth Statusに"Alerting"発
生

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Nodes画面を確認します。

ストレージクラスター内に処理中ステータス1のスト
レージノードがありますか？

対象のストレージノードのステータスが変化するまで
お待ちください。

このフローへ来る前に決定した「対処するストレージ
ノード群」の中に閉塞・閉塞失敗2・減設失敗3の
ストレージノードがありますか？

                           終了
(このフローの呼び出し元に戻り、処理を続けてくだ
さい。)

以降の手順は「対処するストレージノード群」に対し
て実施します。

1. ストレージノードの処理中ステータスは以下のとおりです。
    "Recovering"、"TemporaryBlockageProcessInProgress"、"RemovalFailedAndRecovering"、
    "RemovalFailedAndTemporaryBlockageProcessInProgress"、"NondisruptiveUpdating"、"Installing"、
　  "MaintenanceBlockageProcessInProgress"、"Removing"、"BlockageAndRemoving"、
　  "RemovalFailedAndNondisruptiveUpdating"、"RemovalFailedAndMaintenanceBlockageProcessInProgress"
2. ストレージノードが閉塞・閉塞失敗している場合、statusが以下のいずれかになります。
　  "TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、
　  "TemporaryBlockageFailed"、"MaintenanceBlockageFailed"、"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、
　  "RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、"RemovalFailedAndPersistentBlockage"、
　  "RemovalFailedAndMultipleFailures"
3. ストレージノードが減設失敗している場合、statusが"RemovalFailed"の文字列を含んだものになります。
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2 5

1

ステータスが
"RemovalFailedAndMultipleFailures"
または"TemporaryBlockageFailed"
または"MaintenanceBlockageFailed"の
ストレージノードがありますか？

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

ステータスが"TemporaryBlockage"または
"MaintenanceBlockage"または
"InstallationFailed"または
"PersistentBlockage"のストレージノードが1台
以上ありますか？ ステータスにRemovalFailedの文字列を含んでいる

いずれかのストレージノードを"対象のストレージノード"
にします。

Yes

No

No

Yes
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2

11

3

Yes

No

Yes

No

Yes

No

ストレージノードの自動回復機能の設定を有効にし
ていますか？

「ストレージノードの自動回復機能の設定が有効時
の障害対処」に従って対処してください。

処理中ステータス4のストレージノードがありますか？

対象のストレージノードのステータスが変化するまでお
待ちください。

閉塞・閉塞失敗5・減設失敗6のいずれかのステータ
スになっているストレージノードがありますか？

                         終了
（このフローの呼び出し元に戻り、
処理を続けてください。）

4. ストレージノードの処理中ステータスは以下のとおりです。
    "Recovering"、"TemporaryBlockageProcessInProgress"、"RemovalFailedAndRecovering"、
    "RemovalFailedAndTemporaryBlockageProcessInProgress"、"NondisruptiveUpdating"、"Installing"、
　  "MaintenanceBlockageProcessInProgress"、"Removing"、"BlockageAndRemoving"、
　  "RemovalFailedAndNondisruptiveUpdating"、"RemovalFailedAndMaintenanceBlockageProcessInProgress"
5. ストレージノードが閉塞・閉塞失敗している場合、statusが以下のいずれかになります。
　  "TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、
　  "TemporaryBlockageFailed"、"MaintenanceBlockageFailed"、"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、
　  "RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、"RemovalFailedAndPersistentBlockage"、
　  "RemovalFailedAndMultipleFailures"
6. ストレージノードが減設失敗している場合、statusが"RemovalFailed"の文字列を含んだものになります。

障害に対処する 295

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



4

3

Yes

No

Yes

No

閉塞・閉塞失敗7・減設失敗8のいずれかのステータス
になっているストレージノードが2台以上ありますか？

ステータスが"TemporaryBlockage"または
"MaintenanceBlockage"または
"InstallationFailed"または
"PersistentBlockage"のストレージノードが2台
以上ありますか？

以降のフローから⑪に戻るまで、以下のいずれかのス
テータスのストレージノードを「対象のストレージノー
ド」として優先処理してください。
・TemporaryBlockage
・MaintenanceBlockage
・InstallationFailed
・PersistentBlockage

「ストレージノードの保守優先順位を決定する」を参
照し、複数の障害ストレージノードから、優先処理す
る「対象のストレージノード」を決定します。

7. ストレージノードが閉塞・閉塞失敗している場合、statusが以下のいずれかになります。
　  "TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、
　  "TemporaryBlockageFailed"、"MaintenanceBlockageFailed"、"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、
　  "RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、"RemovalFailedAndPersistentBlockage"、
　  "RemovalFailedAndMultipleFailures"
8. ストレージノードが減設失敗している場合、statusが"RemovalFailed"の文字列を含んだものになります。
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4

11 ６

Yes

No

Yes

No

No

Yes

フォールトドメイン数が2以上ですか？

対象のストレージノードはクラスターマスターノードで
すか？

対象のストレージノードをストレージクラスターから削
除しますか？

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原因と対処≪Bare metal≫」に従っ
て、「ストレージノードを保守回復する≪Bare metal≫」または「ストレージノードを交換
する≪Bare metal≫」の手順を実施し、対象のストレージノードを回復してください。9

「オペレーションガイド」の「ストレージノードの減設≪Bare metal≫」を参照し、対象の
ストレージノードを減設してください。9

9. オペレーションが失敗した場合は、発生したイベントログが示すSolutionに従って対応してください。
    "Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複数同時に発生している場合、Critical > Error > Warningの順に
    任意のイベントから対処してください。
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５

11

Yes

No

Yes

No

Yes

No

10. オペレーションが失敗した場合は、発生したイベントログが示すSolutionに従って対応してください。
    "Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複数同時に発生している場合、Critical > Error > Warningの順に
    任意のイベントから対処してください。

サポートセンターに連絡してください。

対象のストレージノードのステータスは
"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"
または
"RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"
または
"RemovalFailedAndPersistentBlockage"
ですか？

対象のストレージノードのステータスは
"RemovalFailedAndStopping"または
"RemovalFailedAndStopped"または
"RemovalFailed"ですか？

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原
因と対処≪Bare metal≫」に従って、「ストレージ
ノードを保守回復する≪Bare metal≫」または「ス
トレージノードを交換する≪Bare metal≫」の手順
を実施し、対象のストレージノードを回復してくださ
い。10

「オペレーションガイド」の「ストレージノードの減設
≪Bare metal≫」を参照し、対象のストレージ
ノードを減設してください。10

対象のストレージノードのステータスが変化するまで
数分お待ちください。また、処理中の保守操作があ
る場合は、処理が終了するまでお待ちください。

対象のストレージノードのステータスに変化はありま
したか？

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してくださ
い。

298 障害に対処する

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



Yes

No

11

6

7

Yes

No

Yes

No

No Yes

Yes

No

対象のストレージノードのステータスは
"InstallationFailed"ですか？

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原
因と対処≪Bare metal≫」と「ストレージノードを交
換する≪Bare metal≫」を参照し、対象のストレー
ジノードを交換してください。11

対象のストレージノードのステータスは
"MaintenanceBlockage"ですか？

イベントログKARS10412-Wが発生しています
か？

BMCのリモートコンソールの画面上で、対象のスト
レージノードの電源は落ちていますか？

イベントログKARS10413-Wが発生しています
か？

BMCのリモートコンソールの画面上で、対象のスト
レージノードの電源を落としてください。

BMCのリモートコンソールの画面から、対象のストレー
ジノードの電源を落とし、再起動してください。

対象ストレージノードが閉塞した状態で実施予定
だった作業があれば実施してください。

11. オペレーションが失敗した場合は、発生したイベントログが示すSolutionに従って対応してください。
    "Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複数同時に発生している場合、Critical > Error > Warningの順に
    任意のイベントから対処してください。
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8

9

7

12

対象のストレージノードのIDを含む以下のイベント
ログが出力されていますか？
・KARS10773-E　・KARS10774-E
・KARS10775-E　・KARS10789-E　
・KARS10792-E

Yes

No

Yes

No

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原因と対処≪Bare metal≫」と「スト
レージノードを交換する≪Bare metal≫」を参照し、対象のストレージノードを交換して
ください。その際、「ストレージクラスター構築、ストレージノード増設、ストレージノード
交換、スペアノード切り換えが失敗したストレージノードへの対処≪Bare metal≫」の
手順に従い確認を行った結果、ストレージソフトウェアのインストールおよびストレージ
ノード単位のセットアップの再実施が不要と判定された場合は、ストレージノードの交
換を実施するとき、ストレージソフトウェアのインストールおよびストレージノード単位の
セットアップの手順は不要です。

対象のストレージノードのIDを含むイベントログ
KARS10781-Iが発生していて、さらに対象の
ストレージノードのIDを含むイベントログ
KARS13102-Eが発生していますか？

以下の対処を順に実施してください。12

1. イベントログに表示されているスペアノードがストレージクラスターに登録されている
　　場合は、イベントログのSolutionに従って、対象のスペアノードの物理サーバー
　　をネットワークから切り離してください。
2. 「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原因と対処≪Bare metal≫」に
　　従って、「ストレージノードを保守回復する≪Bare metal≫」または「ストレージノー
　　ドを交換する≪Bare metal≫」の手順を実施し、閉塞13している対象のストレー
　　ジノードを回復してください。
3. イベントログに表示されているスペアノードがストレージクラスターに登録されている場
　　合は、「オペレーションガイド」の「スペアノードの情報を削除する≪Bare metal≫」
    を参照して対象のスペアノードの情報を削除し、次に「オペレーションガイド」の
　　「スペアノードの情報を登録する≪Bare metal≫」の手順に従い、ストレージソフト
　　ウェアのインストールから再度スペアノードの登録を行ってください。

12. ストレージクラスター内に閉塞しているストレージノードがあると、3の対処は実施できません。その場合は、
　　　3の対処は実施せず以降のフローに進み、すべてのストレージノードを回復したあとに3の対処を実施してください。
13. ストレージノードが閉塞している場合、statusが以下のいずれかになります。
　　　"TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、
　　　"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、"RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、
　　　"RemovalFailedAndPersistentBlockage"

対象のストレージノードに電源障害またはBMC
ネットワーク障害が発生していますか？

Yes

No
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14. Message中のOperationが "STORAGE_NODE_REPLACE"であるイベントログKARS13011-Iを示します。

11

No

8

対象のストレージノードの回復に成功しましたか？ 11
Yes

No

Yes

No

サポートセンターに連絡してください。

10

9

12

13

Yes対象のストレージノードを対象とする、ストレージ
ノード交換ジョブの失敗を示すイベントログ
KARS13011-I14が発生していますか？ 

「ストレージノード交換時の障害の対処
≪Bare metal≫」を参照し、対処してください。

イベントログKARS06908-Eが発生しています
か？

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してくださ
い。

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原
因と対処≪Bare metal≫」に従って、 「ストレージ
ノードを保守回復する≪Bare metal≫」または「ス
トレージノードを交換する≪Bare metal≫」の手順
を実施し、対象のストレージノードを回復してくださ
い。
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10

11

Yes

No

Yes

No

対象のストレージノードを起動してください。

Yes

No

13

イベントログKARS10509-E、または
KARS10530-Eが発生していますか？

ストレージノードの保守回復または交換実施前に
対象のストレージノードを起動しましたか？

イベントログKARS10511-E、または
KARS10531-Eが発生していますか？

ストレージノードの回復中に発生した未解決の
"Critical"、"Error"、または"Warning"のイベント
ログが示すSolutionに従って対応してください。
"Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複
数同時に発生している場合、Critical > Error > 
Warningの順に任意のイベントから対処してくだ
さい。

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原
因と対処≪Bare metal≫」と「ストレージノードを
交換する≪Bare metal≫」を参照し、対象のスト
レージノードを交換してください。15

15. オペレーションが失敗した場合は、発生したイベントログが示すSolutionに従って対応してください。
   　 "Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複数同時に発生している場合、Critical > Error > Warningの順に
      任意のイベントから対処してください。

3.15.2 ストレージノードの Health Status に"Alerting"発生時の対処
≪Cloud≫
この項での記述内容は Cloud モデルに適用されます。
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1

8

8

Yes

No

No

Yes

ストレージノードのHealth Statusに"Alerting"発
生

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Nodes画面を確認します。

ストレージクラスター内に処理中ステータス1のスト
レージノードがありますか？

対象のストレージノードのステータスが変化するまで
お待ちください。

このフローへ来る前に決定した「対処するストレージ
ノード群」の中に閉塞・閉塞失敗2・減設失敗3の
ストレージノードがありますか？

                           終了
(このフローの呼び出し元に戻り、処理を続けてくだ
さい。)

以降の手順は「対処するストレージノード群」に対し
て実施します。

1. ストレージノードの処理中ステータスは以下のとおりです。
    "Recovering"、"TemporaryBlockageProcessInProgress"、"RemovalFailedAndRecovering"、
    "RemovalFailedAndTemporaryBlockageProcessInProgress"、"NondisruptiveUpdating"、"Installing"、
　  "MaintenanceBlockageProcessInProgress"、"Removing"、"BlockageAndRemoving"、
　  "RemovalFailedAndNondisruptiveUpdating"、"RemovalFailedAndMaintenanceBlockageProcessInProgress"
2. ストレージノードが閉塞・閉塞失敗している場合、statusが以下のいずれかになります。
　  "TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、
　  "TemporaryBlockageFailed"、"MaintenanceBlockageFailed"、"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、
　  "RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、"RemovalFailedAndPersistentBlockage"、
　  "RemovalFailedAndMultipleFailures"
3. ストレージノードが減設失敗している場合、statusが"RemovalFailed"の文字列を含んだものになります。
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2 5

1

Yes

No

No

Yes

ステータスが
"RemovalFailedAndMultipleFailures"
または"TemporaryBlockageFailed"
または"MaintenanceBlockageFailed"の
ストレージノードがありますか？ ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレージ

ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

ステータスが"TemporaryBlockage"または
"MaintenanceBlockage"または
"InstallationFailed"または
"PersistentBlockage"のストレージノードが1台
以上ありますか？ ステータスにRemovalFailedの文字列を含んでいる

いずれかのストレージノードを"対象のストレージノード"
にします。
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2

83

Yes

No

Yes

No

Yes

No

ストレージノードの自動回復機能の設定を有効にし
ていますか？

「ストレージノードの自動回復機能の設定が有効時
の障害対処」に従って対処してください。

処理中ステータス4のストレージノードがありますか？

対象のストレージノードのステータスが変化するまでお
待ちください。

閉塞・閉塞失敗5・減設失敗6のいずれかのステータス
になっているストレージノードがありますか？

                         終了
（このフローの呼び出し元に戻り、
処理を続けてください。）

4. ストレージノードの処理中ステータスは以下のとおりです。
    "Recovering"、"TemporaryBlockageProcessInProgress"、"RemovalFailedAndRecovering"、
    "RemovalFailedAndTemporaryBlockageProcessInProgress"、"NondisruptiveUpdating"、"Installing"、
　  "MaintenanceBlockageProcessInProgress"、"Removing"、"BlockageAndRemoving"、
　  "RemovalFailedAndNondisruptiveUpdating"、"RemovalFailedAndMaintenanceBlockageProcessInProgress"
5. ストレージノードが閉塞・閉塞失敗している場合、statusが以下のいずれかになります。
　  "TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、
　  "TemporaryBlockageFailed"、"MaintenanceBlockageFailed"、"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、
　  "RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、"RemovalFailedAndPersistentBlockage"、
　  "RemovalFailedAndMultipleFailures"
6. ストレージノードが減設失敗している場合、statusが"RemovalFailed"の文字列を含んだものになります。
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4

3

Yes

No

Yes

No

閉塞・閉塞失敗7・減設失敗8のいずれかのステータス
になっているストレージノードが2台以上ありますか？

ステータスが"TemporaryBlockage"または
"MaintenanceBlockage"または
"InstallationFailed"または
"PersistentBlockage"のストレージノードが2台
以上ありますか？

以降のフローから⑧に戻るまで、以下のいずれかのス
テータスのストレージノードを「対象のストレージノー
ド」として優先処理してください。
・TemporaryBlockage
・MaintenanceBlockage
・InstallationFailed
・PersistentBlockage

「ストレージノードの保守優先順位を決定する」を参
照し、複数の障害ストレージノードから、優先処理す
る「対象のストレージノード」を決定します。

7. ストレージノードが閉塞・閉塞失敗している場合、statusが以下のいずれかになります。
　  "TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、"InstallationFailed"、
　  "TemporaryBlockageFailed"、"MaintenanceBlockageFailed"、"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、
　  "RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、"RemovalFailedAndPersistentBlockage"、
　  "RemovalFailedAndMultipleFailures"
8. ストレージノードが減設失敗している場合、statusが"RemovalFailed"の文字列を含んだものになります。
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8

4

6

Yes

No

8

4

6

Yes

No

Yes

No

Yes

Yes

No

6

No
6

対象のストレージノードのステータスは
"InstallationFailed"ですか？

「オペレーションガイド」の、ご使用のクラウドプラット
フォームの「ストレージノード保守の原因と対処」と
「ストレージノードの交換」を参照し、対象のストレージ
ノードを交換してください。9

対象のストレージノードのステータスは
"MaintenanceBlockage"ですか？

イベントログKARS10408-Wが発生していますか？

≪Cloud for AWS≫AWSマネジメントコンソールで対象のストレージノードVMのEC2
インスタンスは停止されていますか？
≪Cloud for Google Cloud≫Google Cloudコンソールで対象のストレージノード
VMのCompute Engineインスタンスは停止されていますか？
≪Cloud for Microsoft Azure≫Azureポータルで対象のストレージノードVMの
Azure VMインスタンスは停止されていますか？

イベントログKARS10409-Wが発生していますか？

≪Cloud for AWS≫AWSマネジメントコンソールで対象のストレージノードVMのEC2
インスタンスを停止させ、その後再度起動してください。
≪Cloud for Google Cloud≫Google Cloudコンソールで対象のストレージノード
VMのCompute Engineインスタンスを停止させ、その後再度起動してください。
≪Cloud for Microsoft Azure≫Azureポータルで対象のストレージノードVMの
Azure VMインスタンスを停止させ、その後再度起動してください。

対象ストレージノードが閉塞した状態で実施予定
だった作業があれば実施してください。

9. オペレーションが失敗した場合は、発生したイベントログが示すSolutionに従って対応してください。
    "Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複数同時に発生している場合、Critical > Error > Warningの順に
    任意のイベントから対処してください。

≪Cloud for AWS≫AWSマネジメントコンソールで対象のストレージノードVMのEC2
インスタンスを停止させてください。
≪Cloud for Google Cloud≫Google Cloudコンソールで対象のストレージノード
VMのCompute Engineインスタンスを停止させてください。
≪Cloud for Microsoft Azure≫Azureポータルで対象のストレージノードVMの
Azure VMインスタンスを停止させてください。
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Yes

No

Yes

Yes

No

No

５

8

サポートセンターに連絡してください。

対象のストレージノードのステータスは
"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"
または
"RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"
または
"RemovalFailedAndPersistentBlockage"
ですか？

対象のストレージノードのステータスは
"RemovalFailedAndStopping"または
"RemovalFailedAndStopped"または
"RemovalFailed"ですか？

「オペレーションガイド」の、ご使用のクラウドプラット
フォームの「ストレージノード保守の原因と対処」に
従って、「ストレージノードの保守回復」または
「ストレージノードの交換」の手順を実施し、対象の
ストレージノードを回復してください。10

対象のストレージノードのステータスが変化するまで
数分お待ちください。また、処理中の保守操作があ
る場合は、処理が終了するまでお待ちください。

「オペレーションガイド」の、ご使用のクラウドプラット
フォームの「ストレージノードの減設」を参照し、対象
のストレージノードを減設してください。10

対象のストレージノードのステータスに変化はありま
したか？

10. オペレーションが失敗した場合は、発生したイベントログが示すSolutionに従って対応してください。
    "Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複数同時に発生している場合、Critical > Error > Warningの順に
    任意のイベントから対処してください。

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。
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6

8
Yes

No

Yes

No

7

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

No

イベントログKARS06908-Eが発生していますか？

「オペレーションガイド」の、ご使用のクラウドプラット
フォームの「ストレージノード保守の原因と対処」に
従って、 ストレージノードの保守回復またはストレー
ジノードの交換を実施してください。

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

対象のストレージノードの回復に成功しましたか？

対象のストレージシステムはCloud モデル for 
Microsoft Azureですか？

Azureサポートに問い合わせてください。

対象のストレージノードの回復に成功しましたか？

「オペレーションガイド」の、ご使用のクラウドプラット
フォームの「ストレージノード保守の原因と対処」に
従って、 ストレージノードの保守回復を実施してく
ださい。

対象のストレージノードのステータスは
"PersistentBlockage"ですか？

対象のストレージノードのIDを含むイベントログ
KARS08331-Eが発生していますか？
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7

8

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

6

イベントログKARS10509-Eが発生しています
か？

失敗した操作はストレージノードの保守回復です
か？

ストレージノードの保守回復実施前に対象のスト
レージノードのVMを起動しましたか？

イベントログKARS10511-E、またはイベントログ
KARS10516-E、もしくはイベントログ
KARS10510-Eが発生していますか？

対象のストレージノードのVMを起動してください。

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原
因と対処≪Cloud≫」と「ストレージノードを交換する
≪Cloud for AWS≫」、「ストレージノードを交換す
る≪Cloud for Google Cloud≫」、または「スト
レージノードを交換する≪Cloud for Microsoft 
Azure≫」を参照し、対象のストレージノードを交換
してください。11ストレージノードの回復中に発生した未解決の

"Critical"、"Error"、または"Warning"のイベン
トログが示すSolutionに従って対応してください。
"Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複
数同時に発生している場合、Critical > Error 
>Warningの順に任意のイベントから対処してく
ださい。

11. オペレーションが失敗した場合は、発生したイベントログが示すSolutionに従って対応してください。
   　 "Critical"と"Error"と"Warning"のイベントが複数同時に発生している場合、Critical > Error > Warningの順に
      任意のイベントから対処してください。
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3.15.3 ストレージノードの保守優先順位を決定する

「ストレージノードの Health Status に"Alerting"発生時の対処」のフローに入る前に決定された

「対処するストレージノード群」の中に、以下のステータスのストレージノードが複数ある場合は、

障害対処するストレージノードの順番を決める必要があります。

ステータス(順不同)：

• TemporaryBlockage

• MaintenanceBlockage

• InstallationFailed

• PersistentBlockage

メモ 部品調達で時間が掛かる場合など、対象としたストレージノードにすぐに対処できない場合は、次に優先
順位の高いストレージノードを対象としてください。

ストレージクラスター内のクラスターマスターノード数が 3 の場合

下表に従って、優先順位の高い(優先順位欄の数字が小さい)ストレージノードから順に、障害に対

処してください。同じ優先順位内での優先順位はありません。

ストレージノードの種類 優先順位

クラスターマスターノード 1

クラスターワーカーノード 2

ストレージクラスター内のクラスターマスターノード数が 5 の場合

以下の手順に従って優先順位を確認してください。

1. 閉塞・閉塞失敗 1・減設失敗 2 のいずれかのステータスになっている、ストレージクラスター内

のクラスターマスターノードの数を確認します。

2. ストレージコントローラーの一覧を参照して、ステータスが"TwoNodesDown"となっているスト

レージコントローラーの"standbyStorageNodeId","secondaryStandbyStorageNodeId"に該当す

るストレージノード(以降"TwoNodesDown のストレージコントローラーを持つストレージノー

ド"と呼びます)の ID を記録します。

3. 障害対処の対象となるステータスになっている各ストレージノードが、クラスターマスターノー

ドかクラスターワーカーノードかを確認します。

4. 手順 1から手順 3で確認した内容を基に、下の各表に従って、優先順位の高い(優先順位欄の数

字が小さい)ストレージノードから順に、障害に対処してください。同じ優先順位内での優先順

位はありません。

◦ 閉塞・閉塞失敗 1・減設失敗 2 のいずれかのステータスになっている、クラスターマスター

ノードの数が 1以下

ストレージノードの種類 優先順位

"TwoNodesDown のストレージコントローラーを持つストレージノード"であり、かつク

ラスターマスターノード

1

"TwoNodesDown のストレージコントローラーを持つストレージノード"であり、かつク

ラスターワーカーノード

2

"TwoNodesDown のストレージコントローラーを持つストレージノード"ではなく、かつ

クラスターマスターノード

3
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ストレージノードの種類 優先順位

"TwoNodesDown のストレージコントローラーを持つストレージノード"ではなく、かつ

クラスターワーカーノード

4

◦ 閉塞・閉塞失敗 1・減設失敗 2 のいずれかのステータスになっている、クラスターマスター

ノードの数が 2

ストレージノードの種類 優先順位

"TwoNodesDown のストレージコントローラーを持つストレージノード"であり、かつク

ラスターマスターノード

1

"TwoNodesDown のストレージコントローラーを持つストレージノード"ではなく、かつ

クラスターマスターノード

2

"TwoNodesDown のストレージコントローラーを持つストレージノード"であり、かつク

ラスターワーカーノード

3

"TwoNodesDown のストレージコントローラーを持つストレージノード"ではなく、かつ

クラスターワーカーノード

4

1. ストレージノードが閉塞・閉塞失敗している場合、status は以下のいずれかになります。

"TemporaryBlockage"、"MaintenanceBlockage"、"PersistentBlockage"、

"InstallationFailed"、"TemporaryBlockageFailed"、"MaintenanceBlockageFailed"、

"RemovalFailedAndTemporaryBlockage"、"RemovalFailedAndMaintenanceBlockage"、

"RemovalFailedAndPersistentBlockage"、"RemovalFailedAndMultipleFailures"

2. ストレージノードが減設失敗している場合、status が"RemovalFailed"の文字列を含んだも

のになります。

3.15.4 ストレージノードの自動回復機能の設定が有効時の障害対処

ストレージノードの自動回復機能の設定が有効時にストレージノード障害が発生した場合、以下の

フローに従って障害に対処してください。
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1

4

4

ストレージノードの自動回復機能の設定が
有効時に障害発生

ストレージクラスター内にステータスが
"TemporaryBlockage"のストレージノードが
ありますか？

イベントログを確認します。

保守回復ジョブまたは交換ジョブが実行中ですか？

ストレージノードの自動回復を待たずにストレージ
ノードの手動回復を行いますか？1

                          終了
(このフローの呼び出し元に戻り、処理を続けてくださ
い。)

保守回復ジョブまたは交換ジョブは並列して動作でき
ないため、ストレージノードの自動回復が実行できま
せん。実行中の保守回復ジョブまたは交換ジョブが完了
するまで待ってください。
保守回復ジョブまたは交換ジョブの実行ステータスは、
以下のどちらかで確認できます。
・ジョブ一覧を参照するREST API/CLIで確認する。
・イベントログから開始(KARS13009-I)および完了
(KARS13010-IまたはKARS13011-I)のイベント
を確認する。

                            終了                    
(このフローの呼び出し元に戻り、処理を続けてくださ
い。)

1. ストレージノードの自動回復は障害発生後、ストレージノードのステータスが"TemporaryBlockage"の間に障害原因を特定し、
     通常5分から30分程度で保守回復ジョブを発行しますが、障害の種別や状況に応じてストレージノードの自動回復の
     可否判定に掛かる時間は変動し、確定するのに最大約60分掛かります。 
     ストレージノードの自動回復の可否結果を待たずに、ストレージノードのステータスが"TemporaryBlockage"の間に
      回復したい場合は、ストレージノードの手動回復を実施できます。ストレージノードの手動回復を行う場合は、
      以下に注意してください。
     ・ストレージノードの手動回復を実施する場合は、対象のストレージノードの電源がパワーオフ状態で結線や部品交換などの
      保守作業を実施してから、ストレージノードの電源をパワーオンしてください。
      ストレージノードの電源がパワーオン状態で保守作業を実施すると、当該ストレージノードに対して通信が可能になった時点で
      ストレージノードの自動回復による保守回復ジョブが動作します。
      保守作業中や、障害原因が取り切れておらずに環境が不安定な場合は、保守回復ジョブが失敗する可能性があります。
    　保守回復ジョブが失敗した場合は保守回復ジョブのエラーメッセージやイベントログに従って対処してください。
    ・ストレージノードの自動回復の設定が有効な状態でストレージノードの手動回復を実施すると、ストレージノードの自動回復と
      競合し失敗する場合があります。   
      競合した場合は、先に実行された保守回復ジョブが動作し、後発の保守回復ジョブは失敗します。競合の結果、
      ストレージノードの手動回復での保守回復ジョブが失敗した場合はKARS10901-Eのイベントログが、ストレージノードの
     自動回復機能での保守回復ジョブが失敗した場合はKARS10525-Wのイベントログが、それぞれ発行されます。 
      競合を避けたい場合は、ストレージノードの自動回復機能の設定を無効にし、5分ほど待ってからストレージノードの手動回復を
      実施してください。
      ストレージノードの自動回復機能の設定を無効にした場合は、ストレージノードの手動回復後に再度ストレージノードの
      自動回復機能の設定を有効にしてください。

No

Yes

Yes

Yes

No

No

対象のストレージシステムはBare metalモデル
ですか？

Yes≪Bare metal≫ 

No≪Bare metal≫以外 
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2

1

4

4

対象のストレージノードに対し、ストレージノードの
自動回復機能による保守回復ジョブまたは交換
ジョブが発行済みですか？

保守回復ジョブまたは交換ジョブが成功しました
か？

エラー内容に従って対処してください。2,3

対象のストレージノードのステータスが
"TemporaryBlockage"になってから60分以上4

経過しましたか？

ストレージノードの自動回復機能による保守回復の
可否判定に最大約60分4 掛かるため、お待ちください。

対象のストレージノードのステータスが
"TemporaryBlockage"以外になりましたか？

Yes

No

Yes

Yes

Yes

No

No

No

2. エラー対処時に、ステータスが"TemporaryBlockage"の別のストレージノードが存在する場合は、ストレージノードの
    自動回復による保守回復ジョブまたは交換ジョブと競合する可能性があります。
    保守回復ジョブまたは交換ジョブがすでに動作している場合は、「競合する処理による操作失敗への対処」を参照し、
    実行中の保守回復ジョブまたは交換ジョブが完了するのを待ってから、エラーに対処してください。
    エラーに対処する際に、ストレージノードの自動回復機能を一時的に無効にすることも可能です。無効にした場合は、
    エラーへの対処が完了したら、ストレージノードの自動回復機能の設定を再度有効にしてください。
3. ストレージノードの自動回復による保守回復ジョブまたは交換ジョブの実行中にフェイルオーバーが発生した場合、
    保守回復ジョブまたは交換ジョブが失敗します。保守回復ジョブまたは交換ジョブが失敗した場合はKARS10524-Eの
    イベントログが発行されます。イベントログに従って対処してください。
4. ≪Bare metal≫保守回復機能の可否判定に掛かる時間は、スペアノード切り換えの対象に変更するまでの時間の
　　設定に依存します。ただし、障害の解析情報の採取(自動で実行されます)の状況により、保守回復の可否判定は
　　障害の発生から最大40分経過するまで行われることがあります。また、切り換え可能なスペアノードが登録されていない
　　場合は、保守回復の可否判定は60分継続されます。
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2

3

4

イベントログKARS13106-I、またはイベントログ
KARS10574-Eが発生していますか？

Yes

No

Yes

Yes

No

No

対象のストレージノードのステータスが
"TemporaryBlockage"以外になりましたか？

ストレージノードの自動回復機能による、スペアノード
切り換えの回復可否判定に要する時間に最大約
25分掛かるため、お待ちください。

イベントログKARS13106-I、またはイベントログ
KARS10574-Eが発生してから25分以上経過
しましたか？
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サポートセンターに連絡してください。

3

4

4

サポートセンターに連絡してください。

Yes

No

Yes

No

No

Yes

No

Yes

「オペレーションガイド」の「ストレージノードの自動回
復機能の設定」を参照し、対象のストレージノード
の自動回復機能のステータスを確認します。

statusが"Conflict"ですか？

statusが"Error"ですか？

「オペレーションガイド」の「ストレージノードの自動回復
機能の設定」を参照し、対象のストレージノードの自
動回復機能の設定を無効にします。無効にしたあ
と、5分ほど待ってから再度ストレージノードの自動回
復機能の設定を有効にします。

ストレージノードの自動回復機能による保守回復
ジョブまたは交換ジョブの発行待ちとして、5分ほど
待ってください。

イベントログKARS13102-Eが発生しましたか？

競合する処理が動作中です。ストレージノードの
自動回復機能のステータスが"Normal"になるまで
待ってください。5

                            終了                     
（このフローの呼び出し元に戻り、手動回復
による回復を試みてださい。）

ストレージノードの自動回復機能による保守回復
ジョブまたは交換ジョブの発行が行われましたか？

5. ユーザー操作を実施中の場合は、ユーザー操作の完了を待ってください。ユーザー操作を実施していない場合は、
　　「競合する処理による操作失敗への対処」を参照して、競合する処理の動作状況を確認してください。競合する処理が
　　存在しないことを確認してから、5分ほど待っても状況が変わらない場合は、サポートセンターに連絡してください。このとき、
　　ダンプログファイル未採取であれば、すべてのストレージノードに対してダンプログファイルを採取してください。

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。
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3.16 ドライブの Health Status に"Alerting"発生時の

対処

VSP One SDS Block Administrator でドライブの Health Status に"Alerting"が表示された場合、

以下のフローに従って障害に対処してください。

メモ

• ドライブ障害が発生するとストレージプール容量が減少することがあります。その場合はドライブ障害に

対処することでストレージプール容量が回復します。

• ストレージノード障害によるスペアノード切り換えが発生した場合、ドライブ減設が自動で完了するまで一

時的に Health Status に"Alerting"が表示されることがあります。ドライブ減設が完了するまでお待ちく

ださい。

• ストレージノード交換の手順を実施中の場合は、ストレージノード交換の手順を完了させてから以下のフ

ローに従って障害に対処してください。
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Yes

No

3
イベントログを確認します。

No

Yes

サポートセンターに連絡してください。
１

No

Yes

２

4

Yes

No

ドライブのHealth Statusに"Alerting"発生

VSP One SDS Block AdministratorでDrives
画面を確認します。

「VSP One SDS Block Administrator でヘル
スステータス異常を検知した場合」のフローで決
定した「対処するストレージノード群」に属するド
ライブにステータスが"Blockage"のドライブがあり
ますか？

                         終了
(「VSP One SDS Block Administrator でヘル
スステータス異常を検知した場合」を参照し、ほかに
ヘルスステータス異常が残ってないか確認してくださ
い。)

イベントログKARS07300-Eが発生しています
か？

"Blockage"となっているドライブが属するストレージ
ノードのステータスを確認してください。

≪Bare metal≫ステータスが"Blockage"のドライ
ブが接続されているディスクコントローラーの交換を
実施しましたか？
≪Cloud≫Noに進みます。

ディスクコントローラーのすべてのケーブルが正しい位
置にしっかりと接続されていることを確認しました
か？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。
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１

6

対象のストレージノードはすべて回復しましたか？

２

Yes

Yes

No

5

No

Yes

確認したストレージノードの中にステータスが
"MaintenanceBlockage"のストレージノードが
ありますか？

｢オペレーションガイド｣の「ストレージノード保守の原
因と対処」に従って、「ストレージノードの保守回復
」または「ストレージノードの交換」の手順を実施し、
対象のストレージノードをすべて回復してください。

イベントログKARS05012-Eが出力されています
か？(Yesの場合、ここから先はイベントログ
KARS05012-Eで示されているドライブに対処を
実施します)

「ストレージノードのHealth Status に"Alerting"
発生時の対処」に従って対処してください。

No
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3

4

「オペレーションガイド」の 「ストレージノード保守の
原因と対処」と「ストレージノードの保守閉塞」を
参照し、対象のストレージノードを保守閉塞 して
ください。

No

No

Yes

Yes

イベントログを確認し、保守閉塞の失敗原因の
確認と対策を実施してください。
その後、再度ストレージノードの保守閉塞を実施
してください。

対象のストレージノードの保守閉塞に成功しました
か？

ディスクコントローラーのすべてのケーブルが正しい
位置にしっかりと接続されていることを確認し、
正しく接続されていない場合は接続し直してください。

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原
因と対処」を参照し、ストレージノードの保守回復を
実施してください。
ストレージノードの保守回復の手順は「オペレーション
ガイド」の「ストレージノードの保守回復」を参照してく
ださい。

対象のストレージノードの保守回復に成功しました
か？

イベントログを確認し、保守回復の失敗原因の確認
と対策を実施してください。
その後、再度ストレージノードの保守回復を実施して
ください。
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5

2

Yes

No

Yes

No

No

Yes

｢オペレーションガイド｣の対象モデルの「ドライブを交
換する」に従って、イベントログKARS05012-Eで示
されているドライブを交換してください。1

イベントログKARS05012-Eで示されているドライブ
のステータスはNormalですか？

自動回復が完了したため対処は不要です(イベント
ログKARS05025-EまたはKARS05026-Eが出力
されていてもドライブのステータスがNormalであれば
問題ありません)。1

自動回復が完了したため対処は不要です(イベント
ログKARS05025-EまたはKARS05026-Eが出力
されていてもKARS05027-Iが出力されていれば
問題ありません)。1

イベントログKARS05027-Iが出力されています
か？

イベントログKARS05012-Eで示されているドライブ
に対して自動回復が動作します。
リビルド、キャッシュ保護用メタデータ冗長度回復2

および自動回復が完了するまでお待ちください。

1. このとき、メッセージ中のOperationが"DRIVE_REMOVE"または"POOL_EXPAND"である、
　　ジョブの開始(KARS13009-I)と完了(KARS13010-IまたはKARS13011-I)を示すイベントログが
　　出力されることがありますが、問題ありません。
2. キャッシュ保護用メタデータ冗長度の確認方法は 「オペレーションガイド」の「キャッシュ保護用メタデータの冗長度の確認」
　　を参照してください。

イベントログKARS06596-E、または
KARS07005-Eが出力されていますか？

｢オペレーションガイド｣の対象モデルの「ドライブを交
換する」に従って、イベントログKARS05012-Eで示
されているドライブを交換してください(このとき、イベン
トログKARS05026-Eが出力されることがありますが
問題ありません)。1
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２

6

≪Bare metal≫"Blockage"となっているドライブ
は再組み入れ実施済みドライブですか？
≪Cloud≫Yesに進みます。

｢オペレーションガイド｣の対象モデルの「ドライブを交
換する」に従って、「対処するストレージノード群」に属
するステータスが"Blockage"のドライブをすべて交換
してください。
または、｢オペレーションガイド｣の対象モデルの「ドライ
ブの減設」に従って、「対処するストレージノード群」に
属するステータスが"Blockage"のドライブをすべて減
設してください。4

ストレージプールのリビルド領域の確保状態、リビルド
可能回数を確認し、リビルド領域が十分確保できて
おらず、リビルド領域の確保が必要な場合は｢オペ
レーションガイド｣の「リビルド領域の不足に対処する」
に従ってリビルド領域の不足に対処してください。

サポートセンターに連絡してください。

3. キャッシュ保護用メタデータ冗長度の確認方法は「オペレーションガイド」の「キャッシュ保護用メタデータの冗長度の確認」を参照
　　してください。
4. リビルドとキャッシュ保護用メタデータ冗長度回復が動作中でなく、かつエラーが発生していない場合は、すぐにドライブを交換せず
    にドライブ減設のみ行い、あとでまとめてドライブ増設する保守方法が可能です。ただし、リビルド領域ポリシーが"Variable"の場
    合は、リビルドによってストレージプールの論理容量が減少している場合がありますので、ドライブを交換することを推奨します。

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

すべてのドライブの再組み入れ、交換、または減設に
成功しましたか？

｢オペレーションガイド｣の「ドライブを再組み入れする
≪Bare metal≫」に従って、「対処するストレージ
ノード群」に属するステータスが"Blockage"のドライ
ブをすべて再組み入れしてください。

リビルドおよびキャッシュ保護用メタデータ冗長度
回復3が動作中でなく、かつエラーが発生していま
すか？

Yes

No

No

No

Yes

Yes
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3.17 管理ポートの Health Status に"Alerting"発生時

の対処≪Bare metal≫
この節での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

VSP One SDS Block Administrator で管理ポートの Health Status に"Alerting"が表示された場

合、以下のフローに従って障害に対処してください。
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2

21

管理ポートのHealth Statusに"Alerting"発生

VSP One SDS Block Administratorで
Control Ports画面を確認します。

ステータスに"Error"または"Warning"が表示され
ていますか？

                            終了
(「VSP One SDS Block Administrator でヘル
スステータス異常を検知した場合」を参照し、ほか
にヘルスステータス異常が残ってないか確認してく
ださい。)

VSP One SDS Block Administratorで"Error"または"Warning"が表示されて
いるポートをクリックし、Control Port詳細画面を確認します。
PRIMARY PORT INFORMATIONまたはSECONDARY PORT
INFORMATIONのうち、PORT SPEED DUPLEXが"LinkDown"となっている
ポートのMAC ADDRESSを確認します。1

障害対象の管理ポートが存在するストレージノードの
BMC画面が確認できますか？

BMCのネットワーク接続を確認してください。「チェック
する項目一覧≪Bare metal≫」の「ストレージシステ
ムやネットワーク周辺機器のケーブルは、正しく接続
されていますか。」および「VSP One SDS Block を
構成する管理ネットワーク、コンピュートネットワーク、
ストレージノード間ネットワーク、BMC ネットワークは
すべて正常に動作していますか。」を改めて確認して
ください。

BMC画面のMAC ADDRESSと、VSP One SDS Block Administratorで確認
したPORT SPEED DUPLEXが"LinkDown"となっているポートのMAC 
ADDRESSが同一であるか確認します。

Yes

No

Yes

No

1. VSP One SDS Block AdministratorのControl Port詳細画面には、物理的なMAC ADDRESSが表示されます。
   そのため、BMC画面で障害対象ポートのMAC ADDRESSと同一であるかを確認する場合は、必ずControl Port詳細画面を
   表示してください。
   VSP One SDS Block AdministratorのControl Ports画面に表示されるMAC ADDRESSには通信で使用するものが
   表示されています。
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3

1

BMC画面のMAC ADDRESSと、VSP One 
SDS Block AdministratorのMAC 
ADDRESSが同一ですか？

「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」の「VSP 
One SDS Block を構成する管理ネットワーク、コン
ピュートネットワーク、ストレージノード間ネットワーク、
BMC ネットワークはすべて正常に動作しています
か。」の備考欄に従って障害対象ポートを確認してく
ださい。

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

障害対象ポートの確認後、継続してVSP One 
SDS Block Administrator画面上で"Error"また
は"Warning"が発生していますか？

                         終了
(「VSP One SDS Block Administrator でヘル
スステータス異常を検知した場合」を参照し、ほかに
ヘルスステータス異常が残ってないか確認してくだ
さい。)

BMC画面より障害対象ポートのMAC ADDRESS
から保守対象のアダプターを特定します。

特定したアダプターに対応する、交換用のアダプター
を準備してください。2

No

Yes

Yes

No

2. 必ず交換用のアダプターを準備してから以降のステップに進んでください。
　　異常のあるアダプターを搭載したままストレージノード交換を実施すると、ストレージノード交換が正常終了しない場合があります。
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3

2

No

No

Yes

Yes

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原因
と対処≪Bare metal≫」と「ストレージノードの保守閉
塞」を参照し、交換対象のアダプターが搭載されている
ストレージノードを保守閉塞してください。

イベントログを確認し、保守閉塞の失敗原因の確認
と対策を実施してください。
その後、再度ストレージノードの保守閉塞を実施して
ください。

対象のストレージノードの保守閉塞に成功しました
か？

アダプターを交換してください。3

アダプター交換後、「オペレーションガイド」の「ストレージ
ノード保守の原因と対処≪Bare metal≫」を参照し、
ストレージノードの保守回復またはストレージノードの交
換を実施してください。（このとき、ストレージノードの交
換を実施する場合は、同じ物理サーバーを使用した交
換を実施してください。）ストレージノードの保守回復と
交換の手順は「オペレーションガイド」の「ストレージノー
ドを保守回復する≪Bare metal≫」および「ストレージ
ノードを交換する≪Bare metal≫」を参照してください。

対象のストレージノードの保守回復または交換に
成功しましたか？

イベントログを確認し、保守回復または交換の失敗
原因の確認と対策を実施してください。その後、
再度ストレージノードの保守回復または交換を実施
してください。

3. アダプターを交換する際は、交換前のアダプターと同じPCIスロットに交換用アダプターを搭載してください。
　　異なるPCIスロットに搭載すると、ストレージノードの保守回復でストレージノードを回復することができません。
　　以下のサーバーの物理搭載位置については、「ハードウェア互換性リファレンス」、対象サーバーの「重要事項および読替ガイド」
　　および「サーバーユーザーガイド」を参照してください。
　　・日立アドバンストサーバ HA8000V DL380 Gen10
　　・日立アドバンストサーバ HA8000V DL380 Gen10 Plus
　　・日立アドバンストサーバ HA8000V DL360 Gen11
　　・日立アドバンストサーバ HA8000V DL380 Gen11
　　上記以外のサーバーにおけるアダプターの物理搭載位置については、各サーバーベンダーのマニュアルを参照してください。
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3.18 ストレージノード間ポートの Health Status に

"Alerting"発生時の対処≪Bare metal≫
この節での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

VSP One SDS Block Administrator でストレージノード間ポートの Health Status に"Alerting"が

表示された場合、以下のフローに従って障害に対処してください。
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ストレージノード間ポートのHealth Statusに
"Alerting"発生

VSP One SDS Block Administratorで
Internode Ports画面を確認します。

ステータスに"Error"または"Warning"が表示され
ていますか？

                            終了
(「VSP One SDS Block Administrator でヘル
スステータス異常を検知した場合」を参照し、ほか
にヘルスステータス異常が残ってないか確認してくだ
さい。)

VSP One SDS Block Administratorで"Error"または"Warning"が表示され
ているポートをクリックし、Internode Port詳細画面を確認します。
PRIMARY PORT INFORMATIONまたはSECONDARY PORT 
INFORMATIONのうち、PORT SPEED DUPLEXが"LinkDown"となっている
ポートのMAC ADDRESSを確認します。1

障害対象のストレージノード間ポートが存在する
ストレージノードのBMC画面が確認できますか？

BMC画面のMAC ADDRESSと、VSP One SDS Block Administratorで確認
したPORT SPEED DUPLEXが"LinkDown"となっているポートのMAC 
ADDRESSが同一であるか確認します。

Yes

No

Yes

No

1. VSP One SDS Block AdministratorのInternode Port詳細画面には、物理的なMAC ADDRESSが表示されます。
   そのため、BMC画面で障害対象ポートのMAC ADDRESSと同一であるかを確認する場合は、必ずInternode Port詳細画面を
   表示してください。
   VSP One SDS Block AdministratorのInternode Ports画面に表示されるMAC ADDRESSには通信で使用するものが
   表示されています。

BMCのネットワーク接続を確認してください。「チェッ
クする項目一覧≪Bare metal≫」の「ストレージシ
ステムやネットワーク周辺機器のケーブルは、正しく
接続されていますか。」および「VSP One SDS 
Block を構成する管理ネットワーク、コンピュートネッ
トワーク、ストレージノード間ネットワーク、BMC ネット
ワークはすべて正常に動作していますか。」を改めて
確認してください。

2

21
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BMC画面のMAC ADDRESSと、VSP One 
SDS Block AdministratorのMAC 
ADDRESSが同一ですか？

「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」の「VSP 
One SDS Block を構成する管理ネットワーク、コン
ピュートネットワーク、ストレージノード間ネットワーク、
BMC ネットワークはすべて正常に動作しています
か。」の備考欄に従って障害対象ポートを確認してく
ださい。

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

障害対象ポートの確認後、継続してVSP One 
SDS Block Administrator画面上で"Error"ま
たは"Warning"が発生していますか？

                         終了
(「VSP One SDS Block Administrator でヘル
スステータス異常を検知した場合」を参照し、ほか
にヘルスステータス異常が残ってないか確認してく
ださい。)

BMC画面より障害対象ポートのMAC ADDRESS
から保守対象のアダプターを特定します。

特定したアダプターに対応する、交換用のアダプター
を準備してください。2

No

Yes

Yes

No

2. 必ず交換用のアダプターを準備してから以降のステップに進んでください。
　　異常のあるアダプターを搭載したままストレージノード交換を実施すると、ストレージノード交換が正常終了しない場合があります。

1

3
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3. アダプターを交換する際は、交換前のアダプターと同じPCIスロットに交換用アダプターを搭載してください。
　　異なるPCIスロットに搭載すると、ストレージノードの保守回復でストレージノードを回復することができません。
　　以下のサーバーの物理搭載位置については、「ハードウェア互換性リファレンス」、対象サーバーの「重要事項および読替ガイド」
　　および「サーバーユーザーガイド」を参照してください。
　　・日立アドバンストサーバ HA8000V DL380 Gen10
　　・日立アドバンストサーバ HA8000V DL380 Gen10 Plus
　　・日立アドバンストサーバ HA8000V DL360 Gen11
　　・日立アドバンストサーバ HA8000V DL380 Gen11
　　上記以外のサーバーにおけるアダプターの物理搭載位置については、各サーバーベンダーのマニュアルを参照してください。

3

2

No

No

Yes

Yes

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の
原因と対処≪Bare metal≫」と「ストレージノー
ドの保守閉塞」を参照し、交換対象のアダプター
が搭載されているストレージノードを保守閉塞して
ください。

対象のストレージノードの保守閉塞に成功しました
か？

イベントログを確認し、保守閉塞の失敗原因の確認
と対策を実施してください。
その後、再度ストレージノードの保守閉塞を実施して
ください。

アダプターを交換してください。3

アダプター交換後、「オペレーションガイド」の「ストレー
ジノード保守の原因と対処≪Bare metal≫」を参照
し、ストレージノードの保守回復またはストレージノー
ドの交換を実施してください。（このとき、ストレージ
ノードの交換を実施する場合は、同じ物理サーバー
を使用した交換を実施してください。）ストレージ
ノードの保守回復と交換の手順は「オペレーションガ
イド」の「ストレージノードを保守回復する≪Bare 
metal≫」および「ストレージノードを交換する
≪Bare metal≫」を参照してください。

対象のストレージノードの保守回復または交換に
成功しましたか？

イベントログを確認し、保守回復または交換の失敗
原因の確認と対策を実施してください。その後、
再度ストレージノードの保守回復または交換を実施
してください。
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3.19 コンピュートポートの Health Status に

"Alerting"発生時の対処

VSP One SDS Block Administrator でコンピュートポートの Health Status に"Alerting"が表示さ

れた場合、以下のフローに従って障害に対処してください。
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2

1 2 3

コンピュートポートのHealth Statusに
"Alerting"発生

VSP One SDS Block Administratorで
Compute Ports画面を確認します。

ステータスが"Error"のコンピュートポートがあります
か？

                           終了
(「VSP One SDS Block Administrator でヘル
スステータス異常を検知した場合」を参照し、ほか
にヘルスステータス異常が残ってないか確認してくだ
さい。)

対象のストレージシステムはBare metalモデル
ですか？

サポートセンターに連絡してください。

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

障害対象のコンピュートポートが存在するストレージ
ノードの保守閉塞、物理サーバーの停止、再起動、
ストレージノードの保守回復は実施済みですか？

コンピュートポートはFCですか？

障害対象のコンピュートポートが存在するストレージ
ノードの保守閉塞、物理サーバーの停止、再起動、
ストレージノードの保守回復を実施してください。スト
レージノードの保守閉塞、保守回復については、「オ
ペレーションガイド」の「ストレージノードを保守する」を
参照してください。

Yes

No

No≪Bare metal≫以外

Yes«Bare metal≫

No
No

Yes Yes
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1. VSP One SDS Block AdministratorのCompute Port詳細画面には、物理的なMAC ADDRESSが表示されます。
    そのため、BMC画面で障害対象ポートのMAC ADDRESSと同一であるかを確認する場合は、必ずCompute Port詳細
    画面を表示してください。
　  VSP One SDS Block AdministratorのCompute Ports画面に表示されるMAC ADDRESSには通信で使用する
    ものが表示されています。

No

Yes

サポートセンターに連絡してください。

1

No

Yes

No

Yes

2

VSP One SDS Block Administratorで
"Error"が表示されているポートをクリックし、
Compute Port詳細画面からMAC ADDRESSを
確認します。1

障害対象のコンピュートポートが存在するストレージ
ノードのBMC画面が確認できますか？

BMCのネットワーク接続を確認してください。
「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」を改めて
確認してください。

BMC画面のMAC ADDRESSと、VSP One 
SDS Block AdministratorのMAC 
ADDRESSが同一ですか？

「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」の「VSP 
One SDS Block を構成する管理ネットワーク、コン
ピュートネットワーク、ストレージノード間ネットワーク、
BMC ネットワークはすべて正常に動作しています
か。」の備考欄に従って障害対象ポートを確認してく
ださい。

障害対象ポートの確認後、継続してVSP One 
SDS Block Administrator画面上で"Error"
が発生していますか？

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

                         終了
(「VSP One SDS Block Administrator でヘル
スステータス異常を検知した場合」を参照し、ほか
にヘルスステータス異常が残ってないか確認してく
ださい。)

BMC画面より障害対象ポートのMAC ADDRESS
から保守対象のアダプターを特定します。

4
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Yes

5

サポートセンターに連絡してください。

3

Yes

No

4

Yes

No

Yes

No

No

特定したアダプターに対応する、交換用のアダプター
を準備してください。3

「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原
因と対処≪Bare metal≫」と「ストレージノードの保
守閉塞」を参照し、交換対象のアダプターが搭載
されているストレージノードを保守閉塞してください。

特定したアダプターはすでに交換済みですか？

2. コンピュートポートのWWNの確認方法は、「CLI リファレンス」の「port_show」コマンドを参照してください。
3. 必ず交換用のアダプターを準備してから以降のステップに進んでください。異常のあるアダプターを搭載したままストレージ
    ノード交換を実施すると、ストレージノード交換が正常終了しない場合があります。

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

イベントログを確認し、保守閉塞の失敗原因の確認
と対策を実施してください。
その後、再度ストレージノードの保守閉塞を実施して
ください。

対象のストレージノードの保守閉塞に成功しました 
か？

ステータスが"Error"のコンピュートポートの物理
WWN2 を確認します。

障害対象のコンピュートポートが存在するストレージ
ノードのBMC画面が確認できますか？

BMCからコンピュートポートのWWNと一致するアダ
プターを特定できましたか？

BMCからコンピュートポートのWWNと一致するアダ
プターを特定してください。
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Yes

No

アダプターを交換してください。

記録した交換前のアダプターの搭載位置と、交換後
のアダプターの搭載位置が一致していることを確認
してください。
搭載位置の確認方法はサーバーベンダーの
マニュアルを参照してください。

搭載位置は一致していましたか？

交換用アダプターを交換前のアダプターと同じPCI
スロットに搭載し直してください。

交換するアダプターの搭載位置を記録してください。
搭載位置の確認方法はサーバーベンダーの
マニュアルを参照してください。

5

2

アダプター交換後、「オペレーションガイド」の「ストレージノード保守の原因と対処≪Bare 
metal≫」を参照し、ストレージノードの保守回復またはストレージノードの交換を実施 
してください。（このとき、ストレージノードの交換を実施する場合は、同じ物理サーバー 
を使用した交換を実施してください。）ストレージノードの保守回復と交換の手順は「オ 
ペレーションガイド」の「ストレージノードを保守回復する≪Bare metal≫」および「スト 
レージノードを交換する≪Bare metal≫」を参照してください。 

対象のストレージノードの保守回復または交換に 
成功しましたか？

イベントログを確認し、保守回復または交換の 
失敗原因の確認と対策を実施してください。 
その後、再度ストレージノードの保守回復または 
交換を実施してください。

Yes

No
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3.20 ストレージプール障害時の対処

VSP One SDS Block Administrator でストレージプールの Health Status に"Alerting"が表示され

た場合、ストレージノードとドライブの Health Status を確認してください。

ストレージノードかドライブの Health Status に"Alerting"が表示されている場合、「VSP One SDS

Block Administrator でヘルスステータス異常を検知した場合」を参照し、順番に障害に対処して

ください。

ストレージノードとドライブの Health Status に"Alerting"が表示されていない場合、以下のフ

ローに従って障害に対処してください。
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No

Yes

Yes

No

Yes

No

No

Yes

ストレージプールのHealth Statusに"Alerting"
発生

VSP One SDS Block Administratorで
Storage Pool画面を確認します。

DATA REDUNDANCYの値が、ユーザーデータ保
護種別のパリティ数1と同じですか？

DATA REDUNDANCYの値が-1ですか？

ソフトウェアアップデート中、またはステータスが
"MaintenanceBlockage"のストレージノードが
ありますか？2

リビルドが完了するまで待機してください。

DATA REDUNDANCYの値が、ユーザーデータ保
護種別のパリティ数1と同じですか？

サポートセンターに連絡してください。　　　　　　　　　　　　　　　　

1. ユーザーデータ保護種別のパリティ数は、それぞれ以下のとおりです。
     ≪Bare metal≫4D+1Pの場合:1
     4D+2Pの場合:2
     Duplicationの場合:1
2. ソフトウェアアップデート中、および"MaintenanceBlockage"のストレージノードがある場合はDATA REDUNDANCY
    が低下します。
　  ソフトウェアアップデートが完了するか、"MaintenanceBlockage"のストレージノードを保守回復あるいは交換することで
    ストレージプールのDATA REDUNDANCYが回復します。

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

1
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1

8 2

No

Yes

Yes Yes

No

No

Yes

No

Yes

No

No

Yes
Storage Poolのステータスが
"ExceededThreshold"または"Error"ですか？

対象ボリュームへの書き込み速度を下げることを検討
してください。

「オペレーションガイド」を参照し、ストレージプールのステータスが
"Normal"となるように、不要なボリューム･スナップショットボリューム3

を削除するか、ドライブの増設、またはストレージノードの増設による
容量の拡張をしてください。

Storage PoolのHealth statusが"Normal"に
なりましたか？

Storage PoolのSTORAGE CONTROLLER 
CAPACITIES GENERAL STATUSが"Error"
または"Warning"ですか？                             終了

（「VSP One SDS Block Administrator で
ヘルスステータス異常を検知した場合」を参照し、
ほかにヘルスステータス異常が残ってないか確認し
てください。）

ステータスが"MaintenanceBlockage"のストレー
ジノードがありますか？

"MaintenanceBlockage"のストレージノードがある場合は、「オペ
レーションガイド」を参照し、ストレージノードの保守回復またはストレージ
ノードの交換を実施してから、リビルドの完了を待ってください。

Storage PoolのHealth Statusが"Normal"に
なりましたか？

                            終了
（「VSP One SDS Block Administrator で
ヘルスステータス異常を検知した場合」を参照し、
ほかにヘルスステータス異常が残ってないか確認し
てください。 サポートセンターに連絡してください。

3. スナップショットツリーの一部のスナップショットボリュームを削除しても、ストレージプール内のスナップショットボリュームのデータ
    として割り当てられていた領域は解放されないため、ストレージプールの使用量は減りません。
    したがって、該当するスナップショットツリーに作成されたスナップショットボリュームをすべて削除する必要があります。

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

容量削減機能が有効になったボリュームが存在し、
そのボリュームのシステムデータ量が占める割合が
10%を超えていますか？
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8

2

4

39

Yes

No

ストレージコントローラー情報の一覧を取得し、
capacityStatusが"Error"または"Warning"のス
トレージコントローラーを確認します。

対象のストレージコントローラーが管理しているボ
リュームを確認します。

不要なボリュームがありますか？

「オペレーションガイド」を参照し、不要なボリューム･
スナップショットボリューム4を削除してください。

Storage PoolのSTORAGE CONTROLLER 
CAPACITIES GENERAL STATUSが
"Error"または"Warning"ですか？

4. スナップショットツリーの一部のスナップショットボリュームを削除しても、ストレージプール内のスナップショットボリュームのデータと
    して割り当てられていた領域は解放されないため、ストレージプールの使用量は減りません。
    したがって、該当するスナップショットツリーに作成されたスナップショットボリュームをすべて削除する必要があります。

Yes

No

Yes

No

Volumeの一覧に容量削減機能が有効なボリューム
がありますか？
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3

9

5

No

Yes

No

Yes

ストレージコントローラー情報を取得します。5

イベントログで示されている対象のストレージコント
ローラーについて、容量削減機能が有効なボリューム
の使用量(usedVolumeCapacity)と、容量削減
機能によるシステムデータ使用量
(systemDataCapacity)と、空き容量
(freeCapacity)をそれぞれ確認します。

usedVolumeCapacityに対する
systemDataCapacityの値が10%を超えている
ストレージコントローラーがありますか？

systemDataCapacityを低下させるために、容
量削減機能が有効なボリュームへの書き込み速度
を下げて、ガベージコレクション動作を待つことがで
きますか？

容量削減機能が有効なボリュームへの書き込み速度を
下げて、systemDataCapacityの値が10%に
下がるまで待ってください。

5. ストレージコントローラーの情報を取得するには、
　　REST APIの場合は「GET /v1/objects/storage-controllers/<id>」を実行してください。　　
    CLIの場合は「storage_controller_show」を実行してください。
　　詳細は「REST API リファレンス」または「CLI リファレンス」を参照してください。

340 障害に対処する

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



5

6

9

10

No

Yes

systemDataCapacityが継続的に増加している
ストレージコントローラーはありますか？

systemDataCapacityが継続的に増加している
ストレージコントローラーについて、容量削減機能が
有効なボリュームの一覧情報を確認します。6

「オペレーションガイド」を参照し、容量削減機能が有
効なボリューム7について、ユーザーデータを容量削減
機能が無効なボリュームに移したあと、該当の容量削
減機能が有効なボリュームを削除してください。

容量削減機能が有効なボリュームを削除したことに
よるシステムデータ使用量減少効果を確認するため、
5分ほど待ってください。

6. 対象のストレージコントローラーにおけるボリュームの情報一覧を取得するには、
　　REST APIの場合は、storageControllerIdを指定して「GET /v1/objects/volumes」を実行してください。　  
    CLIの場合は、--storage_controller_idを指定して「volume_list」を実行してください。
　  詳細は「REST API リファレンス」または「CLI リファレンス」を参照してください。
　　容量削減機能が有効なボリュームは、savingSettingが”Compression"と表示されます。
7. 容量削減機能が有効なボリュームが複数ある場合は、書き込み速度を下げることのできないボリュームを優先的に対処し
    てください。
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6

10

5

Yes

No

Yes

No

対象のストレージコントローラーの
systemDataCapacityは減少していますか？

未対処の容量削減機能が有効なボリュームはあり
ますか？

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレージ
ノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。
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4

7

No

Yes

No

Yes

No

Yes

ソフトウェアアップデート中、またはステータスが
"MaintenanceBlockage"のストレージノードが
ありますか？

ソフトウェアアップデート中の場合は、「オペレーション
ガイド」を参照し、中断してください。
"MaintenanceBlockage"のストレージノードがあ
る場合は、「オペレーションガイド」を参照し、ストレー
ジノードの保守回復またはストレージノードの交換を
実施してから、リビルドの完了を待ってください。

5分ほど待ってください。

イベントログKARS16021-Iが発生していますか？

追加の容量拡張が完了し、イベントログ
KARS16022-I、またはイベントログKARS16081-I
が発生するまで待ってください。

容量削減機能が有効になったボリュームが存在し、
そのボリュームのシステムデータ量が占める割合が
10%を超えていますか？

対象ボリュームへの書き込み速度を下げることを検討
してください。
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7

8

11

No

Yes

No

No

Yes

Yes

No

Yes

No

Yes

Storage PoolのSTORAGE CONTROLLER 
CAPACITIES GENERAL STATUSが
"Error"または"Warning"ですか？

容量バランス開始のイベントログKARS16028-Iが
発生していますか？

容量バランスが完了し、イベントログKARS16029-I
が発生するまで待ってください。

Storage PoolのSTORAGE CONTROLLER 
CAPACITIES GENERAL STATUSが
"Error"または"Warning"ですか？

ストレージノードにドライブを増設する空きスロットが
ありますか？

「オペレーションガイド」を参照し、STORAGE 
CONTROLLER CAPACITIES GENERAL 
STATUSが"Normal"となるように、ドライブの増設
による容量の拡張をしてください。

Storage PoolのHealth Statusが"Normal"に
なりましたか？

                           終了
（「VSP One SDS Block Administrator で
ヘルスステータス異常を検知した場合」を参照し、
ほかにヘルスステータス異常が残ってないか確認し
てください。）
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Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

No

No≪Cloud≫以外

Yes≪Cloud≫

「オペレーションガイド」を参照し、STORAGE 
CONTROLLER CAPACITIES GENERAL 
STATUSが"Normal"となるように、ストレージノード
の増設による容量の拡張をしてください。

容量バランス開始のイベントログKARS16028-Iが
発生していますか？

Storage PoolのSTORAGE CONTROLLER
CAPACITIES GENERAL STATUSが
"Error"または"Warning"ですか？

容量バランスが完了し、イベントログKARS16029-I
が発生するまで待ってください。

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

サポートセンターに連絡してください。

Multi-AZ構成ですか？

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

「オペレーションガイド」の「フォールトドメイン情報の一
覧を取得する」を参照し、フォールトドメインの論理容
量の使用率を確認してください。

フォールトドメインの論理容量の使用率が70％を
超えるフォールトドメインがありますか？

Storage PoolのHealth Statusが"Normal"に
なりましたか？

対象のストレージシステムはCloudモデルですか？

                          終了
（「VSP One SDS Block Administrator で
ヘルスステータス異常を検知した場合」を参照し、
ほかにヘルスステータス異常が残ってないか確認し
てください。）

11
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3.21 ボリューム障害時の対処

VSP One SDS Block Administrator の Volumes 画面で下表に示す STATUS のボリュームがある場合、

ストレージノードの Health Status が"Alerting"でないことを確認してください。

ストレージノードの Health Status に"Alerting"が発生している場合、「VSP One SDS Block

Administrator でヘルスステータス異常を検知した場合」を参照し、順番に障害に対処してくださ

い。ただし、"Alerting"が発生しているストレージノードのステータスが"RemovalFailed"のみの場

合は、「VSP One SDS Block Administrator でヘルスステータス異常を検知した場合」を参照せずに

下表のボリューム障害に対処してください。

ストレージノードの Health Status に"Alerting"が発生していない場合は、そのまま下表のボ

リューム障害に対処してください。

注意 20 以上のボリューム管理操作を同時に実行している場合は、ボリュームが下表に示す STATUS に遷移する
ことがあります。その場合は、同時に実行するボリューム管理操作を 20 未満にしてから、対処してください。

STATUS SNAPSHOT
STATUS 内容

VOLUME
TYPE

容量削
減状態

対処*

MetaDataConsistencyError すべての状態 ボリュームまた

はスナップ

ショットボ

リュームのデー

タが保証できな

い状態になりま

した。

Normal,S

napshot

共通

Failed VSP One SDS

Block のダンプロ

グファイルを採取

し、サポートセン

ターに連絡してく

ださい。

IOSuppressed すべての状態 ボリュームまた

はスナップ

ショットボ

リュームのデー

タが保証できな

い状態になりま

した。障害が発

生しているボ

リュームまたは

スナップショッ

トボリュームへ

の I/O は不可と

なります。

Normal,S

napshot

共通

Failed VSP One SDS

Block のダンプロ

グファイルを採取

し、サポートセン

ターに連絡してく

ださい。

Failed

以外

「ストレージクラ

スター起動時に

KARS06132-C が発

生した場合の対

処」を参照し、フ

ローに従って障害

に対処してくださ

い。

CreationFailed すべての状態 ボリューム作成

が異常終了しま

した。

Normal Failed VSP One SDS

Block のダンプロ

グファイルを採取

し、サポートセン

ターに連絡してく

ださい。
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STATUS SNAPSHOT
STATUS 内容

VOLUME
TYPE

容量削
減状態

対処*

Failed

以外

「Hitachi Virtual

Storage Platform

One SDS Block オ

ペレーションガイ

ド」を参照し、異

常終了したボ

リュームを削除

し、再度ボリュー

ム作成を実施して

ください。

Snapshot すべて

の状態

「Hitachi Virtual

Storage Platform

One SDS Block オ

ペレーションガイ

ド」を参照し、異

常終了したスナッ

プショットボ

リュームを削除

し、再度ボリュー

ム作成を実施して

ください。

DeletionFailed すべての状態 ボリューム削除

が異常終了しま

した。

Normal Failed VSP One SDS

Block のダンプロ

グファイルを採取

し、サポートセン

ターに連絡してく

ださい。

Failed

以外

「Hitachi Virtual

Storage Platform

One SDS Block オ

ペレーションガイ

ド」を参照し、異

常終了したボ

リュームを再度削

除してください。

Snapshot すべて

の状態

「Hitachi Virtual

Storage Platform

One SDS Block オ

ペレーションガイ

ド」を参照し、異

常終了したスナッ

プショットボ

リュームを再度削

除してください。

ExpansionFailed すべての状態 ボリューム拡張

が異常終了しま

した。

Normal Failed VSP One SDS

Block のダンプロ

グファイルを採取

し、サポートセン

ターに連絡してく

ださい。
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STATUS SNAPSHOT
STATUS 内容

VOLUME
TYPE

容量削
減状態

対処*

Failed

以外

「Hitachi Virtual

Storage Platform

One SDS Block オ

ペレーションガイ

ド」を参照し、異

常終了したボ

リュームに対し

て、

additionalCapaci

ty に値を指定せず

に再度ボリューム

拡張を実行してく

ださい。

UpdateFailed すべての状態 ボリューム設定

更新が異常終了

しました。

Normal、

Snapshot

共通

Failed VSP One SDS

Block のダンプロ

グファイルを採取

し、サポートセン

ターに連絡してく

ださい。

Failed

以外

「Hitachi Virtual

Storage Platform

One SDS Block オ

ペレーションガイ

ド」を参照し、異

常終了したボ

リュームに対し

て、変更する値を

指定せずに再度ボ

リューム設定更新

を実行してくださ

い。または、異常

終了したボリュー

ムを削除してくだ

さい。

* それぞれの対処を実施しても問題が解決しない場合は、VSP One SDS Block のダンプログファイルを採取

し、サポートセンターに連絡してください。

3.22 スナップショットボリューム削除時の障害の対処

スナップショットボリュームの削除時に障害が発生した場合、以下のフローに従って障害に対処し

てください。
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* 指定したP-VOL配下のすべてのスナップショットを強制的に削除する方法については、「REST API リファレンス」の
  「POST /v1/objects/volumes/actions/delete-snapshot/invoke」または
  「CLI リファレンス」の「volume_delete_snapshot」を参照してください。 

No

Yes

No

Yes

No

No

Yes

Yes

スナップショットボリュームの削除ジョブが失敗

未対処のエラーメッセージがありますか？

未対処のエラーメッセージにsolutionの記載があり
ますか？

solutionに記載されているアクションを実施してくださ
い。

スナップショットボリュームを削除できましたか？

スナップショットの強制削除を実行してください。*

スナップショットボリュームを削除できましたか？

                            終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

サポートセンターに連絡してください。

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

3.23 性能低下が生じた場合の対処

性能低下が生じた場合は以下のフローに従って対処してください。
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２

3

4

1

5

ストレージコントローラー情報を取得します。1

イベントログで示されている対象のストレージコント
ローラーについて、容量削減機能が有効なボリューム
の使用量(usedVolumeCapacity)と、容量削減
機能によるシステムデータ使用量
(systemDataCapacity)と、空き容量
(freeCapacity)をそれぞれ確認します。

必要に応じてボリューム性能上限設定の見直しを
行ってください。

性能低下が発生した時刻周辺で、設定した
ボリューム性能上限に到達していますか？

upperLimitForIops、 
upperLimitForTransferRateのどちらか、
または両方が-1以外となっていますか？

ボリューム情報を取得するREST API/CLIを使用して、
性能低下が発生しているボリュームのボリューム性能
上限(upperLimitForIops、 
upperLimitForTransferRate)を確認します。

Yes

No

No

Yes

Yes

Yes

No

No

usedVolumeCapacityに対する
systemDataCapacityの値が10%を超えている
ストレージコントローラーがありますか？

イベントログKARS06213-Wが出力されています
か？

1. ストレージコントローラーの情報を取得するには、REST APIの場合は「GET /v1/objects/storage-controllers/<id>」を
　　実行してください。CLIの場合は「storage_controller_show」を実行してください。詳細は「REST API リファレンス」または
    「CLI リファレンス」を参照してください。

性能低下が発生
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１

No

Yes

10 11

Yes

No

ストレージコントローラー情報を一覧取得するREST
API/CLIを使用して、ストレージコントローラーの
dataRebalanceStatusと、
dataRebalanceProgressRateを確認します。

dataRebalanceStatusが"Running"となってい
ますか？

ホストからWrite SameコマンドまたはUnmap
コマンドを実行していますか？

ホストからのWrite SameコマンドまたはUnmap
コマンドがホストI/O性能や内部処理I/Oに影響し
ている可能性があります。
Write SameコマンドまたはUnmapコマンドを発
行する操作が終了することで回復します。
また、Write SameコマンドまたはUnmapコマンド
を発行する操作は、発行対象のボリュームを管理
するストレージコントローラーおよびストレージノード
に対して多重で実施しないでください。
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サポートセンターに連絡してください。

10

終了

No

Yes

11

ストレージコントローラー内で自動的に動作する、
ドライブ間でのデータ移動がホストI/O性能に影響
している可能性があります。このデータ移動は一時
的なものとなります。
dataRebalanceStatusが"Stopped" になるま
でしばらくお待ちください。
なお、dataRebalanceProgressRate により
データ移動の進捗率を確認することが可能です。
また、ホストからWrite Sameコマンドまたは
Unmapコマンドを実行している場合、Write 
SameコマンドまたはUnmapコマンドによりホスト
I/O性能や内部処理I/Oに影響している可能性
があります。
Write SameコマンドまたはUnmapコマンドを
発行する操作が終了することで回復します。
また、Write SameコマンドまたはUnmapコマンド
を優先するために容量バランスを無効にする場合
は、「オペレーションガイド」の「容量バランスを
管理する」を参照して設定してください。
その際は、Write SameコマンドまたはUnmap
コマンドを発行する操作の終了後、再度容量バラン
スを有効にする必要があるため、十分注意してくだ
さい。

dataRebalanceStatusが"Stopped"となったあ
とも、性能低下が継続して発生していますか？

ダンプログファイルおよび性能情報が未採取の場合
は、先に「VSP One SDS Block のダンプログファイ
ルの採取手順」を参照して、すべてのストレージノー
ドに対し、ダンプログファイルを採取してください。
ダンプログファイルの採取が終わったあとに、「VSP 
One SDS Block の性能情報の採取手順」を参
照して、性能情報を含んだダンプログファイルの採取
を実施してください。
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３

２

7

6

5

Yes

Yes

No

No

Yes
No

Yes

Yes

No

No
ストレージプール拡張を実施できますか？

「オペレーションガイド」を参照し、ストレージプールの
拡張を実施してください。

すべてのKARS06213-Wのイベントログに記載さ
れている、ストレージコントローラーIDに対応した
KARS06212-Iが出力されていますか？

イベントログKARS06218-Wが出力されています
か？2,3

「オペレーションガイド」を参照し、ストレージプールの
拡張を実施してください。

「オペレーションガイド」を参照し、不要なボリューム
またはスナップショットを削除してください。

性能低下が継続して発生していますか？

ストレージプール拡張を実施できますか？

「オペレーションガイド」を参照し、不要なボリューム
またはスナップショットを削除してください。

2. KARS06218-WはI/Oの書き込み速度の制限を示すイベントログです。KARS06218-Wが一度に複数出力された
　　場合は、1番目のKARS06218-Wのみ対処してください。対処後、KARS06218-Wに対する解除を示すイベントログは
　　出力されません。
3. KARS06218-Wのイベントログが出力されて1時間以上が経過したあと、さらにKARS06218-Wが出力された場合は、
　　再度対処が必要です。
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7

１ 終了

イベントログKARS06217-Wが出力されています
か？

Yes

No

Yes

No

No

No

Yes

Yes

イベントログKARS06217-Wで示されている対象の
ボリュームについて、ボリュームの使用量
(usedCapacity)と、容量削減機能によるシステム
データ使用量(systemDataCapacity)を確認しま
す。

usedCapacityに対するsystemDataCapacity
の値が10%を超えているボリュームがありますか？

systemDataCapacityを低下させるために、
当該ボリュームへの書き込み速度を下げて、
ガベージコレクション動作を待つことができますか？

当該ボリュームへの書き込み速度を下げて、イベント
ログKARS06216-Iが出力されるまで待ってください。

KARS06217-Wに表示されるVolume IDに対応す
るイベントログKARS06216-Iが出力されましたか？

当該ボリュームについて、ユーザーデータを容量削減
機能が無効なボリュームに移行したあと、移行元と
なったボリュームを削除してください。
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４

6 9

8

systemDataCapacityを低下させるために、容
量削減機能が有効なボリュームへの書き込み速
度を下げて、ガベージコレクション動作を待つことが
できますか？4

ストレージプール拡張を実施できますか？

容量削減機能が有効なボリュームへの書き込み
速度を下げて、freeCapacityが20GiBを超える
まで待ってください。

「オペレーションガイド」を参照し、ストレージプールの
拡張を実施してください。

systemDataCapacityが継続的に増加している
ストレージコントローラーはありますか？

systemDataCapacityが継続的に増加しているス
トレージコントローラーについて、容量削減機能が有
効なボリュームの一覧情報を確認します。5

4. 対象のストレージコントローラーにおける性能低下状態は、freeCapacityが20GiBを超えると解消します。
    性能低下が解除されるまでに掛かる時間は、systemDataCapacityが低下する速さに依存します。　　
    性能低下が解除されるまでに掛かる時間を短くしたい場合は、容量削減機能が有効なボリュームへの書き込み速度をさらに
　　下げて、systemDataCapacityをより早く低下させる必要があります。
　　例えば、性能低下発生時のストレージコントローラーにおけるfreeCapacityが5GiBであり、
    systemDataCapacityが10分あたり1GiBずつ低下している場合は、性能低下が解除されるまでに掛かる時間は、
　　(20GiB - 5GiB) / (6GiB/Hr)という計算により、およそ2.5時間と見積もることができます。
5. 対象のストレージコントローラーにおけるボリュームの情報一覧を取得するには、REST APIの場合は、
　  storageControllerIdにストレージコントローラーのID、savingSettingにCompressionを指定して
    「GET /v1/objects/volumes」を実行してください。　  
    CLIの場合は、--storage_controller_idにストレージコントローラーのID、--saving_settingにCompression
    を指定して「volume_list」を実行してください。
　  詳細は「REST API リファレンス」または「CLI リファレンス」を参照してください。
　　

No

Yes No

Yes

No

Yes
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9

8
Yes

No

Yes

No

「オペレーションガイド」を参照し、容量削減機能が
有効なボリューム6について、ユーザーデータを容量削
減機能が無効なボリュームに移したあと、該当の容量
削減機能が有効なボリュームを削除してください。

容量削減機能が有効なボリュームを削除したことに
よるシステムデータ使用量減少効果を確認するため、
5分ほど待ってください。

対象のストレージコントローラーの
systemDataCapacityは減少していますか？

未対処の容量削減機能が有効なボリュームはあり
ますか？

ダンプログファイルが未採取の場合、すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

サポートセンターに連絡してください。

6. 容量削減機能が有効なボリュームが複数ある場合は、書き込み速度を下げることのできないボリュームを優先的に
　　対処してください。
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3.24 応答遅延が頻発するドライブを交換したい場合の

対処

3.24.1 応答遅延が頻発するドライブを交換したい場合の対処≪Bare
metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

ドライブの応答遅延に伴うドライブ障害とドライブの自動回復が繰り返す場合など、応答遅延が頻

発するドライブを交換したい場合は、対象モデルの障害の対処に従ってください。

操作手順

1. 交換対象のドライブの ID と、交換対象のドライブが搭載されたストレージノードの ID を確認し

ます。

また、交換対象のドライブの WWID を記録します。交換対象のドライブを特定する際に使用しま

す。

REST API：GET /v1/objects/drives

CLI：drive_list

2. 抜き取るドライブのロケーター LED を点灯させます。

operationType(CLI の場合：operation_type)に"TurnOn"を指定してコマンドを実行します。

REST API：POST /v1/objects/drives/<id>/actions/control-locator-led/invoke

CLI：drive_control_locator_led

メモ

• ドライブを NVMe Drive Direct Attach で構成している場合、「Hitachi Virtual Storage Platform One

SDS Block ハードウェア互換性リファレンス」に記載されている構成でもロケーター LED 操作は VSP

One SDS Block からできません。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズを使用している場合、ロケーター LED の点消灯は iLO で操作

します。具体的な操作方法はハードウェアのマニュアルを参照してください。

日立アドバンストサーバ HA8000V シリーズ以外の物理サーバーを使用している場合、ロケーター LED の

操作方法は、サーバーベンダーのマニュアルを参照してください。

• ロケーター LED を点灯できない、または「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block ハード

ウェア互換性リファレンス」に記載の構成ではない場合は、以下の方法で抜き取るドライブの搭載位置

を確認してください。

手順 1で記録した交換対象のドライブの WWID と、増設時に記録したドライブの WWN または EUI の値が一

致するドライブを見つけます。そして、WWN または EUI と関連付けて記録したドライブの搭載位置を確

認します。

• ドライブ増設時に記録した値が WWN の場合、手順 1で記録した WWID の右 16 桁部分の最終 1～3桁ほどに

差異が生じることがあります。

3. サーバーからロケーター LED が点灯しているドライブを見つけ出し、抜き取るドライブの搭載位

置を確認します。

4. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージ

ノードの保守閉塞」を参照し、対象のストレージノードを保守閉塞します。

5. サーバーから障害ドライブを抜き取ります。

抜き取り方法については、サーバーベンダーのマニュアルを参照してください。

6. 増設するすべてのドライブ(現物)の搭載位置、ドライブ(現物)の形名、ドライブ(現物)に貼り付

けられているラベルに記載された WWN または EUI を関連付けて記録します。
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記録した情報は、ドライブ減設時やドライブ交換時に使用します。また、格納データ暗号化を有

効化する場合は暗号化鍵の情報を監査するときにも使用します。

7. 増設するドライブをストレージノードに挿入します。

挿入方法については、サーバーベンダーのマニュアルを参照してください。

メモ ドライブ増設を行うストレージノードで、ユーザーデータドライブがディスクコントローラーに接続
されている場合は、以下の点を確認してください。

ユーザーデータドライブは、ユーザーデータドライブのみが接続されるディスクコントローラーとの結線を

確認した上で、任意のドライブスロットに搭載してください。このとき、ユーザーデータドライブを接続す

るディスクコントローラーが複数枚の場合、障害点および負荷を分散するため、各ディスクコントローラー

に接続されるユーザーデータドライブ数が均等になるようにユーザーデータドライブを接続することをお

勧めします。

8. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージ

ノードを保守回復する≪Bare metal≫」を参照し、ストレージノードを保守回復します。

9. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージ

プールを拡張する」を参照し、作成したドライブに対して手順 5まで実施します。

10.「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ドライブを減

設する≪Bare metal≫」を参照し、交換対象のドライブに対して手順 6から手順 12 を実施しま

す。

3.24.2 応答遅延が頻発するドライブを交換したい場合の対処≪Cloud
for AWS≫
この項での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。

応答遅延が頻発するドライブを交換したい場合は以下の手順に従って障害に対処してください。

操作手順

1. 交換対象のドライブの ID と、交換対象のドライブが搭載されたストレージノードの ID を確認し

ます。

また、交換対象のドライブのシリアルナンバーを記録します。交換対象のドライブを特定する際

に使用します。

REST API：GET /v1/objects/drives

CLI：drive_list

2. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージ

ノードの保守閉塞」を参照し、対象のストレージノードを保守閉塞します。

3. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ドライブを交

換する≪Cloud for AWS≫」を参照し、交換対象のドライブに対して、手順 1から手順 21 を実施

します。

4. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージ

ノードを保守回復する≪Cloud for AWS≫」を参照し、ストレージノードを保守回復します。

5. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージ

プールを拡張する」を参照し、作成したドライブに対して、手順 5まで実施します。

6. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ドライブを交

換する≪Cloud for AWS≫」を参照し、手順 24 から手順 29 を実施します。
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3.24.3 応答遅延が頻発するドライブを交換したい場合の対処≪Cloud
for Google Cloud≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Google Cloud に適用されます。

応答遅延が頻発するドライブを交換したい場合は以下の手順に従って障害に対処してください。

操作手順

1. 交換対象のドライブの ID と、交換対象のドライブが搭載されたストレージノードの ID を確認し

ます。

また、交換対象のドライブのシリアルナンバーを記録します。交換対象のドライブを特定する際

に使用します。

REST API：GET /v1/objects/drives

CLI：drive_list

2. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージ

ノードの保守閉塞」を参照し、対象のストレージノードを保守閉塞します。

3. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ドライブを減

設する≪Cloud for Google Cloud≫」を参照し、交換対象のドライブに対して、手順 1と手順 4

から手順 7を実施します。

4. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ドライブを作

成する≪Cloud for Google Cloud≫」を参照し、手順 2から手順 5を実施します。

5. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージ

ノードを保守回復する≪Cloud for Google Cloud≫」を参照し、ストレージノードを保守回復し

ます。

6. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージ

プールを拡張する」を参照し、作成したドライブに対して、手順 5まで実施します。

7. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ドライブを減

設する≪Cloud for Google Cloud≫」を参照し、交換対象のドライブに対して、手順 8から手順

13 を実施します。

3.24.4 応答遅延が頻発するドライブを交換したい場合の対処≪Cloud
for Microsoft Azure≫
この項での記述内容は Cloud モデル for Microsoft Azure に適用されます。

応答遅延が頻発するドライブを交換したい場合は以下の手順に従って障害に対処してください。

操作手順

1. 交換対象のドライブの ID と、交換対象のドライブが搭載されたストレージノードの ID を確認し

ます。

また、交換対象のドライブのシリアルナンバーを記録します。交換対象のドライブを特定する際

に使用します。

REST API：GET /v1/objects/drives

CLI：drive_list

2. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージ

ノードの保守閉塞」を参照し、対象のストレージノードを保守閉塞します。
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3. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ドライブを減

設する≪Cloud for Microsoft Azure≫」を参照し、交換対象のドライブに対して、手順 1と手

順 4から手順 6を実施します。

4. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ドライブを作

成する≪Cloud for Microsoft Azure≫」を参照し、手順 2から手順 6を実施します。

5. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージ

ノードを保守回復する≪Cloud for Microsoft Azure≫」を参照し、ストレージノードを保守回

復します。

6. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージ

プールを拡張する」を参照し、作成したドライブに対して、手順 5まで実施します。

7. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ドライブを減

設する≪Cloud for Microsoft Azure≫」を参照し、交換対象のドライブに対して、手順 7から

手順 13 を実施します。

3.25 構成情報のバックアップ作成時に発生した特定エ

ラーへの対処≪Bare metal≫≪Cloud for AWS
≫

この節での記述内容は Bare metal モデルと Cloud モデル for AWS に適用されます。

3.25.1 構成情報のバックアップ作成時のフロー≪Bare metal≫
この項での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

構成情報のバックアップ作成コマンド(configuration_backup_file_create)実行時にエラーメッ

セージが表示された場合は、「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーション

ガイド」の「構成バックアップを行う≪Bare metal≫」を参照し、前提条件を満たしていることを

確認してください。

KARS19206-E、KARS19209-E、KARS19210-E、KARS19211-E、KARS19212-E、KARS19222-E のいずれかの

エラーメッセージが表示された場合は、以下のフローに従って障害に対処してください。
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1

1

3

3

1

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

configuration_backup_file_create実行
時に以下のいずれかのメッセージが出力された。
・KARS19206-E  ・KARS19222-E
・KARS19209-E
・KARS19210-E
・KARS19211-E
・KARS19212-E

出力されたメッセージは、KARS19206-Eですか?

出力されたメッセージは、KARS19209-Eですか?

出力されたメッセージは、KARS19210-Eですか?

出力されたメッセージは、KARS19211-Eですか?
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1. 下記のコマンドにてネットワークの疎通確認ができます。
     $ curl -k -I https://<対象ストレージノードのIPアドレス>/hsds/
2. 以下のいずれかに該当しないか確認してください。
      ・ユーザーが無効に設定されている
      ・アカウントロックがされている
      ・パスワードの有効期限が切れている

1

2

Yes

No

Yes

No

Yes

No

コントローラーノードとストレージノード間で、ネット
ワーク疎通に問題が発生していますか?1

「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」の「VSP 
One SDS Block を構成する管理ネットワーク、コ
ンピュートネットワーク、ストレージノード間ネットワーク、
BMC ネットワークはすべて正常に動作しています
か。」の備考欄に従って対処してください。その後、構
成情報のバックアップ作成コマンドを再度実行して
ください。

--userで入力したユーザーはServiceロールを
保持していますか?

--userで入力したユーザー名、およびコマンド実行
後入力したパスワードは正しいですか？また、指定
したユーザーは有効ですか？2

                            終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

Serviceロールを保持したユーザー名を--userに
指定して、構成情報のバックアップ作成コマンドを
再度実行してください。

有効なユーザー名を--userに指定して、構成情報
のバックアップ作成コマンドを実行してください。
コマンド実行後パスワードの入力を求められます。有
効なパスワードを入力してください。
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２

3. 接続先がクラスターマスターノード(プライマリー)であることを確認する方法は、「オペレーションガイド」の「クラスター
    マスターノード(プライマリー)かを確認する」を参照してください。

No

Yes

Yes

No

--hostで指定したIPアドレス、またはホスト名は
クラスターマスターノード(プライマリー)のものです
か?
なお、フェイルオーバーが発生するとクラスター
マスターノード(プライマリー)が変わることがあり
ます。3

イベントログKARS13006-Eが発生していますか？

サポートセンターに連絡してください。

しばらくしてから構成情報のバックアップ作成コマンド
を再度実行してください。

                           終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

--hostにクラスターマスターノード(プライマリー)のIPア
ドレスまたはホスト名を指定して構成情報のバックアッ
プ作成コマンドを再度実行してください。

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。
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３

                          終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

構成情報のバックアップ作成コマンドを再度実行して
ください。

3.25.2 構成情報のバックアップ作成時のフロー≪Cloud for AWS≫
この項での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。

構成情報のバックアップ作成コマンド(configuration_backup_file_create)実行時にエラーメッ

セージが表示された場合は、「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーション

ガイド」の「構成バックアップを行う」を参照し、前提条件を満たしていることを確認してくださ

い。

KARS19206-E、KARS19209-E、KARS19210-E、KARS19211-E、KARS19212-E、KARS19222-E のいずれかの

エラーメッセージが表示された場合は、以下のフローに従って障害に対処してください。
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1

1

3

3

1

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

configuration_backup_file_create実行
時に以下のいずれかのメッセージが出力された。
・KARS19206-E  ・KARS19222-E
・KARS19209-E
・KARS19210-E
・KARS19211-E
・KARS19212-E

出力されたメッセージは、KARS19206-Eですか?

出力されたメッセージは、KARS19209-Eですか?

出力されたメッセージは、KARS19210-Eですか?

出力されたメッセージは、KARS19211-Eですか?
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1. 対象のストレージノードはタイブレーカーノードも含みます。
2. 下記のコマンドにてネットワークの疎通確認ができます。
     $ curl -k -I https://<対象ストレージノードのIPアドレス>/hsds/
3. 以下のいずれかに該当しないか確認してください。
      ・ユーザーが無効に設定されている
      ・アカウントロックがされている
      ・パスワードの有効期限が切れている

1

2

Yes

No

Yes

No

Yes

No

4コントローラーノードとストレージノード1間で、ネット
ワーク疎通に問題が発生していますか?2

--userで入力したユーザー名、およびコマンド実行
後入力したパスワードは正しいですか？また、指定
したユーザーは有効ですか？3

有効なユーザー名を--userに指定して、構成情報
のバックアップ作成コマンドを実行してください。
コマンド実行後パスワードの入力を求められます。有
効なパスワードを入力してください。

--userで入力したユーザーはServiceロールを
保持していますか?

Serviceロールを保持したユーザー名を--userに
指定して、構成情報のバックアップ作成コマンドを
再度実行してください。

                            終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)
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4

No

Yes

以下に従ってVMインスタンスの対処をしてください。
・「チェックする項目一覧≪Cloud for AWS≫」の
  「各EC2 インスタンスは、正常に動作していますか。」
  の備考欄

Health StatusのStorage Nodesに
"Alerting"が表示されていますか？

ストレージクラスターに含まれるすべてのストレージ
ノードを「対処するストレージノード群」とします。

「ストレージノードのHealth Status に"Alerting" 
発生時の対処」に従って対処してください。

環境情報のバックアップ作成コマンドを再度実行して
ください。

                            終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
   ないか確認してください。)
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２

No

Yes

Yes

No

--hostで指定したIPアドレス、またはホスト名は
クラスターマスターノード(プライマリー)のものです
か?
なお、フェイルオーバーが発生するとクラスター
マスターノード(プライマリー)が変わることがあり
ます。4

イベントログKARS13006-Eが発生しています
か？

サポートセンターに連絡してください。

しばらくしてから構成情報のバックアップ作成コマンド
を再度実行してください。

                           終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

--hostにクラスターマスターノード(プライマリー)のIPア
ドレスまたはホスト名を指定して構成情報のバックアッ
プ作成コマンドを再度実行してください。

ダンプログファイル未採取の場合、すべてのストレージ
ノード5に対し、ダンプログファイルを採取してください。
VMインスタンスのシステムログも採取してください。
ログの採取方法はクラウドプラットフォームのマニュアル
を参照してください。

4. 接続先がクラスターマスターノード(プライマリー)であることを確認する方法は、「オペレーションガイド」の「クラスター
    マスターノード(プライマリー)かを確認する」を参照してください。
5. 対象のストレージノードはタイブレーカーノードも含みます。
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３

Yes

No

No

Yes

                          終了
(「障害の切り分け」を参照し、ほかに障害が残って
ないか確認してください。)

6.対象のストレージノードはタイブレーカーノードも含みます。

コントローラーノードとストレージノード6のVMインス
タンスのシステムログとネットワークのモニタリングを確
認し、すべてのネットワークの状態を確認します。
ログの採取方法やモニタリングの確認方法はクラウド
プラットフォームのマニュアルを参照してください。

ネットワークに異常が発生していますか?

VMインスタンスのシステムログやネットワークのモニタ
リングから異常内容を確認し、対処してください。
その後、構成情報のバックアップ作成コマンドを再
度実行してください。
具体的な対処方法は、クラウドプラットフォームの
マニュアルを参照してください。

構成情報のバックアップ作成コマンドを再度実行して
ください。

以下のイベントログのいずれかが出力されています
か？
・KARS10014-E　・KARS10015-E
・KARS10016-E

3.26 ストレージクラスター構成のリストア後に

KARS06132-C が発生した場合の対処

ストレージクラスター構成のリストア後にイベントログ KARS06132-C が発生した場合、以下のフ

ローに従って対処してください。

注意 この節のフローに従ってスナップショットボリュームおよびボリュームパスを削除する前に、削除対象の
スナップショットボリュームのコピー元ボリューム(P-VOL)を指定して新たなスナップショットボリュームを作
成していた場合とそうでない場合で対応手順が異なります。

手順を間違えると、新たに作成したスナップショットボリュームも削除してしまう可能性がありますので、手順

には十分注意してください。
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メモ KARS06132-C は、1つのストレージコントローラーが管理するスナップショットおよびボリュームパスの削
除が必要であることを示すイベントログです。

複数のストレージコントローラーで対処が必要な場合は、KARS06132-C が複数出力されます。KARS06132-C の対

象のストレージコントローラーが管理するスナップショットボリュームをすべて削除すると、KARS06133-I のイ

ベントログが出力されます。

見落としなく対処するために、REST API、CLI を用いて KARS06132-C を一覧化し、対処後に KARS06133-I を一覧

化することを推奨します。
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-

1

3

2

No

Yes

Yes

No

KARS06132-Cのイベントログに記載されているス
トレージコントローラーのIDを確認します。

「オペレーションガイド」の「ボリューム情報の一覧
を取得する」を参照し、ストレージコントローラーのID
を指定してボリュームの一覧を確認します。

以下のすべてを満たすボリュームがありますか？
  ・volumeType="Snapshot"
  ・snapshotStatus="Error"
  ・snapshotAttribute="S-VOL" 
                               または"P/S-VOL"

「オペレーションガイド」の「ボリュームとコンピュートノー
ドの接続情報の一覧を取得する」を参照し、対象の
スナップショットボリュームにボリュームパスが設定され
ているかを確認します。

対象のスナップショットボリュームにボリュームパスが
設定されていますか？

「オペレーションガイド」の「ボリュームとコンピュートノード
の接続解除」を参照し、対象のスナップショットボリュー
ムのボリュームパスをすべて削除します。

イベントログKARS06132-C発生
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1

2

Yes

No

「オペレーションガイド」の「ボリューム情報の一覧を取
得する」の手順で取得したボリュームの一覧から、
snapshotAttribute="P-VOL"であるボリュームの
IDを確認します。

対象のsnapshotAttribute="P-VOL"であるボ
リューム配下のスナップショットボリュームをすべて削除
します。2

「オペレーションガイド」の「スナップショットを削除する」
を参照し、snapshotStatus="Error"である
S-VOL、P/S-VOLをすべて削除します。3

 以下のすべてを満たすボリュームがありますか？
・ volumeType="Snapshot"
・snapshotStatus="Error"以外1

・ snapshotAttribute="S-VOL"または
                              "P/S-VOL"

1.  snapshotStatus=" Error"以外とは、"Normal" , "Deleting" , "Restoring" , "Empty " ,"Preparing" ,   
     "Prepared"のいずれかを指します。
2.  スナップショットボリュームの削除にあたっては、REST APIではmasterVolumeIdとsnapshotTree、 CLIでは
　　　--master_volume_idと--snapshot_treeに、それぞれP-VOLのボリュームのIDとtrueを指定して、
　　　スナップショット削除のコマンドを実行してください。これにより、指定したP-VOLから作成されたすべてのS-VOL
      またはP/S-VOLを一度に削除します。
      実行方法については「REST API リファレンス」の
      「POST/v1/objects/volumes/actions/delete-snapshot/invoke」または 「CLI リファレンス」の
      「volume_delete_snapshot」を参照してください。
3. スナップショットボリュームの削除にあたっては、対象のS-VOLまたはP/S-VOL のボリュームのID を指定して、
    スナップショット削除のコマンドを実行してください。
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2

3

すべてのKARS06132-Cのイベントログに記載され
ているストレージコントローラーIDに対応した
KARS06133-Iが出力されていますか？

                             終了
(参照元に戻り、処理を継続してください。)

Yes

No

No

Yes

ほかにもイベントログKARS06132-Cが出力されてい
ますか？

3.27 ロケーター LED 点消灯時の障害の対処≪Bare
metal≫
この節での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

ロケーター LED の点消灯時に障害が発生した場合、以下のフローに従って対処してください。
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1

3

3

2

4

1

Yes

Yes

No

No
No

Yes

Yes

No

Yes

No

ロケーターLED点消灯時の障害の対処

表示されたエラーメッセージはKARS05014-Eです
か？

ロケーターLEDの点消灯ができましたか？

同じエラーメッセージが表示されましたか？

以下の方法でドライブの搭載位置を確認してください。
・障害ドライブのWWIDと、ドライブ増設時に記録
  したドライブのWWNまたはEUIの値が一致するドラ 
  イブを見つけます。また、WWNまたはEUIと関連  
  付けて記録したドライブの搭載位置を確認します。
・ドライブ増設時に記録した値がWWNの場合、
  障害ドライブのWWIDの右16桁部分の、最終
  1～3桁ほどに差異が生じることがあります。

終了

指定したドライブが正しいか確認し、再度ロケーター
LED点消灯操作を実行してください。

表示されたエラーメッセージはKARS05013-Eです
か？

表示されたエラーメッセージはKARS05032-Eです
か？

ロケーターLEDの点消灯機能が非サポートの構成で
す。
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表示されたエラーメッセージはKARS05015-E
ですか？

ソフトウェアアップデートの完了を待ってから、再度ロ
ケーターLED点消灯操作を実行してください。

しばらく待ってから、再度ロケーターLED点消灯操作
を実行してください。

ソフトウェアアップデートが動作していますか？

Yes

No

No

Yes

4

5 2
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5

6

2

73

表示されたエラーメッセージはKARS05016-E
ですか？

REST API、CLIまたはVSP One SDS Block 
Administratorで表示されるロケーターLEDの点
消灯状態は、物理ドライブのロケーターLEDの点
消灯状態と一致していますか？

ストレージノードの障害に対処してから、再度ロケー
ターLED点消灯操作を実行してください。

ストレージノードで障害が発生していますか？

表示されたエラーメッセージはKARS05017-E
またはKARS05018-Eですか？

Yes

No

No

Yes

Yes

No

No

Yes
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6

2

ストレージノードの保守操作を実行中ですか？

ストレージノードの保守操作が完了してから、再度ロ
ケーターLED点消灯操作を実行してください。

しばらく待ってから、再度ロケーターLED点消灯操作
を実行してください。

Yes

No
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ストレージノードで障害が発生していますか？
No

Yes

No

Yes

No

Yes

ストレージノードの障害に対処してください。

ストレージノードの保守操作を実行中ですか？

ストレージノードの保守操作が完了するまで待ってく
ださい。

REST API、CLIまたはVSP One SDS Block 
Administratorで表示されるロケーターLEDの点
消灯状態が、物理ドライブのロケーターLEDの点
消灯状態と一致しましたか？

終了

7

8
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REST API、CLIまたはVSP One SDS Block 
Administratorで表示されるロケーターLED状態
はOnですか？

ロケーターLEDを消灯し、その後点灯してください。

ロケーターLEDを点灯し、その後消灯してください。

REST API、CLIまたはVSP One SDS Block 
Administratorで表示されるロケーターLEDの点
消灯状態が、物理ドライブのロケーターLEDの点
消灯状態と一致しましたか？

No

Yes

No

Yes

終了

サポートセンターに連絡してください。

ダンプログファイル未採取の場合、 すべてのストレー
ジノードに対し、ダンプログファイルを採取してください。

8

3.28 競合する処理による操作失敗への対処

下記のイベントログが出力される場合、ほかの競合する処理が動作中のために操作が失敗となって

いる可能性があります。

KARS03046-E KARS06334-E KARS06452-E KARS07260-E KARS07280-E KARS08156-E KARS08161-E

KARS08173-E KARS08178-E KARS10014-E KARS10016-E KARS10109-E KARS10201-E KARS10901-E

KARS13110-E KARS13122-E KARS13202-E KARS15611-E KARS16003-E KARS19207-E KARS20054-E

KARS20055-E KARS21131-E KARS23055-E KARS23062-E KARS23242-E KARS27201-E KARS27851-E

KARS27896-E KARS27897-E

以下の方法で、競合している可能性のある動作の状態を確認できます。

競合する処理の動作が終了したあとで、失敗した操作を再実行してください。

• ストレージノード保守回復・ストレージノード交換・ソフトウェアアップデート
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a. jobId を特定します。

ジョブの開始を示すイベントログ KARS13009-I を調べ、Message 中の Operation が以下のい

ずれかに該当するか確認してください。

STORAGE_NODE_RECOVER(ストレージノード保守回復)

STORAGE_NODE_REPLACE(ストレージノード交換)

STORAGE_UPDATE_SOFTWARE(ソフトウェアアップデート)

上記に該当する場合は、メッセージ内で表示されている jobId を控えてください。

b. ジョブ動作状況を確認します。

特定した jobId について、「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレー

ションガイド」の「ジョブの情報を個別に取得する」の記載に従ってジョブの情報を取得し

た結果、status が"Running"となっている場合は、ストレージノード保守回復、またはスト

レージノード交換が動作中です。

動作終了後には status が"Completed"となります。

メモ ソフトウェアアップデートの場合、Job が動作中でもストレージノードごとのアップデートの状況によ
り処理が競合しなくなることがあります。そのため、イベントログ KARS10100-I が出力されたあとに失敗し
た操作を再実行すると、操作が成功することがあります。

• 容量バランス

イベントログ KARS16028-I が出力されたあとで、イベントログ KARS16029-I が出力されていない

ときは、容量バランスの処理が動作中です。

動作終了後にはイベントログ KARS16029-I が出力されます。

• ストレージコントローラーへの容量割り付け処理

イベントログ KARS16021-I が出力されたあとで、イベントログ KARS16017-I、KARS16020-I、

KARS16022-I、KARS16081-I のどれも出力されていないときは、ストレージコントローラーへの

容量割り付け処理が動作中です。

動作終了後にはイベントログ KARS16017-I、KARS16020-I、KARS16022-I、KARS16081-I のどれか

が出力されます。

• ≪Bare metal≫≪Cloud for AWS≫構成バックアップファイル作成

イベントログ KARS13120-I が出力されたあとで、イベントログ KARS13121-I が出力されていない

ときは、構成バックアップファイル作成が動作中です。

動作終了後にはイベントログ KARS13121-I が出力されます。

3.29 CloudFormation 実行時にエラーが発生した場合

の対処≪Cloud for AWS≫
この節での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」および Cloud モデル

for AWS の「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block セットアップガイド」の中で、AWS

の環境構築および VSP One SDS Block のストレージクラスター構成を変更する際に、

CloudFormation を使用して操作します。

CloudFormation 実行時にエラーが発生した場合、以下のフローに従って対処してください。

なお、CloudFormation の実行結果がエラーとなった場合は、CloudFormation のイベントを確認し、

"CREATE_FAILED"などのエラーステータスが表示されている項目を時間が古いものから確認するこ

とで、原因を特定できます。
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メモ AWS のトラブルシューティングガイドは以下の Web サイトを参照してください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/
troubleshooting.html#basic-ts-guide

1

CloudFormation実行時にエラーが発生した場合
の対処

Yes

No

Yes

No
エラーメッセージおよびガイドに従って原因を取り除いて
ください。

AWSマネジメントコンソールにログインして、エラー
が発生している操作対象のスタック、またはネスト
されたスタックのイベントを確認してください。
確認したイベントの[状況の理由]でエラーの原因が
特定できましたか？

CloudFormation実行時のエラーメッセージ、
本フローの次に示す表、およびAWSのトラブルシュー
ティングガイドから原因が特定できましたか？

終了
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1

Cloudモデルの「セットアップガイド」の「ストレージ
クラスターを構築する」手順で問題が発生しまし
たか？

No

Yes

No

Yes

「CloudFormation テンプレートとスタックリソースに
差分が発生した場合の対処≪Cloud≫」を参照して
対処を実施してください。

[スタックの情報]の[ドリフトステータス]に
"DRIFTED"と表示されましたか？

スタックリソースとCloudFormationテンプレートに
差分があるかを確認します。
エラーが発生しているスタックの[スタックアクション]から
[ドリフトの検出]を実行してください。

すべてのストレージノードに対し以下の情報を採取し、
サポートセンターに連絡してください。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル
・ 出力されたエラーメッセージ
・ 使用したCloudFormationテンプレート

現象 原因 対処

CloudFormation テ

ンプレートファイ

ルが存在エラーと

なる。

CloudFormation テンプ

レートファイルが存在し

ない。

CloudFormation テンプレートファイルの格納場所を見直

し、再実行してください。

実行結果がエラー

となる。

スタック作成時のユー

ザー入力項目が AWS 仕様

違反、または入力されて

いない。

スタックの作成に失敗した場合は、途中まで作成に成功し

たリソースを含め、CloudFormation サービスによってすべ

て削除されます。

ただし、デプロイを実行したスタック自体は残るため、再

度スタックを作成する前に、残ったスタックを先に削除す

る必要があります。

異常となったスタックをユーザーが削除(AWS マネジメント

コンソール上で実行)し、エラーを修正の上で、再度スタッ

クの作成を実行してください。
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現象 原因 対処

IAM ユーザーの権限が不

足している(リソースを

作成するために必要なポ

リシーが IAM ユーザーに

付与されていない)。

スタックの作成に失敗した場合は、途中まで作成に成功し

たリソースを含め、CloudFormation サービスによってすべ

て削除されます。

ただし、デプロイを実行したスタック自体は残るため、再

度スタックを作成する前に、残ったスタックを先に削除す

る必要があります。

Cloud モデル for AWS の「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」の「セット

アップ手順概要」に従って IAM ユーザーに必要な権限を付

与した上で、再度スタックの作成を実行してください。

スタック作成時に指定し

たサブネットの IP アド

レス範囲が不足してい

る。

スタックの作成に失敗した場合は、途中まで作成に成功し

たリソースを含め、CloudFormation サービスによってすべ

て削除されます。

ただし、デプロイを実行したスタック自体は残るため、再

度スタックを作成する前に、残ったスタックを先に削除す

る必要があります。

Cloud モデル for AWS の「Hitachi Virtual Storage

Platform One SDS Block セットアップガイド」の「セット

アップ手順概要」に従って IP アドレス範囲を確認の上で、

再度スタックの作成を実行してください。

AWS のクォータ(リソー

ス作成上限)に違反して

いる。

スタックの作成に失敗した場合は、途中まで作成に成功し

たリソースを含め、CloudFormation サービスによってすべ

て削除されます。

ただし、デプロイを実行したスタック自体は残るため、再

度スタックを作成する前に、残ったスタックを先に削除す

る必要があります。

異常となったスタックをユーザーが削除(AWS マネジメント

コンソール上で実行)し、AWS のサービスごとのクォータ情

報を参照し対処した上で、再度スタックの作成を実行して

ください。

AWS の Capacity が不足

している。

スタックの作成に失敗した場合は、残ったスタックを先に

削除する必要があります。異常となったスタックをユー

ザーが削除(AWS マネジメントコンソール上で実行)し、AWS

のメッセージに従い対処した上で、再度スタックの作成を

実行してください。

CloudFormation コ

ンソールの読み込

みに失敗する。

通信が正常な状態でも、

CloudFormation コン

ソールの読み込みに失敗

することがあります。

ページの再読み込みを実行し、正常な画面が表示されるこ

とを確認してください。再読み込みを実行しても画面の表

示に失敗する場合は、AWS への通信が正常であることを確認

してから、再度実行してください。

3.30 CloudFormation テンプレートとスタックリソー

スに差分が発生した場合の対処≪Cloud for AWS
≫

この節での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。

EBS ボリュームや EC2 インスタンスの追加/削除など、スタックリソースの変更を CloudFormation

を経由せずに実行した場合、CloudFormation テンプレートとスタックリソースに差分が生じる可能

性があります。
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差分が生じた状態で、CloudFormation を実行した場合、操作に失敗する可能性があります。

操作に失敗した場合、以下のフローに従って対処してください。

1

No

Yes

どのリソースに対して差分が生じているかを確認
します。
[スタックアクション]から[ドリフト結果を表示]を実行
してください。

CloudFormationテンプレートとスタックリソースに
差分が発生した場合の対処

[リソースのドリフトステータス]から[ドリフトステータス]を
確認してください。

エラーが発生しているスタックの[スタックアクション]から
[ドリフトの検出]を実行してください。

エラーが発生しているスタックに対して、[ドリフトの
検出]を実行済みですか？

AWSマネジメントコンソールから、どの
CloudFormationテンプレートとスタックリソースに
差分が生じているかを確認します。
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1

32

ストレージノードのリソースに対して[MODIFIED]
という差分が出ていますか？

Yes

No

Yes

No

Yes

No

AWSマネジメントコンソールもしくはAWS CLIから
差分が発生している対象のリソースを削除してください。

パラメーターで指定していない、EBSボリュームが
存在しますか？

差分が発生している対象のEC2インスタンスを確認
して、パラメーターで指定していない不要なEBS
ボリュームを確認します。

[リソースのドリフトステータス]に複数のストレージ
ノードが存在していますか？
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2

4

Yes

No

ストレージノードのリソースに対して[DELETED]
という差分が出ていますか？

すべてのストレージノードに対し以下の情報を採取し、
サポートセンターに連絡してください。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル
・ 出力されたエラーメッセージ
・ 使用したCloudFormationテンプレート
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4

Yes

3

ドライブのリソースに対して[MODIFIED]という差分
が出ていますか？

No

Yes

No

No

Yes

すべてのストレージノードに対し以下の情報を採取し、
サポートセンターに連絡してください。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル
・ 出力されたエラーメッセージ
・ 使用したCloudFormationテンプレート

「オペレーションガイド」の「ドライブを交換する
≪Cloud≫」を参照し、差分が生じているリソースを
交換してください。

ドライブのリソースに対して[DELETED]という差分が
出ていますか？

AWSマネジメントコンソールまたはAWS CLIから
差分が発生している対象のリソースを削除してください。

差分が発生しているドライブはストレージプール拡張
済みですか？

3.31 Terraform 実行時にエラーが発生した場合の対処

≪Cloud for Google Cloud≫
この節での記述内容は Cloud モデル for Google Cloud に適用されます。

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」および Cloud モデル

for Google Cloud の「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block セットアップガイド」

の中で、Google Cloud の環境構築および VSP One SDS Block のストレージクラスター構成を変更す

る際に、Terraform を使用して操作します。

Terraform 実行時にエラーが発生した場合、以下のフローに従って対処してください。
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なお、Terraform の実行結果がエラーとなった場合は、Terraform 実行時のコンソール出力を確認

し、エラーステータスが表示されている項目を上から順に確認することで、原因を特定できます。

メモ Google Cloud のトラブルシューティングガイドは以下の Web サイトを参照してください。

• デプロイエラーのトラブルシューティング

https://cloud.google.com/infrastructure-manager/docs/troubleshoot-deployments

Yes

No

Terraform実行時にエラーが発生した場合の対処

Terraform実行時のエラーメッセージ、本フローの
次に示す表、およびGoogle Cloudのトラブル
シューティングガイドから原因が特定できましたか？

すべてのストレージノードに対し以下の情報を採取し、
サポートセンターに連絡してください。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル
・ 出力されたエラーメッセージ
・ 使用したTerraformテンプレート

エラーメッセージおよびガイドに従って原因を取り除いて
ください。

終了

現象 原因 対処

Terraform テンプレー

トファイルが存在エ

ラー「No

configuration

files」となる。

Terraform テンプレート

ファイルが存在しない。

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

オペレーションガイド」の「構成ファイルを管理する≪

Cloud for Google Cloud≫」を参照し、Terraform を実

行するために必要な VM 構成ファイルが作業フォルダー

に存在するか確認した上で Terraform の実行を再開し

てください。

実行結果がエラーと

なる。

Terraform パラメーター

のユーザー入力項目が

Google Cloud の仕様違

反、または入力されていな

い。

Terraform パラメーターに正しい設定値を入力した上で

Terraform の実行を再開してください。

IAM ユーザーの権限が不

足している(リソースを作

成するために必要な権限

が IAM ユーザーに付与さ

れていない)。

Cloud モデル for Google Cloud の「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block セットアップガイ

ド」の「セットアップ手順概要」に従って IAM ユーザー

に必要な権限を付与してください。

Google Cloud のクォータ

(リソース作成上限)に違

反している。

Google Cloud のユーザーガイドを参照し、クォータの上

限を見直してください。
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現象 原因 対処

バケットが存在しない

「storage: bucket

doesn't exist」または指

定先を間違えている。

backend.auto.tfvars ファイルで指定しているバケット

が存在すること、バケットの指定が間違っていないこと

を確認した上で Terraform の実行を再開してください。

パラメーターの値から生

成されるリソース名が重

複(既に存在する)。

重複している Terraform パラメーターを修正した上で

Terraform の実行を再開してください。

Cloud Shell との接続

が切れた。

Cloud Shell との認証が

タイムアウトした。

再度、Cloud Shell への接続を実行し、Terraform Plan

から適用の実施を再開してください。Cloud Shell との

接続を再実行しても画面の表示に失敗する場合は、

Google Cloud への通信が正常であることを確認してか

ら Terraform の実行を再開してください。

メモ ストレージクラスターを初期導入する際に Terraform Apply に失敗した場合は、途中まで作成に成功した
リソースは残るため、再度リソースを作成する前に残ったリソースを先に削除する必要があります。

残っているリソースを削除(「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「ス

トレージクラスターを削除する≪Cloud for Google Cloud≫」を実行)し、再度 Terraform Apply を実行してく

ださい。

3.32 Terraform テンプレートと作成したリソースに差

分が発生した場合の対処≪Cloud for Google
Cloud≫
この節での記述内容は Cloud モデル for Google Cloud に適用されます。

ディスクや Compute Engine インスタンスの追加/削除など、リソースの変更を、Terraform を経由

せずに実行した場合、Terraform テンプレートと作成したリソースに差分が生じる可能性がありま

す。

差分が生じた状態で Terraform を実行した場合、操作に失敗する可能性があります。

操作に失敗した場合、以下のフローに従って対処してください。

障害に対処する 389

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



1

No

Yes

No

Yes

No

Yes

Yes

No

Yes

No

Terraformテンプレートと作成したリソースに差分が
発生した場合の対処

ドライブの差分を確認します。
ドライブのリソースに対して以下の[will be created]
という差分が表示されていますか？
・ google_compute_disk.user_disks["x_x"] 
   will be created 

終了

すべての差分は解消されていますか？

発生している差分は以下のmetadataの更新だけ
ですか？
・ google_compute_instance.instance["x"] 
   will be updated in-place のmetadata
差分の対象が以下2つのmetadataの更新について
は問題ないため、元の作業手順に戻って手順を続行
してください。
・ key-flg
・ networkSettingFlag 

ストレージノードの差分を確認します。 
ストレージノードのリソースに対して、以下の[will be 
created]という差分が表示されていますか？
・ google_compute_instance.instance["x"] 
   will be created

「許容するストレージノードの差分」の表に該当する
差分の変更は許容します。 それ以外の差分が発生していますか？

サポートセンターに連絡してください。

それ以外の差分が発生していますか？

サポートセンターに連絡してください。

「オペレーションガイド」の「ストレージノードを交換する
≪Cloud for Google Cloud≫」を参照し、対処して
ください。 

「オペレーションガイド」の「ドライブを交換する≪Cloud 
for Google Cloud≫」を参照し、対処してください。 
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Yes

No

Yes

No

1

2

Yes

No
Yes

No

すべてのストレージノードに対し以下の情報を採取し、
サポートセンターに連絡してください。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル
・ 出力されたエラーメッセージ
・ 使用したTerraformテンプレート

ロードバランサーの差分を確認します。
ロードバランサーのリソースに対して、以下の
[will be created]というどちらか一方の差分が
表示されていますか？
・ google_compute_forwarding_rule.
   sdsc-forwarding-rule will be created
・ google_compute_region_backend_
   service.sdsc-load-balancer will be 
   created 

サービスアカウントの差分を確認します。
サービスアカウントのリソースに対して、以下の[will 
be created]という差分が表示されていますか？
・ google_project_iam_custom_role.
   custom_role will be updated in-place 　 
   permissions = [ ' + "追加される権限"  ]1

それ以外の差分が発生していますか？

サポートセンターに連絡してください。

1. permissionsは追加(+)の差分のみであること。

「オペレーションガイド」の「構成ファイルをエクスポート
する≪Cloud for Google Cloud≫」を参照して、
構成ファイルを取得します。
構成ファイルのエクスポートを実施する際は、パラメー
ター：exportFileTypeを指定しないでください。 

それ以外の差分が発生していますか？

サポートセンターに連絡してください。
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2

Yes

No

No

Yes

3

No

Yes

3

すべてのストレージノードに対し以下の情報を採取し、
サポートセンターに連絡してください。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル
・ 出力されたエラーメッセージ
・ 使用したTerraformテンプレート

「オペレーションガイド」の「VM構成ファイルを
Terraformの作業ディレクトリーへ配置する≪Cloud 
for Google Cloud≫」を参照して、手順2まで実施
してください。 

Terraform Planは成功しましたか？
「Terraform実行時にエラーが発生した場合の対処
≪Cloud for Google Cloud≫」を参照し、対処して
ください。 

Terraform Planの結果が「No changes」 となって
おり、差分が解消されていますか？ 

エクスポートされた構成ファイルを使用して
Terraform Planを実行してください。

エクスポートされた構成ファイルを使用して
Terraform Applyを実行してください。 

Terraform Applyは成功しましたか？

リソースとの差分を確認するため、再度Terraform 
Planを実行してください。 

終了

許容するストレージノードの差分

ストレージノードの差分確認で、差分を許容するリソース種別とその内容を以下に示します。
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項目 リソース種別
リソース操

作
リソース名 確認内容 備考

1 google_compute_disk.use

r_disks[ ]

create <clusterNa

me>-snXX-

userdatadi

skYY

リソースが「作成するスト

レージノードの台数×1

ノード当たりのドライブ

の台数」の数だけ作成され

ること

ディスクを削

除していた場

合、ユーザー

ディスクも作

成されます。

2 google_compute_attached

_disk.attached_user_dis

k[]

create <clusterNa

me>-snXX

リソースが「作成するスト

レージノードの台数×1

ノード当たりのドライブ

の台数」の数だけ作成され

ること

3 google_compute_instance

_group.sdsc-instance-

group[0] will be

updated in-place

updated

in-place

- リソースが作成される際

に更新されることがあり

ますが、無視してくださ

い。

3.33 Microsoft Azure でデプロイが失敗した場合の対

処≪Cloud for Microsoft Azure≫
この節での記述内容は Cloud モデル for Microsoft Azure に適用されます。

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」および Cloud モデル

for Microsoft Azure の「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block セットアップガイ

ド」の中で、Microsoft Azure の環境構築および VSP One SDS Block のストレージクラスター構成

を変更する際に、デプロイを実行します。

デプロイ実行時にエラーが発生した場合、以下のフローに従ってください。

なお、デプロイの実行結果がエラーとなった場合は、デプロイの状態を確認し、エラーの詳細を確

認することで原因を特定できます。

メモ Microsoft Azure のトラブルシューティングガイドは以下の Web サイトを参照してください。

https://learn.microsoft.com/en-us/azure/azure-resource-manager/troubleshooting/
common-deployment-errors
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Yes

No

デプロイが失敗した場合の対処

デプロイ実行時のエラーメッセージ、本フローの次
に示す表、およびMicrosoft Azureのトラブル
シューティングガイドから原因が特定できました
か？

すべてのストレージノードに対し以下の情報を採取し、
サポートセンターに連絡してください。
・ VSP One SDS Blockのダンプログファイル
・ 出力されたエラーメッセージ
・ 使用したARMテンプレート

エラーメッセージおよびガイドに従って原因を取り除いて
ください。

終了

現象 原因 対処

ARM テンプレー

トファイルの

存在エラーと

なる。

ARM テンプレートファイルが

存在していない。

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オ

ペレーションガイド」の「構成ファイルを管理する≪Cloud

for Microsoft Azure≫」を参照し、デプロイするために

必要な VM 構成ファイルが作業ディレクトリーに存在する

かを確認した上で、再度デプロイを実行してください。

実行結果がエ

ラーとなる。

入力したパラメーターが

Microsoft Azure の仕様違反、

または入力されていない。

入力パラメーターに正しい値を入力した上で、再度デプロ

イを実行してください。

ユーザーの権限が不足してい

る(リソースを作成するために

必要な権限が付与されていな

い)。

Cloud モデル for Microsoft Azure の「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block セットアップガイド」

の「ユーザーの権限について」に従って必要な権限を付与

してください。

Azure のクォータ(リソース作

成上限)に違反している。

Microsoft Azure のユーザーガイドを参照し、クォータの

上限を見直してください。

パラメーターの値から生成さ

れるリソース名が重複(すでに

存在)している。

リソース名が重複しないようパラメーターを修正した上

で、再度デプロイを実行してください。また、以前のデプ

ロイで作成されたリソースが残っていないかも合わせて

確認してください。

ネットワークの作成・設定に誤

りがある。

Cloud モデル for Microsoft Azure の「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block セットアップガイド」

の「Microsoft Azure 環境を構築する」を参照し、設定を

見直してください。

クラウド側の一時的な障害、ま

たは処理の競合が発生してい

る。

再度デプロイを実行してください。
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現象 原因 対処

Cloud Shell と

の接続が切れ

た。

Cloud Shell との認証がタイ

ムアウトした。

再度、Cloud Shell への接続を行い、デプロイを実行して

ください。Cloud Shell との接続を再実行をしても画面の

表示に失敗する場合は、Microsoft Azure への通信が正常

であることを確認してから再度デプロイを実行してくだ

さい。

メモ ストレージクラスターを初期導入する際にデプロイに失敗した場合は、途中まで作成に成功したリソース
は残るため、再度リソースを作成する前に残ったリソースを先に削除する必要があります。残っているリソース
を削除してから、再度デプロイを行ってください。リソースの削除方法は「Hitachi Virtual Storage Platform
One SDS Block オペレーションガイド」の「ストレージクラスターを削除する≪Cloud for Microsoft Azure≫」
を参照してください。

3.34 PIN が発生(イベントログ KARS06501-C が発生)
した場合の対処

PIN の発生を示すイベントログ KARS06501-C が発生した場合は、以下の手順に従って障害に対処し

てください。

操作手順

1. イベントログ KARS06501-C が示すストレージコントローラーの ID を指定して、ストレージコン

トローラー情報を取得します。

REST API：GET /v1/objects/storage-controllers/<id>

CLI：storage_controller_show

詳細は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block REST API リファレンス」や

「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block CLI リファレンス」を参照してください。

2. 取得したストレージコントローラー情報から pinInformation の値を確認します。

pinInformation の値が null の場合は、このイベントログに対する障害は解消済みのため対処不

要です。pinInformation の値が null 以外の場合は、すべてのストレージノードに対し、VSP One

SDS Block のダンプログファイルを採取し、サポートセンターに連絡してください。

3.35 ストレージコントローラーのメモリー使用量が増

加(イベントログ KARS06500-W が発生)した場合

の対処

ストレージコントローラーのメモリー使用量が増加したことを示すイベントログ KARS06500-W が発

生した場合は、以下のフローに従って対処してください。
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イベントログKARS06500-W発生

ダンプログファイルおよび性能情報が未採取の場合は、
先に「VSP One SDS Block のダンプログファイルの
採取手順」を参照して、すべてのストレージノードに
対し、ダンプログファイルを採取してください。 ダンプログ
ファイルの採取が終わったあとに、「VSP One SDS 
Block の性能情報の採取手順」を参照して、性能
情報を含んだダンプログファイルの採取を実施してくだ
さい。

KARS06500-Wに示されるStorage Controller 
IDに所属する、Universal Replicatorを利用して
いないボリュームを対象にI/O性能が低下しているか
確認してください。

非同期コピーについて副サイトのストレージシステムの
リストアジャーナル性能は低下していますか？

「Universal Replicator ガイド」の「コピー操作と 
I/O 統計データを確認する」を参照し、
KARS06500-Wに示されるStorage Controller 
IDに所属するジャーナルを対象とし、非同期コピーに
ついて副サイトのストレージシステムのリストアジャーナル
性能が低下しているか確認してください。

No

Yes

Yes

No

Yes

No

Universal Replicatorを利用していますか？

サポートセンターに連絡してください。

Universal Replicatorを利用していないボリューム
のI/O性能は低下していますか？

「性能低下が生じた場合の対処」を参照して対処して
ください。

終了
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3.36 リソースの削除ロックが正しく設定されていない

場合の対処≪Cloud for Microsoft Azure≫
この節での記述内容は Cloud モデル for Microsoft Azure に適用されます。

リソースの削除ロックが正しく設定されていない場合、イベントログ KARS10965-W が出力されます。

以下の手順で対処してください。

操作手順の留意事項

• 以下の操作手順において、コマンドラインが長いコマンドの場合、\記号を使用して改行してい

ます。

• script コマンドや、リダイレクト、tee コマンドなどを利用してコンソールの出力を記録してお

くと、結果の確認やエラー発生時の対応に有効です。

操作手順

1. 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「構成ファイル

をエクスポートする≪Cloud for Microsoft Azure≫」を参照し、VSP One SDS Block から一般

処理用の構成ファイルを取得します。

構成ファイルのエクスポートを実施する際は、exportFileType パラメーターの指定は不要です。

取得した構成ファイルは解凍してください。

注意 解凍した構成ファイルは、マニュアルによる指示がない限り絶対に変更しないでください。編集した
場合、デプロイの更新が失敗するおそれがあります。

2. 次の Azure CLI を実行して、デプロイの更新を行います。

az deployment group create \
--name mainTemplate \
--resource-group <ストレージクラスター用リソースグループ名> \
--template-file VMConfigurationFile.json \
--parameters VMConfigurationFile.parameters.json

3. 次の Azure CLI を実行して、デプロイ結果が"Succeeded"であることを確認します。

az deployment group show \
--name mainTemplate \
--resource-group <ストレージクラスター用リソースグループ名> \
--query "properties.provisioningState"
"Running"だった場合は、しばらくしてから再度上記の Azure CLI を実行してください。

4. 次の Azure CLI を実行して、リソースロックが設定されていることを確認します。

対象のリソースが"level"："CanNotDelete"で出力されていることを確認してください。

◦ ストレージアカウント

◦ マネージド ID

◦ ロードバランサー

◦ Azure VM インスタンス

az lock list \
--resource-group <ストレージクラスター用リソースグループ名>
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4
ログを採取し問い合わせる

r 4.1　問い合わせ先

r 4.2　VSP One SDS Block のメッセージ出力に伴うログ採取について

r 4.3　VSP One SDS Block のダンプログファイルの採取手順

r 4.4　Amazon S3 経由で実施する VSP One SDS Block のダンプログファイルの採取手順

≪Cloud for AWS≫

r 4.5　Google Cloud Storage 経由で実施する VSP One SDS Block のダンプログファイ

ルの採取手順≪Cloud for Google Cloud≫

r 4.6　Azure Blob Storage 経由で実施する VSP One SDS Block のダンプログファイル

の採取手順≪Cloud for Microsoft Azure≫

r 4.7　VSP One SDS Block の性能情報の採取手順

r 4.8　CLI のログ採取手順

r 4.9　コンソールインターフェイス経由のダンプログファイル採取手順≪Bare metal≫

r 4.10　VSP One SDS Block のダンプログファイルの採取時のトラブルシュート
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4.1 問い合わせ先

このマニュアルに従って対処しても障害が解消しない場合、または障害の原因が特定できなかった

場合は、ダンプログファイルを採取し、お問い合わせください。

• 保守契約をされているお客様は、以下の連絡先にお問い合わせください。

(連絡先の窓口を Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block のマニュアルでは「サポー

トセンター」と呼称します。)

日立サポートサービス：http://www.hitachi-support.com/
• 保守契約をされていないお客様は、弊社営業担当にお問い合わせください。

4.2 VSP One SDS Block のメッセージ出力に伴うロ

グ採取について

VSP One SDS Block の障害の発生時に出力されたメッセージでログ採取を指示された場合、以下に

従って必要な種類のログを採取してください。

メモ 以下に従ってログを採取したあとでも、障害の解析のために別の種類のログ採取を依頼されることがあり
ます。

メッセージの[Solution]に取得するログの指示がある場合は、その指示に従ってログを採取してく

ださい。

メッセージの[Solution]に取得するログの指示がない場合は、VSP One SDS Block のダンプログを

採取してください。また、VSP One SDS Block の障害が発生したときの操作環境により、以下のロ

グもあわせて採取してください。

• コントローラーノードから CLI コマンドを実行：CLI のログ

ログ種別ごとの採取方法の参照先は以下のとおりです。

ログ種別 ログ採取の参照先

ダンプログ 「VSP One SDS Block のダンプログファイルの採取手順」

CLI のログ 「CLI のログ採取手順」

4.3 VSP One SDS Block のダンプログファイルの採

取手順

VSP One SDS Block のダンプログファイルを採取します。

この節では REST API/CLI による採取手順について記載します。VSP One SDS Block Administrator

を使用してのダンプログ採取手順は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

Administrator GUI ガイド」の「ダンプログファイルの操作」を参照してください。
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メモ ≪Bare metal≫ストレージクラスターの構築、ストレージノード増設、ストレージノード交換の契機で障
害が発生してダンプログファイルの採取が必要になった場合、この節の手順ではなくコンソールインターフェイ
ス経由のダンプログファイル採取が必要なケースがあります。以下に、各ケースにおいて、この節の手順と「コ
ンソールインターフェイス経由のダンプログファイル採取手順≪Bare metal≫」の手順のどちらを実施すべきか
示します。

•

障害発生の操
作

ストレージク
ラスター構築
時の対象のス
トレージノー

ド 1

ストレージ
ノード増設時
の対象のスト
レージノード

ストレージ
ノード交換時
の対象のスト
レージノード

スペアノード
その他の既存
のストレージ

ノード

ストレージク

ラスターの構

築時

「コンソールイ

ンターフェイ

ス経由のダン

プログファイ

ル採取手順≪

Bare metal≫」

の手順

- - - -

ストレージ

ノード増設時
-

「コンソールイ

ンターフェイ

ス経由のダン

プログファイ

ル採取手順≪

Bare metal≫」

の手順 2

- - この節の手順

ストレージ

ノード交換時
- -

「コンソールイ

ンターフェイ

ス経由のダン

プログファイ

ル採取手順≪

Bare metal≫」

の手順 2

- この節の手順

上記以外 - - -

「コンソールイ

ンターフェイ

ス経由のダン

プログファイ

ル採取手順≪

Bare metal≫」

の手順 3

この節の手順

1. ダンプログファイルの採取が必要となるストレージノードは下記のように特定ストレージノードに限

定されることがあります。

「ストレージノード単位のセットアップ時の障害の対処≪Bare metal≫」の対処としてダンプログファイ

ルを採取する場合は、障害が発生したストレージノードのみ対象です。

2. 対象のストレージノードに対する処理の進捗状況によっては、この節の手順での実施になります。具

体的にはコンソールインターフェイスのログイン画面にてログインユーザーがセットアップユーザーに

固定されているかどうかで判別します。

詳細は「コンソールインターフェイス経由のダンプログファイル採取手順≪Bare metal≫」の手順に従っ

てください。

3. この手順はマニュアルで特に指示された場合、またはサポートセンターからの指示があった場合のみ

実施してください。
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メモ ≪Cloud for AWS≫ストレージクラスター構築時の障害の対処として、VSP One SDS Block のダンプログ
ファイルを採取する場合、この節の手順ではなく、「Amazon S3 経由で実施する VSP One SDS Block のダンプロ
グファイルの採取手順≪Cloud for AWS≫」の実施が必要なケースがあります。ストレージクラスター構築時に
作成したスタックのうち、ルートスタックの情報を AWS マネジメントコンソールで表示して出力タブの情報で、
"InstallationDumpLogFile"の値に S3 URI が表示されている場合は、「Amazon S3 経由で実施する VSP One SDS
Block のダンプログファイルの採取手順≪Cloud for AWS≫」を実施してください。それ以外の場合は、この節
の手順を実施してください。

≪Cloud for Google Cloud≫ストレージクラスター構築時の障害の対処として、VSP One SDS Block のダンプロ

グファイルを採取する場合、この節の手順ではなく、「Google Cloud Storage 経由で実施する VSP One SDS Block

のダンプログファイルの採取手順≪Cloud for Google Cloud≫」の実施が必要なケースがあります。ストレージ

クラスター構築時に terraform.tfvars ファイルのパラメーター"gsUri"へ指定したディレクトリーに"Failed"

という名前のファイルがある場合は「Google Cloud Storage 経由で実施する VSP One SDS Block のダンプログ

ファイルの採取手順≪Cloud for Google Cloud≫」を実施してください。それ以外の場合は、この節の手順を実

施してください。

≪Cloud for Microsoft Azure≫ストレージクラスター構築時の障害の対処として、VSP One SDS Block のダン

プログファイルを採取する場合、この節の手順ではなく、「Azure Blob Storage 経由で実施する VSP One SDS

Block のダンプログファイルの採取手順≪Cloud for Microsoft Azure≫」の実施が必要なケースがあります。

ストレージクラスター構築時に作成したリソースグループの、"InstallationStatus"というデプロイの出力の項

目"InstallationStatus"が"Failed"の場合は、「Azure Blob Storage 経由で実施する VSP One SDS Block のダン

プログファイルの採取手順≪Cloud for Microsoft Azure≫」を実施してください。それ以外の場合は、この節

の手順を実施してください。

ダンプログファイルは以下のファイル名で作成されます。

• 分割未指定時：

hsds_log_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_<LABEL>_<HOSTNAME>_<MODE>.tar.gz

例) hsds_log_20210120_204236_labelname1_storagenode1_Base.tar.gz

• 分割指定時：

hsds_log_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_<LABEL>_<HOSTNAME>_<MODE>.tar.gz.<INDEX>

例) hsds_log_20210120_204236_labelname1_storagenode1_Base.tar.gz.001

手順内の各 REST API/CLI を実行するときは、認証方式としてチケット認証を使用してください。チ

ケット認証を使用するときに指定するユーザー名とパスワードは、認証チケットを発行したときに

指定したユーザー名とパスワードです。認証チケットを発行していない場合は、「Hitachi Virtual

Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「認証チケットを発行する」を参照し

て認証チケットを発行してください。VSP One SDS Block の障害により、認証チケットを発行でき

ない場合はサポートセンターに連絡してください。

VSP One SDS Block では障害の発生時にシステムが自動的にダンプログファイルを作成する場合が

あります。下記の手順のとおり、ダンプログファイルの作成状況を確認し、自動的にダンプログファ

イルが作成されている場合はそれをダウンロードしてください。自動作成されたダンプログファイ

ルは、<MODE>に"AutoCollection"が入ります。

REST API/CLI で作成したダンプログファイルは、<MODE>に mode パラメーターで指定した値

("Base"、"Memory"、"Monitor"、または"All")が入ります。mode パラメーターの指定を省略した場

合は"Base"が入ります。

各ストレージノード内には、システムが自動的に作成するダンプログファイルが最大 1世代、REST

API/CLI で作成するダンプログファイルが最大 1世代保存されます。

メモ VSP One SDS Block へのサーバー証明書のインポートが未実施の場合、サーバー証明書に関する警告メッ
セージが表示される場合があります。

警告メッセージが表示された場合は、リクエスト送信先の IP アドレスまたはホスト名を確認してから「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「サーバー証明書に関する警告メッセー

ジが表示されたときの対処」を参照し、箇条書きで記載されている実行環境ごとの警告無視方法に従ってくださ

い。
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操作手順

1. すべてのストレージノードに対し、ダンプログファイルの作成状況を確認します。

REST API：GET /v1/objects/dump-statuses

CLI：dump_status_list

mode が"AutoCollection"のダンプログファイルが存在するストレージノードがあった場合、そ

のダンプログファイルのステータスを確認します。

ステータスが"Creating"の場合は、"Created"または"Failed"になるまで待ってください。

"Created"または"Failed"になるまで、最大で 60 分掛かります。

mode が"AutoCollection"のすべてのダンプログファイルのステータスが"Created"または

"Failed"になったら、ステータスが"Created"のダンプログファイルのみ size と fileName、分

割可能数を確認し、手順 2に進みます。

size にはダンプログファイルのファイルサイズ(単位:MiB)が表示されます。

mode が"AutoCollection"のダンプログファイルが存在するストレージノードがなかった場合、

手順 3に進みます。

2. mode が"AutoCollection"かつステータスが"Created"のダンプログファイルを、コントローラー

ノードへダウンロードします。

mode が"AutoCollection"かつステータスが"Created"のダンプログファイルが存在するすべて

のストレージノードに対し、実施します。

手順 1で確認したファイルサイズ以上の空き容量を確保してからダウンロードしてください。

REST API：GET /v1/objects/dump-files/<fileName>/download

CLI：dump_file_download

メモ

• index パラメーターを指定した場合には 400MiB に分割されたファイルがダウンロードできます。分割

してダウンロードする場合にはダンプログファイルの分割可能数分ダウンロードを実施してください。

• VSP One SDS Block Administrator でダウンロードが失敗した場合は、REST API/CLI で採取してくださ

い。

3. すべてのストレージノードに対し、コントローラーノードからダンプログファイルの作成を要求

します。

mode パラメーターには Base を指定します。

ダンプログファイルの作成要求は、並行して実行できます。

REST API：POST /v1/objects/dump-file/actions/create-file/invoke

CLI：dump_file_create_file

メモ label パラメーターでファイル名の<LABEL>を付与する場合は、以下に従ってください。

文字数：最大 64

使用可能文字：数字(0-9)、英大文字(A-Z)、英小文字(a-z)、記号(! # $ % & ' - . @ ^ _ ` { } ~)

注意

• ストレージノード内で障害情報を生成中の場合、KARS10665-E のメッセージが応答されます。このメッ

セージが応答される場合は、しばらく待ってから再度ダンプログファイルの作成要求を実行してくださ

い。60 分以上継続してメッセージが応答される場合は、対象ストレージノードに対し手順 4以降をス

キップしてください。

• ストレージノード内に採取すべき情報が存在しない場合は、KARS10666-E のメッセージが応答されます。

このメッセージが応答される場合は、対象ストレージノードに対し、手順 4、手順 5、および手順 7をス

キップしてください。

4. すべてのストレージノードに対し、ダンプログファイルの作成状況を確認します。

ダンプログファイルの作成は、最大で 60 分掛かります。
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REST API：GET /v1/objects/dump-statuses

CLI：dump_status_list

作成を要求したダンプログファイルのステータスが"Created"になったら、size と fileName、分

割可能数を確認し、次に進みます。

5. すべてのストレージノードに対し、コントローラーノードからダンプログファイルのダウンロー

ドを要求します。

手順 4で確認したファイルサイズ以上の空き容量を確保してからダウンロードしてください。

REST API：GET /v1/objects/dump-files/<fileName>/download

CLI：dump_file_download

メモ

• index パラメーターを指定した場合には 400MiB に分割されたファイルがダウンロードできます。分割

してダウンロードする場合にはダンプログファイルの分割可能数分ダウンロードを実施してください。

• VSP One SDS Block Administrator でダウンロードが失敗した場合は、REST API/CLI で採取してくださ

い。

6. 手順 5でダウンロードしたすべてのダンプログファイルが、命名規則に従って作成されているこ

とを確認します。

7. 手順 5でダンプログファイルをダウンロードしたすべてのストレージノードに対し、ダンプログ

ファイルをストレージノード内から削除します。

REST API：DELETE /v1/objects/dump-files/<fileName >

CLI：dump_file_delete

8. CLI を実行していた場合は「CLI のログ採取手順」を参照し、コントローラーノード上の CLI の

ログも採取してください。

メモ サポートセンターにダンプログファイルを送付する際は、ファイル名の<MODE>が"AutoCollection"のダン
プログファイルを優先的に送付してください。

4.4 Amazon S3 経由で実施する VSP One SDS
Block のダンプログファイルの採取手順≪Cloud
for AWS≫
この節での記述内容は Cloud モデル for AWS に適用されます。

この節では、Amazon S3 経由で実施する VSP One SDS Block のダンプログファイルの採取手順につ

いて記述します。本手順はストレージクラスター構築失敗時の障害の対処で実施します。

操作手順

1. ストレージクラスター構築時に作成したスタックのうち、ルートスタックの情報を AWS マネジメ

ントコンソールで表示して出力タブの情報で、"InstallationDumpLogFile"の値に S3 URI が表示

されているか確認します。S3 URI が表示されている場合は次の手順に進みます。S3 URI が表示

されていない場合は、元のトラブルシュートの手順に戻って対処を続けてください。

2. 手順 1で確認した S3 URI に格納されている VSP One SDS Block のダンプログファイルをダウン

ロードします。
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メモ AWS CLI を使用する場合は、次のコマンドを実行することにより、ダンプログファイルをダウンロード
することができます。

$ aws s3 cp <手順 1で確認した S3 URI> <任意のディレクトリー>

4.5 Google Cloud Storage 経由で実施する VSP
One SDS Block のダンプログファイルの採取手

順≪Cloud for Google Cloud≫
この節での記述内容は Cloud モデル for Google Cloud に適用されます。

この節では、Google Cloud Storage 経由で実施する VSP One SDS Block のダンプログファイルの採

取手順について記述します。本手順はストレージクラスター構築失敗時の障害の対処で実施しま

す。

操作手順

1. ストレージクラスター構築時に terraform.tfvars ファイルのパラメーター"gsUri"へ指定した

ディレクトリーに"Installation_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_<ストレージクラスター名>"という名前

のディレクトリーがあるかどうかを確認します。ここで、YYYYMMDD および hhmmss はストレージ

クラスターの構築を開始した時刻よりあとの時刻が表示されます。ディレクトリーがある場合

は、次の手順に進みます。ディレクトリーがない場合は、元のトラブルシュートの手順に戻って

対処を続けてください。

2. 手順 1で確認したディレクトリーに"Failed"という名前のファイルがあるか確認します。ファ

イルがある場合は、次の手順に進みます。ファイルがない場合は、元のトラブルシュートの手順

に戻って対処を続けてください。

3. 手順 1で確認したディレクトリーの"InstallationResult.txt"という名前のファイルを取得し

て、ファイル内の"InstallationDumpLogFile"キーの値に Google Cloud Storage URI が記載され

ているか確認します。URI が記載されている場合は、次の手順に進みます。URI が記載されてい

ない場合は、元のトラブルシュートの手順に戻って対処を続けてください。

4. 手順 3で確認した Google Cloud Storage URI に格納されている VSP One SDS Block のダンプロ

グファイルをダウンロードします。

メモ gcloud CLI を使用する場合は、次のコマンドを実行することにより、ディレクトリー内のファイルを一覧
で表示できます。

gcloud storage ls <ディレクトリーの Google Cloud Storage URI>
gcloud CLI を使用する場合は、次のコマンドを実行することにより、ダンプログファイルをダウンロードする

ことができます。

gcloud storage cp <手順 3で確認した Google Cloud Storage URI> <任意のディレクトリー>

4.6 Azure Blob Storage 経由で実施する VSP One
SDS Block のダンプログファイルの採取手順≪

Cloud for Microsoft Azure≫
この節での記述内容は Cloud モデル for Microsoft Azure に適用されます。

この節では、Azure Blob Storage 経由で実施する VSP One SDS Block のダンプログファイルの採取

手順について記述します。本手順はストレージクラスター構築失敗時の障害の対処で実施します。
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操作手順

1. Azure ポータルで、ストレージクラスター構築時に作成したリソースグループのデプロイを表示

し、デプロイ名が"InstallationStatus"のデプロイを選択します。

2. デプロイの「出力」を選択して、出力の"installationDumpLogFile"という項目の値に Azure Blob

Storage の URL が表示されているか確認します。

Azure Blob Storage の URL が表示されている場合は、次の手順に進みます。下記の状態の場合

は、元のトラブルシュートの手順に戻って対処を続けてください。

◦ "InstallationStatus"のデプロイがない

◦ "installationDumpLogFile"という項目が出力にない

◦ "installationDumpLogFile"に Blob Storage の URL が表示されていない

3. 手順 2で確認した Azure Blob Storage の URL に格納されている VSP One SDS Block のダンプロ

グファイルを、ストレージクラスター構築時にパラメーターファイルの"storageAccountName"で

指定したストレージアカウントからダウンロードします。

メモ Azure CLI を使用する場合は、次のコマンドを実行することにより、ダンプログファイルをダウンロード
することができます。

az storage blob download --account-name <StorageAccountName> --blob-url 
<BlobStorageURL> --file <FilePath>

4.7 VSP One SDS Block の性能情報の採取手順

性能情報を含んだダンプログファイルを採取します。

この節では REST API/CLI による採取手順について記載します。VSP One SDS Block Administrator

を使用してのダンプログ採取手順は「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block

Administrator GUI ガイド」の「ダンプログファイルの操作」を参照してください。

この手順で採取する性能情報は最大で過去 2日分の情報を含みます。

この手順はマニュアルで特に指示された場合、または、サポートセンターからの指示があった場合

のみ実施してください。

この手順と合わせて「VSP One SDS Block のダンプログファイルの採取手順」の実施を指示されて

いる場合は、先に「VSP One SDS Block のダンプログファイルの採取手順」を実施してください。

システムの性能を監視する目的の場合は、「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block オ

ペレーションガイド」の「システムの性能情報・容量情報を取得する」を参照してください。本手

順で障害が発生した場合は「VSP One SDS Block のダンプログファイルの採取時のトラブルシュー

ト」を参照してください。

ダンプログファイルは以下のファイル名で作成されます。

• 分割未指定時：

hsds_log_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_<LABEL>_<HOSTNAME>_<MODE>.tar.gz

例) hsds_log_20210120_204236_labelname1_storagenode1_Monitor.tar.gz

• 分割指定時：

hsds_log_<YYYYMMDD>_<hhmmss>_<LABEL>_<HOSTNAME>_<MODE>.tar.gz.<INDEX>

例) hsds_log_20210120_204236_labelname1_storagenode1_Monitor.tar.gz.001
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メモ VSP One SDS Block へのサーバー証明書のインポートが未実施の場合、サーバー証明書に関する警告メッ
セージが表示される場合があります。

警告メッセージが表示された場合は、リクエスト送信先の IP アドレスまたはホスト名を確認してから「Hitachi

Virtual Storage Platform One SDS Block オペレーションガイド」の「サーバー証明書に関する警告メッセー

ジが表示されたときの対処」を参照し、箇条書きで記載されている実行環境ごとの警告無視方法に従ってくださ

い。

操作手順

1. ストレージノードの一覧を取得して、status と clusterRole を確認します。

REST API：GET /v1/objects/storage-nodes

CLI：storage_node_list

status が"Ready"かつ clusterRole が"Master"のストレージノードを 1つ選択し、次の手順に進

みます。

注意 status が"Ready"のストレージノードが存在しない場合、その他の保守操作を実行中であるかストレー
ジクラスターに障害が発生しています。保守操作を実行中の場合、完了するまで待ってから本手順を実施し
てください。ストレージクラスターに障害が発生している場合は、先に障害を解決してから本手順を実施し
てください。

2. コントローラーノードから手順 1で選択したストレージノードへ、ダンプログファイルの作成を

要求します

mode パラメーターには Monitor を指定します。

REST API：POST /v1/objects/dump-file/actions/create-file/invoke

CLI：dump_file_create_file

メモ label パラメーターでファイル名の<LABEL>を付与する場合は、以下に従ってください。

文字数：最大 64

使用可能文字：数字(0-9)、英大文字(A-Z)、英小文字(a-z)、記号(! # $ % & ' - . @ ^ _ ` { } ~)

3. ダンプログファイルの作成状況を確認します。

ダンプログファイルの作成は、最大で 120 分掛かります。

REST API：GET /v1/objects/dump-statuses

CLI：dump_status_list

コマンド実行時の status が"Created"になったら、size にダンプログファイルのファイルサイ

ズ(単位:MiB)と分割可能数が表示されるので確認し、次へ進みます。

4. コントローラーノードへダンプログファイルをダウンロードします。

手順 3で確認したファイルサイズ以上の空き容量を確保してからダウンロードしてください。

REST API：GET /v1/objects/dump-files/<fileName >/download

CLI：dump_file_download

メモ

• index パラメーターを指定した場合には 400MiB に分割されたファイルがダウンロードできます。分割

してダウンロードする場合にはダンプログファイルの分割可能数分ダウンロードを実施してください。

• VSP One SDS Block Administrator でダウンロードが失敗した場合は、REST API/CLI で採取してくださ

い。

5. 命名規則に従ったダンプログファイルが作成されていることを確認します。

6. 手順 4でダウンロードしたダンプログファイルをストレージノード内から削除します。

REST API：DELETE /v1/objects/dump-files/<fileName >

CLI：dump_file_delete
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4.8 CLI のログ採取手順

CLI を利用している際に障害が発生した場合、以下の手順に従って CLI のログを採取し、サポート

センターに問い合わせてください。

操作手順

1. CLI を実行したコントローラーノードの、ユーザーディレクトリー直下にある"hsds"ディレクト

リーを確認します。ユーザーディレクトリーは設定により異なります。

以下は OS 別の"hsds"ディレクトリーの例です。<User>にはユーザー ID が入ります。

◦ Linux の場合

一般ユーザー: /home/<User>/hsds/cli

root ユーザー: /root/hsds/cli

◦ Windows の場合

C:\Users\<User>\hsds\cli

2. "hsds"ディレクトリー内の"cli"ディレクトリーを zip 形式で圧縮します。

圧縮処理は、お客様の環境に従って実施してください。

3. 作成した zip ファイルとともに、サポートセンターに問い合わせます。

4.9 コンソールインターフェイス経由のダンプログ

ファイル採取手順≪Bare metal≫
この節での記述内容は Bare metal モデルに適用されます。

この節ではコンソールインターフェイス経由によるダンプログファイル採取手順について記述しま

す。

注意 コンソールインターフェイス経由で生成したダンプログファイルは、ストレージクラスター構築後、当該
ストレージノードの増設・交換完了後、またはスペアノードの切り換え後にはダウンロードができません。ダウ
ンロードすべきログファイルが存在する場合には、ストレージクラスターの構築、ストレージノードの増設・交
換を実行する前、またはスペアノードの切り換えが実行される前にダウンロードしてください。
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KARS23909-Eが表示されている場合は、以下のログを採取してください。
・エラーメッセージKARS23909-Eが表示されている画面のスクリーンショット
・コンソールインターフェイスのShow error details画面のスクリーンショット
・VSP One SDS Blockのダンプログファイル

まず、エラーメッセージKARS23909-Eが表示されている画面のスクリーンショットを採取
します。次に、エラーメッセージKARS23909-Eが表示されている画面で
[Show details]を選択し(矢印キーで選んで[Enter]キーを押します)、Show error 
details画面を表示します。表示したShow error details画面のスクリーンショットを
採取します。[Back]を選択して、元の画面を表示します。最後にVSP One SDS 
Blockのダンプログファイルは、以降のフローに従って採取してください。

ダンプログファイルを採取するストレージノードのBMC
のリモートコンソールを表示していますか？

日立アドバンストサーバHA8000Vシリーズの場合、コントローラーノードから、ダンプロ
グファイルを採取するストレージノードのiLOのWebインターフェイス画面にログインし、
iLOのリモートコンソールのサムネイルをクリックして表示されるメニューから[HTML5 
Console]を選択します。
日立アドバンストサーバHA8000Vシリーズ以外の場合、コントローラーノードから、ダ
ンプログファイルを採取するストレージノードのBMCのWebインターフェイス画面にログ
インし、BMCのリモートコンソールを起動してください。

コンソールインターフェイス経由でダンプログファイルを
採取する指示あり

エラーメッセージKARS23909-EのSolutionで
本手順を実施していますか？

No

Yes

Yes

No

No

YesBMCから確認して電源がオフのストレージノードがあ
りますか?

電源オフになっているストレージノードの電源をオンに
してください。
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1

ログイン画面の1行目に[Login:setup]とユーザー名
が固定で表示されていますか？

コンソールインターフェイスのログイン画面を表示します。

終了

ダンプログファイルは採取できましたか？

本手順ではダンプログファイルを採取することができま
せん。「VSP One SDS Block のダンプログファイル
の採取手順」の手順を実施し、ダンプログファイルを
採取してください。

Top menu画面を表示して[Storage node 
status]の値を確認します。

対象のストレージノードのダンプログファイル採取を
スキップしてください。

[Storage node status]の値は
”NodeSettingNotCompleted”ですか？

スキップしたストレージノード以外の、すべてのストレージ
ノードのダンプログファイル採取が完了後、サポート
センターに連絡してください。

対象のストレージノードのダンプログファイル採取を
スキップしてください。

No

Yes

Yes

No

No

Yes

スキップしたストレージノード以外の、すべてのストレージ
ノードのダンプログファイル採取が完了後、サポート
センターに連絡してください。
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5

Yes

No

Yes

3

4

No

コントローラーノードからダンプログファイル採取対象の
ストレージノードにSFTPを使用して接続できるか確認
します。1

1. SFTPでダンプログファイル採取対象のストレージノードに接続確認する際に必要な情報および接続確認
　　するコマンド例を以下に示します。
    ユーザー名:setup
　　パスワード:セットアップユーザーのパスワード
　　ポート番号:10022
　　接続先のIPアドレス:ダンプログファイル採取対象のストレージノードの管理ポートのIPアドレス
    コマンド例
　　 $ sftp -P 10022 setup@<ダンプログファイル採取対象のストレージノードの管理ポートのIPアドレス>
　　 sftp> 

Top menu画面で[Show setting]を選択して、
Show setting画面を表示します。Show setting
画面で管理ポートのIPアドレス(項目名は"IP
 address")を確認します。管理ポートのIPアドレスを
確認後、[Back to top]を選択して、Top menu
画面に戻ります。

SFTPを使用して接続できましたか？

ダンプログファイル採取対象のストレージノードへの
SFTP接続を閉じます。

SFTPで接続する際に実行したコマンドを確認します。
コマンドの指定に誤りはありますか？

SFTPによる接続を正しいコマンドで再度実施して
ください。
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4

6

誤りを修正し、Bare metalモデルの「セットアップ
ガイド」の「ストレージノード単位のセットアップを行う」を
参照してストレージノード単位のセットアップを再実施
してください。
その後、コントローラーノードからダンプログファイル採取
対象のストレージノードに、SFTPを使用して接続
できるか再度確認してください。

ダンプログファイルを採取するストレージノードのBMC
のリモートコンソールにログインし、[Show setting]
を選択してください。
表示された設定内容を確認し、管理ポートの設定に
誤りがないか確認してください。
[確認ポイント]
・ 接続先のIPアドレスが誤っていませんか?
・ 表示されている設定内容に期待外の箇所がない　　
  ですか?

管理ポートの設定内容に誤りがありましたか?

ダンプログファイル採取対象のストレージノードの
ネットワーク結線、ネットワークスイッチの設定を確認
して、問題がありますか?

問題を対策し、コントローラーノードからダンプログ
ファイル採取対象のストレージノードに、SFTPを使用
して接続できるか再度確認してください。

Yes

No

No

Yes
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4

No

Yes

コンソールインターフェイスからログアウトして
Keyboard layout configuration画面に戻り、
[Current keyboard layout]に表示されている現
在のキーボードレイアウトを確認してください。

コンソールインターフェイスのキーボードレイアウトと、
SFTP接続に使用している環境のキーボードレイアウ
トは一致していますか?

サポートセンターに連絡してください。

キーボードレイアウトによっては同じキーでも入力が異
なってしまうことがあります。キーボードレイアウトを合わ
せた状態で設定し直し、コントローラーノードからダンプ
ログファイル採取対象のストレージノードにSFTPを使用
して接続できるか再度確認してください。
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9

7

8

画面中央部に表示される、作成したダンプログファイル
のファイル名(項目名は"Dump log file")を確認
します。

Top menu画面で[Create dump log file]を選択
して、Create dump log file画面を表示します。
Create dump log file画面で[Submit]を選択
します。Create dump log file (Result)画面が
表示され、ダンプログファイルの作成を開始します。
Create dump log file (Result)画面のメッセージ
エリアにKARSから始まるメッセージが表示される
まで待ってください。ダンプログファイルの作成は、
最大で60分掛かります。

表示されたメッセージはKARS10662-Iですか？

2. SFTPでダンプログファイル採取対象のストレージノードからダウンロード対象ファイルをダウンロードする際に必要な情報
　　およびダウンロードするコマンド例を以下に示します。
    ユーザー名:setup
　　パスワード:セットアップユーザーのパスワード
　　ポート番号:10022
　　接続先のIPアドレス:ダンプログファイル採取対象のストレージノードの管理ポートのIPアドレス
    ダウンロード対象ファイルの格納先ディレクトリー:/dump
    ダウンロード対象ファイル名:直前の手順で確認したダンプログファイルやダンプログファイル採取のログのファイル名
    コマンド例
　　 $ sftp -P 10022 setup@<ダンプログファイル採取対象のストレージノードの管理ポートのIPアドレス>
　　 sftp> cd dump 
　　 sftp> get <ダウンロード対象ファイル名>

作成したダンプログファイルをダンプログファイル採取
対象のストレージノードからコントローラーノードに
SFTPを使用してダウンロードします。2

画面中央部に表示される、ダンプログファイル採取
のログの名前(項目名は"Error log file")を確認
します。

作成したダンプログファイル採取のログをダンプログファ
イル採取対象のストレージノードからコントローラー
ノードにSFTPを使用してダウンロードします。2

Yes

No

No

Yes表示されたメッセージはKARS10663-Eですか？
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7

エラーメッセージKARS23909-Eが表示されている
画面のスクリーンショットを採取します。エラーメッセージ
KARS23909-Eが表示されている画面で[Show 
details]を選択して、Show error details画面を
表示し、Show error details画面のスクリーンショット
を採取します。

表示されたメッセージはKARS23909-Eですか？

ストレージノード内の障害情報を生成中のため、ダンプ
ログファイルの作成ができません。[Back to top]を
選択して、Top menu画面に戻り、しばらくしてから、
再度実行してください。 

表示されたメッセージはKARS10665-Eですか？

Yes

No

No

Yes

表示されているBMCのリモートコンソール画面の
スクリーンショットを採取して、サポートセンターに
連絡してください。

サポートセンターに連絡してください。
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10SFTPを使用して接続できましたか？

ダウンロードに失敗した要因を取り除いてください。
取り除いた要因がある場合は、ダウンロードを再度
実施してください。
[確認ポイント]
・ダウンロード失敗時のSFTPクライアントの出力
 メッセージから要因を特定できませんか？
・ダウンロード対象ファイルのサイズ以上の空き容量が、
 ダウンロード先に確保できていますか？
・コントローラーノードのアカウントはダウンロード先への
 書き込み権限を持っていますか？

このフローで採取したダンプログファイル、ダンプログファ
イル採取のログ、およびスクリーンショットを用意して、
サポートセンターに連絡してください。

ファイルのダウンロードに成功しましたか？

ダンプログファイル採取対象のストレージノードへの
SFTP接続を閉じます。

取り除いた要因はありますか？
Yes No

No

Yes

No

Yes
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Yes

No
3

9

SFTPで接続する際に実行したコマンドを確認します。
コマンドの指定に誤りはありますか？

SFTPによる接続を正しいコマンドで再度実施して
ください。

4.10 VSP One SDS Block のダンプログファイルの採

取時のトラブルシュート

「VSP One SDS Block のダンプログファイルの採取手順」を実施してダンプログファイルの採取に失

敗した場合は、以下のフローに従って対処してください。
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Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

ダンプログファイル採取時に障害発生

ダンプログファイルの採取をVSP One SDS Block 
Administratorで実施時にエラーメッセージが表
示されましたか?

ダンプログファイルを採取するREST API/CLI実行
時にエラーメッセージが表示されましたか？

ダンプログファイル作成状況を確認するREST 
API/CLIのstatusが"Failed"ですか？

ダンプログファイルのダウンロードに失敗しましたか？

対象のストレージノードのダンプログファイル採取をス
キップしてください。

スキップしたストレージノード以外の、すべての採取対
象のストレージノードのダンプログファイル採取が完了
後、サポートセンターに連絡してください。

画面に表示される対処に従ってください。

「ダンプログファイルを採取するREST API/CLI 実行
不可時の対処」の手順に従って対処してください。

「ダンプログファイルの作成失敗時の対処」に従って対
処してください。

「ダンプログファイルのダウンロード失敗時の対処」に
従って対処してください。

4.10.1 ダンプログファイルを採取する REST API/CLI 実行不可時の対
処

ダンプログファイルを採取する REST API/CLI 実行時にエラーメッセージが表示された場合は、以下

のフローに従って対処してください。

418 ログを採取し問い合わせる

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Block トラブルシューティングガイド



4

2

1 2 3

No

Yes

Yes

No

Yes

No No

Yes

Yes

No

ダンプログファイルを採取するREST API/CLI実行
時にエラーメッセージが表示された

REST API/CLI発行時のアクセス先アドレスやパラ
メーターは正しく指定されていますか？ 

正しい設定値で、対象のストレージノードのダンプログ
ファイル採取を再度実施してください。

コントローラーノードとダンプログファイル採取対象の
ストレージノード間で、ネットワーク疎通に問題が発
生していますか？1

REST API/CLIのエラーメッセージは
KARS10666-Eですか？

modeに"Monitor"を指定していますか？

リクエスト先のストレージノードのstatusは"Ready"
かつclusterRoleは"Master"ですか？

statusが"Ready"かつclusterRoleは"Master"
のストレージノードをリクエスト先として、ダンプログファ
イルの採取を再実施してください。

1. コンソールから以下のコマンドを実行することで、HTTPS接続するためのネットワークの疎通状況を確認できます。
     ・Windowsの場合(PowerShell上で下記を実行)
      > Test-NetConnection <対象ストレージノードのIPアドレス> -Port 443
     ・Linuxの場合
      $ curl -k -I https://<対象ストレージノードのIPアドレス>/hsds/
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１ 2 3

REST API/CLIのエラーメッセージに対処してください。
Solutionが「Take action according to the 
Troubleshooting Guide」の場合はそのまま次へ
進んでください。

ダンプログファイルの採取を再度実施してください。

ダンプログファイルは採取できましたか？

終了

対象のストレージノードのダンプログファイル採取をス
キップしてください。

スキップしたストレージノード以外の、すべてのストレー
ジノードのダンプログファイル採取が完了後、サポート
センターに連絡してください。

Yes

No
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Yes

No

Yes

No

採取対象のストレージノードは起動していますか？

≪Bare metal≫「チェックする項目一覧≪Bare metal≫」の「VSP One SDS Block 
を構成する管理ネットワーク、コンピュートネットワーク、ストレージノード間ネットワーク、
BMC ネットワークはすべて正常に動作していますか。」の備考欄に従って管理ネット
ワークに対処が必要ないか確認して、必要であれば対処してください。
≪Cloud for AWS≫「チェックする項目一覧≪Cloud for AWS≫」の「AWS の環境
は、正常に動作していますか。」の備考欄に従って対処が必要ないか確認して、必要
であれば対処してください。
≪Cloud for Google Cloud≫「チェックする項目一覧≪Cloud for Google 
Cloud≫」の「Google Cloud の環境は、正常に動作していますか。」の備考欄に
従って対処が必要ないか確認して、必要であれば対処してください。
≪Cloud for Microsoft Azure≫「チェックする項目一覧≪Cloud for Microsoft 
Azure≫」の「Microsoft Azure の環境は、正常に動作していますか。」の備考欄に
従って対処が必要ないか確認して、必要であれば対処してください。

対象のストレージノードのダンプログファイル採取を再
度実施してください。

ダンプログファイルは採取できましたか？

ストレージノードを起動します。
その後、ダンプログファイル採取の手順を再度実施して
ください。ストレージノードが起動しない場合は、
対象のストレージノードのダンプログファイル採取を
スキップしてください。

対象のストレージノードのダンプログファイル採取をス
キップしてください。

スキップしたストレージノード以外の、すべての採取対
象のストレージノードのダンプログファイル採取が完了
後、サポートセンターに連絡してください。終了

4.10.2 ダンプログファイルの作成失敗時の対処

ダンプログファイルの作成に失敗した場合は、以下のフローに従って対処してください。
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ダンプログファイル作成状況を確認する
REST API/CLIのstatusが"Failed"

ダンプログファイル作成を要求するREST API/CLI
を再度実行します。

ダンプログファイル作成状況を確認する
REST API/CLIを再度実行します。
statusが”Creating”の場合はダンプログファイル作
成中のため、しばらく待ってから再度実行してください。

ダンプログファイル作成状況を確認する
REST API/CLIのstatusが"Created"ですか？

ダンプログファイル作成状況を確認する
REST API/CLIの実行結果を確認します。

終了

"size"パラメーターに数値が入っていますか？

確認したファイルサイズ以上の空き容量を確保して
から、ダンプログファイルをダウンロードする
REST API/CLIを実行し、ダンプログファイル採取の
失敗を示すログをダウンロードします。

対象のストレージノードのダンプログファイル採取を
スキップしてください。

スキップしたストレージノード以外の、すべての採取
対象のストレージノードのダンプログファイル採取が
完了後、サポートセンターに連絡してください。

Yes

No

Yes

No

ダンプログファイルを削除するREST API/CLIを実行
し、ダウンロードしたダンプログファイル採取の失敗を示
すログをストレージノード内から削除します。
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4.10.3 ダンプログファイルのダウンロード失敗時の対処

ダンプログファイルのダウンロードに失敗した場合は、以下のフローに従って対処してください。

Yes

終了

Yes

No

No

Yes

No

Yes

ダンプログファイルのダウンロードに失敗

ダンプログファイル作成状況を確認するREST
API/CLIを再度実行します。

ダンプログファイル作成状況を確認するREST
API/CLI実行時にエラーメッセージが表示されまし
たか？

"size"パラメーターの値以上の空き容量が、ダウン
ロード先に確保できていますか？

「ダンプログファイルを採取するREST API/CLI 実行
不可時の対処」に従って対処してください。

不要なファイルを削除して、空き容量を確保してくだ
さい。

ダンプログファイルをダウンロードするREST API/CLI
を再度実行します。

ダンプログファイルのダウンロードに成功しましたか？

対象のストレージノードのダンプログファイル採取をス
キップしてください。

スキップしたストレージノード以外の、すべての採取対
象のストレージノードのダンプログファイル採取が完了
後、サポートセンターに連絡してください。
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用語解説

　

(英字)

BMC ネットワーク
ストレージノードの BMC とコントローラーノードを接続するネットワーク。BMC をコントローラーノードから操

作するために使用される。

BMC ポート
BMC ネットワークに接続するためのストレージノードのポート。

Data At Rest Encryption
用語解説の「格納データ暗号化」を参照してください。

host NQN(NVMe Qualified Name)
NVMe/TCP の通信プロトコルで、NVMe ホストを特定するための識別子。

Multi-AZ 構成
リソースを複数のアベイラビリティーゾーン(Google Cloud においてはゾーン)に配置し、データセンター障害が

発生してもシステム停止とならない構成。Cloud モデル for Google Cloud では Multi-Zone 構成とも表記する。

Namespace
NVM サブシステム上に作られるボリューム情報。

NVM サブシステム
Namespace を共有する NVM デバイス制御システム。

PIN
ストレージコントローラーのキャッシュ上に障害が発生した状態。

P/S-VOL
カスケード構成のスナップショットツリーにおいて、P-VOL であり、かつ S-VOL を持つ属性のボリューム。

P-VOL
スナップショットでの、コピー元のボリューム。

Universal Replicator では、リモートコピー元のボリューム。
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Single-AZ 構成
リソースを単一のアベイラビリティーゾーン(Google Cloud においてはゾーン)に配置する構成。Cloud モデル

for Google Cloud では Single-Zone 構成とも表記する。

S-VOL
スナップショットでの、コピー先のボリューム。

Universal Replicator では、リモートコピー先のボリューム。

Universal Replicator
本来のデータセンター(正サイトのストレージシステム)とは別のデータセンター(副サイトのストレージシステ

ム)を遠隔地に設置して、正サイトの P-VOL へのデータ書き込みとは非同期に、副サイトにある S-VOL にデータを

コピーする機能。

UR データボリューム
P-VOL、S-VOL、または P/S-VOL のうち、Universal Replicator のコピー対象になっているボリューム。

VM
仮想マシン。

VPS
Virtual Private Storage の略。用語解説の「仮想プライベートストレージ」を参照してください。

VPS 管理者
マルチテナンシー構成において、仮想プライベートストレージ(VPS)を管理する管理者。

(ア行)

アザーボリューム容量
スナップショットボリューム(S-VOL、P/S-VOL)の総容量。

一時ボリューム容量
データマイグレーション、容量バランスで一時的に作成されるボリュームの総容量。

イニシエーター
コンピュートノードからボリュームへアクセスするときのコンピュートノード側のエンドポイント。

イベントログ
システムの動作を記録するファイル。VSP One SDS Block では、障害通知目的のログを指す。

(カ行)

格納データ暗号化
ユーザーデータをストレージシステム内のソフトウェアによって暗号化する機能。

仮想コマンドデバイス
RAID Manager のコマンドを Out-of-band 方式で実行するためにストレージシステムに設定する論理デバイス。

仮想プライベートストレージ
マルチテナンシー構成において、ストレージクラスターから論理的に分割された仮想ストレージ。
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カレントフォールトドメイン
ボリュームを管理するストレージコントローラーが現在属するフォールトドメイン。

管理ネットワーク
≪Bare metal≫コントローラーノードと、ストレージノード間のネットワーク。VSP One SDS Block の管理操作や

SNMP、NTP などの外部サービスとの通信に使用する。

≪Cloud≫コントローラーノードと、ストレージノード間のネットワーク。VSP One SDS Block の管理操作や SNMP

などの外部サービスとの通信に使用する。

管理ポート
≪Cloud≫管理ネットワークに接続するストレージノードの仮想ポート。

≪Bare metal≫管理ネットワークに接続するストレージノードのポート。

クラスターマスターノード(セカンダリー)
クラスターマスターノード(プライマリー)に障害が発生した場合に、クラスターマスターノード(プライマリー)

に代わって、ストレージクラスター全体を管理する役割を持つストレージクラスター内にあるストレージノード。

クラスターマスターノード(プライマリー)
ストレージクラスター全体を管理する役割を持つストレージクラスター内にあるストレージノード。

クラスターワーカーノード
ストレージクラスター全体を管理する役割を持たないストレージクラスター内にあるストレージノード。

形成コピー
ペア作成またはペア再同期の契機で実行されるコピー。

更新コピー
ジャーナルボリュームに格納された更新データを S-VOL に反映させるコピー。

構成バックアップファイル≪Bare metal≫≪Cloud for AWS≫
ストレージクラスターの構成情報をバックアップしたファイル。

構成ファイル
≪Cloud≫VSSB 構成ファイルと VM 構成ファイルの総称。

≪Bare metal≫VSSB 構成ファイルのこと。

コンシステンシーグループ
データの一貫性を保ってコピーされるボリュームの集合。同一ジャーナルに属する UR データボリュームは、すべ

て同じコンシステンシーグループに属する。

コンソールインターフェイス
ストレージノードのコンソール(BMC 経由の仮想コンソールなど)のインターフェイス。

コントローラーノード
VSP One SDS Block の管理機能(ボリューム作成など)の指示に使われる管理用のノード。

コンピュートネットワーク
コンピュートノードとストレージノードとの間のネットワーク。ユーザーデータの入出力に使用する。

コンピュートノード
ユーザーのアプリケーションが動作し、ユーザーデータの入出力をストレージノードに指示するノード。コン

ピュートポートに接続しているホスト。
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コンピュートポート
≪Cloud≫コンピュートネットワークに接続するストレージノードの仮想ポート。

≪Bare metal≫コンピュートネットワークに接続するストレージノードのポート。

(サ行)

システム管理者
ストレージクラスター全体を管理する管理者。

システムコントローラー
ストレージノード自体の稼働やストレージノード間の連携、ストレージクラスターの運用や保守に必要な VSP One

SDS Block の一部のプロセス。

自動回復
用語解説の「ストレージノード自動回復」を参照してください。

ジャーナル
ジャーナルボリュームと UR データボリュームを関連付ける仕組み。

ジャーナルボリューム
Universal Replicator で、P-VOL から S-VOL にコピーするデータと、制御用のメタデータを格納するボリューム。

障害ドライブ
障害が発生して、保守交換が必要なドライブ。

シンプロビジョニング
最小容量の領域のみを最初に確保し、必要に応じて拡張していく仮想ストレージの作成方式。

スケールアウト
ストレージノードの追加によって、CPU 数、メモリー容量、ドライブ数などを増加させ、システムの性能や容量を

向上させる方式。

スコープ
ユーザーが操作できるリソースの範囲。ユーザーグループに設定され、どのユーザーグループに属するかによっ

て、ユーザーのスコープが決定する。

ストレージクラスター
複数のストレージノードから構築される、仮想的なストレージシステム。

ストレージコントローラー
ストレージノードの容量やボリュームを管理する VSP One SDS Block の一部のプロセス。

ストレージコントローラー再配置
ストレージノードの増設や減設によってストレージノード間のストレージコントローラー数に偏りが生じるた

め、各ストレージノードのストレージコントローラー数を最適化する機能。

ストレージソフトウェア
ストレージクラスターを実現する VSP One SDS Block のソフトウェア。
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ストレージノード
≪Bare metal≫VSP One SDS Block を構成する CPU、メモリー、ドライブが割り当てられた物理サーバー。また

は、ストレージノード上で動作する VSP One SDS Block ソフトウェアのプロセスグループを指す。

≪Cloud≫VSP One SDS Block を構成する CPU、メモリー、ドライブが割り当てられた仮想サーバー。または、ス

トレージノード上で動作する VSP One SDS Block ソフトウェアのプロセスグループを指す。

ストレージノード間ネットワーク
ストレージノード間のネットワーク。ストレージノード間のユーザーデータのやりとりや、ストレージノード間

の管理情報の通信に使用する。

ストレージノード間ポート
≪Cloud≫ストレージノード間のネットワークに接続するストレージノードの仮想ポート。

≪Bare metal≫ストレージノード間のネットワークに接続するストレージノードのポート。

ストレージノード減設
ストレージノードをストレージクラスターから取り除く処理。

ストレージノード交換
閉塞しているストレージノードを手動で回復させる機能または処理。

以下を交換して、閉塞しているストレージノードを回復する。

≪Cloud≫ストレージノード VM

≪Bare metal≫物理ノード

ストレージノード自動回復
ソフトウェア要因(ファームウェア、ドライバーなど)によるサーバー障害、またはストレージノード間ネットワー

クの一時的な障害によるサーバー障害からストレージノードを復旧するために、ストレージノードの自己診断と

自動復旧を行う機能。

ストレージノード増設
ストレージノードをストレージクラスターに追加する処理。

ストレージノード保守回復
閉塞しているストレージノードを手動で回復させる機能または処理。以下を使用して、閉塞しているストレージ

ノードを回復する。

≪Bare metal≫閉塞前からストレージノードとして使用していた物理ノード

≪Cloud≫既存のストレージノード VM

ストレージノード保守閉塞
ストレージノードを一時的にストレージクラスターから切り離し、部品交換などの保守が可能な状態にする処理。

ストレージプール
複数のドライブをまとめた論理的なユーザーデータ格納域。

スナップショットボリューム
P-VOL、S-VOL、P/S-VOL のどれかであるボリューム。

スペアノード
スペアノード機能で使用する待機用のノード。

スペアノード機能
ストレージクラスターに、待機用のノードを登録し、障害発生ストレージノードが自動回復による保守回復で復

旧できない場合に、障害発生ストレージノードから待機用のノードへ切り換えることで冗長性の回復を行う機能。
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セカンダリーフォールトドメイン
プライマリーフォールトドメインに切り替えが必要な障害が発生したときの、切り替え先のフォールトドメイン。

ボリュームの管理は、切り替え先であるセカンダリーフォールトドメインに所属するストレージコントローラー

に切り替わる。

(タ行)

代表ストレージノード
Bare metal モデルのセットアップ手順において、ストレージクラスターの構築に使用する任意のストレージノー

ド。クラスターマスターノード(プライマリー)とは異なる。

タイブレーカーノード
Multi-AZ(Multi-Zone)構成において、分散合意でのスプリットブレイン問題を回避するために監視機能を動作さ

せるストレージノード。ストレージコントローラー、ドライブ、コンピュートポートは持たない。

ターゲット
コンピュートノードからボリュームへアクセスするときのストレージクラスター側のエンドポイント。

ターシャリーフォールトドメイン
セカンダリーフォールトドメインに切り替えが必要な障害が発生したときの、切り替え先のフォールトドメイン。

通常ボリューム
ローカルコピー(スナップショット/データマイグレーション)の P-VOL、S-VOL、P/S-VOL のどれでもないボリュー

ム。

ディスクコントローラー
ドライブを利用するために必要なハードウェア。

データマイグレーション
外部ストレージシステムから VSP One SDS Block 内にボリューム単位でデータを移行する機能。

ドライブ
≪Bare metal≫ユーザーデータや OS を格納する物理デバイス。SSD や HDD の一般名称。

≪Cloud for AWS≫ユーザーデータや OS を格納する EBS。

≪Cloud for Google Cloud≫ユーザーデータや OS を格納する Google Cloud Hyperdisk。

≪Cloud for Microsoft Azure≫ユーザーデータや OS を格納する Azure マネージドディスク。

ドライブ再組み入れ
閉塞しているドライブを再利用して回復させる機能または処理。

ドライブ自動回復
障害が起きたドライブを自動で回復させる機能。

ドライブデータ再配置
ストレージノードの増設や減設によってストレージノード間の容量に偏りが生じた場合、各ストレージノードの

容量の使用効率を最適化するため、ストレージノード間のデータ容量を平準化する機能。
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(ハ行)

フェイルオーバー
クラスターマスターノード(プライマリー)の障害時に、クラスターマスターノード(セカンダリー)をクラスター

マスターノード(プライマリー)に切り替える機能。

フォールトドメイン
電源系統やネットワークスイッチを共有しているストレージノードのグループ。グループ内のストレージノード

がまとまって異常になってもストレージの運用を継続できるようにするための構成。

物理ノード
ストレージを利用する環境において、その環境に属する物理サーバー。

プライマリーフォールトドメイン
ボリュームを管理するストレージコントローラーが本来属するフォールトドメイン。

プログラムプロダクトライセンス
機能単位のライセンス。

プロテクションドメイン
ストレージノードやストレージノード間ネットワークで障害が発生したときに、障害範囲を限定するための設定。

プロビジョンドボリューム容量
通常ボリューム、スナップショットボリューム(P-VOL)、ジャーナルボリューム、元ジャーナルボリュームの総容

量。

閉塞
ストレージやストレージを構成するリソースにおける状態の一種で、I/O ができない状態のこと。

閉塞ドライブ
閉塞状態にあるドライブ。保守交換が必要かどうかは未確定の状態。

ベースライセンス
基本的な機能を提供するライセンス。

保守回復
用語解説の「ストレージノード保守回復」を参照してください。

保守閉塞
用語解説の「ストレージノード保守閉塞」を参照してください。

ボリューム
コンピュートノードにマウントしてユーザーデータの読み書きを行う論理デバイス。

ボリューム種別
通常ボリューム、スナップショットボリューム、マイグレーション先ボリューム、またはマイグレーション元ボ

リューム(仮想ボリューム)のどれに該当するかを示す情報。

Universal Replicator では、通常ボリューム、スナップショットボリューム、マイグレーション先ボリューム、

マイグレーション元ボリューム(仮想ボリューム)、ジャーナルボリューム、または元ジャーナルボリュームのど

れに該当するかを示す情報。

ボリュームパス
コンピュートノードとボリュームの接続情報。コンピュートノードからボリュームを利用するために必要な設定

情報の 1つ。
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ボリュームマイグレーション
ストレージノードの減設時に、減設するストレージノードにあるボリュームを別のストレージノードに移動する

こと。

(マ行)

マスタージャーナルボリューム
P-VOL と関連付けられているジャーナルボリューム。

マルチテナンシー機能
大規模ストレージシステムにおいて、1つのストレージのリソースを複数のテナント(会社や部署)で分配または共

有利用できるようにする機能。分配された個々のストレージシステムが仮想プライベートストレージ(VPS)とな

る。

ミラー
マスタージャーナルとリストアジャーナルのペア関係。

ミラーユニット
ジャーナルを所属ミラーごとに細分化して管理する際の管理単位。1つのジャーナルが複数ミラーに属する場合

は、属するミラーごとに状態や適用すべきオプションが異なる。これらの状態やオプションは(ジャーナルではな

く)各ミラーユニットが保持する。

(ヤ行)

容量バランス
ストレージコントローラー間の容量使用率が偏ると、自動的に使用率の高いストレージコントローラーから使用

率の低いストレージコントローラーにボリュームを移動する機能。

(ラ行)

ライセンスキー
対応するライセンスを VSP One SDS Block で有効化するためのキー。

リザーブジャーナルボリューム
予備のジャーナルボリューム。

リストアジャーナルボリューム
S-VOL と関連付けられているジャーナルボリューム。

リビルド
ドライブやストレージノードの障害の際に、低下したデータの冗長度を自動的に回復させる機能。

リビルド領域
ストレージプールのうち、ドライブ障害時のデータリビルド用に確保されている領域。

リモートストレージシステム
リモートパスグループおよびリモートパスを形成する 2つのストレージシステムのうち、操作対象(ローカルスト

レージシステム)ではないストレージシステムのこと。
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リモートパス
リモートコピー実行時に、遠隔地にあるストレージシステム同士を接続するパス。

リモートパスグループ
リモートパスを束ねたもの。

ローカルストレージシステム
リモートパスグループおよびリモートパスに関する操作の対象となるストレージシステムのこと。
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